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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　見守るものたち







　そこは薄うす暗ぐらい部屋であった。


　広さは十分にある。大型の体育館並なみの広さだ。だが四方を囲む壁かべには窓まどがない。部屋の中の家具は極きよく端たんに少なく、時計のたぐいは一いつ切さいない。よってこの部屋の中にいる限かぎり、今がいつなのか、朝なのか夜なのかさえ判はん別べつできない。


　飾かざり気けのない、無む機き質しつな部屋だ。照明はつけられているが、広い室内の至いたる所ところに設せつ置ちされた電灯は全すべて間かん接せつ照明となっており、室内に不ふ可か思し議ぎな光と影かげの世界を作り出していた。


　広い部屋の中央には、巨きよ大だいな円えん卓たくが備そなえ付つけられていた。直径は十メートルはあるだろう。この部屋の中でもっとも目立つ、最大の家具である。だが、それでも部屋の空間には余よ裕ゆうがあり、巨大な円卓も、広大な空間の一部を埋うめているに過すぎなかった。


　その円卓には、合計で八つの席が用意されていた。現げん在ざい空席は三つある。


「五人か」


　席に着いた一人が、今の状じよう況きようを確かく認にんするように低い声で呟つぶやいた。


「これ以上待つのは無意味だ。始めよう」


　声がそう続けると、それに異いを唱える別の声が上がった。


「待て、フィッティヴァルホック。勝手に話を進めるな。いつからお前が司会役になった？」


「わたしは論ろん理り的かつ円えん滑かつに会議を進めたいだけだ」


　最初に口を開いた男が言う。


「確たしかに、我われ々われ中央審しん議ぎ会かいは八や祖その代表八名全てがそろってから開かれるのが規き則そくだ。だが、いつまで待ってもこない人間を待つのは無意味だろう」


「然しかり。だが貴き様さまに話の主しゆ導どう権けんを握にぎられるのは気に食わん」


「フィッティヴァルホックはすでに敗北した身だろう。あまりいい気にならぬのがその方の身みの程ほどというものだ」


「確かに我わが家は敗北したかもしれんが、それでわたしの発言力が低下する道理はない」


　部屋に集つどう五人の人物は、口々に自分の意見を言う。それは互たがいを牽けん制せいし合うようであり、隙すきあらば寝ね首くびをかこうと牙きばを隠かくした獣けもの同士の威い嚇かくのようでもある。


　そんな不ふ穏おんな空気に満ちた話し合いではあるが、それはこの会議の意味を考えればしかたないだろう。


　魔ま宴えん中央審議会。


　魔ま乖かい術じゆつ師しの代表者、八人が互いの名めい誉よのために殺し合う〈絢けん爛らんなる魔宴〉。


　その魔宴にも当然ながらルールがあり、円滑に進行させるべき審しん判ぱん役やくもいる。それがこの中央審議会である。魔宴の参加者とは別に、八祖それぞれの家から選出された代表者八名の合ごう議ぎ制せいにより、この会議は行われる。


　魔宴における監かん督とく役やくともいうべき存そん在ざいだ。基き本ほん的に彼らは魔宴の進行を監かん視し、記録するのが主な役目である。だが、魔宴において重大な違い反はんがあると目される場合、その審しん査さ、および処しよ分ぶんを決定する、魔宴における最高意い思し決定機関でもある。


　特定の八祖への傾けい注ちゆうがないよう、会議は八人全員の出席が開かい催さいの条じよう件けんである。だが。


「もっとも、現在では事実上七人しかおらぬがな」


　かつて八つの家があった八祖も、今や一つの血ち筋すじが途と絶だえ、七人しかいない。


「それはわかっている。だが、残り二人は？」


「カナンは例のごとく、何かと理由をつけて欠席だ」


「相変わらずだな、あの家は。魔宴をなんだと思っている」


「なぁに、構かまうまい。不参加ならば、この場でどのような決議が下されようと、文もん句くは言わせん」


「そしてクラインは先日の一件けんで、エリザベートの後こう任にんが決まってないようです」


「エリザベート、か――ともあれ、あの狂きよう人じんともこれでようやくお別れかな」


「それはどうかな。あの女が最後まで勝ち残る可か能のう性せいも、ないわけではない」


「それはありえんよ。何しろ今回の魔宴には、我わがゾルグ家の誇ほこる『天才』が参加しているのだからな」


「まだ貴き公こうの家が優ゆう勝しようすると決まったわけではない。我々の代表もまだ健けん在ざいだ」


「時間の問題だな」


「なにを！」


「静まれ」


　ひときわ低い声が、騒さわがしくなりかけた場を制せいした。


「今は不毛な議ぎ論ろんはいい。我々は己おのれに課された職しよく務むを果たすべきだ」


　部屋にいる五人は、その言葉に居い住ずまいを正した。


　その様子を見て満足そうに頷うなずいた老人、シュトレンベルグは、こう続けた。


「さて、では話し合おうか――第十七回〈絢爛なる魔宴〉における異い分ぶん子し、はぐれ魔乖術師スガム・ナイトの処分について」






　第一章　招まねかれざる客たち







　清すが夢む騎ない人との朝は早い。新聞の配達も始まっていない早朝から起きて、自主鍛たん錬れんに入る。


　彼は魔ま乖かい術じゆつ師しであり、魔ま宴えんの参加者でもある。互いの命を賭かけて戦う魔乖術師同士の闘とう争そう、〈絢けん爛らんなる魔宴〉。そこを勝ち抜ぬくには並なみ外はずれた魔ま乖かい咒じゆの才さい能のうと戦せん闘とう能力が要求される。


　ナイトは自分自身が未み熟じゆくであることをしっかりと認にん識しきしていた。それは最近立て続けに起こった事じ件けんにおいて、ナイト自身がほとんど満足に動けぬまま敵てきに翻ほん弄ろうされてしまったという事実からも、一いち目もく瞭りよう然ぜんである。


　だからナイトは、もっと強くなろうと考えた。今のままではダメだ。もっと強くならなくては、勝つことも、大切なものを護まもることもままならない。


　何より、肉体がかなりなまっていることが致ち命めい的だった。


　子こ供どもの頃ころは厳げん格かくだった祖そ父ふの影えい響きようで体をだいぶ鍛きたえていたのだが、中学以い降こうはほとんど運動らしい運動はしていなかった。自分でも覚かく悟ごしていたものの、やはり以前のような動きのキレというものが、欠けていた。


　そんなわけで昔のカンを取り戻もどすべくトレーニングを日々続けるナイトなのであった。


　無論一いつ朝ちよう一いつ夕せきで昔に戻れるわけではないのだが、やらねばなにも変わらない。そう割わり切って、ナイトは地味な鍛錬を続けて基き礎そ体力や筋きん力りよくを強化していた。


　今や完全に裏うら世せ界かいの住人となったナイトは、表社会との人間関係による接せつ点てんはない。だから昼間の時間に外を出歩いていると、不ふ審しんな目を近所の人間から向けられてしまう。


　つい最近まで顔を合わせれば会え釈しやくくらいはしていた間あいだ柄がらなのに、向こうはすでにナイトのことを憶おぼえていないのだ。


　最初こそ動どう揺ようしたものの、もう自分は元に戻れないんだ、と思うと逆ぎやくに落ち着いてきた。自分には魔宴を戦い抜く道しか残っていないならば、それに専せん念ねんすればいい、そういう思考だ。


　人ひと気けの少ない早朝の内に町内でロードワークを一通りこなす。太陽が出て明るくなってきたら、一いつ旦たん家に戻って、庭で基礎鍛錬の続きをする。


　夏の日の出は早い。照りつける太陽は、恐おそろしい早さで周囲の気温を上げていく。すでに走り込こみを終えたナイトは全身に汗あせが噴ふき出ているが、さらに汗の勢いきおいが増ましてくる。


　ナイトは日課となっている腕うで立たて伏ふせを、一人黙もく々もくとこなしていた。すると、その背せ中なかに声が投げかけられた。


「先生ぇ、なにやってるですか？」


　縁えん側がわからひょっこり顔をのぞかせているのは、ナナ。ナイトと同じ魔ま乖かい術じゆつ師しの少女だ。


　正せい確かくな年は知らないが、十歳さいか九歳くらいだとナイトは思っている。ころころとよく笑う明るい少女で、今は裾すその短いノースリーブのワンピースを着ている。髪かみは数カ所を髪かみ留どめで束ねている。


　一ヵ月ほど前の事件で知り合って、それ以来一いつ緒しよに暮くらすようになった、居い候そうろう二号である。


「先生ぇ、いっつもなにやってるですか、こんな早くから？」


　好こう奇き心しんに突つき動かされるように、ナナがナイトのすぐそばに座すわり込んでじろじろと見てくる。ナイトは苦く笑しようしながら、それでも腕立て伏せを一時もやめず、説明した。


「ちょっと自じ己こ鍛錬をな」


「ジコタンレン……ってなんですか？」


　この少女には、少し難むずかしい単語だったかな？


「わかりやすく言うと、強くなるために鍛えてるってことだな」


　少し悩なやむようなそぶりを見せた後、ナナはポンと手を叩たたいた。


「あぁ、それは日本語で言うところの、自己鍛錬ってやつですね？」


「……今、そう言わなかったか？」


「ですぅ。ナナ自己鍛錬って初めて見たですよ」


「……自己鍛錬の意味を、自分で説明できるか？」


「朝っぱらから屋外で上半身裸はだかになって汗をかきながらハァハァいうことです」


　……ナイトは一いつ瞬しゆんこの娘むすめの頭を思いっきりはたきたい衝しよう動どうに駆かられたが、脅きよう異いの自じ制せい心しんで何とかこらえた。


　まぁたしかに、暑いからって上半身裸になっているナイトも少しデリカシーがなかったかもしれないが。


「で、先生ぇ、本当にそんなことをやったら強くなるですか？」


「強くなるためにやっているわけじゃないよ」


　ナイトは腕立てを続けながら、頭かぶりを振ふった。


「基礎的な鍛たん錬れんは、継けい続ぞくに意味がある。俺おれが今やっているのも、強くなるための運動じゃない。これは軽い、準じゆん備び運動みたいなものだ」


「準備運動ですか～」


　ナイトは黙々と体を動かしながら頷うなずいた。


「そうだ。この後本ほん格かく的に稽けい古こをしていくけど、ウォームアップはした方がいいからな」


　ナイトの祖そ父ふなどは準備運動をほとんどしていなかった。武ぶ道どう家かは二十四時間戦っている、というのが口くち癖ぐせの人だったから、準備運動などする必要がなかったらしい。


「大変ですねぇ、先生ぇ汗だくですよ？」


「基礎運動は、筋力を落とさないための運動って意味もあるからな。ここで手を抜くような人間は、最終的に弱くなる」


「そうですか～、大変ですね～」


　ナナは腕を組んで、ナイトを見下ろしながら何か考え込こむようなそぶりを見せた。


「……です！　ならナナも、先生ぇと同じことをやるですよ～」


「え？　ナナも？」


「ですですぅ、同じです～」


　ニコニコ笑いながら、ナナはナイトのすぐそばで地面に手をつき、ナイトと同じ体たい勢せいになった。


「何回やればいいですか？」


　本当は小さな頃ころから変な筋きんトレをやると成長が阻そ害がいされたりするのでやらせたくはないのだが……この子の場合、なにもやるなというと、一人で勝手にやり出すおそれがある。そうなるくらいなら、目の前でやらせたほうがいいか、とナイトは判はん断だんした。


「……まぁいい。俺は二百回いつもやってるが、ナナは二十回くらいやってみな」


「ですです～」


　さて、最近の女の子とかだと、腕を曲げたとたん一回も元に戻れない、ってくらい筋力のない子が普ふ通つうにいるからな、とナイトは思い出した。中学生の頃そういう女子を目まの当たりにして、この子はこれから先生きていけるのか、本気で心配になったものだ。


　ナナの場合どれくらいできるのだろう？　まだ小さな女の子だし、十回くらいで……


　と、その瞬間、ナイトの顔を風が撫なでた。


「終わったですよ」


「え!?」


「終わったです、先生ぇ」


　ニコニコ笑いながら、報ほう告こくしてくる。ナイトは、今自分の目が信じられなかった。


「……ナナ、もう二十回追加してもいいか？」


「ですです～、おまかせですよ～」


　笑いながらナナは再ふたたび腕うで立たて伏ふせをする。


　ナイトは自分の腕立て速度は取り立てて速いとは思っていないが、平へい均きんよりは速いと思っている。しっかり腕を曲げて、顎あごと腹ふく部ぶが地面につくギリギリまで下ろして、元に戻る。この運動を、一秒以内にやっている。


　だが、今の目の前のナナはなんだ？　ナイトと全く同じ動きを、ナイトが一回やる間に三回くらいやっている。速すぎて、風ふう圧あつで砂すな埃ぼこりが舞まい上がるくらいだ。


　当然二十回なんて、ナイトが目を瞠みはっている内にあっという間に終わってしまう。


「終わったですよ、先生ぇ」


「……ナナ、君、腕立て伏せって、前もやっていたか？」


「今日が初めてですよ」


　……ウソだと言いたかった。なんでこんな、人間離ばなれした動きをこの子はできるんだ？


「でも、似にたよ～な運動は前もやってたですよ」


「どんなのだ？」


「こういうのですよ」


　ナナは地面に手をついたまま、ひょいと下半身を持ち上げて、逆さか立だちとなった。ほとんど勢いきおいがついておらず、ほぼ腹筋と背はい筋きんの力だけで下半身を垂すい直ちよく方向へともっていったのである。一流アスリートでもなかなかこうはできない。


　さらにあろう事か、ナナは逆立ちしたまま、左手を離はなした。右みぎ腕うで一本で体を支ささえたのである。さらにさらに、右手の人差し指、中指、親指の三本だけを立て、三本の指のみで全体重を支え、その体勢で腕立て伏せを開始したのだ。しかも、ナイトが普通に腕立て伏せをやるのと大して速さは変わらない。


「……ナナ、器用だな」


　と、かろうじてそれだけ声を出すことができた。


「です～。ナナおバカさんだから、失敗してエリザベート様に怒おこられるとこうやって腕立て伏せやらされたですよ」


　……これ、腕立て伏せと言っていいのか？　なんだかもう、完全に別物の運動じゃないか？　雑ざつ伎ぎ団だんでもこうはいかないだろう。


　よく考えてみるとこのナナという少女、頭の中身と魔ま乖かい咒じゆの才さい能のうはあまりない（ナナを気き遣づかった表ひよう現げん）のだが、その分身体能力はずば抜けている。魔乖咒で強化したナイトの動きを上回るほどの運動を先日は見せてくれた。


　先日ヨルとナナが戦ったとき、勝負はヨルの勝利だった。だが、ナナにもし平均的な魔乖咒の腕うでがあれば、勝敗はわからなかった、と後でヨルが零こぼしていたのを耳にした。


「先生ぇ、どうしたですか？　ナナのやり方、やっぱり変ですか？」


　ナイトの腕が止まっているのを見て、ナナは逆立ちしたまま器用に首をかしげてきた。ナナはそのまま片かた手てで軽く跳ちよう躍やくし、一回転して立ち上がった。


「……いや、なに。ちょっとな。君が思ったよりもできるみたいで、驚おどろいただけだよ」


「そんな、別にこれくらい、たいしたことじゃないですよ～」


　満まん更ざらでもないのか、照れたようにナナは首を振ふった。


「これくらいのこと、ナナみたいなおバカさんにでもできる、簡かん単たんな運動ですよ～」


　いや、でも、逆立ち片手腕立て伏せなんて、ナイトでもできるかどうか自信は……


「先生ぇならナナなんかよりもっとすごいのできるですよね？」


「うっ！」


　キラキラと、何かを期待するようなまなざしを無む邪じや気きに向けてくるナナ――気まずい。偉えらそうに腕立て伏せの講こう釈しやくをたれた手前、このままでは、収おさまりがつかない……


「それじゃぁナナ、俺の背せ中なかに乗ってくれないか？」


「え!?　いいんですか!?」


「あぁ、俺くらいになると、人を一人乗せてもまだ足りないくらいだ」


　腕わん力りよくには自信がある。小こ柄がらなナナ一人を背中に乗せて腕立てをするくらい、簡単だ。


「本当に乗っていいですか？」


「もちろんだ。なんなら背中に立って、そこで飛び跳はねたっていいぞ」


　と、調子のいいことも言う。まぁ、ナナ一人くらいなら、それくらいされても平気だ。


「じゃ、いくですよ」


「いつでもいいぞ」


　とん、と想そう像ぞう以上に軽い衝しよう撃げきがナイトの背中に乗っかった。


「大だい丈じよう夫ぶですか、先生ぇ。重くないですか？」


「全然だな」


　予想通り、ナナの体はかなり軽い。腕立ても余よ裕ゆうだ。いや、これくらいなら、片腕でだってできる。実じつ際さいナイトは左腕を離し、右腕一本で腕立てをして見せた。


「うわ、すごいですよ先生ぇ、すごいです！」


　ナイトの背中に腰こし掛かけたまま、しきりに感心するナナ。なんとか、年上の面めん目もく躍やく如じよと言ったところか。というか、いい気になったナイトは調子に乗ってこんなことを言った。


「これくらい、まだ物足りないくらいだな。なんなら背中で飛び跳ねたっていいぞ」


「え？　本当ですか？」


「もちろんだ」


　無む論ろん、ナナくらい軽い子供が飛び跳ねても、ナイトの腕わん力りよくなら十分支えることができる――そう見み越こしての発言である。


　だが、ナナは予想外の行動に出た。


「じゃぁ、本当にやるですよ」


　そう言うと、ナナはひょいとナイトの背中から降おりた。どうしたのかな？　と思って振り返ると、ナナは小走りで庭の片かた隅すみに行き、しゃがみ込んだ。


「よっ、です」


　と、そこでナナは庭石を抱かかえ込んだ。子供が丸くなったくらいの大きさがある石だ。ナナにはかなりの重さのはずだが、ナナはそれを両手でしっかりと抱えこんだ。


「ナナが軽すぎて、先生ぇ物足りないですよね？　これならきっとちょうどいいですよ」


　にっこり笑ってナナはのたまった――待って欲ほしい。正気か？　いや、その石、どう見ても数十キロ以上ないか？　下手したらナナより重いかもしれない。


　それはともかく、待て、いくらなんでも、そんな重しはいらん！　しかもナイトは今片かた手て腕うで立たて伏せ中だ。片手でそんなものを支ささえろってのはかなりの無む茶ちや……


「いくですよぉ。先生ぇ」


　ナイトが何か言うよりも早く、ナナが駆かけだした。って、待て！　走って、一体何をする気だ！


「よっ、です！」


　助走をつけ、ナナは石を抱えたまま高く跳んだ。そのまま両足をそろえ、腕立て中のナイトの腰付近めがけて、両足で華か麗れいに着地してくれた。


「ぬぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」


　腰にとんでもない重じゆう圧あつがかかる。老人なら腰こし骨ぼねが砕くだけてもおかしくない衝撃だった。だがナイトは顔を真っ赤にし、歯を食いしばって耐たえた。片手の状じよう態たいで、これはすごいことだ、自分で自分を誉ほめてやりたい。


「さすが先生ぇです！　本当にできるですね！」


　ナナはナイトの腰の上に立って、喜んでいる。ナイトはナナに踏ふまれたまま、震ふるえる声を漏もらした。


「悪いけど……もう少し背中に移い動どうしてくれ。さすがに腰は……キツイ」


「ですです～」


　ナナがナイトの背中に移動する。想像以上の衝撃に、ナイトは体を支えるだけで手いっぱいだった。


「先生ぇ、これで二百回もやるですよね？　すごいですよ、本当に、ナナにはとてもそんなことできないです」


　……この状態で、二百？　この子は俺を殺す気か？


　いや、だが勘かん違ちがいしてはいけない。恐おそろしいことに、これがナナの素すなのだ。これで悪意のない、百パーセント天然での発言なのである。ある意味、将しよう来らいが末すえ恐おそろしい少女だ。


「あぁ、もちろんだ、やってやるさ！」


　なるようになれ、とナイトはやけくそで、片手腕立てを続けた。


「すごいです、先生ぇ」


　ドンドン


「ぐおぉぉぉぉぉ、せ、背中で飛び跳ねるな！」


「でも、先生ぇがやっていいって……」


　そうだった、自分で言ったんだった。もしも過か去こにいけるなら、数分前の自分を抹まつ殺さつしてやりたい殺人衝しよう動どうに襲おそわれた。


「あ、あぁ、そうだったな……好きにしな」


「ですです～」


　ドンドン


「ぬおぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」


　カエルの断だん末まつ魔まのような声を響ひびかせながら、ナイトは腕立てを続けた。ほとんど意地だった。


　石を抱えたままナイトの上で飛び跳ねるナナには、地じ獄ごくで亡もう者じやを責せめ立てる獄ごく卒そつの才さい能のうがあるんじゃないか、そんな疑ぎ念ねんに駆られながらも、ナイトは二百回という途と方ほうもない回数を黙もく々もくとこなしていった。


　ナイトにとって幸いだったのは、背中で飛び跳ねるナナは飽あきたのか、すぐに飛び跳ねるのをやめ、背中の上で座すわり込こんだということだ――石は抱えたままだが。できればそんなものは棄すてて欲ほしかった。


「先生ぇ、大だい丈じよう夫ぶですか？　なんだか、顔真っ赤ですよ？」


「なに、こ、これくらい、軽い軽い」


「でも……顔色だんだん青くなってないですか？　やめたほうがよくないですか？」


「だ、大丈夫大丈夫」


「そうですか～」


　完全に意地とプライドの問題だった。ナイトは奥おく歯ばが砕けそうなほど歯を食いしばって、腕をひたすら動かし続けた。


　結果を言えば――ナイトは見事にやりとげた。全身から噴ふき出た汗あせは地面の上で水たまりとなっていた。右みぎ腕うでの筋きん肉にくが今にも攣つりそうだったが、とにかくやりきった……地面の上にうつぶせにへたり込んで、ナイトは安あん堵どと達成感の混まじった荒あらい息を吐はいた。


「すごいですよ、先生ぇ、ナナ感動です～。本当にできるなんて思わなかったですよ！」




[image: ]


「な、なに、これくらい、楽勝だ」


　地面に倒たおれたまま言ってもあまり説得力はないが、今は取り繕つくろう余よ裕ゆうすらない。


「なら明日からもナナ、先生ぇのお手伝いするですよ」


　…………は？


「明日もナナ、先生ぇの上にのるですよ～」


　待て、本気で待ってくれ！　毎日こんな筋きんトレやったら、体が壊こわれる！


「あ、明日は別にやらなくてもいいぞ」


「遠えん慮りよしないでいいですよ～」


　遠慮じゃない！　さすがのナイトも、これはきっぱり断ことわることにした。


「本当にいいから。明日は、これとは違ちがうメニューをやるつもりだったんだ。悪いけど、ナナに手伝ってもらうことはないな」


「そうですか～、残念ですぅ」


　ションボリするナナを見ると正直心が痛いたんだが、こればっかりはしかたない。ナイトの命に関かかわる問題だ。


「あら、ナイト。なにをやってるの？」


　庭でへばるナイトに影かげが差した。首を動かすと、そこには今やすっかり見み慣なれた少女の姿すがたがあった。


　朝日に金きん髪ぱつを輝かがやかせながらナイトを見下ろす怜れい悧りな美び貌ぼう、ナイト宅たくの居い候そうろう一号であるヨル、本名ヨルミルミ・シュトレンベルグだ。


「あ、あぁ、ヨル。もう朝食の時間か？」


「何のんきなことを言ってるの？　わたしは、何をやっているのか、と尋たずねているのよ？」


　そう言うヨルの声は硬い。もしかして怒っているのか？　ナイトは同どう居きよ人にんの微び妙みような変化に、敏びん感かんに反はん応のうした。


　でも、なんで怒っているんだ？　理由が皆かい目もく見当もつかない。


「ねぇ、ナイト？　わたしの質しつ問もんに答えてもらえないかしら？」


　……ナイトは、冷静に今の状じよう況きようを分ぶん析せきした。


　汗まみれのナイトは上半身裸はだかだ。その背中にナナは馬乗りになっている。裸の若わかい男をいたいけな少女が踏んだり馬乗りになったりするのって、冷静に考えたら道どう徳とく的にマズくないか？


「……落ち着け、ヨル、誤ご解かいだ」


　言ってから後こう悔かいした。ナイトの言葉を聞いたヨルが、ますます機き嫌げんを悪くしたのだ。


「誤解？　妙みようね、わたしが誤解していると、あなたはどうしてわかるの？　もしかして、誤解されてもしかたのないことをやっているという自覚でもあったの？」


　マズイ、ヨルがイヤミモードに入った。こうなると、彼女の機嫌が直るまでネチネチイヤミが続くのだ。


「ヨル姉さま、ナナたちは、朝の運動をしていただけですよ？」


　ナナが、無む邪じや気きに答える。ヨルが眉まゆをひそめた。


「運動？」


「ですです～」


　ナナが無邪気に答える。


「ナナと二人で、朝から激はげしく、ナナが上になったり体位を入れ替かえたりしながら何度も汗まみれになるまで運動してたですよ」


「激しく！　体位！　汗まみれの運動！」


　ヨルが驚おどろきに目を瞠みはる。ナイトは背中のナナを振ふり落とす勢いきおいで起き上がり、叫さけんだ。


「違う！　体位じゃなくて体たい勢せいだろ！」


　逆さか立だちとかをしたことを言っているのだろうけど、今の言い方は完全に誤解を招まねく！


「日本語難むずかしいですね～」


　ニコニコナナは笑っている……この子、もしかしてわざとやってないか？


「ナイト、今のはどういうこと？」


　ヨルが、恐おそろしいほど冷たい声で聞いてきた。


「い、いや、俺おれたちはちょっとトレーニングをしていただけで……」


「本当に？」


　ヨルがナナに尋ねると、ナナは小首をかしげた。


「今日はいつもとは少し違うことしたですよ」


　まぁ、確たしかにそうだが。


「ナナ、先生ぇにもう止やめてって何度も言ったですけど、先生ぇは結局最後までやりきったですよ」


　なんでそういう誤解を招く言い方をするんだ！


「へぇ、そう……ナイトも、朝からおさかんなことで」


　笑え顔がおでナイトに振り返るヨル。だが、コメカミと頰ほおが微妙に引きつっていた。これはマズイな、とナイトは内心かなり焦あせっていた。


「ヨル。さっきから言っているが、誤解だ」


「誤解？　別に、わたしは誤解なんてしてないわよ、えぇ、もちろん誤解なんてしてないわ。でもね、あなたがそうやってしきりに誤解誤解って連れん呼こすると、誤解されるようなことをしていたのかなぁって勘かんぐりたくなってくるわね」


　そう言うと、ヨルはフンと鼻を鳴らして縁えん側がわから家の中に入っていった。また面めん倒どうなことになったな、とナイトはため息を吐ついた。


「先生ぇ、ヨル姉さま、なんか怒ってなかったですか？」


　君のせいだ！　と叫びたかったが、大人げないので止めた。言ってもしかたのないことだ。


「まぁ、君が気にしなくてもいいさ。そのうち機嫌も直るだろう」


「そうですか～」


　ナイトは、さすがに疲つかれたので一いつ旦たん休きゆう憩けいしようと、日ひ陰かげになった縁側に腰こし掛かけた。あらかじめ用意してあったタオルで、体の汗あせをぬぐっていく。地面の上に倒たおれたりしたので、土で汚よごれてしまった。いつも以上に汗もかいてしまったし、シャワーを浴びるか。以前のナイトだったらこれくらい気にしなかったのだが、汗あせ臭くさいと文もん句くの多い同どう居きよ人にんのおかげで身だしなみもだいぶ気き遣づかうようになった。


　顔の汗を拭ふきながら、空を見上げる。空には白い雲がまばらにあり、青い空と、早くも照りつける日光が鮮あざやかであった。今日も暑くなりそうだ。


　ヒヤリ


「うっ」


　いきなりの感かん触しよくに、ナイトは反はん射しや的に身を引いた。頰に痛つう覚かくにも似にた刺し激げきが走ったのだ。


　見れば、ヨルがいつの間にか戻っていた。


　腰を曲げて半はん眼がんでこちらを見るヨルが、手のコップをナイトの頰に押おし当てたのだった。


「なんだ、どうした？」


「はい」


　言葉少なく、コップを手て渡わたしてくる。ガラスの容よう器きの中には氷の浮うかぶ茶色い液えき体たいが入っていた。


「ノド渇かわいたかと思って」


「わざわざ持ってきてくれたのか？」


「別に、わざわざっていうほど手間のかかるものでもないし」


　と言って、ヨルは何気ない表ひよう情じようのまま、ナイトの隣となりに腰を下ろした。ナイトはヨルに感かん謝しやしながら、コップに口をつけた。


　よく冷えた麦茶だった。とてもうまい――素す直なおにそう感じた。


「うまいな、この麦茶」


「そう？　市し販はんのものよ」


「でも、うちで煮に出だして作ったんだろ？　手間をかけるな」


「それくらいいいわよ、わたしも麦茶は好きだから」


「ナナも欲ほしいです～」


「はいはい、用意しておいたわよ」


　と、ヨルがナナにもコップを渡した。麦茶を口にしたナナが、顔を輝かがやかせる。


「甘あまいです～」


　どうやら、ナナの分には砂さ糖とうが入っているらしい――こうやってみると、ヨルは本当に外国人なのか、たまに疑うたがわしくなる。外見は外国人だけど、日本の風習に詳くわしすぎる。


　そこでナイトはふと気づいた。このコップ、外側が濡ぬれている。


　いや、冷たい液体を注げばコップが濡れるのは当然なのだが、外側についている水すい滴てきが、かなり大きく、手に持っていると下に滴したたってくる。これは、冷たい麦茶を注いである程てい度どの時間がたっているということである。今台所で用意してきた、というわけではない。


　ヨルはいかにもたった今用意してきた、というそぶりで出してきたが、もしかして、しばらく前から用意して、ナイトたちが終わるのを待っていてくれたのだろうか。となると、先ほどまでのナイトとナナのやりとりも見ていたのだろうか――そう考えると、ナイトとしては内心複ふく雑ざつな想おもいにかられてくるわけである。


　なんて言ったものか迷まよったが、結局一番無ぶ難なんな答えを口にした。


「ありがとうな、ヨル。いつも」


「別に、気にしなくていいわ」


　短く答え、ナイトの隣に座すわるヨルが、フッと微び笑しようを浮かべた。その笑顔は、普ふ段だんの彼女のものだった。別にどちらかが謝あやまったわけではないが、先ほどの仲なか違たがいはもう終しゆう了りようしているんだな、とナイトは改めて認にん識しきすることができた。


　ナイトは気き恥はずかしいような、歯がゆいような、面おもはゆいような、なんとも微び妙みような気持ちを隠すように、コップに残った麦茶を一息に飲のみ干ほす。


　と、そこで一足先に麦茶を飲み干したナナが立ち上がって何気なく呟つぶやいた。


「それじゃ、ナナ、先生ぇのおかげでパンツ濡れちゃったから着き替がえてくるです～」


「ブゥゥゥッ!!」


　口の中の麦茶を思いっきり吐き出してしまった。咳せき込こみながらナイトは、ナナの方を振り返った。


「ナ、ナナ？」


「あ、別にナナは気にしてないですよ？　パンツは穿はき替かえればいいだけですから～」


　いや、それはまぁ、上半身裸はだかで汗みずくになったナイトの上に座れば、下着だって濡れたってしかたがない。でも、しかし、事実だとしても、その言い方はマズイというか……


「……ねぇ、ナイト？」


　ナイトの背はい後ごから、ヨルが静かな声をかけてくる。ナイトは、できるだけ平静を保たもったまま答えた。


「なにかな？」


「あなたたちって、庭でトレーニングしてたのよね？」


「あぁ、もちろんだ」


「……パンツを濡らすトレーニングをしたのね？」


「いや、待て。その言いかたはいかがわしいって言うか、誤ご解かいだ！」


「誤解？　あなたもつくづくその単語が好きね。ならお願い、ナイト、その誤解というのを、早くといてもらえないかしら、大だい至し急きゆう、即そつ刻こく、今ここで」


「だからだな、俺おれとナナは……」


　部屋に戻っていくナナは、二人のそんなやりとりを耳にして何気なく呟いた。


「仲良しこよしはうらやましい、ってやつですね～」


　たぶん『仲良きことは美しきかな』と言いたいのだろう。意味は似たようなものだが。
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　赤あか霧ぎり市の隣に位置する天てん神じん町。その町外れにホテルがある。ホテルと言えば聞こえはいいが、周囲の民家とそこまで外見上の差がない安宿だ。


　観光客も滅多に来ないこの町には珍めずらしく、一ひと月つきほど前からこの宿に滞たい在ざいしている男がいた。東洋人だが、見たところ日本人ではないようだ。宿の人間は得体の知れない客の素す性じようを危あやぶんだが、宿しゆく泊はく費ひは数ヶ月分を即金で払はらってくれたため、文もん句くはなかった。今のところ、特にトラブルらしいものを引き起こすわけでもない。宿帳には『馮龍範』と名前が書かれてあったが、どう読めばいいのか、宿のものにはさっぱりわからなかった。


　そんなある朝、彼の部屋を訪おとずれる男があった。


「フェン、おるか」


　扉とびらをノック。中から、聞き覚えのある声が返ってくる。


「ん？　誰だれだ？」


「入るぞ」


　男はそれだけを告げ、鍵かぎのかかっていない部屋の扉を開けて入った。


「キャァッ」


　黄色い悲鳴が上がった。部屋の中には布ふ団とんが敷しかれており、そこにフェンが寝ねていて、すぐ横にいる半はん裸らの女が突とつ然ぜんの侵しん入にゆう者しやに驚いたように目を見開いている。


「んあ、《剣ケン》――キョウシロウか」


　キョウシロウ、と呼よばれた男は、端的に言えば野や性せい的な男だった。


　フェンと同様の東洋人。ただこちらは名前も外見も、ほぼ日本人だ。年はまだ若く、フェンと大差ないだろう。筋きん肉にく質しつな上半身には作さ務む衣えのような服を羽は織おり、その下にシャツ、下半身にスリムなズボンを着け、動きやすそうなカッコウをしている。長いざんばら髪がみに、頰ほおに傷きず跡あとがあり、時じ代だい劇げきの浪ろう人にんのような顔であった。


「だ、誰？」


　フェンの隣となりにいる女が恐おそる恐る尋ねる。キョウシロウは、チラリ、と女を一いち瞥べつした。その目は、まさに獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうのような危き険けんさを秘ひめた目である。女はヒッと声を漏もらし、周囲にあった手荷物をひっつかむと、半裸のまま逃にげるように部屋からとび出て行った。


　その様を眺ながめてフェンが面おも白しろそうにカラカラと笑う。


「こいつはどうも、熱いじゃねぇか、キョウシロウ。まさにＨＯＮＯＯみたいな目だ。おぉ怖こわい怖い、今にも殺されそうだ」


「茶ちや化かすな、フェン。目つきが悪いのは生まれつきじゃ」


　苦虫を嚙かみつぶしたように言う。実じつ際さい、この男は普ふ段だんからギラギラと血に飢うえた悪あく魔まのようなまなざしをしている。すさまじく目つきが悪いのである。だがいくらキョウシロウでも、理由もなしに見知らぬ女おんな子こ供どもを殺すようなマネはしない。ただしこの男は、某なにがしかの理由があれば見知らぬ女子供であってもあっさり撚ひねり殺す人間であることを、フェンは心得ていた。


　そう言った意味で、女が逃げてくれたのはよかった。名前も覚えてない女と一夜過すごした程てい度どで情じようが移うつったわけではないが、宿しゆく泊はく先さきで刃にん傷じよう沙ざ汰たを起こせばさすがに滞在を続けるのは厳きびしいだろう。


　部屋に最初からいた男の名はフェン・ロン・ファン。魔ま乖かい術じゆつ師しと敵てき対たいする五ご聖せい竜りゆうの一人で、《灼しやく熱ねつの炎えん竜りゆう帝てい》の異い名みようを持つ長身の男だ。


　一方の訪れた男はシチガイ・キョウシロウ。フェンと同じ五聖竜の一人で、仲間からは《剣ケン》とも呼ばれている。《斬ざん壕ごうの剣けん竜りゆう王おう》の二つ名を持つ男である。口調は若じやつ干かん年とし寄より臭くさいが、実じつ年ねん齢れいはまだ二十代前半のはずである。


「ヌシはいったいなにをしておる？」


　キョウシロウは嘆たん息そく混じりに口を開いた。


「《神シン》がヌシに日本に行けと言ったのは、旅を楽しめ、という意味ではないじゃろ」


「わかってるさ、そんなことはな」


　面めん倒どうくさそうにフェンは手を振り、テーブルに置かれていたシガーケースから葉は巻まきを取り出し、ヘッドをカット、口にくわえた。するとひとりでに火がつく。炎を自じ在ざいに操あやつる異い能のうを持つフェンにとって、これくらいはたやすいことだ。


　大きく煙けむりを吐はき出すフェンを見て、キョウシロウは呆あきれた声を出す。


「葉巻とは、豪ごう勢せいじゃな」


「葉巻はＺＥＩＴＡＫＵ、なんていつの時代の発想だよ。今時安物の葉巻なんていくらでもあるぜ」


　巻まき上がる紫し煙えんを、キョウシロウは面倒くさげに手を振ふって散らす。


「あん？　お前、嫌けん煙えん家だったか？」


「タバコを吸すう剣士などおらん」


「そいつは悪かったな」


　フェンは立ち上がると、窓まどを開けた。しかし止やめる気はないらしく、窓まど枠わくに腰こし掛かけ、外へ息を吐きながらキョウシロウに向き直る。


「で、いったい何の用だ、キョウシロウ？　ＪＩＮＴＹＵＵＭＩＭＡＩ、ってわけじゃねぇよな」


「ヌシはこんなところでなにをやっておるのじゃ？」


　フェンは肩かたをすくめた。


「さぁな。例の魔乖術師のぼーやたちを見み張はれって、《神シン》の命令だ。見張るだけで手は出すなって言われてるからな、仕方なしにこうやって……」


「手ぬるい」


　キョウシロウが、うめく。飢うえた野や獣じゆうのうなり声のようだった。


「なにを甘あまいこと言っておるんじゃ、《神》は。敵がいて、その居い場ば所しよもわかっておるなら、さっさと殺せばいい」


　バン、と壁かべを叩く。その衝しよう撃げきに、宿全体が揺ゆれたようだった。恐おそろしい力だ。フェンは、素そ知しらぬ顔で頭かぶりを振った。


「《神》にはあいつなりのＯＭＯＷＡＫＵってもんがあるんだろうよ……おぉ、そういや、お前、〈斯し界かいの剣けん轟ごう〉はどうした？　連中とやり合っているって話を聞いたけどよ？」


　その言葉に、キョウシロウはわずかに顔をしかめた。


「あぁ、それなら心配いらん。あの連中との話はついた。連中が我われ々われに干かん渉しようすることはないじゃろ」


「そいつは仕事が早いな……まさか〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉と会ったのか？」


「……うむ」


　キョウシロウの答えに、フェンは口笛を吹ふいた。


「マジかよ？　世界最強の剣けん豪ごう〈七剣八刀〉と顔を合わせたのか？　まさか戦ったのか？」


　再さい度どキョウシロウは頷うなずく。フェンはそれこそ、手を叩かんばかりに歓かん声せいを上げた。


「やるじゃねぇか。〈七剣八刀〉と戦って、今ここにいるってことは当然勝ったんだろ？　どうだったんだ？　連中、噂うわさ通りに強かったか？」


　キョウシロウは、辟へき易えきしたように手を振った。


「そんな無む駄だ話はいい。話をそらすな！　ワシは魔乖術師の話をしとるんじゃ！」


　キョウシロウは肩をすくめた。


「慌あわてるな、キョウシロウ。ちょいと熱くなりすぎだぜ？　連中は隣となり町まちを根ね城じろにして、一月以上も街から出ていねぇ。今いま更さら逃げねぇよ」


「ふん」


　一理あると思ったか、キョウシロウは鼻を鳴らして緊きん張ちようを解といた。


「まぁいいわい。魔乖術師と戦う前に情じよう報ほうは必要じゃ。少し話を聞かせてもらうとするかのぉ」


「ヘイヘイ。でもちょいとＫＯＢＡＲＡがすいたな。ＡＳＡＭＥＳＨＩＭＡＥってわけにはいかねぇ。お前もなにか食わねぇか？　長旅で疲つかれたんじゃねぇか？」


「……まぁいいじゃろう。腹はらが減へっては戦いくさはできんからのぉ」


　思いの外ほかあっさり承しよう諾だくしてくれた。案外、この男も空くう腹ふくだったのか。


「じゃ、朝飯でも頼たのむか？　この宿、意外に飯だけはうまいぜ」


　フェンは葉巻の吸すい殻がらを握にぎりつぶし、窓枠から立ち上がる。そんな仲間を前に、キョウシロウは一言告げた。


「どうでもいいが、さっさとパンツかフンドシを着けんかい。いい加か減げん見苦しいわ」








　――魔ま宴えん中央審しん議ぎ会かいで、五人の話し合いは続けられていた。


「はぐれ魔乖術師、スガム・ナイトは処しよ分ぶんするということでよろしいか？」


「是ぜ非ひもない」


「異い分ぶん子しは抹まつ殺さつすべし」


「だが、誰だれがやる？」


　その言葉に、一同の間に沈ちん黙もくが流れた。


　はぐれ魔乖術師は見つけ次し第だい処分する、これは魔乖術師の不ふ文ぶん律りつである。だからナイトを殺すことには誰も異を唱えない。だが、今回は面倒な話だった。


　なにしろナイトは今回の魔宴において、『滅メツ』と『偽ニセ』二つの八や祖その代表を倒たおしたという報ほう告こくがある。それが本当ならば、この少年ははぐれ魔乖術師ながら、八祖直ちよつ系けいクラスの実力があるということだ。『最サイ強キヨウ』と呼よばれる『滅』を倒したということは、その実力は魔乖術師としてトップクラスといえる。


　そんな魔乖術師を易やす々やす倒せる魔乖術師はそうはいない。


　一流の魔乖術師は一人で万軍に匹ひつ敵てきするとも言われるほどだ。無む論ろんそれは誇こ張ちようではあるが、物理防ぼう御ぎよを恒こう常じよう展てん開かいすれば、近代兵器はほとんど無む効こう化かされてしまう。


　ナイトを倒すには、ある程てい度どの実力の魔乖術師を複ふく数すう出す必要がある。だが、返かえり討うちとなって死ぬ可か能のう性せいもある。有ゆう能のうな仲間を殺されるのは面おも白しろくない、ここにいる誰もがそう考えているからこそ、誰がやるか、と言う議ぎ論ろんに答えが出ないのである。


「……聞けば、この少年、『闇ヤミ』のヨルミルミ・シュトレンベルグのそばにいるとか？」


　その言葉に、シュトレンベルグ家の代表は頷うなずいた。


「それがなにか？」


「魔宴に参加できるのは八祖から一名ずつ、これは鉄てつ則そくのはずだが？」


「無論だ。我わがシュトレンベルグの代表はヨルミルミただ一人。スガム・ナイトが『闇』の魔乖術師だとでも？」


　ナイトがどの八祖にも所しよ属ぞくしていない、というのは確かく認にん済ずみだ。


「だが、この少年が『闇』と結けつ託たくしているのは間ま違ちがいない」


「ヨルミルミの潜せん伏ぷく先さきの近くにたまたまはぐれ魔乖術師がいた、ただそれだけのこと」


「しらじらしい」


　周囲のとがめるような視し線せんにも、『闇』の代表は動じなかった。


「……だが、近くにいるのだ。ヨルミルミ・シュトレンベルグにスガム・ナイトの抹殺を命ずればいい」


「それは異な事を」


　反はん論ろんするのは無論シュトレンベルグだ。


「ヨルミルミは目下魔宴に参加中です。彼女は全ぜん身しん全ぜん霊れいを、魔宴に注いでおります。魔宴はそれだけ過か酷こくな戦いですからな。今現げん在ざいの彼女に、魔宴以外の任にん務むをこなす余よ裕ゆうはないのです」


「ネズミ一匹ぴき、始末もできないのか」


「ネズミを殺すために足あし下もとをすくわれては元も子もないでしょう」


　シュトレンベルグは、のらりくらりと会話をはぐらかしていた。


「ではシュトレンベルグの本家から抹殺部隊を送り込こめばいい！」


「日本は、我が領りよう土どから遠い。派は遣けんには手間も時間もかかります――私どもがやるより、他のかたがやった方がいいのでは？」


　その場にいる誰もが苦り切った顔となった。問題はそこである。


　ナイトがヨルと協力し合っているのは、もはや公然の秘ひ密みつとも言うべき事実となっている。ナイトは当然、ヨルの張はった結界の中から動かないだろう。魔宴の参加者であるヨルを、魔宴参加者以外の魔乖術師が攻こう撃げきするのは重大な協定違い反はんだ。つまり、ナイトをヨルがかばえば、事実上誰も手が出せないのである。


　参加者を保ほ護ごする規き則そく『魔宴参加者の行動を、参加者以外の魔乖術師が阻そ害がいするようなことはあってはならない』という規則が重くのしかかっている。


「まぁ、心配めさるな」


　シュトレンベルグが、笑う。


「ヨルミルミが魔宴に勝ち残った暁あかつきには、その少年の首を手みやげに凱がい旋せんを果たすでしょうからな」


　そうなってしまっては遅おそいのだ、シュトレンベルグ以外の四人が心の中で思った。「……まぁ、やはりこうなるか。予想通り、手を打っておいてよかったな」


　と、冷れい淡たんな声を響ひびかせたのはフィッティヴァルホックの代表だ。


「このような場合、我わが家にお鉢はちが回ってくるのが自然な流れよな」


「では、貴き殿でんがやってくれるのか？」


　周囲の注目を受け、フィッティヴァルホックはニヤリと笑った。


「忘わすれたか、お歴々。我が『偽ニセ』のフィッティヴァルホック家は諜ちよう報ほう、情じよう報ほう活動、そして暗殺がお家芸だ。このようなことになりそうな気がしたので、皆みなには悪いがすでに手を回しておいた」


「おぉ、では？」


　フィッティヴァルホックが頷うなずく。


「すでに手て練だれの暗殺者を日本に派遣している。奴やつらならば、はぐれ魔乖術師の一匹びきや二匹、すぐに始末してくれる」


「聞いてないぞ！」


　シュトレンベルグが声を張はり上げる。だが、周囲の反はん応のうは冷ややかだった。


「別によかろう。はぐれ魔ま乖かい術じゆつ師しを始末するのに、貴殿も賛さん同どうしていたではないか」


「だが、急すぎる！」


「それとも貴殿には、なにか不都合な理由でも？」


「なぁに、心配は無用だ、シュトレンベルグ」


　ニヤニヤしたフィッティヴァルホックが言う。


「使命はあくまではぐれ魔乖術師の始末。ヨルミルミ殿に手を出す気は毛頭ない。スガム・ナイトを始末すれば、我われ々われはすぐに手を引く」


　シュトレンベルグは歯がみした。無む論ろん連中も、魔ま宴えんの規則を犯おかしてまでヨルに手を出すほどの暴ぼう挙きよに出る気はないだろう。だが、前回の魔宴で優ゆう勝しようした『闇ヤミ』が再ふたたび優勝して力をつけるのを、ここにいる全員が危き惧ぐしているというのも事実である。


『偽』の暗殺者は、一流だ。狙ねらわれれば逃げられたものなどいない。それが放たれたとなると、スガム・ナイトの命運は決まったといってもいい。


　シュトレンベルグにとって、ナイト一人の生死などどうでもいい。その存在がヨルにとってプラスになるなら、生かしておくのもやぶさかではない。だがそれが足かせにしかならないならば……


「なるほど、なかなか頼もしい刺し客かくが現あらわれたようだな」


　シュトレンベルグは内心の感かん情じようを漏らさないようにしながら言った。


「ですが、注意されたほうがいい」


「なんと？」


「魔宴は常つねに、生いけ贄にえの魂たましいを欲ほつしている。参加者に乱みだりに他の魔乖術師が関われば、遠からぬうちに命を落とす、とも言われている」


「迷めい信しんだ。魔宴の独どく立りつ性せいを高めるために先祖が作ったウワサではないか」


　フィッティヴァルホックが鼻を鳴らすが、周囲の反応は冷ややかだった。


「確たしかにそうかもしれんが、仮かりにもこの場で公言することではあるまい」


「左様、魔宴の勝者は『魔王』となる。その神しん秘ぴ性せいを守るためにも、あまり余計な手出しはしないほうがいいのでは？」


「ならばはぐれ魔乖術師をムシしろと言うのか！」


　フィッティヴァルホックが、立ち上がって声を荒あららげる。


「まあいい。どうせすぐ、我わが優ゆう秀しゆうな刺客がスガム・ナイトの首をひっさげて戻ってくるでしょうからな。皆さまはなにもせず、ただ眺ながめていればよろしい」


　フィッティヴァルホックは吐はき捨すて、乱らん暴ぼうに腰こしを下ろした。


　だいぶ頭に血が上ったようだな、シュトレンベルグは思った。この男は強ごう引いんな手だてで『偽ニセ』の当主になったというが、やはり当主の器うつわではない。


　まぁいい。他の八祖の内部事じ情じようには興きよう味みない。


　実際のところ、シュトレンベルグの興味は日本に固定されているのだから。








　一方の日本、赤霧市と隣となりの市との境さかい。人ひと気けのない山道に、二人の男女の姿すがたがあった。


「この先に、お兄様の敵かたきが……」


「その通りです、お嬢じよう様さま」


　険けわしい顔立ちの少女と、その彼女に対して恭うやうやしく頭を下げる青年の二人。二人とも、まだ若わかい。少女はどう見ても十代だし、青年は多く見積もって二十代半ばと言ったところだ。


　少女の名は、マイ。本名マイ・ヴィラ・ヴィ・ジル・ダ・フィッティヴァルホック。『偽』のフィッティヴァルホック、直ちよつ系けいの娘むすめである。勝ち気な瞳ひとみを持つ、見るからに気の強そうな娘であった。


　それに付つき従したがうのは、彼女の従じゆう者しやである。本名はちゃんとあるのだが、主人のマイが勝手に「セバス」というあだ名をつけ、常にそう呼んでいたら、周りの人間も「セバス」が本名なのだと思うようになって、今では誰だれも彼の本名を知らないというある意味憐あわれな男である。もっとも、本人は自分の呼よび名に頓とん着ちやくしていない様子だが。


　ちなみにだが、彼の本名はセバスチャンではない。さらに名前のどこにも「セバス」という単語は含ふくまれていない。


　閑かん話わ休きゆう題だい。


　マイは、拳こぶしを握って憎ぞう悪おと共に敵の名を吐き捨てた。


「憎にくきスギャミュ・ニャイト……」


　スガム・ナイト、と発音しようとして、嚙かんでしまった。マイは舌したの痛いたみに体を震わせ、背はい後ごのセバスをキッと睨にらんだ。彼女より頭二つ以上高い長身の従者は、無む表ひよう情じように首を振ふった。


「お嬢様、なにかおっしゃいましたか？　このセバス、うっかり聞きき逃のがしてしまいました」


　セバスは長年仕えるこの主あるじの気き性しようをよく心得ている。主のプライドを最も傷きずつけない答えというものを、従者はよく心得ていた。


「そ、そう……主人の言葉を聞き逃すとはいい度ど胸きようね！」


　と、怒おこる。ちなみにちゃんと聞いていても、怒られることに変わりはない。理り不ふ尽じんだ、とは、セバスは思わない。そんなことで気をもんでいては、従者などつとまらないからだ。


　セバスの丸太のような脚あしにローキックをするマイ。が、鋼はがねのような筋きん肉にくに包まれたセバスの脚を蹴けって、逆ぎやくにマイのほうがダメージは大きかった。ジーン、と痺しびれる脚に少し涙なみだ目めになりながらも、マイは、参ったか、とセバスを睨んだ。負まけず嫌ぎらいなのである。




[image: ]


　セバスは無表情に膝ひざをつき、ちっとも痛くない脚を押おさえた。


「お嬢様、申もうし訳わけありませんでした。以後注意いたしますので、お許ゆるしを」


「わかればいいのよ、わかれば！」


　満足そうに、マイが頷うなずく。セバスは、少し痛そうに顔を歪ゆがめ、脚をさすって立ち上がった。実じつ際さいは痛くも痒かゆくもないが、マイは従者の演えん技ぎに満足そうで、自分の脚の痛みも忘わすれたようだ。まったく、従者もなにかと気き遣づかいが多い。


　自分のことより主を優ゆう先せんする、それは従者にとって基き本ほん的な心こころ構がまえなのだから。


「ともかく、お兄様を殺したスガム・ナイトがあそこにいるのね！」


　マイは、勢いきおいづいて続ける。


「お兄様の敵かたきは、わたくしが必ず！」


　拳を握って力む少女を、セバスはやはり無表情に見下ろしていた。


「はい、お嬢様ならばきっと敵が討うてるでしょう」


「えぇ、もちろんだわ。なにしろこのわたくしは、『偽ニセ』の誇ほこる最強の暗殺者なのだもの！」


　誇らしげに叫ぶマイを、通り過すぎる人達が気味悪そうに見つめていた。山道とはいえ、ちらほらと人目がある。マイは煩わずらわしそうに手を振った。


「セバス、追っ払ぱらいなさい」


「かしこまりました」


　長身のセバスが無表情のまま、マイを見てヒソヒソ話している中年女じよ性せいの集しゆう団だんに近づく。女性たちは、大男の接せつ近きんに顔色を変えた。


　セバスは腰をかがめ、淡たん々たんとした口調で告げた。


「申し訳わけありません。当家のお嬢様は、頭の方が少々あれでして」


　セバスが、頭を指さして指先を回す。


「たまに奇き声せいを発しますが、皆みな様さまにそれ以上のご迷めい惑わくをかけることはございません。どうか、ご容よう赦しやのホドを」


　中年女性たちは、大変ですね、と愛あい想そ笑わらいを浮かべ、そそくさと去っていった。セバスは無表情のまま、マイの方へと戻る。


「お嬢様、お言いつけ通り追っ払いました」


「あいかわらず見事な手て並なみね、セバス」


　マイは満足そうに頷く。


「いつも不思議だけど、お前、なんて言って追っ払ってるの？」


　セバスは無表情に答える。


「要約しますと、偉い大だいなるお嬢様をその下げ賤せんな視し線せんで汚けがすか、疾とく去いね下げ郎ろう、と言っております」


「なるほど。日本人は意外に聞き分けのいい民族みたいね」


　ますます得意そうなマイ。セバスは、無表情に頷いた。


「お嬢様の比ひ類るいなき才は、民族の垣かき根ねを越こえて数あま多たの人民に伝わることでしょう」


　ウソは言っていない、少なくともセバスはウソは言ってない――本当に、従者は色々と気を遣うのである。


「まぁいいわ。いつまでも遊んでいるヒマはないわよ、セバス！　さっさと敵かたき討うちに行くわよ！」


　勢いきおい込こんで足を進めるマイ。セバスが無表情に、そのマイを突つき飛ばした。


「危あぶないお嬢様！」


　セバスの巨きよ体たいがマイを押すと、マイはあっさりと、それこそボールのように吹っ飛んで、近くの草むらに頭から突っ込んだ。


「な、なにするのよ！」


　顔を真っ赤にして怒ど鳴なるマイに、セバスは深々と頭を下げた。


「お忘れですか、お嬢様？　この先の道には、『闇ヤミ』の魔ま乖かい術じゆつ師しが張はった探たん査さ魔ま乖かい咒じゆが蜘蛛くもの巣のごとく張り巡めぐらされております。不用心に我われ々われ魔乖術師が入り込めば、たちまち我々の存そん在ざいが敵に知られることとなりましょう」


「そ、そうね、そう言えばそうだったわね」


　すっかり忘れていた、マイは顔を赤くして、両手を振る。


「ち、違ちがうのよ、セバス！　別に忘れてたわけじゃないわ！　わたくしは、ただ……」


「心得てございます、お嬢様」


　セバスはやはり無む表ひよう情じように答える。


「お嬢様は、お試ためしになったのですね？　このセバスがちゃんと罠わなのことを覚えているか、確かく認にんするためにわざと無む防ぼう備びに歩き出されたのですね？」


「そ、そうよ、そのとおりよ。さすがセバスね、よくわかっているじゃない」


「もったいないお言葉」


　慇いん懃ぎんに頭を下げるセバスを見て、マイは満足して頷うなずく。


「そーね、見たところ……うわ、本当に蜘蛛の巣ね」


　目に魔力を込めて眺めれば、進行方向の道に、それこそ蟻ありのはい出る隙すきもないほど探査魔乖咒が張り巡らされている。


「お兄様ほどの手て練だれなら侵しん入にゆうできたのでしょうけれど……今のわたくしではこれを気づかれないように入るのは難むずかしいわ」


　以前の戦いでミハイルの侵入をあっさりゆるしたヨルが、その後意地になって鬼おにのように探査網もうを強化した結果である。さすがの『偽ニセ』も、これを突とつ破ぱするのは容よう易いではない。


「お嬢様、いかがいたしましょう？」


「そうね……セバス！　お前になにか案はないの？　たまにはお前の案でも採さい用ようしてあげるわ」


　セバスは、左様ですか、と頷き、懐ふところからカプセル剤ざいの入ったガラス瓶びんを出した。


「では、これを飲まれればよろしいかと」


「なに、これ？」


「侵入工作用の秘ひ薬やくでございます。これを飲めば体内の魔力が強きよう制せい的に抑おさえられ、どんな検けん査さをされようと、我々が魔乖術師だということはわからなくなります」


　一流の魔乖術師ほど、他人の魔力の気配には敏びん感かんだ。相手に魔乖術師と見み破やぶられないようにするのは、体内の魔力を隠かくす必要がある。だが強力な魔乖術師ほど比ひ例れいして魔力も巨きよ大だいになるので、隠おん密みつ活動には向かないのだ。だが、この秘薬はその矛む盾じゆんを解かい消しようするため、フィッティヴァルホック家で開発されたものなのだ。


「なるほど、これを飲めばいいのね？」


「えぇ。ですがご注意ください。一粒つぶ飲めば約二十四時間の間、魔力を隠すことができます。ですが薬の効こう果かが切れるまで、我々も魔乖咒を使うことはできません」


「そんなこと」


　マイは、不敵に笑った。


「敵はほんの数人の、しかも子こ供どもよ。そんな連中を暗殺するのに魔乖咒なんて必要ないわ。わたくしたちの体と、いくらかの武ぶ器きさえあれば十分、そうではなくて、セバス？」


「お嬢様のおっしゃるとおりです」


　頭を下げるセバス。マイは、よし、と頷いて薬を飲んだ。


「飲んだわ。じゃぁ、行くわよ」


「危ない、お嬢様！」


　再ふたたび歩き出したマイを、セバスが思いっきり突つき飛ばした。草むらから頭を出して怒鳴るマイ。


「今度はなによ！」


「お嬢様。この薬は即そつ効こう性せいではございますが、効きき目が出るまで十分少々かかります。それまでお待ちください」


「そうなの？」


「そうなのでございます。またお嬢様は、このセバスを試したのでございますね？」


「そ、そうよ、セバス。お前がちゃんとわかっているのか、わたくしはわざと試したのよ！」


　フン、とマイは鼻を鳴らす。


「まぁいいわ。しばらく待って、行くわよ！」


「かしこまりました、お嬢様」


　――十五分後


「そろそろいいわね？」


「はい……ですがお嬢様、お顔の色が優すぐれないようですが？」


「大だい丈じよう夫ぶよ……さぁ、行くわよ！」


　歩き出すマイ。が。


「危ない、お嬢様！」


　セバスがマイを突き飛ばした。マイは草むらから這はうように出て、恐おそろしい顔で従じゆう者しやを見上げた。


「今度はなに？」


「おや、お嬢様。お顔が優れないようですが？」


「色が抜けてるわよ！　それより、わたくしの質しつ問もんに答えなさい！」


「はい。申もうし訳わけございません、お嬢様。このセバスとしたことが、うっかり先ほどお嬢様に間違えて、このセバスの持病の薬を飲ませてしまったのでございます」


「持病？」


「はい。このセバスがいつも持ち歩いている常じよう備び薬やくでございます」


「……だ、大丈夫かしら？　そんなの飲んで？」


「ご安心を。健康なお嬢様が飲んでも、命に別べつ状じようはございません」


「なんか引っかかるわね……そもそもお前に持病があるなんて、初耳よ。なんの病気よ？」


　少し心配そうに、マイが尋ねる。セバスは、やはり無む表ひよう情じように答えた。


「はい、このセバスはこう見えて、便べん秘ぴがちでして、普ふ段だんからいざというときに備そなえて下げ剤ざいを持ち歩いてございます」


「下剤……」


「はい、下剤でございます」


　真っ白い顔をしたマイが、お腹なかを押さえて座すわり込こんだ。なんだか、急に腹ふく痛つうが……


「お嬢様、いかがなさいましたか？」


「セバス……あんた、言わなきゃわからないの？」


　キッと鋭するどい目でセバスを睨む――が、そう思っているのはマイだけで、実じつ際さいは半泣きで涙なみださえ浮かんだ目でセバスを見つめているだけである。


　セバスは変わらぬ無表情で答えた。


「もちろんわかってはおりますが、このセバスの口からあまり直ちよく接せつ的に言うのは憚はばかられると判はん断だんしたまででございます」


「いいから……なんとかしなさい、セバス」


　マイは本気で泣きそうな顔だった。セバスは、神しん妙みように頷うなずく。


「お任まかせください、お嬢様。このセバス、こんなこともあろうかと準じゆん備び万ばん端たん、抜ぬかりありません」


　セバスは上着のポケットから、トイレットペーパーのロールを恭うやうやしく差し出した。


「……お前、これでわたくしにどうしろと言うの？」


「ご安心を、お嬢様。わたくしはすぐさま周囲の警けい戒かいに当たり、この辺りに誰だれも近づかぬよう見み張はる所しよ存ぞんでございます。その間、お嬢様はお気のすむまでゆっくりとブリブリなさってください」


「い、いやよ！　こんな外で!?」


　マイは必死にセバスにすがりついて叫ぶ。セバスは取とり澄すました顔で、内心どうしよう、と考えていた。


　――少し冗じよう談だんが過すぎたか。


　セバスの懐ふところにしまわれた薬のビンには、総そう合ごうビタミン剤、と書かれてあった。緊張をほぐすために少し冗談を口にしただけなのだが、マイがあまりに驚くので切り出すタイミングを完全に逃のがした。


　――病やまいは気から、とこの国では言うらしいが。


　即効性の下剤でも、経けい口こうのものではたった十五分程てい度どで効こう果かが出ることはない。マイが今感じている腹痛も、たぶん激しい思いこみのせいだ。


　――とはいえ、それを口にしていいものか……


　従者は無む表ひよう情じようのまま悩なやむ。それがマイには、自分を見み捨すてているように見えて、ますますせっぱ詰つまった表情になっていく。


　やはりここは黙だまっておこう。


　と、従者は心の中で決心した。どうせ実害はないはずだ――忠ちゆう実じつな従者であるセバスは、そういったわけで、マイが自分で真相に気づくまでひたすら無表情のまま立ち続けた。


　そしてそれから数十分後、本当のことを知ったマイがセバスを蹴けりまくって、逆ぎやくに自分の方が脚あしを痛いためてしまうという結果に落ち着くのである。








　その頃ころのナイト邸てい。


　朝のトレーニングで一ひと波は乱らんあったものの、その後は普ふ段だん通り三人そろって朝食をとった。続いてやはり日課となっている会議をする。


　会議と言っても難むずかしいものではない。ようは、ナイトとヨルが現げん在ざいの状じよう況きようの確かく認にんと、今後の方ほう針しんを話し合うのである。魔ま乖かい術じゆつ師しとしての経けい験けんの浅いナイトがヨルに教えを請こう時間でもある。


「……で、昨日はどこまで話したかしら？」


　リビングで若じやつ干かんくつろぎつつ、お茶を片かた手てにヨルが尋たずねてくる。


「五ご聖せい竜りゆう、連中の話を昨日は聞いた」


「そうだったわね」


　ヨルは頷いて続けた。


「前も言ったけど、わたしたち魔乖術師の仇きゆう敵てきである〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉。わかりやすく言えば、五聖竜っていうのは、その戦せん闘とう部隊においてトップの実力を持つ五人の総そう称しようよ」


「それは聞いた。あのフェンと言う男は、魔ま乖かい咒じゆでない力を使っていたみたいだが？」


「それが連中の最大の特とく徴ちようね。奴やつらはわたしたちとは全く別の異能の力を使うわ。わたしたちは体内の魔力を媒ばい介かいに魔乖咒を使うのに対し、連中は、未知の力を周囲から集め、それを利用して戦うわ。それ故ゆえに、魔力の制せい限げんがあるわたしたちとは違って、連中の能力はほぼ無む尽じん蔵ぞうに使えると言われているの」


　つまり、魔力切れを心配せずに魔乖咒が使えるようなものか。


「そんなの反はん則そくじゃないか」


「だからこそ、今までどの魔乖術師も、五聖竜には勝てなかったの。連中が魔ま宴えんに介かい入にゆうしてくるとは、予想外ね。魔乖術師の闘とう争そうに首を突っ込むなんて、真意は未いまだに不明だわ」


　魔乖咒などという異い常じような力をナイト自身散々経験してきた。今いま更さら別の異能の力を使う人間が現あらわれたって驚おどろきはしない。それよりも問題は。


「なぁ、ヨル。〈魔女猟人〉ってのは、『滅メツ』のヘルブストが作った組そ織しきだよな」


　以前『先生マイステリン』がそのような話をしていたはずだ。ヨルが、首しゆ肯こうする。


「わたしも『滅』の話を聞いて調べてみたの。さすがに確かく証しようはないけれど、〈魔女猟人〉に『滅』も関かん与よしているように見える事件がいくつか見つかったわ……もっとも、膨ぼう大だいな記録の中のほんの二、三件だけどね」


『滅』が自分にとって都合の悪い魔乖術師を抹まつ殺さつするために、魔乖術師の敵てき対たい組織である〈魔女猟人〉を作った、確たしかそういう話だった。だがそれは、八や祖そ直系であるヨルも最近まで知らなかった事実である。


「なら、五聖竜がきたっていうのは、『滅』の思おも惑わくなのか？」


「その辺りはっきりしないのよねぇ……」


　ヨルがお茶を濁にごす。と、テレビの前でテレビゲームをやっていたナナがふと振り返った。


「五聖竜は『滅』と関係ないですよ？」


　予想外の答えに、ナイトたちはナナを振り返った。


「なにか知っているのか？」


「え？　なにをです？」


「五聖竜について」


「……昔、エリザベート様の敵の名前は全部覚えたですよ。その時、聞いたです」


　ナナはゲームを中ちゆう断だんし、首をひねりながら語り出した。


「んっと……『滅』と五聖竜は別口の敵だった……よ～な気がするです」


「はっきりしないな」


「ナナ、難むずかしいこと憶おぼえてないですよ～」


　それでもナイトとヨルが根気よくナナから話を聞いた結果、なんとか断だん片ぺん的な情報を手に入れた。


「つまり、〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉を運うん営えいしているのは『滅』だけど、その影えい響きよう下に五聖竜は入ってないってことか」


　まとめると、そう言う話らしかった。ヨルも頷うなずいている。


「そのようね。組織としての運営は『滅』が行っているようだけど、戦闘を行う実戦部隊を『滅』は完全に掌しよう握あくし切れてないようね」


　そもそも魔乖術師である『滅』が魔乖術師の敵である〈魔女猟人〉を運営していることが異常なのだ。


「戦闘で魔乖咒を使うわけにもいかず、組織中ちゆう枢すうを魔乖術師が支し配はいできても、肝かん心じんの実戦部隊にまで手が回らず、独どく立りつ傾けい向こうが強いわけね。それで五聖竜なんていう連中まで出てきたのよ」


「それって組織としてどうなんだ？」


　よりによって、戦闘能力を持った部隊が勝手に動く組織なんて、危き険けんきわまりない。


「さすがの『滅』も猟人かりうど全すべての手た綱づなを握れなかったってことね。『最サイ強キヨウ』がマシューなんて男を連れていたわけがわかったわ」


　ヨルがしたり顔で言う『最強』とはナイトの『先生マイステリン』であるアイリスのことだ。


「『先生』がどうかしたか？」


「『最強』は最初『飢うえた猟りよう犬けん』なんていう猟人を連れていたわ、憶おぼえている？」


　もちろん、ナイトが最初に戦った相手だ。


「マシューは確かに優ゆう秀しゆうな猟人だったけど、それでも猟人のトップには遠く及およばなかったわ。それこそ五聖竜とか、危険な連中はまだいた。なのになんであの男を『最強』が手て駒ごまに選んだかわからなかったけど、ようやく納なつ得とくできたわ。『滅』が自由に動かせる手駒は最高でも『飢えた猟犬』クラスの猟人までだった、というわけね」


　マシューも確か猟人としての実力は上位だったはずだが、五聖竜と比くらべるとかなり格かく下したに分類されるらしい。


「でもよく考えたら、『先生マイステリン』も猟人として動いていたんだよな？」


　最初、ナイトたちと戦った『先生』は猟人の一員として登場していた。よく考えると不思議だが、魔乖術師が〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉にいて、他の猟人は本当に気づいていなかったのか？


「魔乖術師の気配は、同じ魔乖術師でないと普ふ通つうは気づかないわ。それに『最強』は、最初魔乖咒を全く使わずに戦っていたはずよね？　魔乖咒抜きの生身で上位の猟人クラス、いえ、それ以上の実力をもっていたってことよ。さすが『最強』、思い返してもゾッとしないわ」


　冗じよう談だんめかして身み震ぶるいするヨルだが、顔はあまり笑っていなかった。ナイトは話の先を促うながすことにする。


「まぁそのあたりはわかった。つまるところ、五聖竜と『滅』はあまり関係なくて、これから先戦うことになりそうだって話だな」


「えぇ……でも、新たな問題が出てきたわね」


「なにが？」


　ヨルは少し暗い表ひよう情じようで、視し線せんを横に向けた。その先には、ＴＶゲームに興きようじるナナの姿すがたがあった。


「ナナがどうした？」


「わからないの？　あの子はわたしも知らなかった『滅』の情じよう報ほうを知っていたわ」


「そうだな」


「それはつまり『歪ワイ』、エリザベートがわたしたち以上の情報網もうをもっているってことよ」


　ナイトはハッとした。『歪』、最さい狂きようの魔乖術師、エリザベート・ゾフィー・ジノ・クライン。ナイトたちと敵対する魔乖術師。いつか必ず戦うであろう敵に、情報戦で劣おとっているという事実は、確かに衝しよう撃げき的であった。


「なるほど……エリザベートのほうが一いち枚まい上手ってわけか」


「認みとめたくないけどね。あの女は人間としては最低だけど、そういうことに関しては抜ぬけ目ないのよね」


　嫌けん悪お感と共に吐はき捨すてる。ヨルがこのような態たい度どに出るとは、彼女も相当エリザベートのことを嫌きらっているようだ――あの女のことが好きな人間など存そん在ざいするとはとうてい思えないが。


「それよりもナイト、どうする気よ？」


　声を落としたヨルが尋たずねてくる。ナイトは、彼女の意図が最初わからなかった。


「どう、とは？」


「あの子のことよ」


　視線で、ナナを指す。ナナは能のう天てん気きにＴＶ画面と向き合ったままだ。


「それは確たしかに、わたしはあの子を助けることには同意したわよ。けれど、一いつ緒しよに戦う、とまでは考えてないわ」


「それは……そうだな」


　前回の事件で成り行き上、ナナと同どう居きよすることになった。だが、魔ま宴えんでの戦いにおいて彼女をどう扱あつかうか、ナイト自身未いまだ決めかねていた。


　ナナは確かに抜ばつ群ぐんの身体能力を持ってはいるが、魔宴を戦うには若じやつ干かん実力不足、と言わざるを得ないだろう。魔ま乖かい咒じゆの才さい能のうがないのが致ち命めい的だ。


　というより、ナイト自身はナナに魔宴で戦って欲ほしくはなかった。ナナにはもっと普ふ通つうの生活を送って欲しかったから、彼女を助けようと思ったのだ。なんていうか、そこいらの普通の女の子が享きよう受じゆしているような日にち常じようを、ナナにプレゼントしたかったのだ。


「あなたがどう考えているかは知らないけれど、あの子を戦場に連れて行くのは反対よ。実じつ際さいあの子が戦力としてどれだけ役立つかは疑ぎ問もんだし――言っちゃなんだけど、共同戦線を張るほどあの子をわたしは信用していないわ」


「そんな言い方はないんじゃないか？」


「……そうね、今のはちょっと言い過すぎたわね」


　と言うものの、ヨルにはあまり悪びれた様子がなかった。ナイトは、フム、と心の中で頷うなずいた。


　ナナも加わった三人の共同生活を送って、ナイトはいくつか気づいたことがある。その一つに、ナナはヨルになついているようだが、ヨルはいつまでたってもナナに対して素そっ気けないというものがある。


　ヨルはなにかとプライドが高くてガンコな部分もあるが、基き本ほん的には面めん倒どう見みのいい性せい格かくである、とナイトは思っている。


　そんな彼女がナナに対しては、終始冷れい淡たんな対たい応おうを見せている。ナナが話しかければ返事だってするし、食事の用意などもナナの分も含ふくめてちゃんとしてくれている。だが、ヨルの方から積極的にナナに働きかけることは絶ぜつ無むといってよかった。


　ナイトとヨルが同居生活を始めたときも、多少素っ気なさを感じたものではあるが、それは環かん境きようの変化からくるものだったのだろう。だがナナに対するものは、どうも別種のものに感じられた。


　魔乖術師とは、自分の所しよ属ぞく以外の系けい統とうの魔乖術師とは基本的に犬けん猿えんの仲だという話を聞いたことがある。ナイトが会ったことのある魔乖術師は皆みな、ヨル以外、全員敵だったのであまり実感はなかったが、魔乖術師同士の因いん縁ねんはナイトの想そう像ぞう以上に深いのかもしれない。


　現げん状じようそのことが問題になっているわけではないが、ナイトとしては何とかしたい問題であった。せっかく同じ屋根の下で暮くらしているのだ、ヨルもナナも、仲良くして欲しい。二人とも、根は間ま違ちがいなく素直だし、気が合わないはずはないのだが……


「ねぇ、ナイト。聞いているの？」


「あ、あぁ、聞いているさ」


　ナイトは意い識しきをヨルとの会話に戻した。


「君の言いたいことはわかる。俺おれだって、ナナを戦いから遠ざけたいから助けようと思ったんだ」


「なら……」


「でも、そう全すべてを押しつけることもないのかな、と思っている」


　ナイトはそう答えた。ナナと出会って以来、彼がずっと悩んでいた問題である。


　ナナには普ふ通つうの女の子らしい生活を送ってもらいたかったが、それを強きよう制せいするつもりはない。あくまでナイトはナナの自由意い志しを尊そん重ちようするつもりだった。


　以前のナナはエリザベートの命令と束そく縛ばくで雁がん字じ搦がらめとなっていて、自由というものがほとんどない生活を送っていた。それを見かねたからこそ、ナイトは彼女を助けたのである。


　ナナは今、ナイトたちのそばにいることを望んでいる。ナイトとしても、せっかく助けたのだ、どこかの孤こ児じ施し設せつに預あずけておしまい、なんていう終わり方をするつもりはなかった。だが、ナイトたちのそばにいる以上、ナナも魔宴に巻まき込こまれざるを得ない。


　要は、ナナがどこまでこの辺りの状じよう況きようを認にん識しきしているのか、というのが問題なのだ。


「まぁ、待ってくれ、ヨル。少しはナナの意見を聞いてみてからでもいいだろう？」


「……あなたがそう言うならいいけど」


　ヨルは一いち応おう頷いてくれたが、本心ではあまり面おも白しろくなさそうだ。ナイトは、あえてその反はん応のうに気づかなかったふりをしながら、テレビの前に陣じん取どるナナに近づいた。


「ナナ、少しいいか？」


「う～、ちょっと忙いそがしいです」


　ゲームに興じるナナは、視し線せんを画面に固定したまま、コントローラのボタンをめまぐるしく操そう作さしていた。


「ゲームが気に入ったみたいだな」


「です～、ナナテレビゲームって初めてやったですよ。面白いですね～」


「気に入ったんならよかった。少しはうまくなったか？」


「緋ひ蜂ばちワンミス以内で撃げき破はできるですよ」


　ナナヤリコミ過ぎ。


「ゲームは後にして、ちょっといいか？　大事な話なんだ」


「です～、わかったですよ～」


　あっさりナナはうなずき、ゲームを中ちゆう断だんしてくれた。


「なんですか、先生ぇ？」


「ナナ、君は俺たちと一いつ緒しよにいたいんだよな？」


「です～。ナナ、先生ぇに命あげちゃったから、一生ついて行くですよ～」


　命とかあまり軽々しく言うのも問題だな。この辺り、今後しっかり教えていかないといけないな、とナイトは心のメモ帳に付け足しておいた。


「でも俺とヨルは魔ま宴えんを戦っている。それはわかるな？」


「ですです～」


「ナナが俺たちのそばにいると、ナナも危あぶない戦いに巻まき込こまれる。それでもいいのか？」


「です～、いいですよ。先生ぇとヨル姉さまの敵てきなら、ナナがプッ殺してくるですよ～」


「ナナ、別に君は戦わなくていいんだ」


「です？」


　きょとん、とナナは首をかしげた。


「君は今までそういう人生しか送ってなかったからわからないかもしれないけど、君くらいの普通の女の子が命をかけた戦いをするっていうのは、異常なんだ。君だって、死ぬのはいやだろ？」


「ん～、あんまり考えたことないけど、痛いのはナナ嫌きらいです～」


　なんだかのんきな答えだ。だが、彼女にとってはそれが当然なのだ。だからナイトは、ナナを正しい道へ導みちびいてやらねばならない。


「だから君が戦いたくないなら戦わなくていい。そうだな、たとえばナナはゲームが気に入ってるみたいだけど、戦いなんてやめて、一日中ゲームで遊んでたっていいんだ。どう思う？」


「ナナ、ずっと遊んでていいですか？」


「あぁ、そうしたいならな」


　ナナは、ちょっと首をひねった。これが普通の子こ供どもなら、一も二もなく遊びに飛びつく。だが、ナナの場合はどう転ぶかわからない。ナイトのこの質しつ問もんは、ナナの内心を探さぐるためのものでもあった。


「ん～……ナナ、遊ぶより、先生ぇのお手伝いしてたほうが好きです」


　と、いうのがナナの答えだった。


「先生ぇが戦わなきゃいけないなら、ナナもお手伝いするですよ～。敵ならナナがプッ殺してきてあげるですよ」


「だからさっきから言ってるけど、ナナ、君はムリに戦わなくていいんだ」


「です～、ナナの好きなことをやっていいですよね？」


「あぁ、そうだ。まさか君は、戦いが好きだ、なんて言うのか？」


　これで頷かれたら別のアプローチが必要だな、と思ったけど、ナナは首を横に振ふった。


「別に好きじゃないです、嫌いってわけでもないですけど」


「なら……」


「ナナはですねぇ、先生ぇのお手伝いができればいいですよ～」


　ナナがニコニコ、笑いながら続けた。


「敵をプッ殺すのが先生ぇのお手伝いになるなら、ナナいくらでもプッ殺すですよ～」


「だからな、君が戦う必要は……」


　話が堂どう々どう巡めぐりになってきた。もう少しわかりやすい話でないと伝わらない。


「ゲームは楽しいだろ、ナナ？」


「楽しいです～」


「殺し合いとどっちが楽しい？」


「ゲームですぅ」


「なら、戦いなんかより、ゲームをやってた方が楽しいんじゃないか？」


「そんなことないですよ」


　ナナははっきり否ひ定ていした。


「先生ぇが戦ってるとき、ナナ一人だけで遊んでてもあんまり楽しくないですよ～。遊ぶなら、先生ぇやヨル姉さまみんな一緒の方がいいです」


　……少し意外だった。ナナは今までの人生が人生だったから、てっきりそういう、家族の温かみというか、そういうものを知らないものだと思っていた。でもナナは、すでにそういうことをナイトたちから学びつつあるようだ。


「ナナは先生ぇのお手伝いするのが一番楽しいです。明日は、もっと重いものをもって先生ぇの背せ中なかに乗るですよ～」


「いや、それはやらなくていいから」


　さすがのナイトもそればっかりは反はん射しや的てきに否定した。あんなもの、毎日やったら体が壊こわれる。


「まったく、ナイト……黙だまって聞いていれば、いいように丸まるめ込こまれて」


　呆あきれた、といった様子のヨルがしゃしゃり出てきた。


「ヨル!?」


「もういいわ、ナイト。あとはわたしが話すから」


　ナイトを押しのけるようにして前に出ると、ヨルはいすに座すわって長い足を組んだ。その顔は、いつになく厳きびしい。反対にナナは、変わらずニコニコしたままだ。


「いいかしら、ナナ？　あなたが戦いたいっていうのはあなたの勝手だわ。実じつ際さいあなたがこれから先もここにいるなら、あなたには最さい低てい限げん、自分の身を護まもるためには戦ってもらわないといけないわ」


「です～、ナナ、がんばって敵をプッ殺すですよ～」


「でも勘かん違ちがいしないで。わたしは、あなたと一いつ緒しよに魔宴を戦っていく気はないわ」


　ヨルはきっぱりと言い切った。さすがにその物言いには、ナイトも驚いた。


「ヨル、なにを言うんだ？」


「わからないの？　この子はこの前まで、命をかけるほど、エリザベートに忠ちゆう誠せいを誓ちかっていたのよ。そしてエリザベートは目下、わたしたちの最大の敵よ。もう一度彼女と戦うことになったとき、この子は本当に、戦えるの？　ねぇ、どうなの？」


　ナナは、少し考えた後、首を振った。


「難むずかしいこと、ナナわからないですよ～。でも、ナナは先生ぇのために戦うですよ？」


「わからない、ね。そう、実際わたしには、あなたの本心がわからないわ。だから信用できない、少なくとも、戦場で背せ中なかを見せられるほどは信用できない。だからわたしは、あなたと一緒には戦えないわ」


「ヨル、言い過すぎだぞ」


　ナイトがたしなめるも、ヨルはしずかに首を振った。


「そうかしら？　少なくとも、わたしはまだ、この子の本心が見えないわ。本心の見えない相手を信用するなんて、いくらあなたがお人ひと好よしでも少し危き険けんじゃない？」


　その言葉に、ナナは首をかしげた。


「ヨル姉さま、怒おこってるですか？」


「怒ってはないわ。ただ、疑うたがっているだけよ」


　はっきりと、ヨルは言う。


「この国には、卑ひ下げも自じ慢まんってコトワザがあるわ」


「髭ひげも美び髯ぜんですか？」


「あなたのそういう態たい度どが疑わしいって言うのよ」


　ヨルは肩かたをすくめた。


「実際のところ、自分で自分のことをかわいくない、なんて言う女ほど無む駄だなプライドを持っているものだし、自分で自分をバカだって言う人間ほど、腹はらの中でなにを考えているかわかったものじゃないわ。そのことを、わたしはこの国に来てイヤというほど学んだわ」


　偉えらそうに講こう釈しやくをたれているが、日本に来て数ヶ月、ヨルが対人関係を積極的に築きずいている様子はない。学んだとか言っているけれど、十中八九、その情報元はヨルがいつも見ている昼過ぎのドラマだ。


　ナイトは内心その事実を指し摘てきしてやろうかと思ったが、この場では黙だまっておいた。ヨルはどうも、冗じよう談だんで言っているわけではなさそうだったからだ。


「とにかく、あなたの本心がわからない限かぎり、わたしはあなたとは戦えないわ」


　自分の主しゆ張ちようだけを一方的に押しつけると、ヨルは立ち上がり、部屋から出て行った。


「です～、ヨル姉さま、ご機き嫌げん斜ななめみたいです～」


　ちょっと眉まゆ根ねを寄よせ、ナナが困こまったような声を出す。


「気にするな、ナナ」


「う～、ヨル姉さま、なんで怒ってたですかね？」


　確たしかに、今のヨルは妙みようだった。あんなに感情的になるなんて……


「ちょっと様子を見てくる」


「です～、わかったですよ」


　ナイトは、廊ろう下かに出てヨルを追った。が、追うことはなかった。廊下を進んだ先にヨルが立っていたからだ。


「ヨル、今のはなんなんだ？　いつもの君らしくないぞ」


「そう、ね……確かに、わたしらしくはなかったかもね」


　あっさりと認みとめ、頭を振るヨル。


「でも、間違ったことは言ってないはずよ。少なくとも、ナナ、あの子が普ふ段だんわたしたちに接せつしてくるあの態度は、半分以上が演えん技ぎよ」


「それは……そうかもな」


　実際ナナは突とつ飛ぴな言動こそ多いが、決して愚ぐ昧まいなわけではないのだ。


「そんな相手を信用して命を預あずけろって言うのはムリな話だわ」


「でも、ナナにそんな、激しい裏うら表おもてがあるとは思えない」


　確かに言われてみれば、ナナは意外に聡さといように見える部分もある。だが、腹はらに一いち物もつ持っているとまでは、ナイトには思えないのだ。ヨルは考えるように顎あごに指を添そえた。


「確かにそうかもしれない。でもあの子がエリザベートと対たい峙じしたとき、あの子は迷まよわず戦えると思う？　土ど壇たん場ばで、かつての忠ちゆう誠せい心しんがよみがえらないと、あなたに断だん言げんできるの？」


「それは……わからないな」


　そう、それはその時になってみなくてはわからない。でもできれば、エリザベートと戦うときだけは、ナナは戦いには参加させたくなかった。


「それにね、一つ気になることもあるのよね」


　ヨルが一段だん声を落とした。ナナに聞かれたくないと言うことだ。


「あの子、前に言ってたでしょ？　『歪ワイ』が作った実験体の生き残りだって」


「あぁ、確かに」


『歪』が主しゆ導どうとなって人工的に魔ま乖かい術じゆつ師しを生み出すという狂くるった実験。その実験は、ナナ以外の実験体は全すべて死し亡ぼうという最悪の結果と共に終結した。


「気になったから少し調べてみたけれど……あの実験は、決して失敗したわけではないようなのよね」


「どういうことだ？　それはまぁ、ナナは才さい能のうはないけれど、魔ま乖かい咒じゆは使えるんだから、完全な失敗ってわけじゃないか」


「そういうことじゃないのよ。あの実験は『歪』だけじゃなく、他の八や祖そも協力した共同実験だったの。だからうちの本家にも記録は残ってるのよね」


　それは初耳だ。


「失敗した実験だし、倫りん理り的にあまり誉められたものでもなかったから、資し料りようの大半が廃はい棄きされた後だったわ。でも、最後の報ほう告こく書しよには確かに書かれてあったの、『実験は終しゆう了りようした。試験体七号の完成をもって全ての活動を休止する』って」


「待てよ。その七号って、ナナのことじゃないか？」


　ヨルが頷うなずいた。


「そこにはこうも書かれてあったの。『七号体こそ我われ々われの求めた究極の完成体。我々が生み出した最高傑けつ作さく――いや、まさしく彼女こそが『最高欠作サイコウケツサク』の名にふさわしい完全体と言えるだろう』ってね」


「『最高欠作』？」


　あのナナが？　どういうことだ？　ナナは確か、その実験は失敗した、と言っていなかったか？


「その実験は、本来生まれつきの才能で決定される魔乖咒の能力を、人工的に開花させるというものだったわ。でも最終的に生まれたナナには、魔乖咒の才能がほとんどない」


「つまり失敗したんじゃないのか？」


「そうじゃないのよ」


　ヨルが、少し沈しずんだ声を漏もらした。


「わたしもそう思ってたけど、残された断だん片ぺん的な記録を見ると、必ずしもそういうわけではないようなの」


「どういうことだ？」


「これはわたしの推すい測そくが過か分ぶんに混ざってるけど……七回目の実験、すなわちナナの場合、ナナに魔乖咒の才能を与あたえることは目的じゃなかったのよ。最後の実験の目的は、ナナの魔乖咒の才能を消すことが目的だったようなのよ」


「……当初の目的と矛む盾じゆんしてないか？」


「いいえ。違ちがうわ。消すことができるなら、逆ぎやくもまた真という考え方もできるわ。実験は成功。故ゆえにナナこそは唯ゆい一いつの実験の成功例にして『最高欠作』と呼よばれているのよ」


「待て、それだと、ナナはわざと、魔乖咒の才能がないように生み出されたのか？」


「そうね。そもそもあの子、基き礎そ的な魔乖咒はだいたいマスターしているけど、少し複ふく雑ざつなものになると全くダメでしょ？　普ふ通つうこのレベルの子だと、基礎レベルも壊かい滅めつ的てきなはずなのに、基礎は完かん璧ぺきだけどそれ以上に進めないっていうのは、少し変な話よ」


「でも、そんなことをして、なんになるんだ？」


「これもわたしの推すい論ろんだけど……」


　チラリ、とヨルはナナに視し線せんを向けた。


「ナナに才能はないわ。それが人為的に消されたのだとしたら――消えた才能は、どこへ行ったと思う？」


「どこって……」


「そして、あの快かい楽らく殺人者であるエリザベートが、ナナを自分のそばに置いていた理由は？　エリザベートは八祖直系の中でも桁けた外はずれの魔力を持っているわ。その理由は？」


　待て……それって、まさか……


「……エリザベートは、ナナの魔力を吸すったから、強い力を持っているってことか？」


「わからないわ」


　ヨルは、肩かたをすくめた。


「技ぎ術じゆつ的に可か能のうなのか、わたしも知らないの。最初にも言ったけど、これはほとんどが推論で、この実験の資料の大半は破は棄きされているし、真相はほぼ闇やみの中ね」


　ヨルはナナの背せ中なかに視線を向けた。ナイトも色々と考えてみたが――いかんせんナイトに与あたえられた情報が少なすぎる。たいした考えはまとまらなかった。


「一いち撃げきでクリアーです～」


　暢のん気きにゲームに興きようじるナナの歓かん声せいが、場ば違ちがいな風にナイト邸ていに響いていた。








　その少し前。隣となり町の宿の一室、五ご聖せい竜りゆうの《炎エン》と《剣ケン》、すなわちフェンとキョウシロウは、顔をつきあわせて話し込こんでいた。


「……ってわけで、俺おれとしちゃ、そのぼーやとの対戦を楽しみに、ここで待機してるわけさ」


　部屋に用意した朝食を食べながら、フェンが言うと、キョウシロウはその凶きよう悪あくな顔を歪ゆがめて頷うなずいた。


「フン、まぁ、ヌシの言い分はわかったわい」


　キョウシロウはお櫃ひつを抱えてご飯をかき込む。恐おそろしいことにこの男、ご飯をお櫃から直ちよく接せつ食べている。手に持っているのは箸はしではなくシャモジだ。さっきからお櫃三杯ばいほど食べているが、食しよく欲よくは一向に衰おとろえる様子がない。フェンも割わりと食べる方ではあるが、キョウシロウの食欲は、見ているだけで胸むね焼やけしそうだった。


「つまり、ヌシはその魔ま乖かい術じゆつ師しの小こ僧ぞうと戦うのが楽しみだと？」


「あぁ、そうだ。まだまだＡＯＫＵＳＡＩぼーやだが、見所はあるぜ。鍛きたえればまだまだ伸のびるＴＡＭＡさ」


　そうだ、ナイトは未だ成長期である。すでに魔乖術師として一流の才覚を発はつ揮きしているが、その潜せん在ざい能力はまだ多く眠ねむっているとフェンは睨にらんでいる。今後どれだけナイトが成長するか、それを見るのが楽しみだからこそ、フェンはこんな片かた田い舎なかで監かん視しなどという退たい屈くつな使命に甘んじているというものだ。


「まぁいいわい」


　キョウシロウはお櫃のご飯を米こめ粒つぶ一つ残さず平らげると、服の袖そでで乱らん暴ぼうに口元をぬぐい、立ち上がった。


「じゃぁ、ワシは腹はらごなしに出かけるわい」


「って、どこ行く気だよ？」


　キョウシロウは、ニヤリと笑う。


「ヌシがそれだけ気にかける小僧、ワシも気になる。ちょっと戦ってくるだけじゃ」


「お前、人の話聞いてたか？」


　さすがのフェンも呆あきれてキョウシロウを見つめた。


「だから、戦うなって命令なんだって」


「安心せい。ワシの力でそんな小僧、撚ひねり潰つぶしてくれるわい」


「いや、お前が負けるとか心配してるんじゃねぇよ。戦うなって、《神シン》の命令だ！」


　キョウシロウは凶悪な顔を歪ゆがめ、腕うでを組んだ。なにか、悩なやんでいるようだ。


　たっぷり三十秒くらい悩み、キョウシロウはフェンに尋たずねた。


「なら、ワシは誰だれと戦えばいいんじゃ？」


「俺が知るか！　それこそ《神》に聞けよ！」
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「えぇい、もう面めん倒どうな話は終しまいじゃ！　敵てきが近くにおるなら、ワシが殺してやる！　難むずかしいことを考えるまでもない」


　マズイな、とフェンは額ひたいを押さえた。どうもキョウシロウのスイッチが入っているようだ。


　このキョウシロウという男、フェンに勝まさるとも劣おとらぬ戦せん闘とう狂きようなのだ。これでも普ふ段だんは割りと冷静な面もあるのだが、一度頭に血が上るととにかく戦うのが、血を見るのが大好きな危き険けん人物になってしまう。この状じよう態たいになってしまうと、論ろん理り的な話し合いは通じない。


「落ち着けよ、キョウシロウ。あんま聞き分けがねぇと、俺がＡＩＴＥするぜ？」


　ギロリ、凶きよう猛もうな眼まな差ざしを向けるフェン。だが、キョウシロウはその視線を、むしろ嬉うれしそうに受け止めた。


「ワシはそれでも構かまわんぞ」


　歯をむき出しにして獰どう猛もうに笑うキョウシロウ。二人の間に、一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れる。


「お客さ～ん。電話ですよ」


　と、その空気をムシして部屋の扉とびらが開いた。宿の従じゆう業ぎよう員いんである中年女じよ性せいが、電話の子機を片かた手てに入ってきたのだ。


　新たな乱らん入にゆう者しやの登場で、二人の間の緊きん張ちようが解とけた。と、その瞬しゆん間かん、キョウシロウはフェンの横をすり抜け、部屋の窓まどへ身を投げた。


「なっ！　キョウシロウ！」


「悪いのぉ、フェン。その小僧、ワシが戦わせてもらうわい」


　窓ガラスをぶち破やぶって、外へ出るキョウシロウ。ここは二階だが、そんな高さは彼にとって大した障しよう害がいではない。そのまま表の道路に着地すると、風のような速さで駆かけだしていくのだった。


「あぁ、ったく、面倒な奴やつだぜ、まったく」


　ぼやきながら、呆あつ気けにとられている従業員の手から電話をひったくり、フェンは子機を耳に当てた。電話を取る前から、相手に目星はついていたが。


『《炎エン》でございますね？』


　必要以上にバカ丁てい寧ねいな口調。彼ら五聖竜のリーダー、《神》の声だ。


「あぁ、俺だ」


『困こまったことになったのでございます。《剣ケン》が行ゆく方えをくらませたのでございます』


　キョウシロウの奴、《神》にも連れん絡らくなしにここへ来たのか。ヤレヤレ、とフェンはため息を吐ついた。


「で、なんで俺に電話してきた？」


『あなたの近くに行く可か能のう性せいが一番高いからでございます』


《神》はなんでもお見通しか、フェンは不ふ承しよう不ぶ承しよう頷うなずいた。


「あぁ、ついさっき来たよ」


『さっき？　今はいないのでございますか？』


「今し方飛び出していった。あいつ、ぼーやと戦う気だぜ？　ふざけるなってんだ。ぼーやは俺のＥＭＯＮＯだぜ」


『清すが夢む騎ない人とには手を出すなと言ったはずでございます』


「《剣》に言えよ。俺は一いち応おう止めたんだぜ？」


『すぐに止めるのでございます』


　ヘイヘイ、とフェンは肩かたをすくめた。そういう面倒なことばかりやらされてるなぁ、とぼやいてもしかたがない。


「まぁ、大だい丈じよう夫ぶじゃねぇか？」


『なにがでございますか？』


「あいつ慌てて飛び出したから、ぼーやの顔もなにも知らないはずだぜ？　頭が冷えれば戻ってくるだろ」


　楽観的にフェンが言うが、《神》の声は晴れなかった。


『《剣》が一度戦闘モードに入ると、満足するまで止まらない、というのはご存ぞんじでございますか？』


「あぁ、知ってるさ。俺たち五ご聖せい竜りゆう最強の戦せん闘とう力りよくを誇ほこるあいつが動き出したら、誰も止められねぇ……あいつ、やっぱりスイッチ入っちまってたんだな」


　キョウシロウが本気で戦いだすと、本当に周囲のものがなにも見えなくなってしまうのである。ただ、キョウシロウが本気で戦うほどの強きよう敵てきは滅めつ多たにいないので、そんな事態になることはそうそうないのだが。


『《剣》には〈斯し界かいの剣けん轟ごう〉との交こう渉しようを任まかせていたのでございますが……どうも《剣》は〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の一人を斬きり殺ころしたらしいのでございます、余よ計けいなことをしてくれたものでございます』


「マジか？　《剣》の野や郎ろう、あまり喋しやべらないと思ったら、そんなＤＡＩＪＩＫＥＮ起こしてたか。はっ、こいつは面おも白しれぇ」


〈七剣八刀〉――世界最強の十五人の剣けん客かくだ。そのうちの一人が倒たおれたとなったら、それは一大事だ。裏うら社会の勢せい力りよく図ずがそっくりひっくり返るかもしれない。


『同じ剣士なら〈斯界の剣轟〉とも会話できると思って、念のために相そう互ご不ふ可か侵しんを確かく認にんに行かせただけだったのでございますが……見み込こみ違ちがいだったようでございます』


「それはどうかな？　剣士なんてのは、実じつ際さいに殺し合って語り合うもんだぜ？　キョウシロウはただ、連中と真剣勝負で会話して、結果として相手を殺しただけさ」


　その辺り、同じ戦闘狂ぐるいとして、フェンには共感できる部分がある。やはり無ぶ頼らい者ものは千の言葉で語るより、一回本気で殴なぐり合った方が、多くのものが伝わることもある。


　ただ、《神》にはそう言うことが余あまり納なつ得とくできないらしい。


『理り解かいしかねるのでございます……ただ、〈七剣八刀〉が倒された割わりに〈斯界の剣轟〉の反はん応のうが薄うすいというのも気になるでございます』


「だから、キョウシロウが〈斯界の剣轟〉と話をつけたってことだろ？　あいつらは元々俺たちに手出ししてくる奴らじゃねぇよ。キョウシロウを行かせたのは俺的には蛇だ足そくと思うが……連中が反はん撃げきしてこないなら、たぶん大丈夫だ」


『それならいいのでございますが』


《神》は、珍めずらしく不満そうに言った。このリーダーがそういう感情を漏もらすのは珍しいことだ。フェンは思ったが、気づかないふりをした。


「で、俺はどうすればいいんだ？」


『とにかく今、《剣》に余計なことをされたら計画が台無しでございます。早さつ急きゆうに、《剣》の動きを止めるのでございます』


「簡単に言うが、やるのは俺だぜ？」


『あなたならできると判はん断だんしているのでございます』


「ＫＡＩＫＡＢＵＲＩだな。でもまぁ、そう言われたらやるしかねぇわな」


『朗ろう報ほうを待っているのでございます』


《神》は電話を切った。フェンは、クックックと含ふくみ笑わらいを漏らした。


「おいおい、キョウシロウ、あんまり俺にＳＥＷＡを焼かせるなよ。いくらお前が相手でも、うっかり殺やりたくなるじゃねぇか」


　と、キョウシロウに劣おとらぬ凶きよう暴ぼうな笑みを浮かべるフェンの肩を、背はい後ごから従じゆう業ぎよう員いんが叩たたいた。


「なんだよ？」


「お客さん。窓まどガラスの代金、弁べん償しようしてもらいますよ」


　……キョウシロウが破やぶった窓だ。フェンはフン、と鼻を鳴らし、財さい布ふを放ほうり投なげ、足音も荒あらく宿を飛び出した。


「さぁて……キョウシロウはどこへ行ったかな？　あいつ放っておくと、手当たり次し第だいに無差別殺人とかやりそうだから、早く見つけたいとこだが……」


　物ぶつ騒そうなセリフを平然と口にしながら、キョウシロウは仲間の姿すがたを求めて歩き出した。






　第二章　それぞれの事じ情じよう







「――どうやら、我わが暗殺者は無事日本に潜せん入にゆうしたようだ」


　机つくえの上で手を組み、フィッティヴァルホックは呟つぶやいた。


「となると、スガム・ナイトが死ぬのも時間の問題。皆みな様さま方も朗ろう報ほうがもたらされるのをごゆるりと待たれるがいい」


「果たして、そう上手うまくいくものかな？」


　と、言ったのはシュトレンベルグだ。フィッティヴァルホックは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを歪ゆがめた。


「我が刺し客かくの腕うでに不満でもおありか？　あるいは、貴き公こうにはこのはぐれ魔ま乖かい術じゆつ師しが殺されると、不都合なことでもおありかな？」


「別に、そうは言っておらんよ」


　シュトレンベルグは、あまり表情を変えないようにしながら首を振ふった。


「ただ、物事と言うのはなかなかままならないというのが世の常だ。今回もそう思おも惑わく通りに運ぶかどうか、ふと疑ぎ問もんに思っただけだ」


「ならばそこで待っているがいい。いくらもたたぬうちに、次の知らせが届とどけられるであろうからな」


　フン、とフィッティヴァルホックが鼻を鳴らす。その様子を他の者たちは、興きよう味み深そうに眺ながめていた。事じ態たいがどう転ぶか、みな静観するつもりなのだ。


　シュトレンベルグはそれぞれの反応を窺うかがいながら、さてどうしたものか、と内心色々と思考を巡めぐらせていた。


　スガム・ナイト抹まつ殺さつに、ここにいる者はとりあえず全員が賛さん成せいしているようだ。現げん状じようで自分の手の者を使ってまで消そうとしているのは『偽ニセ』のみ。おそらく魔ま宴えんで敗北してしまったメンツを考えているのだろう。やはりこの男、考え方が小者だ。


　それ以外の者の真意はさすがにわからないが、とりあえずここにいる連中の目が、ナイトに向けられているのならば、それでいい。それでこそ、自分もヨルの動向を見み逃のがしていたカイがあるというものだ。


　今、中央審しん議ぎ会かいは、スガム・ナイトという異い分ぶん子しに視し線せんが集中し、それ以外のことにまで目が届いていないようだ。ここ一ヶ月ほど、参加者同士の大きな衝しよう突とつがなかったせいでもあるだろう。全すべては、シュトレンベルグの思い通りであった。


　――ヨルミルミがなぜ日本に滞たい在ざいしているか、その真意をこの段だん階かいで勘かんづかれては、面おも白しろくない。


　情じよう報ほう通のフィッティヴァルホックがどれだけこちらの狙ねらいを摑つかんでいるのかは疑問だったが、スガム・ナイトなどに躍やつ起きになっているところを見ると、まだ大した情報は得られていないようだ。


　――おおかた、スガム・ナイトを我われ々われが事前に抱だき込こんで、ヨルミルミに協力させている、などという的外れな見当をつけているのだろう。


　取りあえずこの部屋のメンツの顔を見る限かぎり、こちらのもくろみが看かん破ぱされている可か能のう性せいは、限りなく低い――それを確かく認にんすることができただけでも、この審議会を招しよう集しゆうした意味はあったな、とシュトレンベルグはほくそ笑んだ。


　――しかし、ここ一ヶ月、まるで戦いが発生していない、というのもふに落ちんな。


　参加者同士の激げき突とつは、『闇ヤミ』と『歪ワイ』の衝しよう突とつを最後に、なりを潜ひそめている。


　魔宴に制せい限げん時間が設もうけられていない以上、長期戦になるのはいつもの傾けい向こうである。だが、開戦直後からこうも戦いを控ひかえる、というのは奇き妙みような話だった。


　強きよう豪ごうが多いために他の連中の出方を窺っている、と考えるのが妥だ当とうなところだろう。


　しかし、だとしても、やはり納なつ得とくはできなかった。『天才』あたりの実力者なら、余よ計けいな小者はさっさと始末するほうが手っ取り早いだろう。『歪』の『狂キヨウ濫ランの螺刃ネジ』にしても、他の連中の様子を見ているような悠ゆう長ちような性せい格かくではない。


　――ヘタに長引くのも面めん倒どうなのだがな。


　魔宴もあまり長期間続くと、監かん督とくする側も面倒になってくる。早く決着をつけて欲ほしいものだ。


　とは言え、自分の思い通りになにもかもが上手くいくほど世の中は甘くないと言うことは、シュトレンベルグ自身よく心得ていることではあるのだが。








　その頃ころ、ナイトは自じ宅たくで一人、頭を抱かかえていた。昼間ヨルから聞かされた話を色々と考えていたのだ。


　なんというか、ナナのことである。前回の事じ件けんの時、成り行きからナナを助けて現げん在ざいは同どう居きよまでしているのだが……実はナナにはなにか秘ひ密みつがあるのだろうか？


　ナナの正体は、はっきりとは知らないが、本人の話によると人工的に生み出された魔ま乖かい術じゆつ師しということだ。ただ失敗作であるため、魔ま乖かい咒じゆの才さい能のうはほとんどない。


　だがナナには、その欠点を補おぎなって余あまりあるほどの身体能力がある。ひとたび戦せん闘とうとなれば、条じよう件けんにもよるが、八や祖そ本家所属の魔乖術師が相手でも倒すことができるだろう。それくらいの実力を持っている。考えてみれば、あんな小さな子こ供どもにそれだけの能力があるというのは、実はかなりスゴイ話だ。


　そしてナナのことを考える上で避さけて通れないのは、彼女の前の主人、エリザベートのことだ。


　ナナがエリザベートに忠ちゆう誠せいを誓ちかっていたのは間ま違ちがいない事実で、それもかなり深く傾けい倒とうしていたようだ。現在その束そく縛ばくからは解かい放ほうされたナナではあるが、今後エリザベートと戦うとき、ナナがどのような行動に出るか、それはかなり疑問である。ナイトとしては、エリザベートとの対決にナナをできるだけ関かかわらせないようにしたいとは思っているのだが、そう上手く事が運ぶかはわからない。


　まったくわからないことだらけだな、ナイトはため息を吐ついた。


　こうやって考えてみると、ナイトはナナのことをよく知らない。まぁ出会ってまだ一ヶ月ちょっとなのだからある程てい度どは仕方ないのだが、それでも情報は少ないな、と思う。


　ナイトは暇ひまを見つけてはナナと会話を試みているのだが、ナナは普ふ段だんからあの調子なのであまり有ゆう益えきな話は聞けず、結局ナナ個こ人じんに関する情報が極きよく端たんに少ないという状じよう況きようなのだ。


　そのナナは、現げん在ざいシャワーを浴びている。なんだかんだで朝汗あせをかいたので入浴中なのだ。


　入浴と言えば――あまり思い出したくないことを思い出してしまった。


　ナナには水に対するトラウマがあり、そのせいで一人で風ふ呂ろに入ることができない。それで初めて会ったときはナナをナイトが洗あらってやったのだが――ナナがナイト邸ていに来た初日、そのことがいきなりヨルにバレて、ヨルからは地じ獄ごくの鬼おにでも泣きたくなるような形相で睨にらまれたのだ。その時のことは、ナイトの心にトラウマのようになって残っている。


　――一月ほど前


『ナナ、そろそろ風呂に入ってこい』


『えぇ～、昨日入ったですよ？』


『毎日入るものなんだ、子供は特に汚よごれやすいんだからな』


『うぅ～……先生ぇがまた一いつ緒しよに入ってくれるならいいですよ？』


『あぁ、そうだな……』


　そう言うナイトの肩かたを、背はい後ごからヨルが叩たたいてきた。


『ねぇ、ナイト……また、って、どういう意味？』


　ナイトはその段になって自分が地じ雷らいを踏ふんだのだと気づいたが、全すべては手て遅おくれだった。


　結局その後ナイトはその時の状況を詳しよう細さいに説明させられて、ヨルはナナにも確認を取って、互たがいの話に矛む盾じゆん点がないかを徹てつ底てい的に調べ上げ、ナナが少し言い間違いする度たびにナイトが激はげしく責せめ立てられ……悪あく夢むだった。あの日のことは、もう思い出したくない。


　小さな子供に世話を焼くのがそんなに悪いことなのか、ナイトも最後にはそう叫さけんでやった、心の中で。


　ヨルは、ナイトに延えん々えんと、ナナは子供と言っても立りつ派ぱな淑しゆく女じよであり、男であるナイトが乱みだりに触ふれるべきではないという内ない容ようの言葉を実に回りくどく、クドクド説明してくれた。それでも納なつ得とくできなかったらしく、教育、と称しようしてナイトは自室に軟なん禁きん状じよう態たいにされ、ヨルお手て製せいのビデオを二十四時間延々と見せつけられたのだ。


　それは、男女の健全な交こう際さい方法、というどこの教育機関が作ったのか定かでもない安っぽい作りの内ない容ようだ。


　端たん的に言えば、不ふ純じゆん異い性せい交遊は道どう徳とく的、倫りん理り的にいけません、と言う内容だ。


　下らない内容だな、と思っていたら、後半になるにつれ変な内容になっていった。


『よい子のみんなにお知らせがあります』


　安っぽいぬいぐるみのマスコットキャラが、明るい口調で言い出した。


『ロリコンとペドファイルは違います』


　いきなりそんなことを言い出した。


『ですが間違えないでください。この二つの間には深い、深い、溝みぞがあります。ですがその溝は、とても狭せまいのです。誰だれでも簡単に踏み越えられるほど』


　待ってくれ、このビデオは、いったいなにが言いたいんだ！


　その後、世界の小しよう児に性せい犯はん罪ざい者しやの事じ件けんの記録が並べられ、モザイク入りの被ひ害がい者しやの親が、切々と犯はん人にんの死し刑けいを訴うつたえるインタビューが流され続けた。この段だん階かいでナイトは鬱うつ真っ逆さかさまである。


　さらにその後も犯人の顚てん末まつまで生々しく語られて……


「教育」が終わったナイトは虚うつろな眼まな差ざしで、ヨルの前で跪ひざまずいてごめんなさいごめんなさいとひたすら謝あやまった。そこまでやって、ようやく赦ゆるしてもらえたのだ。


　それは確たしかにナナと入浴したのは色々問題があったかもしれないが、なにもここまですることはないだろう……ナイトは、そう叫んだ、心の中で。口にはしなかったが。


　まぁ、そういうわけで、それがトラウマでナイトはしばらくナナをさけていたくらいだ。


　でもナナはあの調子で、しつこくナイトにつきまとってきて、ナイトも邪じや険けんにし続けていると逆に罪悪感を覚えてしまって構ってやっているので、二人の仲は結局会ったときと同じだ……別にやましいことはないが。


　そういった顚末の後、ナナの入浴はヨルが手伝うことになっている。


　若わかい娘むすめが二人、自じ宅たくの風ふ呂ろ場ばで体を洗っているというのはナイトのような若い少年にとって夢ゆめのような状況――というわけではない。ナイトはその辺り、実にドライに割わり切っている。ヨルもナナも、魔ま宴えんを戦っていく上で大切な仲間とも言うべき存そん在ざいだ。そんな彼女たちに対してそんな劣れつ情じようを抱いだくなど言ごん語ご道どう断だんだ――と、青少年にしては潔けつ癖ぺきすぎるほど健全な思考を持つナイトであった。べ、別にヨルの教育が怖こわかったわけではない、怖かったわけでは……ブルブル……とにかく、自分はマトモだ。


　そうだ、自分はいたって、全くもって健全な思考の持ち主だ。断だんじてアブノーマルなわけではない。確たしかにナナと一緒に全ぜん裸らで入浴したというのは道徳的にまずかったかもしれないが、ナナは子こ供どもだ。変な気持ちなど微み塵じんもなかった、そう断言できる。


　……でも子供だと思っていたナナは想そう像ぞう以上に体の肉付きがよかったな。さすが外国人、日本人と違って……って、自分はなにを考えてるんだぁぁぁぁ!!


　煩ぼん悩のう退たい散さん煩悩退散とブツブツ言いながら額ひたいを壁かべに打ち付けるナイトは、端はたから見たら完全に危あぶない人だ。


　よし、雑ざつ念ねんは振り払はらったぞ、と固く閉とじていた目を開けると――目の前に入浴中のナナの姿すがたが思おもい浮うかんだ。


「ぬおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」


　なんてこった、ナナの姿が目に焼き付いて離はなれない、待って欲ほしい、自分は、決してヘンタイではない、そうだ、そのはずだ、なのに、なんで、なんで、なんで！


　狂くるったように柱に額を打ち付けるナイトに、不思議そうな声がかけられた。


「先生ぇ、なにやってるですか？」


　と、背せ中なかを叩たたかれた。実体がある？　ということは……


「本物の、ナナか？」


「ですです～。ナナにニセモノなんてないですよ？」


　不思議そうな顔で見上げてくるのは、現実のナナらしい。あぁ、よかった。まさかナナの姿が目に焼き付いて忘わすれられないなんて……って、待て。


「裸はだかじゃないか!?」


「です？　ナナヨル姉さまに言われて、体は隠かくしてるですよ？」


　不思議そうに言うナナ。確かに、ナナは体にタオルを巻まいていた。それはいい。だが問題は、腰こしにタオルを巻いているということだ。おかげで上半身が丸見えだ。


「ナナ着き替がえを忘れたから取りに来たですよ～」


　あぁ、そういうことか……って、納なつ得とくしてる場合じゃない。


「腰に巻くな！　脇わきの下に巻くんだ！」


　とっさに左右を見て、大きめのスポーツタオルがあったので飛びつくように手に取った。ナナの背はい後ごに回ってバンザイさせ、体に巻き付ける。これで危ないものは隠せた。


「です～？　でも先生ぇ前、こ～やってたですよね？」


「男は腰でいいんだ！　女の子がやったらダメ！」


「う～、格かく差さ社会です」


　それは格差とは言わない。あえて言うなら区別だ。というか、この子もたいがい、難むずかしい単語を知っているな。


「別にナナは気にしないですよ？」


「そう言う問題じゃない！　こういうものは恥はじらいとか、道徳的な良りよう識しきってものがあるんだ！」


「です～、難しいこと言われてもナナわからないですよ～」


　あぁ、ったく、と吐はき捨すて、ナイトは腰をかがめて正面からナナと視し線せんを合わせた。


「いいか、ナナ？　自分の裸を他人に、特に異い性せいに見せるのは、恥ずかしいことなんだ。わかるか？」


「ん～、そうでもないですよ？　ナナは恥ずかしくないです」


　あっさり答えるナナ。この子が特別なのか、それとも最近の子供はこんな感覚なのか……前者であると信じたいが、とにかく、とナイトは話を続けた。


「君にわかるかどうかはわからないが、裸になるっていうのは、自分のありのままをさらけ出すってことなんだ。そんなものは乱りに他人に見せるべきではないし、頻ひん繁ぱんに見せたりしたら、それは自分自身の価か値ちを自分で貶おとしめてしまうことに繫つながるんだ。だから、そういうものは隠すべきなんだ、わかったか？」


　ナイトはできるだけ平静を努めながら話した。この言葉はかつて『先生マイステリン』から教えてもらったことの受け売りなのだが、果たして、ナナに伝わるか……


「……難しいことわからないですけど、これはいわゆるあれですね」


　ナナが人差し指を立てた。


「ヨル姉さまが見てたドラマで言ってた『結けつ婚こんするまではお互たがい清い体でいましょうね』っていうのと同じ話ですね？」


　なんとも微び妙みようなたとえだな。あてはまっているともまるっきり違ちがうとも言えるが……とりあえずヨル！　そういうドラマをナナに見せないで欲しい。後で文もん句くを言わねば。


「まぁ、今はそうだと思ってもらってもいいから、納得したか？」


「です～。でもそ～ゆ～話なら、先生ぇなら見られてもいいですよ？」


「だから、なんでそうなるんだ？」


　この子の頭の中がどうなっているのか、ナイトには全く理解不可能だ。


「ちょっと、ナナ、服も着ないでどこに行ってるのよ！」


　ヨルの声が聞こえて、反はん射しや的に振ふり返かえり――ナイトはそこで硬こう直ちよくした。


　部屋の入り口に立って、こちらを見ているのはヨルだ。ナナを風ふ呂ろに入れていたのだから、彼女も入浴中だったのだろう。とは言え、さすがにナナのように腰タオル、なんておばかなマネはしていない。体にバスタオルを硬かたく巻いてしっかり隠し、長い髪かみは頭の上に結ゆい上あげてある。


　入浴中であったためか、まだ体が濡ぬれているようだ。日本人とは全く違う白はく磁じのような肌はだが、今はほんのり赤く染そまっている。今まで見たこともないヨルの姿を見て、ナイトは固まっていた。どう反はん応のうすればいいのか、わからない。


　一方のヨルはナイトの姿を認みとめると、顔を赤らめるかと思いきや、反対にナイトを見つめ、挑ちよう発はつ的な冷れい笑しようを浮かべた。


「なに、ナイト？　こういう場合、そちらが視線をそらすのが一いつ般ぱん的な礼れい儀ぎというものではないかしら？」


「う、あ、うん、そうか」


　自分でもなんて言っているのかわからないままナイトは頷うなずき、横を見て、そっちにはナナがいて、なんとなく視線があって、スポーツタオル姿すがたのナナを無意味にマジマジと見つめてしまった。


「って、いったいこんなところで何やってるのよ、二人して！」


　ヨルはナナとナイトの間に体を割わり込ませるように飛び込み、ナイトの視線からナナを隠すように抱かかえ上げると、風のような勢いきおいで部屋を飛び出していった。ヨルは去り際ぎわ、「ヘンタイね」とナイトの耳元で囁ささやき、乱らん暴ぼうに扉とびらを閉しめて、浴室へと戻っていった。


「な、なんなんだよ、今のは！」


　あんまりだと、思う。ナイトが一体何をした？　ナイトが悪いわけではないはずだ。ナナがあまりに非ひ常じよう識しきな格かつ好こうで出てきたから、保ほ護ご者しやとして、教育的な指し導どうをしただけなのに、それだけでヘンタイ扱あつかいされるなんてあんまりではないか？


「俺おれはヘンタイじゃないっ！」


　ガン、額ひたいを柱に思いっきりぶつけてみた。鈍にぶい痛いたみが脳のう芯しんを揺ゆさぶってくれる。


「俺はマトモだっ！」


　もう一度、ぶつける、再さい度ど、さらにもう一回、何度もぶつけるが、ナイトの気持ちは収おさまらなかった。


　繰くり返すが、自分は決してヘンタイなどではない、そう、そのはずだ、そうだと自分では信じている。


　自分でも自分がよくわからなくなって、何度も額を打ち付けてみた。頭が割れるような痛みでも、ナイトの意い識しきを覚かく醒せいさせてはくれなかった。


「なんだってんだ、まったく」


　額がズキズキする。やりすぎて少し出血してしまった。脳の奥おくまで揺さぶられるような震しん動どうが、ナイトの全身をフラフラとおぼつかなくさせている。


　思考も体と同様おぼつかないが、必死に考えをまとめた。


「そうだ、俺はいたってマトモな、そう、一いつ般ぱん的な青少年だ」


　そう、本人がそう言っているのだ、これ以上確たしかな証しよう拠こがあるだろうか、いや、ない。


「よし、ここはビシッと、俺の口からヨルに言ってやらねばなるまい」





　一方、浴場へ戻もどったヨルとナナ。ヨルは無む表ひよう情じように、ナナの体を洗あらっていた。ここ数週間のうちにすっかり手て慣なれてしまった。特に意識しなくても、手が勝手に動いていく。


「ヨル姉さま～、少し痛いですよ？」


　力が少し入りすぎたか、でもそんな些さ末まつごとはどうでもいい。ヨルの頭の中ではもっと重要な案あん件けんが論ろんじられているのだから。


　先ほど、湯上がりにタオル一いち枚まいというかなりきわどい格好でナイトと鉢はち合あわせてしまった。考えてみれば、ナイトと同どう居きよしていて、そういったハプニングのたぐいは今までほとんどなかった。言わば、先ほどのは初めての不ふ測そくの事態。


　とっさに、恥ずかしくて逃にげ出しそうになったが、そこでヨルの負けん気が出てきた。イヤ、確かに恥ずかしいけれど、別段自分が悪いことをしたわけでもないのに逃げるというのは癪しやくである。そういう場合、ナイトの方が去るべきだと思った。


　本当は顔から火が出そうだったけど、表面上平静を保たもち、ナイトをにらみ返したのだ。それに対して、ナイトはどう反応した？


　ただ無表情に、そうか、と言って横を向いて、今度はナナを見ていた。


　考えてみればおかしい話だ。ナイトと同居して数ヶ月。その間、ナイトは……その、ヨルに対して男だん性せい的なアプローチをかけてきたことは皆かい無むだ。


　正直ヨルはそういったことに関する経けい験けんや知ち識しきは少ない。『闇ヤミ』の本家に同世代の男子がほとんどいなかったせいだ。


　手前味み噌そだが、ヨルは自分のことを、控ひかえめに見ても、美人の範はん疇ちゆうに入る部類だと思っている。テレビや雑ざつ誌しに出るような子と比くらべても遜そん色しよくないレベルのはずだ。


　そんな美女と一つ屋根の下に何ヶ月も暮くらして、なにもないって言うのは――それはまぁ、変、というか、異い常じようではないか？


　ナイトは日本人だし、日本人は奥ゆかしい性せい格かくと聞いていたから、まぁナイトは紳しん士しなんだな、と今までは好意的に解かい釈しやくしていたけど……最近、というか、ナナと出会ってから、ある疑ぎ念ねんが生まれてきた。


　つまりナイトは紳士的というよりも、女性への興きよう味みがないのでは、さらに言うなら、特とく殊しゆな性せい癖へきがあるのでは……


「ダメよ、ナイト！　それは人間的にダメ！」


「なんですか、ヨル姉さま？」


　思わず声に出してしまった。ヨルはごまかすように咳せき払ばらいをして、ナナの体を洗う。ナナは水が苦手なので、目を瞑つぶっているからなにが起こっているのかさっぱりわかっていないようだ。


「ヨル姉さま、先生ぇのことですか？」


「……なんでそう思うのかしら？」


「ん～、たぶんナナもヨル姉さまと同じことを考えているからですよ～」


　ヨルの、手が、止まる――どういう意味だ？　ナナはいったい、なにを考えている？


「どういう意味、ナナ？」


「ん？　言葉通りの意味ですよ、ヨル姉さま」


　目を瞑ったままのナナは、嬉うれしそうに答える。


「ナナもヨル姉さまと同じで、先生ぇが大好きですから～」


　無む垢くに微ほほ笑えむナナを見て、ヨルはそう、と答えて少しだけ表情を和やわらげた。


「そうね……確かにわたしもナイトのことは好きだけど……たぶん、あなたとわたしでは少し意味が違ちがうわ」


「そうですか？」


　ナナの体を洗いながら、ヨルは、はぁ、とため息を吐ついた。


　ナナは子こ供どもならではの健康的でスベスベした柔やわらかい肌はだを持っていた。魔乖術師としての戦せん闘とう訓練のせいで体中に古ふる傷きずはあったが、それはこの前ヨルの魔ま乖かい咒じゆで消してやった。よく見るとうっすら跡あとがあるが、今ではほとんど目立たない。


　女の子があまり傷きずだらけなんて感心しなかったので親切心で消してやったのだが……少し後こう悔かいしていた。なんだかこの子、自分よりキレイな肌してる。そしてそんな下らないことに嫉しつ妬としてしまう自分自身の小者っぷりが、一番悔くやしかった。


「……ねぇ、ナナ。一つ聞きたいんだけど……」


「なんですか、ヨル姉さま？」


　ヨルは、歯切れ悪く尋ねた。


「あなた、前にナイトと一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ったんだっけ？」


「ですです～。一回だけですけどね」


「なら、その時……その……ナイトって、なんだか、変じゃなかった？」


「そうですねぇ～……先生ぇ、少し激はげしかったですね」


「な、なにが激しかったの!?」


「先生ぇ力が強くて、ナナをムリヤリ……」


　なんてことだ！　やっぱりナイトは……


「強く体を洗ったです。だからけっこ～痛かったです」


「あ、そうなの……そういうこと」


　なんだかこの子、ワザと紛まぎらわしい言い方をしていない？


　そんな下らないことを話している内に、ナナの体は洗い終わった。


「もういいわ。しっかり体を拭ふくのよ」


「ですです～」


　ナナが浴室から出て、洗せん面めん所じよで服を着始めた――前は服も着ずに飛び出そうとしていたのを慌てて止めたものだ。何度も言い聞かせて、ようやく洗面所で服を着ることを覚えさせた。まったく、なんでこんな苦労をしなくてはならないのだ。


　そもそもナイトだ。ナイトがナナと関かかわり合いにならなければ、こんなことにはならなかったのに……


　ただでさえナイトは奥手で、二人で同居していても、ヨルに対して必要以上に触ふれてこない淡たん泊ぱくな性せい格かくをしている。そこにナナが加わることで、せっかくのナイトと二人きりだった時間が、今は余よ計けいなオマケつきでほとんどない。


　――別にナイトと二人っきりになりたいわけじゃないけど、今後の魔ま宴えんの戦せん略りやくを話し合うのに、ナナがそばにいるのはジャマだし……


　そんな言い訳わけがましいことを言って、ハァ、と吐と息いきを漏もらす。


　自分でも、ちょっとプライドが高すぎるかなぁ、と思ったりもする。なんというか、今まで最高の魔ま乖かい術じゆつ師しになるよう育てられてきたため、同年代の魔乖術師であるナイトのそばではつい負けん気が強くなってしまうのだ。


　――自分で言うのもなんだけど、外見は問題ないと思うのよね。ただ性格は、やっぱり男の子から見たらかわいげがないのかも……


　――悩なやんでもムダだわ。


　ハァ～、何回目になるかわからないため息。ため息をする度たびになにかを吐き出しているはずなのに、気がどんどん重くなっていくのはなぜだろう。


　ナナみたいに小さな子供にまで嫉妬する自分は、やはり小者なのかもしれない。嫉妬深い女は男に嫌われる、というのはドラマの常じよう識しきだ。だからといって、浮うわ気きを容よう認にんできるほど懐ふところは広くない。そうなれば絶ぜつ対たいナイトを――イヤ、そんなことはどうでもいい。


　とにかく、自分は不満なのだ。なにが、と言われてもうまく答えられないが、全すべてが。今のこの状じよう況きようも、今のナイトとの関係も、ナイトの煮にえ切らない態度も全て気に入らない。一番イヤなのは、こんなことを考えてしまう自分自身だが。


　……いや、考え直せ。相手に不満をぶつけるだけではただの子供だ。自分を変えなければ、なにも変わらない。


　そうだ。考えてみれば、自分もナイトに対して冷たい態度ばかり取っていたから、ナイトに敬けい遠えんされているのかもしれない。そうだ、そうに違いない。もう少しナイトとの距きよ離りを近づけるためにも、もっと愛あい想そよく、男の子に親しまれる性格にならなければ。さようなら、昨日までのわたし――なんてできれば苦労はしない。


　頭の中でナイトに甘えた表ひよう情じようを見せる自分を想そう像ぞうして、身み震ぶるいした。ありえない。


　――でも、確たしかにわたしのガードが固すぎるせいで、ナイトに敬遠されているってのはあるかも……


　そう言えばテレビで見た気がする。だらしない女は嫌われるけど、几き帳ちよう面めんすぎる女も同じくらい始末が悪い。普ふ段だんはきっちりした性格をしていて、たまにうっかりおっちょこちょいのミスを見せるくらいの方が、男の方も気が楽になる。


　まぁテレビの話なんかを鵜う呑のみにするワケじゃないけど、少しは自分を見つめ直してもいいかもしれないな――と、ヨルは思った。


　別にナイトを誘さそうわけじゃないけど、日常にちょっとしたスキを見せるというのもありかもしれない。例えば、この洗面所の扉とびらをちょっと開けておいて、衣きぬ擦ずれの音をわざと響ひびかせるというのは、なかなかいい感じではないだろうか？


「あ」


「え」


　考えながら扉をちょっとだけ開けたら、そのまま勢いきおいよく扉が開けられた。扉を開けたのはナイトだ。洗面所で、二人は鉢はち合あわせになる。


「なに、ナイト。こんなところで？」


　ヨルは驚おどろきながら、視し線せんを厳きびしくしてナイトを睨にらむ――本当はそんな顔をするつもりじゃなかったのだけど、驚いた顔を見せたくなかったので顔が厳しくなってしまった。


「いや、その……俺おれは、別に変なことを考えて、さっき君のことを見ていたワケじゃないってことを言いたくて」


「そんなこと？」


「その……早く謝あやまりたくて」


　ナイトは、しどろもどろだった。なんていうか、こういうところではもう少しはっきりした態度を見せて欲ほしい――いや、これはチャンスかも。ナイトは、向こうから歩み寄ってくれた。今度はヨルの番だ。


　ヨルは、顔を赤くして、それを見られないように微び妙みように横を見て答えた。


「べ、別に気にしてないから、それくらい」


「そうか……」


　なぜか、ナイトの方も視線を外してきた。こっちだって恥はずかしいのに、そっちもそんな態度を取られるとますます恥ずかしくなるではないか。


「それよりもナイト。その……」


「いや、ヨル。それよりいいか？」


「なに？」


「……その……」


　なぜか、ナイトの歯切れが悪い。


「……服……途と中ちゆう……」


　――ハッとした。考え事をしながら、扉を開けたりしていたが、ヨルはシャワーを浴びた後、まだ服を着ている途中だったことに今いま更さら気づいた。


　ヨルは実は服を着るとき、トップスを先につけるクセがある。そのおかげでナイトの視線が近い上半身は隠せているが……ヨルは、キッとナイトを睨にらんだ。


　反はん射しや的にしゃがみ込こんでシャツの裾すそを引っ張ぱりたかったが、そんな醜しゆう態たいを、ここでさらすことはできない。


　ナイトは、視し線せんを泳がせながら、なにげない様子で呟つぶやいた。


「いや……なにも見てないから」


　見え見えのフォローはいい、というか、ナイトも慌てた様子がなく、冷静な口調で言っているのが逆ぎやくに腹はら立だたしかった。


　ヨルの表情の変化に気づいたのか、ナイトはフォローするように言った。


「いや、違ちがう。俺がここに来たのは、君を覗のぞくためじゃないんだ！」


　覗きを疑うたがわれていると勘かん違ちがいしたようだ。見当違いも甚はなはだしい。


「……それは、わたしに魅み力りよくがないと言いたいの？」


　眉まゆが震ふるえるのが、自分でもわかる。ナイトは両手を振りながら、ヨルの全身をゆっくり眺ながめ、努めてまじめな顔で言った。


「いや、君のその体は俺もこっそり覗きに走るほど魅力的だよ」


　ナイトはヨルの魅力的な体のせいで、鼻血を流して失神した。主にヨルの、魅力的な拳こぶしが顔面に命中したせいで。








　マイは『偽ニセ』の魔ま乖かい術じゆつ師しであり、同時に暗殺者でもある。『偽』の魔乖術師はその技ぎ能のうとして、ほぼ全員が暗殺者の訓練を受けることが義ぎ務むづけられている。それはマイのような、フィッティヴァルホック家直ちよつ系けいの者も同様である。


　諜ちよう報ほうの専せん門もん家かである『偽』は同時に有能な暗殺者でもある。幻げん影えいの魔ま乖かい咒じゆを得意とする『偽』にとって、その技ぎ能のうを遺い憾かんなく発はつ揮きできるのは、そういった分野だったためだろう。


　中でも当代随一と言われたのはミハイル・ド・ロベルト・ダ・フィッティヴァルホック。マイの兄である。とは言っても血は繫つながっていない。異い母ぼ兄きよう妹だいで、マイは連れ子なのだ。


　そんな兄妹ではあったが二人の仲は悪くなく、むしろ、よかったとさえ言えるだろう。


　ミハイルという男は基き本ほん的に他人に冷れい笑しよう的な人物なのだが、血の繫がりのない妹に対してだけは気さくな面を見せていたものだ。それ故ゆえにマイも、その年の離はなれた兄をかなり敬けい愛あいしていた。


　そのミハイルが魔宴に参加すると聞かされたとき、最初は驚いたものの、すぐに頑がん張ばって欲ほしいと応おう援えんした。


　ミハイルは本家の中でも稀き代たいの才覚を持っていた。あらゆるものを見通す『千セン里リ眼ガン』、視線を合わせた相手を即そく死しさせる『邪ジヤ眼ガン』。この二つの魔乖咒を使える魔乖術師は、本家でもミハイル一人だけだった。


　ミハイルならその力できっと魔宴を勝ち抜ぬくだろう、マイはそう考えた。だがミハイルは、あまり楽観はしていなかった。


『そう簡かん単たんには行きませんよ。確たしかに私は自分の実力を評ひよう価かしてはいますが、過か信しんはしていません。実じつ際さい、他の八や祖そからは私以上の実力を持つ人間が出てくるようです。『最サイ強キヨウ』『魔マ王オウの娘ムスメ』『天才』――この辺りの連中は、正面から向かえば確かく実じつに返り討うちにされます』


　信じられなかった。マイにとって、最強の魔乖術師とはミハイルだった。その兄が、あっさりそんなことを言うなんて。


『マイ。覚えておきなさい。私たちにとって、自分の力に自信を持つことは必要なことです。ですが、同時に決して信用してはなりません。人間なんていうものは不完全なものです。少し緊きん張ちようした程てい度どで、実力の半分も出せないというのはよくある話です。ですから身みの程ほどをはかり、それを決して過信しないことが肝かん要ようです、自分に対しても、他人に対してもね』


　そう言った後、ミハイルは微ほほ笑えんだ。


『そんな泣きそうな顔をするものではありません。安心なさい。あなたの兄はかなり強いですからね、優ゆう勝しよう候こう補ほの連中と戦っても、そうそう負けはしません』


　妹を安心させるように、ミハイルは続ける。


『私の名は優勝候補に上がっていません。それはつまり、誰だれも私の実力に気づいていないということです。これは私にとって、相当有利な条じよう件けんですよ。誰にも注目されないうちに背はい後ごより忍しのび寄より、寝ね首くびをかく――この魔宴、勝つために必要な要よう素そはそろっています』


　そう言って旅立っていった兄は――帰らぬ人になった。


　兄が日本で『闇ヤミ』に敗れた――その知らせを聞いたとき、まさか、という思いと、やっぱりな、という思い、矛む盾じゆんする二つの感かん情じようがマイの心に生まれた。


　生前兄は言っていたものだ。


『いいですか、マイ。暗殺者は常つねに二つの覚かく悟ごをしていなければなりません。人を殺す覚悟と、人に殺される覚悟です。この二つのどちらかが欠けた暗殺者は、たいていすぐ死にます。人を殺すというのは、自分も殺されると覚悟するのと同どう義ぎなのですよ』


　その通りだと、マイも思う。だからマイも、初めて人を殺したときから、自分もいつかそうなると心の中で思っていた。


『ですが』


　ミハイルは続ける。


『矛盾するようですが、マイ、個こ人じん的には、あなたには長生きして欲ほしいと思っています。兄として、できればあなたには、暗殺業ぎよう務むには関わらないようにして欲しいですね』


　マイにだけ見せる表情で、ミハイルはたまに真情を吐と露ろしていた。


　マイも、成長するにつれて知った。フィッティヴァルホック家が引き受ける暗殺業は、一族の者たちに公平に振ふり当てられていく。だがマイに振り当てられた業務の大半をミハイルが肩かた代わりしていたということを。


『マイ。あなたは私と同じこの家に生まれました。ですから暗殺者となるのはあなたの宿命とも言えます。ですが、あなたには他の選せん択たく肢しも見せておきたいのですよ。あなたが自分から望んで暗殺者になりたいというなら、それはあなたの好きになさい。ですがもしあなたに他にやりたいものがあるならば、迷まよいなくその道をお進みなさい。その時にはこの兄にすぐ相談するのですよ。上の連中には、上手うまい具合に口をきいてあげますから』


　ミハイルはそのために危き険けんな任にん務むを進んで引き受け、功こう績せきを上げ、将しよう来らいに備そなえて一族内での発言力を増ましていたのだ。


　だがそのミハイルは死んだ。彼のした苦労も全すべては水の泡あわだ。


　――ごめんなさい、お兄様。マイは、お兄様の言いつけを守ることはできないようです。


　ミハイルを倒たおしたというはぐれ魔乖術師に対する暗殺指令が出たとき、マイは進んで手を挙げた。兄の仇あだを討うつならば、自分以上の適てき任にんはいないはずだ。


　だが周囲の者はあまりいい顔をしなかった。任務に対して私し怨えんを持ち込こむのはタブーとされているためだ。


　セバスが周囲のものを説得して、ようやく許きよ可かが出た。なぜ自分だとダメで、セバスなら許可されたのか、理由がよくわからなかった。わからなかったから取りあえずセバスを蹴けったら、セバスはやはり無表情に申し訳わけありません、と頭を下げた。やっぱり悪いのはセバスだったのだ、と自分を納なつ得とくさせ、マイは日本にやってきた。


「だから、わたくしは絶ぜつ対たいにお兄様の敵かたきを討たねばならないのよ」


　力強くそう宣せん言げんするマイに、セバスは無表情に瞠どう目もくするという器用な顔芸を披ひ露ろうした。


「さすがお嬢じよう様さま、立りつ派ぱな心がけです」


　マイはふと、道を行く人々がチラチラとこちらを見ているのに気づいた。


「なに？　なんで日本人はみんなこっちを見ているの？」


「このセバスが愚ぐ考こういたしますところ、お嬢様が暗殺などと言った不ふ穏おん当とうな単語を連れん呼こしていたせいかと」


　マイは、ハッと自分の口を押おさえた。


「まさかわたくし……声に出してたの？」


「バッチリでございます」


　無表情に、セバスは親指と人差し指で丸を作った。マイが、顔を赤くして叫ぶ。


「なんで言わないのよ、セバス！」


「お嬢様の不ふ遇ぐうを嘆なげく大だい演えん説ぜつ、一いつ介かいの従じゆう者しやに過すぎないこのセバスにどうして止めることができましょう」


　慇いん懃ぎんに頭を下げるセバス。この役立たず、とマイはローキックを放ち、反動の方が痛いたくて涙なみだ目めになって片かた足あし跳とびになる。


「イタタ……だ、だいたい、わたくしたちの目的を忘わすれたの？　わたくしたちが目立ってどうするの！　ターゲットに警けい戒かいされるじゃない！」


「その通りでございます、お嬢様」


「そもそもお前がそんなにデカい図ずう体たいしてるから目立つのよ！」


　言いがかりも甚はなはだしいが、大おお柄がらなセバスが目立つというのは確たしかに事実である。


「申し訳わけありません、お嬢様、全ては我わが身みの不ふ徳とくのいたすところ」


　理り不ふ尽じんな怒いかりも甘んじて受け止め、セバスは頭を下げた。そんな従者を前に、マイは、フン、と鼻を鳴らした。


「まぁいいわ。今いま更さらお前に小さくなれと言ってもムリな話だしね」


「おっしゃるとおりでございます」


「ならここからは別行動よ」


　マイが、そう言った。


「そもそもわたくしのような美女がお前のような従者を連れていたら、イヤでも目立ってしまうわ。だから、ここからは別行動よ。はぐれ魔ま乖かい術じゆつ師しは、わたくしが始末するわ。セバス、お前は『闇ヤミ』の相手をなさい。いくらわたくしがはぐれ魔乖術師を殺しても、『闇』が近くにいたらすぐ生き返るわ。お前が『闇』をおびき寄よせて、足止めするのよ。その間にわたくしが目標を殺すわ」


　と、勝手に決めてしまうマイ。セバスは無表情ながら、少し困こまったように眉をわずかに動かしていた。


「『闇』も始末したいところだけど、魔ま宴えん参加者を暗殺すればさすがにマズいわ。とにかくセバス、お前は『闇』を引き留とめるのよ、方法は任まかせるわ」


「ですが、お嬢様」


「その呼び方もなしよ」


　マイは、セバスの口に手を伸のばして口をつぐませた。


「従者なんてものがいたら目立ちすぎるわ。だから今からあんたは他人よ。任務が終わるまで近づかないでね。もしわたくしを見かけても、お嬢様なんて呼ぶんじゃないわよ、他人のフリをしなさい」


「……しかし」


「しかしじゃないわ。わたくしの命令が聞けないの!?」


「うっせぇ、ション便臭くせぇ小こ娘むすめが、俺おれ様に命令する気か、クソッ垂たれ！」


　突とつ如じよ口くち汚ぎたなくののしるセバスの言葉に、マイは驚いてビクリと体を震ふるわせた。セバスはやはり無表情のまま、マイに顔を近づけて小声で囁ささやいた。


「お嬢様、演えん技ぎでございます。他人のフリでございます」


「そ……そうね、その通りだわ。なにしろわたくしたちは他人ですものね？」


「なにわかりきったことヌかしてやがる、このアバズレが！　いちいちわかりきったことをギャァギャァわめいてんじゃねぇよ、俺様の耳が腐くさるだろうが！」


　ビクビク、マイのコメカミが怒りのために震ふるえる。セバスは小声で囁く。


「お嬢様、演技でございます」


　マイは、怒りをこらえるように叫さけんだ。


「そ、そうね……わたくしだってお前みたいなウスラトンカチなんて知らないわよ！」


　不本意ではあるが、セバスも心を鬼おににして、主あるじのことを思いっきりバカにした。


「当たり前だ、まったくてめぇみたいなワガママ放題のクソガキに四六時中つきあわせられる男がいるとしたら、そいつはとんでもないマゾのドヘンタイだぜ。ハン、てめぇみたいなクソ女になんの取り柄えがあるんだよ！」


　そう吐はき捨すててセバスが去っていく。マイは、苦虫を嚙かみつぶした顔でその背せ中なかを眺ながめて呟つぶやいた。


「セバス……後で覚えておきなさいよ」


　なお、せっかく他人のフリをしたのに、大声で罵ば詈り雑ぞう言ごんを喚わめいたおかげでかえって目立ってしまっているという事実に……マイはセバスへの怒りの余あまり、気づいていなかった。


「まぁいいわ……目標の名は、スガム・ナイトね」


　それが敵かたきの名だ。写真も一いち枚まい持ってきたが、そういうものを持っていて他人に見つかると面めん倒どうなことになることもあるので、事前にしっかり顔を記き憶おくして、写真は焼やき捨すててしまった。手て抜ぬかりはない。


　少しだけ眼まな差ざしを鋭くして、マイは赤あか霧ぎり市へと繰くり出していった。








　さて、入浴を終えたヨルは今度こそしっかりと普ふ段だん着ぎをつけながら、先ほどのナイトについて考えを巡めぐらせていた。


　いったいナイトはなにを考えていたのだろうか？　まさか、本当に覗のぞきをしてた、とは思わないが……驚おどろきと怒りで反はん射しや的てきにナイトを殴なぐり倒たおしてしまったが、落ち着いて考えると少しやり過すぎだったかもしれない。もうちょっとナイトの話を聞いてからでも遅おそくはなかったはずだ。


　しかし、乙おと女めの柔やわ肌はだを見たのだ、それくらいの報むくいは受けてしかるべきだ。まったく、ナイトも一体何を考えてあんなことをしたのか、そんなに見たいなら、見たいって頼たのめば、まぁ簡かん単たんに見せたりはしないけど、どうしてもって頼み込んでこっちの気分がよくてその時のムードとかもイイ感じだったらまぁ考えないこともないし……って、なに考えてるんだ。


　自じ己こ嫌けん悪おで壁かべに手を当てて落ち込む……


　鼻血を流して倒れたナイトは居い間まに寝ねかせておいたが、そろそろ目覚める頃ころだろう。下に降おりるとしよう。


　でも……よく考えると今回の件けん、腹はら立だたしい反面、ヨルにとっては嬉うれしいことなのかもしれない。


　もしもナイトがヨルの入浴を覗きに来たのだとしたら……それはナイトロリコン説を否ひ定ていする有力な証しよう拠ことなるのではないか？


　ナイトは謝あやまりに来た、と言っていたのに、いつのまにかヨルの頭の中ではナイト＝覗きの図式ができていた。まぁ、実じつ際さい間ま違ちがってはいないが。


　――いや、でも待て……ヨルは考え直す。よく考えたら、ヨルとナナは一いつ緒しよに入浴していたではないか！　もしもナイトの狙ねらいが、ヨルではなかったのだとしたら……


「マズイわ、それはとてもマズイわ」


　なにがマズイのかよくわからないが、ヨルはひたすらマズイを連れん呼こしながら部屋の中を歩き回った。なんというか、それはマズイ、そう、マズイのだ。


　いや、でもナナがいなくなった後にナイトは来た。ということは、ナイトはナナに興きよう味みがない？　いや、でも途と中ちゆうで飛び出したナナを見て鼻の下を伸のばしていたのも事実！　やっぱりナイトロリコン説は有力か？


　そう、ナイトは人として間違った道へ進もうとしているのだ！　ならば、それを正しい道へと導みちびいてやるのもパートナーである自分の役目ではないだろうか？


「そ、そうよね、わたしはパートナーだものね、うん、今後も円えん滑かつな同どう居きよ生活を営いとなむ上で欠かせない人間関係を構こう築ちくすべきなのよ」


　ヨルは言いながら、クローゼットの中に頭を突つっ込こんだ。


「ナ、ナイトにはもしかしたら、健全な青少年にあるべき情動というものが欠けているのかもしれないわ。それを確かく認にんすることは、パートナーとしての務つとめなのよ」


　どこが務めなのかはさっぱりわからないが、ブツブツ言い訳わけを口にしながら、ヨルはさらに着き替がえ……タンクトップとホットパンツという非ひ常じようにラフな格かつ好こうになってみた。


「う……想そう像ぞう以上……」


　姿すがた見みに映うつった自分を見て、少し顔を赤らめた。真っ白な手足はほとんどむき出しだし、少し動くだけで胸むな元もとやお腹なかまで見えてしまう。


　日本があまりに暑すぎて買ってみたが、実際こんな格好で外に出たら日焼けが大変だし、家の中はナイトがいるから着る機会もなかった。


　でも、これはチャンスかもしれない。


　さっきはヨルのきわどい姿を見ていながら冷静な顔をしていたが、さすがにこの格好を見てなんとも思わないはずがない！　すなわちこの姿のヨルを見たナイトの様子を窺うかがうのだ。これでナイトが少しでも顔を赤らめたりすればヨルの勝ち！　ナイトが無反はん応のうだったら……どうしよう？


「ま、まぁそのときはこのわたしが責せき任にんを持って健康な青少年としてのあり方を教えてあげれば……」


　なにを想像したのか、ヨルの顔が一いつ瞬しゆんで真っ赤に染そまった。


『ナイト』


『うわ、ヨル、なんてカッコウを！』


『あら、なんで視し線せんをそらすのかしら、ナイト？』


『そ、それはその……君の体があまりにも魅み力りよく的すぎて、あたかも太陽のごとく輝かがやく様は俺みたいにちんけな犬コロが直視すれば目を焼かれてしまうからさ』


『そんなにガマンすることはないわ。わ、わたしたちはパートナーなんだから、恥はずかしがらずに見たければ見ていいのよ』


『だ、だが、俺はこのままでは、自分の理り性せいの歯止めが……』


『な、なにを言い出すのよ！　み、見てもいいけど、触さわったらダメよ』


『あぁ、もちろんわかっているさ……でもちょっとだけ？」
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『ダメ』


『指先だけ』


『ダメ』


『ツメの先でも』


『ダメ』


『じゃぁ、少し息を吹ふきかけるだけ』


『そ、それくらいならいいけど……あぅ、い、いきなり耳になんてズルい……』


『なぁ、ヨル……』


『ナ、ナイト、その……わたしたちって、パートナーよね？』


『あぁ、もちろんさ』


『あぁ、ナイト……』


　取りあえず、ナイトはこんな臭くさいセリフを口にすることは現げん実じつには絶ぜつ対たいにありえないし、こんなヨルはほとんど痴ち女じよだ。


　だがヨルは自分の妄もう想そうに顔を真っ赤にして、慌あわてたように手を振った。


「ダ、ダメよ、ナイト！　さすがにそこまでは、まだ、ちょっと……」


「なにがダメなんですか、ヨル姉さま？」


　入り口にナナがいた。ヨルは驚おどろきのあまり、その場で軽く飛び上がった。


「ナ、ナナ！　か、勝手に入らないで、入るときはノックしなさいって言ったでしょ！」


「したですよ？」


「き、聞こえなかったわ！　もっと大きな音で、しっかりノックしなさい！」


「う～、わかったですよ」


　静かにナナはヨルに近づくと、ヨルの傍かたわらにあったイスに乗り、ヨルの額ひたいをノックした。


「コンコンコン、お留る守すですか？」


「……ねぇ、もしかして、ケンカ売ってる？」


「です？」


　不思議そうに、ナナが首をかしげた――本当にこの子は天然か、ときどき疑うたがわしくなる。


「で……ナナ、どこから聞いてたの？」


「です？」


「どこからわたしの話を聞いていたの？」


「ヨル姉さまが着き替がえていたところからです」


　全部じゃないか！　見られた！　もう人生おしまいだ……ヨルはイスに崩くずれ落ちた。


「ヨル姉さま？」


「なによ？」


「暑いからってお腹なか出すと、お腹壊こわしちゃうですよ？」


　……暢のん気きなセリフに、ヨルは苦く笑しようした。でも、言われてみれば……こんな子こ供どもに、さっきのヨルの独ひとり言の意味なんて、そうそうわかるはずがない。


「ねぇ、ナナ。わたしがさっきなんて言ってたか、わかる？」


「？　先生ぇに健全な青少年を教えるです」


「それってどんな意味かわかる？」


「……元気に遊ぶですか？」


　やっぱり、無む邪じや気きなナナには意味がよくわからなかったようだ。


「そ、そうよ。やっぱり若わかい内は外に出て適てき度どな運動もしないといけないからね、パートナーとしてそのあたりのアドバイスをナイトにしようと思ってたのよ、おほほほ」


　そんなわざとらしい言い方では今時子供もだませないだろう。だが、そうですか、とナナは頷うなずいた。よし、ごまかせた！


「おっと、いけないわ。早くナイトのところに行かないと」


　ヨルは、慌てた様子で部屋を飛び出した。そのせいで、残ったナナが呟つぶやいた言葉は聞こえなかった。


「そうですか～。ナナはてっきり、ヨル姉さまがいつも見てるドラマで主人公と不ふ倫りん相手がやってるよ～なことをするのかと思ってたですよ～」





　階下に降おりたヨルは、ナイトを捜さがしながら大おお股またで廊ろう下かを歩いていった。


「ナイト、待たせたわね」


　と、部屋に入る……が、ソファに寝ねていたはずのナイトの姿すがたがなかった。


「あら？」


　トイレかしら、なんて思ったが、一階に人の気配がない。アテもなく家の中を歩き回っていると、ナナが不思議そうに顔を出してきた。


「ヨル姉さま、今度はどうしたですか、変な顔をして？」


　そんなに変な顔だろうか？


「な、なんでもないわ。それよりナイトは？」


「なんか、今さっき、コソコソ玄げん関かんから出てったですよ？」


　逃にげたな！


　ヨルはワナワナと拳こぶしを震ふるわせた。


　なんてことだ、人がせっかくこんな一大決心をして来たのに、相手は卑ひ劣れつにも逃げ出してしまうとは……なんという屈くつ辱じよく！　じゃない、なんて失礼な！　やましいところがなければ逃げる必要もないのに……


　とにかく考えていてもしかたがない、ナイトを追わねば。


「あ。ヨル姉さま、どこ行くです？」


　幸いまだ大して時間はたってないし、街中の探たん査さ魔ま乖かい咒じゆを駆く使しすれば、ナイトの現げん在ざい位置などすぐわかる。検けん索さくしながら走っていると、チラチラと、道行く人間たちが自分を見ていることに気づいた。


「あ！　着替え！」


　忘れてた。今、自分はかなりとんでもない格かつ好こうなのだ！


　大あわてで回れ右をして家に飛び込む。


「お帰りです～、ヨル姉さま」


　なにやってるのかな、そんな顔でナナが出で迎むかえてくれた。ヨルは風のような速さで自室に飛び込み、即そつ行こうで普ふ段だん着ぎに着替えて再ふたたび飛び出していった。


「忙いそがしいですね～」


　のんびり、ナナが呟くと、またまたヨルが戻ってきた。


「です？」


　そのままナナの首根っこを摑つかみ、子こ猫ねこを連れて行くように抱かかえてヨルは飛び出した。


「あなたもナイトを捜すのを手伝って」


「先生ぇを捜すですか？　任まかせるですよ～」


　と、いうわけでナイト邸ていから人はいなくなった。


　その数分後――ナイト邸の門戸の前に、無む表ひよう情じように立つセバスの姿があった。


「……ここで間ま違ちがいないはず」


　表札に書かれた『清夢』という名を確かく認にんし、セバスは何度も頷いた。


「……人の気配はなし。留る守す、あるいは勘かんづいて逃げたか」


　セバスは左右を交こう互ごに見た後、クンクン、と匂においを嗅かぐように鼻を鳴らした。


「しかし、まだ微かすかに魔ま力りよくの気配はある……余あまり時間はたっていない。それほど遠くへは行ってないな」


　そう呟き、無表情な従じゆう者しやは静かにヨルの気配をたどって歩み出した。








　魔ま宴えん中央審しん議ぎ会かいにおいて――


「さしあたって、はぐれ魔ま乖かい術じゆつ師しの件けんはそれくらいでよかろう。我われ々われには他にも決けつ断だんすべきことがある」


　誰だれかの言葉に、他の者も賛さん同どうを示しめす。


「最近〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉どもが活発化しておる。とくに五ご聖せい竜りゆうが魔宴にまで介かい入にゆうしつつあるという情じよう報ほうもあるが？」


「だが、実じつ際さいに戦せん闘とうになったわけではあるまい」


「なってからでは遅おそいのだ。早さつ急きゆうに戦闘部隊の編へん制せいを行うべきだ」


「では貴き公こうの家から人員を出すのだな？」


「バカな、なぜ我々ばかりが……」


　会議は、いつものごとく混こん沌とんとしてきた。平等のために八や祖そ全員の出席を謳うたうのはいいが、実際はおのおのが自じ己この利り権けんを主しゆ張ちようするばかりで実じつ質しつ的にはなにも決まらない、旧きゆう態たい依い然ぜんの内ない容よう。どれだけ話し合いを続けようとも会議は回らず、回るのは議題になるテーマ、それに参加者の頭の中身くらいだ。


　この不毛な会議は、毎回魔宴の度たびに開かれると聞いている。確たしかに十数年前の前回のときもこのような感じだった。そしてそれぞれが喚わめいている内にいつのまにか魔宴の決着がつき、会議で話し合ったことは何一つ実じつ現げんしないまま、参加者自身会議の内ない容ようを忘わすれていく――それ以上前の魔宴に関しては、ここにいるメンバーが生まれる前の出来事なので誰も知らないが、記録を見る限かぎり、似にたようなものだったろう。


　こんな無意味な話し合いにどんな意味があるのか、顔を出す度にシュトレンベルグは思っていた。だが、それはそもそも、魔宴自体にもあてはまることだ。


　――そもそも『魔ま王おう』を生み出すことに、どれだけの意味があるのか。


『魔王』を輩はい出しゆつした八祖が、他の八祖の盟めい主しゆとなり、次の魔宴までの期間、主しゆ導どう権けんを握る。下らない権けん力りよく闘とう争そう。そして実際に魔宴に勝ち残ったとしても、それは発言力が多少増ますだけの話、優ゆう秀しゆうな魔乖術師たちの命の代だい償しようとしては、少々釣つり合いがとれていない。


　確かに盟主となれば、対立する八祖の勢せい力りよくを削そぎ、自身の権勢を強めることはできる。だが、八祖というのは数がそろってこそ意味があるものなのだ。八祖の勢力を削けずっても、相手があまりに弱体化してしまえば、他の外部勢力につけ込まれることとなり、結果として自分の首を絞しめることになりかねない。結局のところ八祖は運命共同体。どんなに憎にくらしい相手であっても、魔ま乖かい咒じゆの根こん源げんである八祖が滅ほろびるのは、八祖全体のマイナスなのだ。


　現げん状じよう、魔乖術師に対たい抗こうする組そ織しきはいくつかあるのだ。ヘタな動きはできない。


　実際かつて――『■』がこの世から消えたときは、とんでもない大だい惨さん事じとなり、『■』の系けい統とうは一族郎ろう党とう一いつ切さい合がつ切さいが滅めつ亡ぼう、その名前すらも存そん在ざいを世界から抹まつ消しようされた。あんな事じ態たいをもう一度起こそうなどとは、誰も思わないだろう。


　そう言った意味では、こうやって互たがいが互いを牽けん制せいしあっている今の状じよう態たいは、望ましいものだとシュトレンベルグは思っていた。少なくとも、互いが互いを同時に脚あしを引っ張ぱり合うということは、現状抽ぬきんでた勢力がないことを意味する。


　――あるいは、魔宴はそのことを確認することを目的に、先せん祖ぞが始めた儀ぎ式しきなのかもしれないな。


　そんな愚ぐにもつかないことさえ考えて、心の中で冷れい笑しようした。なにをバカなことを。


「シュトレンベルグ。貴き殿でんはなにやら先ほどから静かだが、意見はないのか？」


「……そうさな。別べつ段だんこれと言ったものはない」


「さすが『闇ヤミ』の八祖殿どのは言うことに余よ裕ゆうがありますな。前回『魔王』を輩出したお方は格かくが違ちがう」


　皮肉の利きいたセリフだ。表面上は『闇』をたたえているが、本心が正反対なのは火を見るよりも明らかだ。


「まぁ、あまりそうおっしゃるな」


　と、意外にもフィッティヴァルホックがその皮肉をたしなめてきた。この男が一番こちらを敵てき視ししていたはずだが？


「シュトレンベルグ殿も、気が気でないのだろう。なにしろ我わが優ゆう秀しゆうな暗殺者が、『闇』子こ飼がいの魔乖術師ののど元にまで接せつ近きんしているのだからな」


　と、フィッティヴァルホックは意地の悪い笑えみを向けてくる。なるほど、そのセリフが言いたかったのか。あいにく、その暗殺者のことなら言われるまで完全に忘わすれていた。


「いやいや、わたしはそんなことを危き惧ぐしていたわけではないのですよ」


　シュトレンベルグはすまし顔で答えた。


「世の中というものは、なにごとも思おも惑わく通りに運ぶことはほとんどありませんからな。魔宴で優ゆう勝しようするのが誰なのかは今の段だん階かいでも全く予想できないし、どこかの刺し客かく殿が失敗してしまう可か能のう性せいも多分にある」


「貴様、我が家の実力を疑うか！」


「いやいや、あくまで可能性の話ですよ」


　シュトレンベルグの態度に、フィッティヴァルホックは怒いかりを募つのらせる。


　――想そう像ぞう以上に単たん純じゆんな男だな。


　この態度が演えん技ぎである可能性も否ひ定ていはできないが、この男が魔宴の真相に近づいている可能性は低いな、とシュトレンベルグは結けつ論ろんづけた。


　――そして他の連中も、この態度を見る限り、真相から遠く離はなれた位置を迷めい走そうしているようだ。


　それもムリからぬことだ。なにしろこのシュトレンベルグでさえ、断だん片ぺん的な情報を整理して、魔宴の真相に迫せまったのは、つい最近のことなのだから。


　――せいぜい好きに踊おどるがいいさ。魔宴は、単純に勝ち残ったところで意味はないのだからな。


　そうだ。それがわからなかったから、前回の魔宴で、ヨーゼフは真なる『魔王』にまでは至いたらなかったのだ。


　――全すべての鍵かぎは〈星せい辰しん〉だ。それを手中に収おさめないことには、なにも変わらない。


　表面上は何気ない風を装よそおって、シュトレンベルグは内心含ふくみ笑わらいを漏もらした。


　――我われ等らが『闇』が真なる『魔王』を擁よう立りつするとき、魔ま乖かい術じゆつ師しの黎れい明めいが始まるのだ。








『我が妹よ。あなたは暗殺者として有利な素そ質しつを持っています』


　記き憶おくの中で、ミハイルが語る。


『暗殺者に戦せん闘とう力など大して必要ではありません。戦闘力が必要なのは、格かく闘とう家かや、傭よう兵へいたちです。暗殺者にとって、最さい低てい限げんの力は必要ですが、過か大だいな力はかえってジャマです」


　ミハイルは、全てを見み透すかすような顔で続ける。


『暗殺者にとって大切なことは、標的に気づかれずに、警けい戒かいされないで接せつ近きんすることです。屈くつ強きような大男は確たしかに強いかもしれませんが、そんな人間が近づけば誰だれもが警戒します。そういった意味で、その大男は暗殺者として失しつ格かくですね』


　ミハイルはそこでマイの頭を撫なでた。


『ですからあなたのように、若わかい女じよ性せいというのはそれだけで相手が油ゆ断だんしてくれます。力など必要ないのですよ、相手の後頭部に拳けん銃じゆうを押おし当てれば、子こ供どもだって人は殺せます。毒を塗ぬったナイフが少しかすめるだけでも死にます。人を殺すのに力は必要ありません。要は、いかにして警戒されずに相手に近づけるか、それが要かなめなのです』


　そうだ。そう教えられたからこそ、マイは、その技ぎ術じゆつを磨みがいてきた。そのおかげでミハイルには及およばないものの、今では一族の中でもそれなりの実力を身につけた――と、マイは自負している。


　そのマイは、現げん在ざい赤霧市を苦々しい顔で歩き回っていた。


「……失敗だわ」


　左右を見て、すれちがう男たちを確かく認にんしながらため息を吐つく。


「スガム・ナイトってどいつよ？」


　それが問題だ。


　あらかじめナイトの顔は記憶してきた。その記憶は問題ない。だが問題なのは、日本人の顔がどれも似にたように見えるということだ。


　民族が違うと、こうも顔を見分けにくいとは予想外だ。考えてみれば、モンゴロイド系けいの人間と、マイは余あまり接せつ触しよくしたことがない。なにしろ日本と聞いてジャッキー・チェンを思い浮うかべたくらいだ。そこらを歩く日本人たちも、髪かみ型がたが全部同じだったら全く同じ顔に見えてしまう。


　これは困こまった。道行く人間のどれもがナイトに似にている気もするし、似てない気もする。


「しまったわね。セバス。お前は……」


　いつもの調子で振り返って、従じゆう者しやと別れたことを思い出す。


「まったく、肝かん心じんなときにいないなんて役立たずね」


　別れようと言ったのは自分だと言うことを棚たなに上げて、そんなことを言ってしまう。本心はいつもそばにいるセバスがいないのが寂さびしいのだが、マイはその事実を決して受け入れなかった。


　しかし、このままでは任にん務むを果たせない。自分から別れた手前、セバスを呼よび戻もどすのも気が引ける。


　どうしようか、と思ったとき、マイは、ふと妙みような気配を感じた。


「あら、この気配……」


　魔力の気配だ。かなり弱いが、風に乗って遠くから漂ただよってくるこの気配には、覚えがある。『偽ニセ』の魔力だ。


　妙な話だ。この街に『偽』の魔ま乖かい術じゆつ師しがいるとしたら、マイの他にはセバスのみ。マイもセバスも特とく殊しゆな薬で魔力は消しているから、そんな気配は感じないはずだ。仲間がこの街に入ったという情じよう報ほうも、ない。


　……確かく認にんしてみた方がよさそうね。


　その気配をたどって、取りあえず進んでみることにする。


　見知らぬ街を、ほとんど直感で進んでいく。気配の方向と、道の向きが必ずしも向き合っているわけではないのでカン任まかせだが、確かく実じつに近づいていた。


　と、その途と中ちゆう、たどっているのとは別の、異様な気配をマイは感じた。


　いったいなんだ、とその気配をたぐっていき――全身を硬こう直ちよくさせた。見つけた！　間ま違ちがいない、あれが標的だ！


　顔は、正直見分けがつかないが、日本人男だん性せいであることは間違いなかった。


　よく鍛きたえられた体は引き締しまっており、何気なく歩いているだけにもかかわらず、隙すきがない。それだけで一いつ般ぱん人じんではないと語っているようなものだ。


　なによりもその闘とう志し。何食わぬ顔で歩いているが、その本ほん性しようまでは隠かくしきれないようだ。一皮むけばギラギラと焼け付くような闘気が顔を出すだろう。


　間違いない。こんな気配は、人を何人か殺したものでなくては出しようがない。この平和ぼけした日本という国で、そんな気配を出す人間は間違いなく裏うら社会の人間だ。


　――ということは、この男がスガム・ナイトね。


　マイはそう断だん定ていした。こんな狭せまい街にそんな男が何人もいるとは考えにくい。なによりその顔は、記憶の顔とそっくり――だと思う、たぶん。


　魔力の気配はたいして感じられないが、高位の魔ま乖かい術じゆつ師しは自分の気配を巧こう妙みように隠すこともできる。たぶん、この男もそうしているのだろう。


　マイは変に相手に注目しないように注意しながら、何気ない様子で後をつけていく。ここで慌あわててはダメだ。相手に気づかれないように、目立たないように後をつけ、スキをついて殺すのだ！


　お兄様の敵かたき――マイは自分でも気づかないうちに、奥おく歯ばを強く嚙かみしめていた。危あぶない危ない。変に殺気を出したりすれば、相手に気づかれる。兄の教えを思い出し、平へい常じよう心しんを取り戻もどす。


　今、この場でしかけるには、周囲の視し線せんが多い。が、それが逆ぎやくに盲もう点てんでもある。誰だって、こんな白はく昼ちゆう人目のある場所で暗殺者に襲おそわれるなどとは考えていない。だからこそ、しかける価か値ちはある。


　少しだけ足を速める。怪あやしまれないよう、あくまで自然に動くことを心がける。使う得え物ものは、針はりだ。よほど眼めを近づけないと見えないほど、細い針。この針は注ちゆう射しや針ばりのように芯しんが空くう洞どうになっており、その部分に猛もう毒どくが入っている。血管に刺さされば、常人なら数分以内に死ぬ。魔乖術師ならば毒に抵てい抗こうがある人間も多いが、この毒は、そんな抵抗力もムシするほど強力だ。治ち癒ゆ再さい生せいの得意な『闇ヤミ』ならどうにかできるかもしれないが、それを考えて、『闇』はセバスに足止めさせている。『闇』が気づいて駆かけつけたときには、もう手て遅おくれだ。


　相手との距きよ離り十メートル。もう少し近づく必要がある。針は手で投げることもできるが、軽い針なので少し手がぶれただけで外れてしまう。口にくわえて、吹ふき付つけるようにして飛ばすことにした。訓練は何度も積んでいる。数メートルの距離にまで近づけば、狙ねらった場所に確実に命中させることができる。


　マイは殺気を気け取どられないように呼こ吸きゆうを整えながら、目標へ接せつ近きん。首くび筋すじは、髪が長いせいで狙いにくい。少し危き険けんだが、横手から狙うしかない。


　距離、二メートル足らずにまで近づいた。この位置からならば、確実にやれる！　マイはそう判はん断だんし、口にくわえた針を、静かに飛ばした。


　殺気はほとんど出さず、無心のままでの行動だ。狙いもバッチリ、風向きも問題ない。決まった、マイはそう思った。


「ふん？」


　が、その針は受け止められた。


「え？」


　信じられなかった。男は、マイの方をほとんど見ていなかった。にもかかわらず、気づいたときには男が持ち上げた指の間にマイの放った針が摘つままれていた。


「こいつは驚おどろきじゃな。まさかこんな場所でワシにしかけるバカがおるとは思わなんだ」


　そう言って凶きよう悪あくな笑えみを浮かべる男は――五ご聖せい竜りゆう最強と呼よばれる男、シチガイ・キョウシロウであった。


　キョウシロウが、その凶きよう眼がんと言ってもいい眼まな差ざしをマイに固定する。マイの全身を戦せん慄りつが駆かけ抜ぬけた。恐おそろしい殺気だ！　この男、とんでもないバケモノだ！　本ほん能のうがなによりも危険を告げてくる。


　マイは考えるよりも先に逃にげ出した。暗殺者としての本能が、そこにいればこちらが殺されると教えてくれていた。


「逃がすはずがなかろうて」


　が、キョウシロウは、風のような速さでマイを追い越こし、その進路を塞ふさぐように立ちはだかった。マイは脚あしを素す早ばやく動かし、フェイントをかけながらキョウシロウの脇わきをすり抜けようとしたが。


「終わりじゃな」


　フェイントなどなんの役にも立たなかった。キョウシロウの無ぶ骨こつな手が、マイの細い腕うでをわしづかみにする。


「ウッ！」


　痛いたみに、マイは顔をしかめる。キョウシロウは大して力を入れている様子もないのに、マイの手首が砕くだけそうなほどの剛ごう力りきで締しめ付つけている。とても振りほどくことはできそうにない。


「なかなかやるのぉ、ヌシ。殺気がほとんどないから直前まで全く気づかんかった。しかし、ワシを殺すには少し力不足じゃな」


　キョウシロウは、不ふ敵てきな笑みを浮かべた。


「恨うらまれる相手なら五万とおるが、まさか未いまだにワシを暗殺できるなどと考える奴やつがいたとは驚きじゃな」


　キョウシロウは片かた手てに持った針を、しげしげと眺ながめる。それを見ただけでキョウシロウは、自分が命を狙われていたのを悟さとったのだ。


　マイはなんとか逃げようと暴あばれるが、筋きん肉にくに包まれたキョウシロウの腕を、非ひ力りきなマイが振りほどくことはできない。周囲には一いつ般ぱん人じんの視線があり、数は多くないが、暴れるマイの様子を窺う人間もいるようだ。大声を出せば、なんとか……


「いったい、この針はなんじゃ？　ヌシの体に聞いてみるのが早いわな」


　キョウシロウはそう呟つぶやき、摑つかんだマイの右手に、針を刺そうと近づけてくる。


　それは、マズイ！　その猛毒は、今のマイでは解げ毒どくできない！　針先が血管に入れば、その時点でアウトだ！　今から助けを求めても、それよりもキョウシロウの方が動きが速い。


　こんなところで終わるの？　マイは、半ば覚かく悟ごを決めた。兄の教え通り、いつでも殺される覚悟はできている。それでもやっぱり死ぬのはイヤだし、なによりも怖こわい。


「助けて……」


　人知れずそう呟いたとき、針を持つキョウシロウの手が、弾はじかれた。


「ヌゥ？」


「止やめろよ、嫌いやがってるじゃないか」


　道路に音を立てて空あき缶かんが落下した。突とつ如じよ飛来した空き缶がキョウシロウの手から針を奪うばったのだ。その空き缶を飛ばしたのは、一人の少年だった。


「なんじゃ、ヌシは？」


「ただの通りすがりだよ。ただ、今の状じよう況きようを見る限かぎり、どう見てもあんたのほうがおかしいだろ？」


　キョウシロウを鋭するどく睨にらむのは――ナイトであった。





　なんだか妙みようなことになったな、とナイトは内心ぼやいていた。


　居い心ごこ地ちの悪さから逃にげ出だすように家から飛び出して街を歩いていたら、変な光景に出くわしてしまった。


　えらくガタイのいい男と、少女がなにやら揉もめているのだ。いったい何事かと様子を見ていた。揉める様子を見たところ、二人は顔見知りというわけでもなさそうで、ナイトは警けい戒かい心を強めた。


　さらに男が振ふり上げた手に、キラリと光を反はん射しやする細いものが見えた。なにかの針のようだ。それを男は、少女に突つき立てようとしている。どう考えても、まっとうな人間のする行動ではない。


　そこまで見て、ナイトは反はん射しや的に、足あし下もとに転がっていた空き缶を蹴けり飛ばした。狙いは違たがわず、缶は男の手に命中。男は鬼おにのような形相でナイトを睨んできた。


「なんじゃ、ヌシは？」


　その視し線せんを受け、ナイトは息を呑のんだ。恐おそろしい殺気だったからだ。なんなのだ、この男は？　なにもしていないのに、ナイトの全身に冷や汗あせが浮うかぶ。そこいらのヤクザ者なんかとは格かくが違ちがう、恐ろしいほどの威い圧あつ感がナイトに向けられている。


　こいつ、一いつ般ぱん人じんじゃないな。でも、魔ま力りよくの気配もないから魔ま乖かい術じゆつ師しでもない……何者だ？


　イヤ、この気配、似にたような気配を先日感じた。そう、ナナの一件けんで、フェンと出会ったときも、これと似たような威圧感を覚えた。まさかこいつもフェンの仲間か？


　自問しつつ、ナイトは答えた。


「ただの通りすがりだよ。ただ、今の状況を見る限り、どう見てもあんたのほうがおかしいだろ？」


　そう言うと、男はナイトの全身をしげしげと見つめた。


「ヌシは、この小こ娘むすめの知り合いか？」


　男に捕つかまった少女を見る。初対面の子だ、記き憶おくはない。


「さぁな、でも今のは、あんたを止めるべきだ。あんたらがどんな関係かは知らないが、だからってそんなことをしていい道理はないだろ？」


　男の手がゆるんだせいか、少女は男の拘こう束そくを振りほどくと、ナイトに駆かけ寄よってきた。無言のまま少女は、ナイトの体を盾たてにするように、男の視し界かいから隠かくれる。


　男は身じろぎもしないまま、ジッとナイトを見つめている。蛇へびに睨まれた蛙かえるのように、ナイトも相手の威圧感のせいで身動きがとれなかった。それでも相手から、視線はそらさない。


　実じつ際さいには十秒もなかったはずだが、ナイトには数分はそうしていた気がする。相手の凶きよう悪あくな眼まな差ざしが放つ眼がん光こうが、鋭くナイトの全身に突つき刺ささっていた。たぶん、常人なら一睨みされただけで萎い縮しゆくして逃げ出してしまう迫はく力りよくがある。ナイトはだが、一歩も引かずにそれを受け止めた。


「ふん、ワシの視線を受け止めるか……なかなかできるようじゃな、ヌシ」


　男は、ベロリと唇くちびるを舌したで舐なめた。それは、獲え物ものを前にする舌なめずりである。


「このまま二人まとめて斬きり捨すててやるか……とも思うたが、今は止めておこうかのぉ」


　男はナイトから視線をそらすと、背せ中なかを向けた。


「よかったな、ヌシ等。今ワシは人を捜さがしとる最中でな、ヌシ等のことは、後回しにしてやるわい」


　と、それだけを言い残して男は雑ざつ踏とうの奥おくへと消えていった。


「ヤレヤレだな」


　どうにか、切り抜ぬけられたか、と息を吐く。今の男、どう見ても堅かた気ぎの人間ではなかった。ナイトと同じ、裏うら世せ界かいに属ぞくする者の気配を感じた。猟人かりうどか、それに類するものだろう。あの気配といい、スキのない立たち振ふる舞まいといい、恐おそろしい実力の持ち主であることは、ナイトの目から見ても明らかだった。この場で一戦交まじえるかとも覚悟していたのだが、最悪の事じ態たいは何とか避さけられたか。


「と……怪け我がはないかい、お嬢じようちゃん？　もう大丈夫だ」


　ナイトは、今助けた少女を見た。それは小こ柄がらな少女だった。


　年は、どんなに多く見積もっても十一か十二。淡あわい色のジャンパースカートに身を包んでいる。肩かたから胸むな元もとにかけて健康的な傷きず一つない肌はだが露あらわになっていて、ナイトはなんとも言えない微び妙みような気持ちになった。


　なんだか事じ件けんっぽかったので間に入ったのだが、また子こ供どもだ。前回のナナの時といい、ホトホト自分は子供と縁えんがあるらしい。


　まぁぼやいても仕方がない。義ぎを見てせざるは勇なきなり。あのまま無む視しするわけにはいかなかったのだ。


「……ありがと」


　少女は言葉少なに礼を言って、頭を下げた。そのまま下からナイトの顔を見上げて、ジッと見つめてくる――こちらの正体をいぶかしんでいるのだろうか？


　こうして見ると、この少女は少し奇き妙みような点があった。


　近くで見ると、肌の色が若じやつ干かん浅黒い。地黒なのかと思ったが、たぶん違う。人種が違うのだ。ネグロイドほど色が黒いわけではないが、モンゴロイドよりは黒い。たぶん、混こん血けつなのだろう。少なくとも外見であっさり人種を特定できるほど、ナイトは自然人類学に精せい通つうしていない。だが少女の彫ほりの深い顔立ちや、手足の骨こつ格かくのバランスを見れば、日本人ではないというのは明白だ。


　最近外国人と関わりが多いな、ということでナイトはまたげんなりしてきた。外国人、というと警戒すべきは敵てきの魔ま乖かい術じゆつ師しかどうかということなのだが、この子は、たぶん違う。手で触ふれるほど近くに接せつ近きんしても、魔ま力りよくの気配を全く感じない。魔乖術師である可か能のう性せいは、低い。


　ナナのような例もあるから油ゆ断だんはできないのだが、まさかこんな小さな子供がナイトの命を狙ねらう刺し客かく、と言うこともあるまい。まぁ、さっき屈くつ強きような男と揉もめていたのは気になるが、少なくともナイト個こ人じんとは関係ないはずだ――と、ナイトは予想した。取りあえず、その予想が大はずれだという事実に、彼は全く気づいてない。


「お嬢ちゃんは一人か？　親か、誰だれかいないのかな？」


　精一杯優やさしく尋たずねてみると、少女は答えた。


「……セバスと一いつ緒しよに来たわ」


　セバス？　日本人じゃないな。


「その人は、どこにいるんだ？」


「どっか行ったわ」


　つまり、迷まい子ごか。面めん倒どうだな、と思いつつ、ここで見み捨すてるわけにはいかない。


「……一つ聞くけど、さっきお嬢ちゃんの手を摑つかんでいた男は、知り合いかな？」


「…………」


　少女は、首を横に振ふった。


「……あいつは、お兄様の敵かたきよ」


　敵？　少女が口にするにしては、物ぶつ騒そうな言葉だ。


「敵だって？」


「そうよ。あいつがお兄様を殺したの……そして今、わたくしも殺そうとしたわ」


　……子供の冗じよう談だん、と笑うにしては、少女の口調が真しん剣けんすぎる。もちろん昔のナイトならなにかの遊びだろうと気にしなかったが、今のナイトは裏うら社会の事じ情じようにも精通している。なまじ人の生き死にが身近になったせいで、少女の話も本当なのかもしれない、と思えるのである。


「物騒だな。警けい察さつには言ったのか？」


「警察はダメよ……あんな連中、役に立たないわ。わたくしの手で、お兄様の敵を討うってみせる」


　そう断だん言げんする少女を見て、ナイトは、確かく実じつに厄やつ介かいなものに関わったな、と再さい度どため息を吐ついた。まったく、なんでこう、次から次へと事じ件けんの方からナイトへ近づいてくるのかな。もしかして俺おれ厄やく年どしか、と半ば本気で思ってしまう。


　事情は知らないが、なにか複ふく雑ざつな因いん縁ねんを背せ負おっていそうな少女、あるいはただの妄もう想そう電波少女かもしれないが、どっちにしろ関わり合いになるのは危き険けんだ。


　この前のナナの一件では、ナナと関わったばかりに事態が複雑になってしまった。そのことを後こう悔かいしていないと言えばウソだが、自分が間違っていた、とは思っていない。もしもう一度、ナナと出会ったときからやり直せるとしても、ナイトは同じ道を進むだろう。


　すなわち、この目の前の少女のことも、ここで出会った以上、見捨てることはできないのである。


「……まぁいい。その、セバスって言う人は近くにいるんだろ？　捜そう」


　取りあえず保ほ護ご者に引き渡わたせば、最さい低てい限げんの安全は確かく保ほされるはずだ。敵云うん々ぬんの話は……判はん断だんするには情じよう報ほうが少なすぎる。現げん状じようでは、保ほ留りゆうにしておこう。


「……セバスは別にいいわ。そのうち向こうから戻もどってくるだろうから」


　そっけなく、少女は言う。なんだか体が小さいのに反はん比ぴ例れいして態たい度どは大きい。そう言えば首に高そうなアクセサリとかつけているし、もしかしていい家の出身なのかも。


「それよりお前、ここの原住民なの？」


　いきなりお前呼よばわりだ、しかも原住民ときた。いったい何様だ、と思いはしたが、相手は子供。精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびしているのだ、と考えればかわいいものだ。ナイトは肩かたをすくめて答えた。


「あぁ、地元民だよ」


「そう。原住民。わたくしはこのあたりに不案内だから、少し案内しなさい」


　偉えらそうに命令されてしまった。ここでＮｏと言える強さを持ちたいな、とナイトは思った。そして実じつ際さい、こういう時流されやすいのがナイトの欠点である。


「あぁ、はいはい。少しくらいならつきあってあげるよ、お嬢じようちゃん」


「お嬢ちゃんじゃないわ。わたくしのことは、偉い大だいなるマイ様とお呼び！」


「はいはい、マイちゃんな」


「ちゃんは余よ計けいよ！」


「わかったよ、マイちゃん」


「お前、セバスみたいな奴やつね」


　ともあれ、なんだかんだでこの少女にしばらくつきあうことになってしまった……まぁ、いいか。今いま更さらぼやいてもなにもかわらない。


「お前、名前はなんて言うの？」


　そう言えば、名前は言ってなかったな。ナイトは答えた。


「名前、ね……大した名前じゃないよ」


「何よ、それ」


　自分は名乗ったのに、ナイトが名乗らないことが不満らしい。その点に関しては、ナイトもフェアではないなと思っている。


　あるいは、ナイトもほぼ無意い識しきのうちに、この得体の知れない外国人の少女のことを、警けい戒かいしていたのかもしれない。だから無自覚なまま、名乗ることを回かい避ひしたのかもしれなかった。


　マイも文もん句くを言いながら、それなら、と言葉を続けた。


「……まぁいいわ。名乗りたくないならムリには聞かないわ。その代わりお前は今日からセバス二号よ」


　なんだ、その呼よび方は？　意味がわからなかったが、まぁいい。子こ供どもの遊びと思ってつきあおう。


「好きに呼ぶがいいさ」


　このときの返事が今後の展てん開かいを大きく変えたことに、ナイトはまだ気づいてなかった。








　――ヨルは、一人雑ざつ踏とうの中を歩いていた。


「ナイト……まったく、どこまで行く気よ？」


　街中の探たん査さ魔ま乖かい咒じゆを使えば、ナイトの居い場ば所しよはすぐにわかる。最近はナイトも技ぎ量りようが上がって魔力の気配を隠かくすのが上手うまくなっているが、普ふ段だんから見み慣なれている気配をヨルが見み逃のがすはずがない。


　だがナイトはヨルが進めば進むほど正反対の方向へと進んでいく。逃にげるというのは、やはりやましいことがあるのか？　帰ったら問い詰つめなくては、小一時間ほど。


　いや、今の問題はそうではない――ヨルは唇くちびるを舐なめた。


　先ほどから、どうも奇き妙みような気配を感じるのだ。肌はだがヒリつくような、鳥肌が立つような、そんな違い和わ感が、さっきからひっきりなしにヨルを襲おそう。


　念のために探査魔乖咒を全開に張はってみたが、敵てき意いのある存そん在ざいは見つけられなかった。少なくとも、魔ま乖かい術じゆつ師しは街中にはいないはずだ。魔力の気配は感じられない。


　しかし、長年魔乖術師として鍛きたえられたヨルの直感が告げていた。街中に、何者かが侵しん入にゆうしていると言うことを。


　まるで街の全すべてがスッポリと闘気に包まれたかのような、そんな圧あつ迫ぱく感すら感じる気配だった。


　――どういうことなの？　この気配……並なみの使い手ではないわ。恐おそろしい実力を持った、おそらくは猟人かりうどが侵しん入にゆうしている？


　生あい憎にく猟人の気配のみを個こ別べつに探さぐることはできない。猟人は魔乖術師の魔力のような、特別な気配を持っているわけではないからだ。


　だがこの感覚は、前にも味わったことがある。一ヶ月ほど前、五ご聖せい竜りゆうの一人〈灼しやく熱ねつの炎えん竜りゆう帝てい〉と対たい峙じしたとき、今と似にた気配を感じた。


　となると、今回も五聖竜が動いたと考えるのが妥だ当とうか。


〈灼熱の炎竜帝〉らしき人ひと影かげは、現げん在ざい街中にはいない。だが安心はできない。巧こう妙みように隠れているかもしれない。あるいは、フェン以外の五聖竜という可か能のう性せいだってある。さて、どうしたものか。


　取りあえず動きの速いナナに言って、先にナイトと合流させようとした。敵の狙ねらいはわからないが、可能性としてはヨルか、ナイトを狙ってきたはずだ。ナナを狙う刺し客かく、というのは少し考えにくい。ナナには連れん絡らく係になってもらって、ナイトに警戒を呼びかけることにした。


　無む論ろんヨルも、一人でいるつもりはない。このままナイトと合流するつもりだ。だが、慌てて合流する気はない。相手の狙いがはっきりしないからだ。相手は誰だれが狙いか、ヨルか、ナイトか、あるいは両方か。敵の規き模ぼ、人数はどうなのか。


　だからヨルはあえて、脚あしを速めてはいない。ナイトたちに近づいてはいるが、一定の距きよ離りを保たもつようにしている。わざと合流しないようにして、敵をおびき出す狙いなのだ。


　そんなことを考えながら街中を進んでいると、すれ違ちがう人影から妙な気配を感じて足を止めた。


　今、わずかな魔力の気配を感じた。


　一いつ般ぱん人じんはほとんど魔力がないので、魔力の気配がするのは魔乖術師である。


　だが今の気配は、かなり微び弱じやくなものであった。気を張はり詰つめていたからこそ気づいたが、普ふ段だんなら見落としていただろう。


　相手は、大おお柄がらな男であった。ヨルが振ふり向くと、相手も同様に足を止めてこちらを見た。そして一いつ瞬しゆんだけ笑えみを浮かべると、相手はまた歩き出す。


　――誘さそってる？


　十中八九は罠わな。だが、敵に背はい後ごを取られたまま進むのは面おも白しろくない。少し考えた末、ヨルは相手の後を追った。あの程てい度どの相手なら、すぐに決着をつけ、その後ナイトたちと合流すればいい。


　しかし、奇妙な相手だ。恐おそろしく魔力が弱い。とても魔ま宴えんの参加者とは思えない。しかし、無関係の魔乖術師がこの街に侵入するとも考えにくい。色々と思考を巡めぐらせたが、結局は、早く始末してしまえばそれでいいだろう、という楽観的なものに落ち着いた。


　相手は、誘い込こむように先を歩いている。どうやら、敵てきのようだ。ヨルは、周囲に張ってある魔乖咒を使い、無関係な一般人をこの辺りに近づけさせないようにした。これで心おきなく戦える。


　相手は、細い路地へと入っていく。面白い、その先は袋ふくろ小こう路じだ。そこに罠でもしかけてあるのか？　ヨルは表ひよう情じようを引き締しめ、相手を追った。大だい丈じよう夫ぶ、相手の魔乖術師としての技ぎ量りようは、かなり低いと見た。なにがあっても十分に対たい処しよできると、ヨルはほぼ確かく信しんしていた。


「それで、いったいなんの用かしら？」


　袋小路の突つき当たりを背せに、相手の男は立っていた。


「生あい憎にく、恨うらまれる心当たりは山ほどあるのよね。できれば自じ己こ紹しよう介かいをしてもらえると、こちらとしてはありがたいんだけど」


　そんな軽口を叩たたきながら、相手へと接せつ近きんするヨル。だが相手は、少し困こまったような顔で頭をかいていた。


　おかしい、ヨルは思った。スキだらけだ。あまりにも相手にスキが多すぎる。この相手は、才さい能のうがないとかのレベルじゃない。まるっきりのド素しろ人うとだ。


「いやぁ」


　相手が暢のん気きな声で喋しやべる。


「すいませんね。あなたに用はないんですけど、頼たのまれたもんで」


　その言葉を半分まで聞いたところで、ヨルは背後を振り返った。同時に、飛んできたナイフを、手ではたき落とす。ザクッと、重い音と共にナイフの切っ先が地面に刺さった。刃は渡わたり二十センチ以上ある大型のナイフだ。魔力で手を固めていたので、ヨルにダメージはほとんどない。


「背後からの奇き襲しゆうにも反はん応のうするとは、さすがだな『闇ヤミ』」


　細い路地の入り口を塞ふさぐように立つのは、大柄な男だった。ヨルを見下ろす長身は、鋼はがねのような筋きん肉にくに包まれている。その全身を黒いスーツに包み、四角い顔には、恐ろしいほどなんの表ひよう情じようも浮かんでいなかった。


　何者だろうか。ここまで接近されても、魔力の気配がない。


「どこの回し者かしら？」


「答えよう」


　男は無表情に上着の内ポケットから拳けん銃じゆうを抜いた。無ぶ骨こつな鋼の固まりは、大柄な男が持つと子こ供どもの玩具おもちやのようにも見えた。だが続く銃じゆう声せいは、それが本物であると教えてくれた。


　甲かん高だかい音が細い路地の空気を震ふるわせ、断だん末まつ魔まを上げて、どさりと人が倒たおれた。やられたのは、ヨルの背後にいた男だ。この袋小路まで、ヨルを誘った男である。


「……魔ま乖かい術じゆつ師しは魔力の気配に敏びん感かんだ。特にお前のような魔宴参加者は、執しつ拗ようなまでに魔力を警けい戒かいしている」


　その通りだ。いつ敵てきの魔乖術師が来るかわからない以上、どれだけ警戒してもしすぎることはない。


「だからこのような手にも引っかかる。魔力の残ざん滓しの残ったハンカチを持たせた一般人が通り過すぎただけで、鋭すぎるお前の嗅きゆう覚かくは、無関係な一般人相手でさえ警戒してしまう」


　なるほど。今の人じん畜ちく無む害がいそうな顔をした男は、完全に無関係の人間だったか。間に合えば傷きずの手当てはしてやりたいが、それをこの相手はゆるしてくれるだろうか。


　相手は、片かた手てで拳銃を構えたまま、動かない。その銃口は、まっすぐヨルの頭を狙っている。ヨルの背後にいた男を一いち撃げきで撃うち抜ぬいたのだ。この距離で外すとは思えない、相手は、拳銃の扱あつかいに慣なれている。


　だが、どこの手のものかがわからない。魔乖術師が、こんななんの変へん哲てつもない拳銃やナイフに頼たよるとは思えないし、猟人かりうどにしてはやり方が回りくどい。


「あなた、どこの所しよ属ぞく？」


「答えよう」


　再さい度ど響く銃声。が、金属の激げき突とつ音と共に、弾だん丸がんは傍かたわらの壁かべに命中した。


　ヨルの周囲には強力な物理障しよう壁へきが恒こう常じよう展てん開かいされている。普ふ段だん、ヨルの周囲にはなにもないようにしか見えず、実じつ際さい周囲にあるのは空気だけだ。だがひとたびヨルに向かって高速でなにかが飛来した場合――具体的には秒速十五メートル以上の速度でなにかが向かってくる場合、自動的にヨルの周囲に防ぼう御ぎよ壁が展開され、その物体を弾はじいてしまう。


　これが魔乖術師が張る物理障壁である。高位の魔乖術師であれば二十四時間常つねに展開しているし、魔力の総そう量りようが大きいほど防御力も高まる。


　無む論ろん、あまりに強力な衝しよう撃げきが襲おそい来れば障壁も破やぶられてしまうが、ヨルほどの実力があれば、 対物狙撃銃アンチマテリアルライフルの直ちよく撃げきも完全に無む効こう化かしてしまう。


　つまり、高位の魔乖術師に銃器はほぼ無意味なのだ。戦せん車しや砲ほうすらも弾く物理障壁を前に、人間の手持ちの武ぶ器きはまさに水みず鉄でつ砲ぽうも同然だ。


　そんなことは、裏うら社会では常じよう識しきである。この相手はそういった事じ情じようを知らないのか？　その割わりに相手には余よ裕ゆうがあるようだ。こういった物事にかなりの経けい験けんがあると見える。


　相手の真意は見えないが、だからと言ってなにもできないままジッとしているほどヨルは甘あまくない。右手を持ち上げ、素す早ばやく魔ま法ほう陣じんを描えがく。


「動くな！」


　相手が、一いつ瞬しゆんのためらいもなく引き金を引く。再度、弾丸は障壁に弾かれる。無む駄だなことを。ヨルの魔ま乖かい咒じゆが完成した。ヨルの指先から、紫し電でんが放たれた。稲いな妻ずまは空気を突つき破って一直線に男へ迫せまる。


「フッ」


　が、巨きよ体たいの割りに動きが速い。一発銃弾を放った直後にその場を飛び退のき、ヨルの雷らい撃げきをかわした。


「まだまだっ！」


　逃がしはしない。ここで決着をつけるべく、ヨルは駆け出しながら、第二弾の魔乖咒を発動――しようとした瞬間、足あし下もとに違い和わ感。脚あしに、焼け付くような痛いたみ、同時に、バランスを崩くずして前のめりに倒れる。


　とっさに地面に手をつこうとしたら、掌てのひらが裂さけた。文字通り、真一文字に掌の肉がバックリと切せつ断だん。鋭えい利りすぎる傷口から血が瞬またたく間に溢あふれ、地面に垂たれていく。


　激げき痛つうに意識を持っていかれながら、何とか体たい勢せいを整えようとした。が、脚に力が入らず、無様に転がってしまう。転がったときに、また体のどこかが切断された。悲鳴を上げなかったのは、ほとんど意地だ。


　地面に転がりながら、頭上を見てヨルは自分がなにをなされたか、ようやく気づいた。狭せまい路地の壁と壁の間に、細い線が見える。今までは見えなかったが、自分の血が伝わることでようやく視し認にんできた。


　そうだ。細い路地の間に、ごく細いワイヤーが張られていたのだ。それに引っかかって、切断されたのだ。物理障壁は、全すべてを完かん璧ぺきに防ふせいでくれるわけではない。勢いきおいよく自分に向かってくるものだけを弾くのだ。向こう臑ずねにも真一文字に傷が走っていて、傷口の肉が裂けて血がダクダク流れていた。これは、マズイ、少し出血が多すぎる上に、冷や汗あせが出るほどの激痛が全身を侵おかしている。この傷は、骨ほねに達するほど深いかもしれない。


「物理障壁があるからこそ、こういった『馬鹿しかひっかからないような罠ブービー・トラツプ』にかかってしまう。高位の魔乖術師ほど、引っかかりやすい」


　淡たん々たんとした声で、男が戻もどってくる。こいつ、いつのまにこんな罠わなを？


「数秒前に自分が通ったばかりの道に罠があるなど、普ふ通つうは思わない。だからこそしかける価か値ちがある」


　つまりこの男は、ヨルが路地を通って、背はい後ごの男に気づいて振り返るまでの短い、十秒足らずの時間でこのワイヤーをしかけたということか。単たん純じゆんな罠ではあるが、そんな短時間で準じゆん備びを整えるとは、恐おそろしいほどの手て練だれだ。


　だが、この程てい度どで動きを止めたとは思って欲ほしくない。確たしかに予想以上の深手を負ったが、このような単純な裂れつ傷しよう、『闇』の力なら瞬まばたき一つのうちにふさげる。


　たちまち傷を治したヨルが自分の脚で立ち上がる。もうワイヤーには引っかからない。魔乖咒でワイヤーなど、根こそぎ引きちぎってやる！


　パン


　破は裂れつ音おんが響いた。同時に、ヨルの下半身から力が抜ぬける。え？　と思う間もなく、ドサリ、と尻しり餅もちをつく。


　目の前の男は右手に相変わらず拳けん銃じゆうを握にぎっていた。その銃口からは硝しよう煙えんが立ち上っており、たった今銃弾が発はつ射しやされたことを意味していた。その銃の先は、ヨルが立っていたとき、膝ひざがあった位置を狙ねらっていた。


　ヨルの傷きず一つなかった白い脚、その膝が、真っ赤な血に染そまっている。一発の銃弾に撃ち抜かれ、傷口からは耐たえ難がたい衝撃に痛みが生じ、震ふるえるような嫌けん悪お感がヨルを包み込む。どういうことだ？　拳銃で撃うたれた？　馬ば鹿かな、物理障壁を、そんな小口径の銃弾ごときで撃ち抜ぬけるものか！


　パン


　もう一度銃声。反対の膝も打たれた。今度こそ、ヨルの口から絶ぜつ叫きようにも似にた悲鳴がほとばしった。両膝が壊こわされた！　いや、小口径の銃弾故ゆえ、膝を貫かん通つうできなかった。だからこそ、貫通銃じゆう創そうに比べれば出血は少ない。だが与あたえる激痛は大差ない、すさまじく痛い。脚に力が入らない。銃弾によって膝の肉、靭じん帯たい、関節といったものが根こそぎ破は壊かいされたようだ。両足を撃たれては、立つこともできない。膝の中には銃弾も残っている。早く摘てき出しゆつして傷を塞ふさがねば。だが、さすがにこれだけの傷は瞬時に回かい復ふくとはいかない。そして相手がヨルにそんなヒマを与あたえてくれるほど心優やさしい紳しん士しだとはとうてい思えない。


　男は眉まゆ一つ動かさないまま、淡々と銃口を持ち上げ、地面を転がるヨルの頭部に狙いを定めた――おかしい。痛みに支し配はいされながらも、ヨルは必死に思考をまとめて推すい理りする。今、銃弾はヨルの物理障壁を貫通してしまった。あんな小さな銃弾、人間の膝一つ貫通できない威い力りよくなのに、ヨルの物理障壁を破った。いったいどういうことなのだ？


　そこで、思い至いたった。そうだ、こんなことができる武器に心当たりがある、噂うわさで聞いたことがある。ではこの男の正体、いや、所しよ属ぞくは『偽ニセ』――そこまでを刹せつ那なの間に考えたが、そこが限げん界かいだった。


　パン


　その銃声が、ヨルの思考を奪うばった。ヨルの右目から頭の中まで、熱風が突つき刺ささるような違和感を感じた瞬間、視し界かいが完全に失われ、ヨルはそのまま仰あお向むけに倒たおれた。








「で、マイちゃん。さっきの男は結局何者だ？」


「だから、お兄様の敵かたきだって言ってるでしょ」


　不ふ機き嫌げんそうにマイがそう答える。フム、とナイトは首をひねった。どうもウソをついている様子はない。本気で言っているようだ。


　先ほどの男、マイの手を摑つかんでいたあの男は、何度か死線をくぐり抜けた経けい験けんを持つナイトでさえ圧あつ倒とうされるほどの殺気の持ち主だった。恐おそらく、ほぼ確かく実じつにナイトと同様裏うら社会の人間だ。魔ま力りよくの気配はなかったため魔ま乖かい術じゆつ師しの可か能のう性せいは低い、可能性としては猟人かりうど、それもあれだけの力の持ち主、先日出会ったフェンと同様、五ご聖せい竜りゆうのメンバー、今のところその可能性が一番高い、とナイトは踏ふんでいる。


　もちろん状じよう況きよう証しよう拠こだけで決めつけるわけにはいかないが、どっちにしろ警けい戒かいすべき相手であることには変わらない。


　わからないのは、相手の狙いだ。マイは見たところ魔乖術師ではないようだが……いったい、なんでこんな子こ供どもをあの男は襲おそっていた？　相手が猟人であるなら、魔乖術師でない子供を狙う理由がわからない。あいつは本当に、マイの兄を殺したのか？


「まぁ詳くわしい事じ情じようは知らないが、またあの男が襲ってくるかもしれないぞ？　警けい察さつに行った方がいいんじゃないのか？」


「必要ないわ。また来たら、今度こそわたくしの手で返かえり討うちにしてやるから」


　と、意い気き込ごむマイ。まったくもってヤレヤレというやつだ。本当に、どうしてこう自分の周りにはトラブルばっかり近ちか寄よってくるのだろうか。


　ナイトは、フゥ、とまたもや大きくため息を吐ついた。仕方がないな。


「まぁ、そのセバスだっけ？　その人と合流するまでの間は俺おれがつきあうよ。あいつがまた来たら追い払はらってやるさ」


　相手は五聖竜である可能性が高い。ならばナイトにとっては無む論ろん敵だ。どうせ近いうちに戦うことになるのなら、今日戦ったって同じだ。


　マイは、しげしげとナイトを見上げてきた。その顔になんとも言えない複ふく雑ざつな表情を浮かべた後、ツンと、取とり澄すましたような顔になった。


「セバス二号にしてはなかなかの心がけね。そんなに言うならお前にあいつの相手を任まかせてあげてもいいわ」


　……本当に、体の大きさと態たい度どが反はん比ぴ例れいしているような子供だな。


「ただし、あいつにとどめを刺すのはわたくしよ。絶ぜつ対たいに殺さず、生殺しの状じよう態たいでわたくしの前に連れてくるのよ？」


　ムチャを言ってくれる。あんな恐おそろしい殺気を放つ相手に、ナイトが手て加か減げんなどできるはずもない。


　でもまぁ、いいか、とナイトは考え直す。力のない人間、特に、女の子や子供にはできるだけ力を貸かすというのは、今のナイトのモットーでもあるのだ。もちろん敵かたき討うちの手伝いなどする気はないが、今はヘタに少女を刺し激げきすることもあるまい。


「まったく、はいはいかしこまりましたよお嬢じようちゃん」


「お嬢ちゃんって言わないで！　わたくしはこれでも淑しゆく女じよよ」


「はいはい、お嬢レディ」


「キィー！　お前そういうとこまでセバスに似にてるわね、二号のクセに！」


　なんというか、こうしていると顔も知らないセバスに同情というか、親近感を感じてきた。きっと普ふ段だんから苦労しているんだろうな……


「それはそうと、いったいどこに向かってるんだ？」


「いいから、行きたい場所があるの！　こっちよ！」


　案内しろと言われたのに、マイの方がナイトより前に出て歩いている。


「道、わかるのか？　この辺りの地理にくわしいのか？」


「こんな未開の野や蛮ばん国、初めて来たわ」


「……そんな、それなのに一人で先走ってどうする？」


「わたくしを誰だれだと思っているの、セバス二号？」


　振り返って、小さな胸むねを張るマイ。ちっちゃな淑女レデイだ、と心の中では思ったけど、口に出せば面めん倒どうなので黙だまっておいた。


「こんな原始的な国の道なんて単たん純じゆんな構こう造ぞうよ。わたくしくらいになると、目を瞑つぶってたって行きたい場所へ行けるわ」


　なら案内の俺いらないよな、とも思ったが、まぁ相手は子供だ。そこまでイジワルを言うのはやめておこう。


「お兄様の気配がなんとなくこっちの方からするのよねぇ」


　そんなことを呟つぶやきながら、マイは率そつ先せんして進んでいく。まぁ、この辺りの道はナイトもよく知っている。どんなデタラメに進んでも、道に迷まようことはない。マイのやりたいようにさせてやろう。


「それはそうと、君の兄ってのはどんな……？」


「…………」


　返事がない。ふと見ると、マイは道をすれ違った子供を見て立ち止まっていた。その子供は近くの店で買ったとおぼしきソフトクリームを食べていた。


　なんだかんだ言っても子供だな、と思いつつ、ナイトはマイに言った。


「あれが食べたいのか？」


「え？　ふ、ふん。あんな庶しよ民みんの食べ物、わたくしの口にはあわないわ」


　なんていうか、わかりやすい子だな、とナイトは思った。口では強がっているけれど、未練がましくソフトクリームを振り返っている。さて、どうしたものかな、と思いつつ、ナイトは、少し待ってな、とマイに言った。


「こら、セバス二号！　主あるじをおいていくなんてどういう了りよう見けんよ！」


　……しかし、ナイトの回りの外国人は難むずかしい日本語が得意な連中が多いな。


　一分後、ナイトは買ったソフトクリームを片かた手てに戻る。


「そ、そんなもの、いらないって言ったでしょ！　人の話を聞きなさいよ、セバス二号！」


　腕うでを組んで、そっぽを向くマイ。この反はん応のうは予想できたから、ナイトもあらかじめ用意しておいた返事をする。


「いやいや、ちゃんと聞いてたさ、マイちゃん。これは俺が食いたくて買ってきたんだ」


　と、ソフトクリームに向かって大きく口を開けるナイト。あぁ、と、それを見たマイが悲ひ痛つうな声を上げる。やっぱり食べたいらしい。


「おっと、でも参ったな」


　わざとらしくナイトは食べるのを止やめる。


「俺は実は虫歯で、冷たいものは今食べられないんだった。困こまったな、捨すてるのはもったいないし、誰か食べてくれる人がいないかな？」


　なんてワザとらしすぎる演えん技ぎをしてやると、マイは、フン、と鼻を鳴らした。


「まったく愚おろかね、セバス二号。そんなことも忘わすれているなんて従じゆう者しや失しつ格かくよ。しかたないわね、従者の始末は主であるわたくしがつけるわ。その庶民の食べ物をよこしなさい」


　ナイトはマイの気が変わらないうちに、手早くソフトクリームを手て渡わたした。ヤレヤレ、従者というのをやるのも疲つかれるものだ。


　一口食べて、その冷たさと甘あまさにマイが顔を輝かがやかせた、が、すぐに思い直したように表情を引き締しめる。


「やっぱり庶民の食べ物は庶民の味しかしないわね」


　庶民の味って、どんな味のことを言いたいんだろう？


「まったく、こんな庶民の食べ物を食べなきゃいけないなんて、デキの悪い従者を持つとわたくしが苦労するわ」


　とか言いながら、マイは小さな舌したを必死に伸のばし、夢む中ちゆうになってソフトクリームを舐なめている。言葉と態たい度どが正反対、こういうのがいわゆるツンデレという奴やつか。同い年の女子がこんな態度を取ったらハリ倒たおしたくなるけれど、これくらいの子こ供どもがやるならまぁかわいげがある……って、自分はロリコンではないけれど。


「って、今は暑いから、早く食べないとどんどん溶とけてくるぞ」


　事実夏の日差しによって、ソフトクリームが溶けて白いしずくがマイの手を汚よごしていた。


「え？　ウソ？　なんで、こんな？」


　慌あわてて滴しずくを舐めるマイだが、子供の口では追いついてない。ボタボタと、溶けたソフトクリームが地面にまでこぼれていく。


「ちょっと、庶民の食べ物のせいで手が汚れたじゃない！　セバス二号、拭ふきなさい！　お前のせいよ！」


　俺おれが怒おこられるのかよ？　正直理り不ふ尽じんきわまりなかったが、相手は子供と自分に言い聞かせ、ポケットから出したハンカチでマイの小さな手を拭いてやる。普ふ段だんからハンカチちり紙を持ち歩くクセを持っていてよかった。


「フ、フン。庶民の食べ物は無意味に量が多いわね。心の広いわたくしが、特別にお前にも分けてやるわ」


「いや、俺虫歯だから」


「虫歯で死ぬ人間などいないわ」


　と、溶けかけた食べかけのソフトクリームをナイトに突つきだしてきた。口はえらそうだが、少しもてあまし気味のようだ。冷たいものを食べて頭ず痛つうがするのか、マイは頭を押おさえている。まぁ、ソフトクリーム一個こは、小さな子供にはちょっと多いかな？


　そのまま食べようとして――ふと間かん接せつキスだな、と思った。


　って、子供を相手になに考えてるんだ。そんなの気にしてどうする――すぐにそう、思い直す。そんな発想をすること自体がおかしい。


「なにをしているの、セバス二号！　わたくしのソフトクリームが食べられないって言うの！」


　顔を赤くして怒ど鳴なるマイ。この子、将しよう来らいは絶ぜつ対たい絡からみ酒になるだろうな、とナイトは内心思った。


「食べなさい、セバス二号！」


　まぁ、本人にここまで言われて今いま更さら断ことわれば、きっとこの子のプライドをいたく傷きずつけることになってしまうだろう。この子のためだ、と言い訳わけをして、そのソフトクリームを食べることにする。


　パクッ。


　ソフトクリームはあっという間になくなってしまった。


「え？」


　マイが、目を丸くする。なぜなら、ナイトはソフトクリームを食べてないからだ。


　ナイトに向かってコーンを突つきだしていたマイ。ナイトがそれを食べようと腰こしを曲げたら、ナイトとマイの間に割わり込こむように入った人ひと影かげが大きく口をあけてパクッとソフトクリームを齧かじり、二口、三口で残っていたソフトクリームを残さず食べてしまったのだ。


　さらに四口、ガブッ。


「きゃっ！　わたくしの手まで食べられる！」


「って、ナナ！」


　現あらわれたのはナナであった。ナナは口いっぱいにソフトクリームとコーンを詰つめ込んで、ボリボリ音を立てて嚙かみ砕くだいている。その甘さに目を輝かがやかせてさえいる。


「おいし～です～。どうもごちそうさまです～」


　両手で自分のほっぺたを押おさえて、満面の笑えみだ。そう言えば、この子にソフトクリームを食べさせたことはないから、生まれて初めて食べたのかもしれない。


「な、なんなの、お前は！」


　いきなり現れてソフトクリームを全部食べてしまったナナを前にして、マイが眼めを白黒させている。ナイトは思わず声を荒あららげた。


「こら、ナナ！　ダメじゃないか！　人のものを横取りするなんて！」


「この子が食べていいって言ってたですから、ナナは食べたですよ～」


　ニコニコ笑いながら答えるナナ。悪びれた様子はない。まったく、仕方のない子供だ。帰ったらガツンと説教しないとな――と言いつつ、実じつ際さいには小さな子供が相手だとあまり強く口出しできないナイトである。子供に少し甘あまいか、と自分でも少し気にしている。
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「それより先生ぇ、この子は誰だれです？」


　ナナがマイを見て首をかしげる。マイは、いきなり現れたナナを見て、まるで未み確かく認にん生物に遭そう遇ぐうしたような顔をしている。


「いったいなんなのよ、この生き物は！」


「ナナはナナですよ？」


「あぁ、ナナ。この子は迷まい子ごらしくて、ちょっと保護者を捜さがしていたんだ。そしてマイちゃん、この子はナナ。俺の、遠い親しん戚せきの子さ」


　ナナとの関係は説明しにくいので、適てき当とうなウソを言ってしまった。まぁ、この場はこれでごまかすしかないだろう。


「先生ぇ、ヨル姉さまが怒おこってるですよ？　早く帰らないとヨル姉さまプンプンですよ？」


　うっ……マイとの出会いでヨルのことは忘わすれかけていたのに……いや、ヨルのことは後回しにはできない問題でもある。


「ヨル、怒ってたか？」


「頭に三角を生やしてたですよ」


　三角ってなんだ？……たぶん生やすのは角だろう。三角にするのは目だ。相変わらず微び妙みように間違った慣かん用よう句くを使う外国人だな、この子も。


　ともあれ、ヨルがそこまでお冠かんむりとは……まぁ、ナイトがやったことを考えると仕方ないか。もう少し時間がたったら帰って、謝あやまるしかないか、とナイトは息を吐ついた。時間がたってヨルの頭が冷えるのを期待したいが、怒いかりを募つのらせる可か能のう性せいもある。どっちになるか、のるかそるかのバクチである。


「それと先生ぇ」


　ナナが、少し声を落とした。


「……ヨル姉さまが、少し注意しろって」


「わかってるさ」


　マイを襲おそった謎なぞの男の件けんがある。ヨルが警けい戒かいを促うながすとは、やはり敵てきが侵しん入にゆうしてきたのか。これは、早くヨルと合流すべきだな……


　と、そんなことを考えているナイトの手を引く強い力があった。


「行くわよ、セバス二号！」


　マイが両手でナイトの手を摑つかんで引っ張ぱる。ナイトはそれに引きずられるように前に進む。


「先生ぇ、どこへ行くです？　帰らないですか？」


「あ、あぁ、悪いけど、この子の保ほ護ご者しやを見つけるまではムリだ」


「そうですか～。ならナナも手伝うですよ～」


　ニコニコ笑いながら、ナイトの後をついてくるナナ。まぁ、人手が多いに越こしたことはないのでナナにも期待させてもらうか。


　そんなことを考えていたら、手を引くマイが恐おそろしい顔でナイトを睨にらんできた。


「な、なんだ？」


「お前……お前の主はわたくしのはずよ。なのに、あいつはなんなの？」


　あいつって、ナナか？……これはもしかしてヤキモチ、あるいは、子こ供ども特有の独どく占せん欲よくというやつか？


　さっきしばらくはマイとつきあってやると決めたのだ。ここは、マイを立てる返事をしてやるか。


「あぁ、そうだな。俺おれの主はマイちゃんだな。それは変わらないさ」


「なら、あんな子供に構かまうんじゃないわ」


　ギュッと、ナイトの片かた手てに抱だきつくように両手を絡からませてくる……なんだか、自分でも知らないうちにこの子に好かれてしまったようだ。別にロリコンとかじゃないけど、相手が誰であれ、こうやって好意を寄よせられるというのは悪い気持ちじゃない。


　そんなことを考えていると、手に絡みついていたマイの体が離はなれていく。


「先生ぇはナナのですよ？」


　マイを引きはがしたナナが、ナイトの腕うでにくっついてくる。


「悪いですけど、ナナの方が先です。早い者勝ちですよ？」


　嬉うれしそうに、笑いながらナナが言う。それを見たマイが、恐ろしいほど悔くやしそうに、歯を食いしばる――ナナ、なにがやりたいかは知らないけど、ケンカはしないでくれ。


「なんなのよ、お前は！　庶しよ民みんのクセに！」


　マイは、意外に喧けん嘩かっ早かったらしい。ナナの足あし下もとを狙ねらって問答無用でローキックを放った。


「です？」


　だが、ナイト以上の身体能力を持つナナが、そんなものを喰くらうはずがない。ナナはその場で軽く跳ちよう躍やくすると、マイのローキックを回かい避ひ。マイは目標を外して脚あしを大きく空から振ぶりし、そのせいでバランスを崩くずしてひっくり返った。


「いたっ！」


　地面に打ち付けた体を押さえるマイ。ナナは、ニコニコ笑いながら倒たおれたマイに手を伸ばした。


「気をつけないと転んじゃうですよ？　はい、手を貸かすです」


　マイは差し出された手を摑つかむ……かと思いきや、倒れたときに摑んだらしい土を、ナナの顔面めがけて投げつけた。子供の割わりにエゲツないケンカのやり方を知っている。


　が、ナナの方が上手だった。それよりも早く後こう退たいして、土攻こう撃げきをかわす。それどころかちょうどいいタイミングで風が吹ふいて、投げた土が戻もどってマイの顔にかかった。


「きゃっ！　ペッ、ペッ！」


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


　無む邪じや気きに笑いながら尋たずねるナナ……こうやって端から見ていると、ナナはどこからどこまで天然なのかわからなくなってくる。


　土が目に入ったのか、涙なみだ目めになったマイは起き上がって、涙をこぼしながらナナを睨む。


「ウゥ～……庶民のクセに～ぃ！」


「です～？」


　一方は泣いて、もう一方は笑って、にらみ合う。


　そろそろか、とナイトは間に入った。さすがにこれ以上黙もく視ししていられない。


「ケンカはそこまでだ」


　これ以上放っておいたら、どっちかが、おそらくはマイのほうがケガをしてしまう。


　取りあえず、マイの方を睨む。半泣きの子供を前にすると、自分がいじめてしまったような錯さつ覚かくを覚えたが、気のせいだと言い聞かせる。


「まず、マイ。今のは君が悪い」


「な、なんで！」


「どう考えてもケンカをしかけたのは君だ！　先に手を出した方が悪い！」


　コツン、と頭を叩たたく。もちろん大して力を入れたりはしないが、マイにはかなりの衝しよう撃げきだったか、両手で頭を抱かかえて信じられない、と言った面おも持もちでナイトを見上げている。


「そしてナナ、君も悪い！」


　コツン、ナナの頭も叩く。マイより少し力を入れた。ナナは、不思議そうにナイトを見上げた。なんでこんなことをされたのか、わかってないらしい。


「今のはマイが悪かったけど、君はマイより年上だろう？　ならもう少しうまいやりかたがあったんじゃないか？　そもそも発ほつ端たんは、君が変にマイを挑ちよう発はつしたせいだし」


「です～……」


　ナナが珍めずらしく肩かたを落としてショボンとする。どうやら反省しているらしい。


「ほら、二人とも向かい合って、ごめんなさいって、言うんだ」


　半ばムリヤリ二人を謝あやまらせた。当人たちは納なつ得とくいかない顔をしているが、これでいい。こういうシツケはキッチリしておかないと、成長してから性せい格かくが歪ゆがむ原げん因いんになる。本人が言うのだから、間ま違ちがいない。実じつ際さいナイトも、中学高校時代とだいぶ歪んだ性格だったのだ。まぁ、それは今もかもしれないが。


「さぁ、仲直りしたんだから、行こうか」


　二人を伴ともなってナイトは歩き出したが――それでもこの二人はなにかと張はり合って、そのたびにナイトが仲ちゆう裁さいしなくてはならないという先が思いやられる展てん開かいになってしまった。


　道中の騒そう動どうはともかく、マイの行きたいという場所にナイトとナナもつきあってついて行く。


「しかし、マイちゃんはどこへ行きたいんだ？」


「こっちよ」


　ナイトが案内するまでもなく、マイは進んでいく。まぁ、別にどこへ行こうとかまいはしないが。


「それよりセバス二号。のどが渇かわかない？」


「いや、別に？」


　マイに、蹴けられた。子こ供どもの蹴りなので痛いたくはないが、足あし癖ぐせの悪い子供だ。もっとも、マイは自分の方が痛かったらしく、脚あしを抱かかえているのがかわいらしい。


「いったいなんだ？」


「従じゆう者しやのクセに察しが悪いわね！　わたくしが、のどが渇かないか、と言ってるのよ！」


「……つまり、飲み物が欲ほしいと？」


「気のきかない従者だわ」


　いや、それで察しろと言うのも少し厳きびしくないか？


　しかたないな、とナイトは自じ販はん機きでジュースを人数分買う。好みがわからないので、三種類バラバラのものにした。


「ほら、買って……あれ？」


　戻ると、マイの姿すがたがなかった。


「あれ？　ナナ、マイは……」


　振り返ると、ナナの姿まで消えている。


「カンベンしてくれ。二人そろって迷まい子ごか？」


　やれやれ、とため息を吐ついて、歩き出すナイト。とりあえず、早く捜そう。マイを狙う謎なぞの男もいるのだから、放っておけない。


　マイはともかく、ナナの魔ま力りよくの気配をたどれば、ナナの居い場ば所しよはすぐわかる。ナナは近くの公園に入っていったようだった。


「南公園か……」


　ナイトは少し顔をしかめた。この場所にはいい思い出がないのだ。


　ここはミハイルと――『偽ニセ』のミハイルと戦った場所だ。


　一ヶ月以上前、この公園でナイトとヨルはミハイルと戦った。その時辛からくもナイトたちは勝利したが、ナイトの親友はミハイルの凶きよう手しゆに倒れ、重じゆう傷しようを負った。またミハイル自身も最さい期ごは全身が溶とけて消えるという奇きっ怪かいな死に方をして、いろんな意味でナイトにとっては思い出したくない場所なのだ。


　そんな因いん縁ねんのある場所ではあるが、そんな事じ件けんがあったとは、一いつ般ぱんには報ほう道どうされていない。今の時間もチラホラと、子供や主しゆ婦ふ、一般人の姿が見られる。


「まったく、なんだってこんな場所に」


　ブツブツ言いながら、ナイトは公園の敷しき地ちへ足を踏ふみ入れた。


　敷地に入ると、全体に微かすかな魔力のよどみを感じた。


「……ミハイルの、気配だな」


　ミハイルはこの場所で死んだ。死の瞬しゆん間かん、ミハイルの魔力が周囲に飛び散り、一ヶ月以上たった今も、その魔力がよどんでいるのだ。


　だいぶ薄うすくなっているのだが、ナナの弱い魔力反はん応のうが中に紛まぎれてしまっていて、うまくつかめなかった。舌した打うちをして、ナイトはやむをえず、足を使っててナナの姿を探さがすことにした。





　魔ま乖かい術じゆつ師しの物理障しよう壁へきはあらゆる銃じゆう火か器きを無む効こう化かする。だからこそ、魔乖術師は銃器にたいして無む防ぼう備びだ。それは高位の魔乖術師ほどその傾けい向こうが強い。


　そこにつけいるスキがある、とセバスは思っている。そしてその作戦は、今回も上手うまくいった。


　確たしかに通つう常じようの銃じゆう弾だんでは、魔乖術師に傷きず一つつけられない。だが、方法がないわけではない。あらかじめ特とく殊しゆな銃弾を用意しておけばいいのだ。


　事前に銃弾に魔力を込こめておけば、物理障壁を突とつ破ぱできる銃弾を生み出すことができる。これが魔乖術師との戦いでは、特に暗殺という局面で、想そう像ぞう以上の効こう果かを発はつ揮きする。


　とはいえ、口で言うほど簡単ではない。そもそも小さな銃弾程てい度どに込められた魔力では、強力な障壁は突破できない。物理障壁だけでなく魔力障壁も張られたらもう無意味だ。


　だが、その障壁を無む効こう化する術がある。銃弾に魔ま法ほう陣じんを直ちよく接せつ彫ほり込み、魔力を込めておくのだ。障壁突破の魔ま乖かい咒じゆをそこに描えがけば、小さな拳けん銃じゆうでも障壁を撃うち抜ぬける。


　しかし指先よりも小さな銃弾の表面に、0.3ミリ単位で精せい緻ちな魔法陣をビッシリと、手作業で彫り込まねばならないのだ。しかもそうやって作った銃弾も、数日もすると効果がなくなってしまう。作るのに恐おそろしく手間がかかる上に、作れる人間も少ない。今のところこれは暗殺を生なり業わいとする『偽ニセ』特有の技ぎ術じゆつで、他の八や祖そにもほとんど知れ渡わたっていない。


　安あん易いにこの銃弾を使えば、他の八祖に知られて警けい戒かいされてしまう。よって『偽』でも滅めつ多たに使われないが、今回は失敗できない任にん務むであるので、セバスは事前にその銃弾を用意してきた。なにを隠かくそう、セバスこそその特殊な銃弾を作る技術を持った数少ない暗殺者の一人でもある。


　さらにセバスはこの銃弾の効果を最さい大だい限げんに発揮できるようにした。


　用意した拳銃に、最初は通つう常じようの銃弾を込めておくのだ。その銃弾を障壁で弾いた相手の魔乖術師は、ただの拳銃と思って警戒を解とくのだ。そうやって油ゆ断だんしたところを間かん髪はつ入れず本命の障壁突破の魔弾で攻こう撃げき。今回の『闇ヤミ』も、面白いほど簡かん単たんに引っかかってくれた。


　最初のワイヤーで常人ならしばらく立ち上がれないほどの傷を受けたはずなのに、すぐ立ち上がってきた。さすが『闇』、回かい復ふく蘇そ生せいはお手の物か。


『闇』を殺すつもりはない。セバスがマイから受けた命令は足止めだ。だからワイヤーで身動きがとれなくなればそれでよかったのだが、立ち上がったのだからしかたがない。『闇』に生なま半はん可かな傷を与あたえても無意味だ。やるならば本気でやるしかない、とセバスは考えた。


　奥おくの手の拳銃を取り出し、通常弾で警戒心を解きつつ、魔弾で相手の両脚を撃って動きを止めたところを、間髪入れずに頭部を撃った。続けざま、頭部に合計二発の弾を撃ち込んだ。それで手持ちの魔弾は打ち止めだ。『闇』は血ち溜だまりに沈しずみ、そのまま起き上がらなかった。


　少しやり過すぎたか、無む表ひよう情じように、セバスはヨルを見下ろしながら思った。


　殺す気でかからねばならないと思ったが、それで本当に殺してしまうとは、自分もまだまだ甘あまい。通常の暗殺任務のクセで、相手に確かく実じつにトドメを刺さしてしまった。頭を狙ったのは、相手が防ぼう弾だんチョッキを着ている可か能のう性せいがあるからだ。ヨルは薄うす着ぎなのでそんなものをつけている可能性はほとんどないのだが、確実にトドメを刺す頭部を狙ってしまった。二発撃ち込んだのもそのためだ。一発命中しても万に一つの幸運で相手が生き残る場合があるが、二発命中すればその可能性も億に一つになる。威い力りよくの低い小型拳銃で確実に相手を殺す方法であった。


「さて……処しよ理りが面めん倒どうだな」


　魔ま宴えん参加者の暗殺――八祖をゆるがす大問題だ。場合によっては、八祖同士の戦争さえ勃ぼつ発ぱつしかねない。それは問題だが、殺してしまったものはもう仕方がない。今セバスがすべきは、現げん場ばの後始末だった。自分が殺したという痕こん跡せきを、確実に消さねばならない。


　携けい帯たい電話を取り出す。万が一に備そなえて、現場処しよ理り班はん数名が、隣となり町に待機しているはずだ。こういった現場の証しよう拠こを全すべて抹まつ消しようする本家のスペシャリストたちだ。連中に頼たのめば、少なくとも最悪の事じ態たいは防ふせげるはずだ。


　だが、二十四時間待機態たい勢せいのはずの処理班に、電話は繫がらなかった――どういうことだ？


　なんらかのトラブル？　いや、セバスは用心深い性せい格かくだった。なんの理由もなく処理班と連れん絡らくが取れなくなる可能性は限かぎりなく低い。つまり、処理班になにかあったのだ。最悪処理班が、何者かに始末されたのかもしれない。いや、今はその最悪の事態を想定すべきだ。


　素す早ばやくそこまで思考を巡めぐらせたとき――


　ユラァリ


　――背はい後ごでなにかの動く気配があった。


「……あぁ、また『偽ニセ』にやられるなんて、わたしもツメが甘いわ」


　バカな、セバスは、振ふり返った。未いまだ血まみれのヨルが、ムックリと起き上がったのだ。両膝ひざが砕くだかれているのに、ヨルは、立ち上がった。まるで見えない糸につり上げられたかのような立ち方だった。


「まったく、ミハイルのときといい、『偽』はやっぱり相あい性しようが悪いわ。『闇ヤミ』とは相そう克こくでこっちが有利なはずなのに、そのセコい戦い方は、わたしには最悪だわ」


　アゴから血を滴したたらせて、ヨルがこちらを見る。その右目には大きな穴あなが空いており、暗い眼がん窩かと歪ゆがんだ肉が、こちらに向いていた。


　ありえない、無表情のまま、セバスは冷や汗あせをひとしずく流した。どこからどう見ても、さっきのは致ち命めい傷しようだ。いくら『闇』でも、この傷きずを自力で回復できるはずが……


「『偽』でしょ？　あなたの所しよ属ぞくは？　答える必要はないわ、確かく信しんしてるから。連中以外に、こんな特殊な弾だん丸がんを持っている人間は知らないから」


　セバスは、気を落ち着けるために大きくつばを飲のみ込こんだ。落ち着け、相手に気け圧おされてはダメだ。相手はどう見ても死にかけではないか。後一発銃じゆう弾だんを受ければ今度こそあの世行き、そのはずだ。


「まったく、魔宴参加者のわたしに手を出すなんてとんでもない協定違い反はんね……でもいいわ、特別に見み逃のがしてあげる。だって、あなたはこのままおねんねしちゃうんだもの、お墓はかの下でね」


　ヨルが、歪んだ右目を持つヨルが、歪んだ笑えみを浮かべた。それはナイトなど、普ふ段だんの彼女を知るものが見れば違い和わ感かんを覚えずにはいられない、ヨルにはありえないほど冷れい酷こくな笑みだった。


「驚くことはないわ……まさか八祖直ちよつ系けい、『魔マ王オウの娘ムスメ』と謳うたわれるこのわたしが、こんな豆まめ鉄でつ砲ぽうで殺されるなんて、あなたも思ってはいなかったでしょ？」


　セバスの全身を、冷や汗が包んでいた。なんだ、この、目の前の相手から感じる恐ろしいまでのプレッシャー、威い圧あつ感は？……どうしようもないほど、強力な魔力の気配。


　セバスは、無言のまま、引き金を引いた。弾倉には六発の弾丸が装そう塡てん済ずみだ。立て続けに引き金を引く。


　魔弾は切れたために通常弾だが、物理障壁が解かい除じよされているようで、ヨルにそのまま命中した。彼女の首に、肩かたに、胴どう体たいに、弾丸は確実に命中し、宙ちゆうに浮うくヨルの細い体を震ふるわせた――が、それだけだ。


「やめてよね、痛いたいじゃない」


　まったく痛みなど感じていない様子で、ヨルはニタリと笑みを深くする。ダメだ、セバスは悟さとった。このバケモノに、この程てい度どの拳けん銃じゆう弾だんはまったく通じてない。


「あまり抵てい抗こうしないで。抵抗されると、加か減げんができなくなっちゃうわ」


　ゆらり、ヨルが右手を挙げた。その右手に、真っ黒い気体のようなものが絡からみつく。それは、煙けむりではない。もっと濃のう密みつで、不定形ながら確かく実じつに存そん在ざいする、漆しつ黒こくの闇やみとも言うべき存そん在ざいだ。


　手だけではない。『闇』が、ヨルの全身を包みこむ。傷口から銃弾が体外に排はい出しゆつされ、その傷を、『闇』が覆おおい隠かくしていく。


　今や全身を『闇』に同化させたヨル。その右手に大きな『闇』が、塊かたまりとなって、集まっていく。


「ミハイルの時は、そばにナイトがいたおかげでわたしも本気が出せなかった……でも今は違う」


　ヨルが、酷こく薄はくな笑みを浮かべて言う。


「今、近くにはあなたしかいない。無関係な一いつ般ぱん人じんは、もう近くにいない……いえ、ほとんどいないね。数人程度なら、巻まき込こんでも後でどうとでも処しよ理りできるわ」


「クッ」


　セバスは、後こう退たいした。ダメだ、手持ちの武器で、こいつを倒すことはできない。そう判はん断だんした後の行動は、早い。倒せないならば、撤てつ退たい以外の選せん択たく肢しはない。


　もちろん置きみやげは忘わすれない。腰こしから手しゆ榴りゆう弾だんを摑つかみ、ピンを抜いて、ヨルに投げつける。人一人くらい十分殺さつ傷しようする威力を持った武器だが、今のヨルを倒せるとはセバスにもとうてい思えない。だが、目くらましにはなるはずだ――


　ならなかった。


　投げつけた手榴弾はヨルの『闇』に呑のみ込まれ……それでお仕し舞まい。ヨルに変化はないし、いつまでたっても爆ばく発はつも、音すらも響ひびかない。完全に、無意味だった。


「あまり暴あばれないで……わたしも、まだこの街を消したくはないのよ」


　ニタァリ、ヨルの、口もとに、笑みが浮かんだ。だがそれは、ヨルの顔の肉が大きく歪んだ、とも表ひよう現げんできる。


「さぁ……始めましょうか」


　セバスは、覚かく悟ごを決めた。もちろん、刺さし違ちがえる覚悟だ。








「間違いないわ、お兄様は、ここで殺された……」


　微かすかな魔力の気配をたどってきたマイは、ついにこの場所にまでたどり着いた。ようやく、兄の最さい期ごに関する手がかりを得ることができた。


　この街に入ったときに気づいた、覚えのある微かすかな魔力。それは、今ならはっきり確信できる。彼女の愛いとしい兄のものだ。


　見覚えのあるミハイルの魔力の気配。それがこの場所に、最も多く残っている。つまり兄は、マイの兄、ミハイルはこの公園で殺されたのだ！


「かわいそうなお兄様。こんな異い境きようで命を落とすなんて」


　少し涙なみだぐむ。が、すぐに顔を上げた。


「ご安心を、お兄様。お兄様の敵かたきは、すぐにわたくしが……あら？」


　と、マイはそこで気づいた。ミハイルの魔力に、変なよどみがあることを。


　それは、ミハイルの魔力に敏びん感かんな、マイだからこそ気づいた微かな気配である。他の魔ま乖かい術じゆつ師しでは気づかなかっただろう。周囲にミハイルの死後拡かく散さんした魔力が残留していて、普ふ通つうはわからない。だが、ミハイルとのつきあいの長いマイにはわかった。人目につかない、茂しげみの向こうに、魔力は繫つながっているようだった。そこになにかがある。


　茂みをかき分けて進んだマイは、その先にミハイルの微かな魔力の残り香がを感じた。


「これは……なにかの、文字？」


　地面に、魔力を使って文字が書いてある。魔力で書かれてあるため雨や風で文字が消えることはないし、魔乖術師にしか読めない文字だ。おまけにマイでさえ、近づくまで、ここの気配にはまったく気づかなかったくらいだ。他の魔乖術師にはとうてい気づかれなかっただろうし、万が一見つかっても、この暗号はそう簡かん単たんには解かい読どくできまい。


「これ、お兄様が？」


　それは、ミハイルが残したメッセージだ。その内ない容ようは、なぜミハイルがこの場所に来たのかの理由だった。


「そう……不思議だったのよ。お兄様が、なんでこんな場所で『闇』なんかと戦ったのか」


『偽ニセ』の得意な戦法は暗殺、夜よ討うち朝あさ駆がけ闇やみ討うち不意討ち、いわゆる奇き襲しゆう戦法だ。


　そんなミハイルが、こんな敵てき地ちのど真ん中、視し界かいの開けた公園内で、正面から敵とぶつかり合うなど、ミハイルのことを知るマイには信じられないことだ。


　だが、これを読んでマイも合が点てんがいった。ミハイルは、調ちよう査さのためにこの地にやってきたのだ。そしてこの場所であるものを発見した――それをミハイルは詳くわしく調査していたが、その途と中ちゆうで『闇』たちが接せつ近きんしてきたため、やむなく勘かんづかれる前にしかけることにした――要約すると、そのような説明だった。


　おそらく――これを書いている時点で、ミハイルは自分が殺されると考えていたのだろう。暗殺者は常つねに自分が殺される覚悟をしていなくてはいけない、教えてくれたのはミハイルだ。その場合に備そなえて、自分が調べたことを、こんなところに隠かくしておいたのだ。


　そして最後に付け足すように書かれてあった。


『これを読むのがマイである場合、兄のことはすぐに忘れなさい。復ふく讐しゆうなどつまらないことは考えないでお前のやりたいことをやりなさい。私を殺した相手が地じ獄ごくへ堕おちてきたら、自分で復讐しますから、余よ計けいな手出しは無用です』


「お兄様……」


　マイの小さな胸むねの内に、ミハイルに対する様々な情念が湧わいてきた。ともすれば感情的になって復ふく讐しゆうにかけ出しそうになりかけたが、兄の教えがマイの冷静さを呼び戻してくれたのだった。


　――どれくらいその場に座すわり込こんでいたのだろうか。マイは、顔を起こすと、地面を手で掘ほり返し、そこに残っていた魔力をかき消した。これでもう、この文字が他人に読まれることはない。


　さて、どうしたものか――マイは考える。


　任にん務むはスガム・ナイトの抹まつ殺さつであるが、こんなものを読んでは、優ゆう先せん順位を変へん更こうしなくてはなるまい。ミハイルが発見したもの、この情じよう報ほうを、一いつ刻こくも早く本家に伝えねば。せっかくのミハイルの苦労をムダにするわけにはいかない。


　と、足音が聞こえた。こんな目立たない場所まで自分を追ってこれる人物に、マイは一人しか心当たりはなかった。


「早いわね、セバス。『闇』のほうはどうなったの？」








　魔ま宴えん中央審しん議ぎ会かい――


「……参加者同士の衝しよう突とつが収おさまり、現げん状じようは小しよう康こう状じよう態たいだな」


　と、現げん在ざいの状じよう況きようを確かく認にんするように、誰だれかが呟つぶやいた。


「確たしかに、『闇』と『歪ワイ』が一月ほど前にぶつかって以来、参加者同士の目立った動きはない」


「開かい宴えん直後の激げき戦せんも、収まったということだな」


　全員の目が、シュトレンベルグを見た。魔宴開始直後の戦いを制せいしたのは、どう見ても『闇』だからだ。現状で『滅メツ』『偽』の二つが敗はい退たい、それを倒たおしたのはどちらも『闇』だ。一歩ぬきんでているのは間違いない。


「もっとも、今後の展てん開かいはまだわからんがな」


　その通りだ、そのことは、シュトレンベルグ自身がよく心得ていた。どんなに序じよ盤ばんで優ゆう勢せいを誇ほこり、参加者七人の内五人を倒したとしても、六人目に敗れれば、それは一人目に敗北したのと大差ない結果だ。


　今のところ『闇』優位ではあるが、まだ先のことはわからない。


「我わがゾルグの『天才』も、出番がないと嘆なげいているところです」


　と、ゾルグが得意げに言う。『天才』の二つ名を持つゾルグは、今回の魔宴の優ゆう勝しよう候こう補ほ。『滅』が敗れた今、『闇』にとって最大のライバルと言ってもいい。


「『天才』は誰の挑ちよう戦せんでも受けると申しているのに、誰だれ一ひと人り、勝負を持ちかけてこないのですよ」


「わざわざ敵の陣じん地ちにまで足を運ぶのは、郵ゆう便びん屋やくらいのものだ」


　ヘルブストが、つまらなそうに呟く。


「そんなに戦いたいなら『天才』の方から動けと伝えておけ」


「さてさて、実じつ際さいの戦法はサクラリスに一いち任にんしているので、わたしからはなんとも」


　そんな下らない牽けん制せいをやって、なにが楽しいのか。


　いや、別に楽しんでやっているわけではないか、そのことは、シュトレンベルグ自身よくわかっていた。


　所しよ詮せんこの審議会など、魔宴を監かん視しするのが目的、実際の決けつ定てい権けんなど、あってないも同然なのだ。そんなこと、ここにいるものなら全員が心得ている。


　それでもわざわざ顔を出して不毛な足の引っ張ぱり合いを続けるのは――単に、慣かん習しゆうだからだ。だから過か去こにも、なんの意味もない魔宴を先せん祖ぞたちは延えん々えん繰くり返してきたのだろう。


　――だが、それも今回で終わりだ。


　真なる『魔王』さえ誕たん生じようすれば、魔宴をこれ以上繰り返す意味などなくなる。


　全すべては順調、シュトレンベルグの思おも惑わく通り、とも言える。


　だが、小康状態が続く、というのはやはり気がかりだ。


　魔宴は次代の『魔王』を生み出す盛せい大だいな祝しゆく宴えんという側面もある。そこで華はな々ばなしく、派は手でに戦せん闘とうが続けば続くほど、誕生する『魔王』への期待も高まる。実際前回、『魔王』ヨーゼフが生まれたときは、類を見ないほどの激げき戦せんだった。


　――相関関係があるわけではないが、今回の戦闘には派手さがない。


　今までに敗退した『滅』も『偽ニセ』も、戦闘開始後、短い期間でその姿すがたを消していった。長期戦が主体となる魔宴では、珍めずらしいと言えるだろう。


　決着が早く着くのは、別に構かまわない。だが、それなりに見み栄ばえのする戦いをして欲ほしいものだ――シュトレンベルグは、そんなことさえ思う。


　なにしろ今回で、魔宴は完全に終結するのだ。最後の魔宴にふさわしい、派手な犠ぎ牲せいと戦いを、参加者には演えんじて欲ほしいものだ。


「…………ん？」


「どうした、シュトレンベルグ？」


「いや……なにか気配を感じたのだが……」


「耄もう碌ろくしたか？　ここは貴き殿でんの膝ひざ元もとだろう？」


「そうだな、不ふ審しん者などいないはずだが……」


　でもシュトレンベルグは今、確かに背はい後ごに、誰かの気配を感じたのだ。


　――誰かが微かすかに笑えみを零こぼす気配を。








　――夢ゆめを見ていた。


　いや、それは夢ではないのかもしれない。過か去この思い出を、思い出していた。あるいは、それがいわゆる、人生の走そう馬ま燈とう、のようなものなのかもしれない。


　彼は元々、裕ゆう福ふくな身分ではなかった。魔ま乖かい術じゆつ師しと言っても、ピンキリである。八や祖そ直ちよつ系けいともなれば権けん勢せいをふるうこともできる。だがそんなことができるのは、全体のごく一部。分家は直系に無条じよう件けんに隷れい属ぞくするのが定めであるし、分家と名乗ることもできない、遠とお縁えんの血ち筋すじとなると、もはや使い走り程てい度どの役目しか担になうことはできない。


　だが彼には、才さい能のうがあった。魔乖術師としてではない、暗殺者として、非ひ凡ぼんな才能があった。それをある日、本家の少年に見いだされた。


『私と一いつ緒しよに来ませんか？』


　それ以来、彼は、主あるじに仕えて生きてきた。


『貴方あなたにお願いがあります』


　主の命令なら、なんでも聞くつもりだった。


『……のことをお願いします、――――』


　もはや誰だれも覚えていない、彼の本名を主は口にして――そこで、彼は目を覚ました。


　痛む全身にムチ打って、彼、セバスはなんとか起き上がった。


　そこは赤あか霧ぎり市の市街地だった、場所である。だった、というのは、今はもう、半ば廃はい墟きよとなっているからだ。


　周囲にあった建けん築ちく物ぶつは、大半が破は壊かいされ、ガレキと化している。舗ほ装そうされた道路は根こそぎ地面ごとひっくり返り、折れた電柱や街灯からは火花や煙けむりが立ち上っているし、近くで小規き模ぼの火か災さいも発生している。


　――そうか。『闇ヤミ』と戦っていたのか。


　記き憶おくが、ようやく繫つながる。一時はヨルをしとめたかと思ったが、ヨルは起き上がり、それどころか、セバスの想そう像ぞうを超こえた圧あつ倒とう的な魔力で、一いつ瞬しゆんでセバスを倒たおしたのだ。


　――よく生き残れたものだ。


　ヨルの、一発目の反はん撃げきを喰くらった段だん階かいでセバスは失神した。周囲の惨さん状じようを見る限かぎり、人間一人を殺してあまりある威い力りよくだったはずだ。実際さっきまでセバスの上には土とガレキが山のようにのしかかっており、必死に這はい出したものの、全身傷きずだらけ。ほとんど裸はだかの上半身は、固まった血と土が混まざってどす黒く汚よごれている。


　――それでも生き残れたのは、運がよかった。


　実際そうだ。たまたま吹ふっ飛ばされた先にあったのが布ふ団とん屋だったらしく、毛もう布ふに激げき突とつしたおかげで、セバスはなんとか死なずに済すんだようだ。


　セバスはその場で自分の傷を確かく認にん。外がい傷しようは大きいが、筋きん肉にくや骨ほねに異い状じようはなさそうだ。痛いたみさえ我が慢まんすれば、なんとか動くことができる。


　――懐なつかしい夢を見た。


　あるいは今のが人生の走馬燈だったのかもしれない。だが、残念ながら走馬燈が逆ぎやくに、セバスに生きる活力を与あたえてくれたのだ。セバスはそのおかげで、自分が生きる理由を思い出したのだった。


　今現げん在ざい、周囲に人の気配はなく、『闇』ももちろんいない。おそらく、セバスを倒したと思って、すでに立ち去ったのだろう。


　今はその幸運に酔よいしれる余よ裕ゆうもない。


　セバスは血の混まじった唾つばを吐はき捨すてると、いつもと変わらぬ無む表ひよう情じようで、ガレキと盛もり上がった土しかない道なき道を、駆かけだした。






　第三章　倒たおすべき敵てき







「おい、ナナ、そんなところにいたのか？」


　公園内を捜さがし回って、ナイトはようやくナナを見つけた。ナナは一人で、近くにマイの姿すがたはない。ナイトは周囲に視し線せんを走らせながら、ナナに尋たずねた。


「ナナ、マイちゃんとは一いつ緒しよじゃなかったのか？」


　ナナは、首を少しかしげたあと、いつもの笑みを浮うかべて答えた。


「です～、あの子なら今帰っていったですよ？」


「帰っただって？」


「ですです～。なんだか、知り合いの人が見つかったらしいですよ、セバスって人です」


　あぁ、マイの従じゆう者しやだか保ほ護ご者しやだか、なんだかそんな感じの人か。


「つまり、その人と一緒に帰ったってことか？」


「そうです～。なんだか、慌あわてた様子で帰っていったですよ」


　ふむ……まぁ、保護者が見つかったのなら、マイが帰るのには問題はない。


　でも、少し気がかりだった。マイを襲おそった、あの猟人かりうどとおぼしき男がいる。セバスというのがどんな人間かは知らないが、猟人に襲われてそれを撃げき退たいできる力があるのか……


「少し、心配だな」


　ナイトがそう呟つぶやくと、ナナが返事をした。


「大だい丈じよう夫ぶですよ、先生ぇ」


　ニコニコ、笑いながら、能のう天てん気きにそんな返事をするナナ。


「あの子だったら、ナナちゃんとお別れの挨あい拶さつしたですから、大丈夫ですよ～」


　そういうことを言いたいワケじゃないんだが……まぁ、いいか。変に気にして深く関かかわりすぎて、ヤブヘビになるのも問題だった。これまでも似にたようなことをしてひどい目に遭あったことも何度かある。前回のナナの時がそうだった。この辺りで手を引くのが潮しお時どきか。


「……なんて割わり切れれば、俺おれも少しは気が楽になるのかな」


　自分で言って、自分でも納なつ得とくできなかった。しかたないか、とこぼしてナナに尋ねる。


「ナナ。マイはどっちへ行った？」


「です？　どうしてですか？」


「あの子は、変な男に狙ねらわれている可か能のう性せいがある。この目で安全を確認するまでは、そう簡かん単たんにお別れはできないさ」


「先生ぇ？　あの子が気になるですか？」


　ふふふ、とナナが珍めずらしく意地の悪そうな笑えみを浮かべてなにか言おうとしたとき。


　爆ばく発はつ音がした。


　何事かと振ふり返ると、数百メートル離はなれた場所で炎ほのおが上がり、黒こく煙えんが立ち上っている。なにかの事じ故こ？　ナイトの胸むねに、イヤな予感が広がる。


「様子を見てくる」


「ナナも行くですよ～」


　二人は慌てて走り出した。





「また会ったのぉ、小こ娘むすめ」


　爆発のあったのは、大通り同士のぶつかる交差点だった。そのど真ん中に一分前まで自動車だったものの残ざん骸がいが転がり、その上にキョウシロウが仁に王おう立だちとなって、眼がん下かに立つマイを睨にらんでいた。


　キョウシロウの凶きよう悪あくを通り過すぎて悪あつ鬼きそのものと言ってもいい眼まな差ざしを前にして、マイは気き丈じようにも睨み返している。周囲には無関係の一いつ般ぱん人じんや乗用車が無数に存そん在ざいしたが、キョウシロウにそんなものを気にしたそぶりはない。


「目的の小こ僧ぞうがなかなか見つからんで、苛いらついとったんじゃ。ここで会ったのもなにかの縁えん。先にヌシを殺すことにするかのぉ」


　ギラリ、キョウシロウの手で、凶きよう刃じんが光る。それは抜ぬき身みの日本刀だ。それがキョウシロウの得え物ものである。彼はその刀で、乗用車を一いつ刀とう両りよう断だんしてしまったのである。恐おそろしいほどの剣けん技ぎであった。


　マイは、蛇へびに睨まれた蛙かえるの心しん境きようを再ふたたび味わっていた。こうやっているだけで、わかる。キョウシロウは、間ま違ちがいなく強い。抵てい抗こうはするだけムダだ。マイは、確かく実じつに殺される。


「安心せい。女子こ供どもをいたぶる趣しゆ味みはないわい……一ひと太た刀ちで斬きり捨すててくれる！」


　言いざま、キョウシロウが、跳とぶ。残ざん像ぞうが残るほどの速さで瞬しゆん時じにマイの目前へ迫せまり、大上段に振ふり上げた刀を、振り下ろす。マイは、身動き一つできない。


「だぁぁぁぁっ！」


　横から飛び出した人ひと影かげが、マイを抱かかえてギリギリ、キョウシロウの攻こう撃げきをかわした――ドガンッッ!!　たった一振りの刀から響ひびいたとは思えない爆発音。マイを逃にがし、アスファルトを、キョウシロウは切り裂さいたのだ。刀が裂いた地面には、底が深くて真っ暗にしか見えないほどの地じ割われのような穴あなが空いていた。あんな攻撃を喰くらえば、人間など一瞬で微み塵じんになってしまうだろう。


「ふん、小僧、またワシのジャマをするか」


　と、キョウシロウは言い、マイを抱かかえたナイトを睨んだ。


「小僧、今度は逃のがさんぞ。ヌシ等全員、根こそぎ皆みな殺ごろしじゃ！」


　凶刃が、ギラリ、不気味な輝かがやきを放つ。


　取りあえず、マイは保護者と一いつ緒しよじゃなかったのか、という疑ぎ問もんはあったが、今はそんなことを気にしている余よ裕ゆうはなさそうだった。


　キョウシロウの圧あつ倒とう的なプレッシャーに呑のみ込こまれかけながら、ナイトは叫さけびかえした。


「だまれ！　どうしてこんな子供を狙う！　貴き様さまは何者だ！」


「ふん、まずはヌシが名乗るんじゃな。気が向けば名乗り返してやるわい」


「俺は清すが夢む騎ない人と、魔ま乖かい術じゆつ師しだ！」


　マイを地面に下ろし、ナイトは胸むねを張はって名乗りを上げた。逃げも隠かくれもしない、猟人とおぼしき男を前に、ナイトは堂々と名乗った。ん、と、傍かたわらのマイが、ナイトの名乗りに反はん応のうした。そう言えば、マイには名前を言っていないのだった。


　そしてナイトの名に、キョウシロウは片かた眉まゆを上げた。


「なんじゃ、ヌシがそうじゃったのか？」


「俺を知ってるのか？」


「あぁ、ヌシを捜さがしていたんじゃ」


　キョウシロウはゆっくりと、舐なめるようにナイトの全身を見つめた。


「なんじゃ。《神シン》や《炎エン》が気にかけるからどんな相手かと思えば、ヌシがそうか？　解げせんのぉ。ただの小僧にしか見えん」


「なら、試ためすか？」


　ナイトは、静かに構かまえる。周囲にいた一般人は、キョウシロウの凶行を前に、悲鳴を上げながら逃げまどっている。ヨルの魔ま力りよくの気配が近づいてくるのが感じられるので、ヨルがすぐ人ひと払ばらいをするはずだ。このまま逃げてくれればそれでいい。ナイトは、取りあえずヨルと合流する時間を稼かせぐことにした。


「ふん、まぁいいわい。せっかくワシが出向いたんじゃ、余あまり失望させんでくれ」


　キョウシロウが、右手を横に伸のばす。その手に、虚こ空くうから現あらわれた刀が握にぎられた。文字通り、なにもない空間からいきなり刀が現れたのだ。最初に持っていた刀とあわせて合計四本、片かた手てに二本ずつ、指の間に挟はさんで握る。


「礼れい儀ぎじゃ、名乗ろう。ワシはシチガイ・キョウシロウ。五ご聖せい竜りゆうが一ひと柱はしら、《斬ざん壕ごうの剣けん竜りゆう王おう》と呼よばれておる！」


　やはり五聖竜！　驚おどろく間もなく、キョウシロウは四本の刀を、ナイトめがけて投げつけてきた。速い。刀は、矢のような速さで風を切って飛来してきた。恐ろしいほどの怪かい力りき。それでいて全すべて正せい確かくに、ナイトが立っていた場所めがけて飛んできた。


　ナイトは後こう退たいしつつ、物理障しよう壁へきを強化して刀を弾はじく。が、その時にはすでにキョウシロウも動いていた。


「カメのようにノロいわい」


　ナイトの頭上に、刀を振ふり上げたキョウシロウが迫せまっていた。とんでもない瞬しゆん発ぱつ力りよくだ。十分間合いは離はなしていたはずなのに、もうこんな位置に！　その動きは、ナイトでも視し線せんで追うのがやっとだった。


　転がるような勢いきおいで斜ななめ後ろへ飛んで、ギリギリ回かい避ひできた。だが、前まえ髪がみが少し切せつ断だんされた。恐ろしい技わざのキレ！　強きよう敵てきだ。


「まだまだっ！」


　目前のキョウシロウは、握った刀を、ナイトへ至し近きん距きよ離りから突つき出すように投げてくる。ナイトは魔力を右手に込こめて、それを弾く。だが、キョウシロウの反対の手に現れた刀が、ナイトの、肩かたを切り裂く。


「クッ」


　障壁が、破やぶられた。やはりこの男、段だん違ちがいに強い。


「その程てい度どか、やはりのぉ」


　キョウシロウが、失望のような声を漏もらす。その声が、ナイトの怒いかりを呼よび起おこす。


「いい気に、なるなっ！」


　右手に、魔力を剣けんの形に固め、武ぶ器きを持つ。ナイトも、剣での戦い方は昔習ったことがある。それなりの動きはできるつもりだ。


「甘あまいわ。ワシに剣で挑いどむとは、どこまで命知らずなんじゃ！」


　キョウシロウの刀を、ナイトは受け止めながら、流すように後退する。が、キョウシロウはナイトを上回る速さで前に踏ふみ出し、両手の刀を、次々と叩たたきつけてくる。一合打ち合うだけで、ナイトの手には芯しんまで響ひびくような痺しびれが残る。ダメだ、こいつ、受け止めるだけで限げん界かいだ！


「がぁぁぁぁっ！」


　が、この程度で負けられない。魔ま乖かい咒じゆで、両腕の筋きん力りよくを強化。打ち合った瞬しゆん間かん、人間離ばなれした怪かい力りきで、キョウシロウを力ずくではじき飛ばす。それでなんとか距離を取った。


「だから甘いと、言っておる！」


　キョウシロウは両手に八本の刀を構え、全てを、ナイトめがけて投げつけてくる。なんなんだ、こいつの戦い方は？　刀を、湯水のように使い捨すてていく。こんな相手と戦ったことは初めてだ。動きも、ひどく読みにくい。


　そもそも刀をどこに隠かくし持っている？　すでにナイトとの戦せん闘とうでは、二十本近い刀を使っている。それらの刀はどれも刃は渡わたり七十センチ以上ある、真しん剣けんだ。物理的に考えて、人間一人が隠し持っていられるはずがない。仮かりに持っていたとしても、刀は鋼こう鉄てつの塊かたまりだ。そんな大量の刀は、重りに等しい。人間が隠し持って、あれだけ素す早ばやく動けるはずがない。


　しかし、そんなことを考えていられるほど、キョウシロウは易やさしい相手ではない。ナイトは刃やいば同士をぶつけて火花を散らしながら、なんとか相手の攻こう撃げきを受け止めるのに精せい一いつ杯ぱいだった。


　そしてナイトがキョウシロウとの戦いに苦戦している横、マイは、呆ぼう然ぜんとその戦いを眺ながめていた。


　ナイトは、なぜ自分を助けたのか。まさか、彼は自分の正体にまだ気づいてないのか？　だとしたら、救いがたいほど、どうしようもないほどの大マヌケだ、ナイトは。


「違ちがうですよ」


　否ひ定ていの声は、すぐ横から聞こえた。横には、ひどくまじめな顔をしたナナがたたずんでいた。


「別に先生ぇは、お嬢じようちゃんの正体なんて気にしてないです。お嬢ちゃんの正体を知っていても、さっきみたいな時は助けに行くです。先生ぇは、そ～ゆ～人ですよ」


　こちらの答えを見み透すかしたように、ナナが言う。マイは、ナナを睨にらんでみたが、その顔の裏うらにある真意は読めなかった。


　考えてみればこの小こ娘むすめが、一番謎なぞだ。こいつさえいなければ……いや、もうそんなことはいい。


　マイは、ナイトとキョウシロウの戦いに目を戻もどした。ナイトは、必死になってキョウシロウと戦っている。どうやらキョウシロウもナイトを狙っていた様子だが、今回の戦いは、マイをかばったことが発ほつ端たんだ。まったく、余よ計けいなことをしてくれる。


「先生ぇは、優しい人ですから～」


「……バカみたい」


　ナイトの行動は、マイにはとうてい、理り解かいできるものではなかった。早い話、とんでもないお人ひと好よしということではないか。暗殺者としての心構えを幼おさない頃ころから教え込まれたマイには、なじみのない考えである。


「でも、おかげで助かったわ」


　まぁ、その点だけは、礼を言ってもいいかもしれない。


「早く逃にげるといいですよ？」


　ナナが、静かに告げる。


「今の内に逃げるのが、たぶん、一番、誰だれも傷きずつかないですむです」


「言われるまでもないわ」


　本当に、この子はなんなんだろう、マイは隣となりのナナを見て首をひねった。謎だ。この子がナイトのそばにいるということが、一番謎だった。


　まぁいい。マイには今、やらねばならないことがある。ナイトの暗殺など、また次の機会でいい。今は、一いつ刻こくも早く本家に戻って報ほう告こくせねば！


　マイは、人気のなくなった道を、素早く駆かけて、その場から離はなれていく。だが、その姿すがたを、ナイトと戦いながらキョウシロウがめざとく発見する。


「バカめ、逃がさんと言ったじゃろ！」


「グゥッ」


　キョウシロウの腕うでの筋きん肉にくが盛もり上がり、打ち合った瞬しゆん間かん、ナイトの体が弾かれた。そのスキに、キョウシロウはマイを追って、風のような速さで飛び出す。少しだけ遅おくれて、その横を、ナイトも併へい走そうする。


「お前の相手は俺だ！」


「ヌシでは相手にならぬ！」


　背はい後ごを取られるのはおもしろくない。キョウシロウは駆かけながら後ろを振ふり返り、ナイトへ斬きりかかる。ナイトは、斬ざん撃げきを弾はじく。キョウシロウは、体たい勢せいが少し崩くずれたナイトめがけて、大きく体を反そらせ、反動をつけながら刀を構えた。


「受けてみるがいい、ワシの必殺剣を！」


　キョウシロウの全身から、闘とう気きが立ち上る。ナイトは全身の毛け穴あなが開くような違い和わ感を覚えた。マズイ、キョウシロウから放はなたれる殺気が、今までと段だん違ちがいだ！　とんでもない大おお技わざを使う気だ。


「させるか！」


　ナイトは手から、炎玉を放った。が、そんな単たん純じゆんな魔ま乖かい咒じゆ、キョウシロウにとっては水しぶき程てい度どの障しよう害がいにすらならなかった。





「斬ッッ!!」





　キョウシロウが全身の力で、刀を真一文字に振るう。が、ナイトには、キョウシロウの動きが全く見えなかった。気づいたときには、キョウシロウは刀をすでに振り切った後だった。自分が、なにをされたのか、わからなかった。


　構えていた魔力の剣けんが、手の中で真っ二つに折れた。


「グボッ！」


　ナイトの口から血が溢あふれて、息を詰つまらせながら崩れる。受け止めた刀は破は壊かいされ、ナイトの胸むねと腹ふく部ぶの間が、ナナメに斬きり裂さかれていた。どす黒い傷きず口ぐちから、たちまち血が溢れてくる。


　全身がズタズタに切り裂かれたような感じだった。マズイ……ナイトは、倒たおれながら思った。これは、致ち命めい傷しようだ。ナナメに肋ろつ骨こつも何本か切せつ断だんされた。すぐに治ち療りようしないと、命に関かかわる深い傷だ。とんでもない男だ、キョウシロウは。今まで戦った、どの敵てきよりも、段違いに、強い。動きが速いとか、力が強いとか、もはやそういうレベルを超ちよう越えつして、ひたすら強い、そうとしか表ひよう現げんのしようがない。


　あまりにも大きすぎる力の壁かべにナイトは正面からぶつかり、自分が粉々に砕くだけてしまったことを、知った。キョウシロウの攻こう撃げきは、もはや神かみ業わざレベルだ。かわそうと考えたときにはもう斬られていた。防ぼう御ぎよしようとしても、防御ごと斬り裂かれた。防ふせぎようのない、必殺の、必ひつ滅めつの斬撃。今のナイトには、どうしようもない実力差。


　これがキョウシロウ。《塹ざん壕ごうの剣けん竜りゆ王うおう》、最強の五ご聖せい竜りゆう、シチガイ・キョウシロウ！　まさに鬼おにのように、いや、鬼よりも強い最高の剣士！


「フン、やはりこの程度じゃったか。ワシが本気を出すまでもない」


　キョウシロウは、抜ぬき身みの日本刀を肩かたに担かついだ体勢で、冷たくナイトを見下ろしていた。


「足りんのぉ。全然足らんわい。この程度の血で、戦いで、ワシが満足できると思うたか！　全くもって、物足りん」


　ギロリ、遠ざかっていく、マイの背せ中なかを、睨にらむ。ナイトのせいで、だいぶ逃げられてしまった。だが、キョウシロウの視し界かいにいる限かぎり、そこはキョウシロウの掌てのひらの内にすぎない。


「そして小こ娘むすめ、ヌシも、そこが墓はか場ばじゃ」


　マイとキョウシロウの距きよ離りは、すでに五十メートル以上離はなれている。さらにマイの足はなかなか速く、いかにキョウシロウと言えど、そう簡かん単たんには追いつけないだろう。


　が、キョウシロウは、傍かたわらの壁に手を突つくと、力強く、壁を叩たたいた。瞬しゆん間かん。


　ゴゴゴゴ


　不気味な響ひびきと共に、壁に真一文字に切れ目が走り、たちまち亀き裂れつが走っていく。ナイトを今し方斬り伏ふせた斬撃は、傍らの建物すらも、斬り裂いていたのである。


　その切れ目に沿そって、建物は、ゆっくり倒とう壊かいして、隣の建物に、ぶつかる。その重じゆう圧あつに耐たえかねて、二番目の建物も倒れ、次の建物も……ドミノ倒しのごとく、家々が倒れていく。


　ドガガガガガガガガガ


　破は滅めつの崩ほう壊かい音が辺り一帯に響き、通りがたちまち瓦が解かいしていく。


　その先に、マイは、いた。


　マイは走りながら、自分の両側の家が、自分を押おし潰つぶすように倒れてくるのに気づいた。


「そんな！」


　信じられない。こんなやりかたで自分を倒そうとするなんて、どんなバケモノだ！


　マイは、足を速めて家が崩れるよりも先にその場を抜けようとした。が、その行く手に、上空から飛来した日本刀が突き刺さり、マイの進行を、妨さまたげる。次々と刀が刺さり、マイの、行く手をたちまち塞ふさいだ。


　マイは、背後を振り返った。両手に刀を無数に構えたキョウシロウが、次々と投とう擲てきして、マイの足を止めたのだ。目もく測そくで、すでに百メートルは離はなれているのに、どういう力をしているんだ、あの男は！


　マイの、頭上に影かげが差す。今や逃げ道は失われた。マイを押し潰す大質量の壁が、両側から地響きと共に迫せまってくる。もうダメだ、これ以上は、逃げようがない。マイは、どうすることもできず、その場に、立ちつくした。


「助けて……」


　自分でも無む意い識しきに、そんな声がいつのまにか漏もれていた。


「助けてお兄様ぁっ！」


　叫ぶマイの前に、人ひと影かげが現あらわれた。その人物は、マイをかばうように、全すべてから彼女を守るように、立ちはだかる。


　倒壊、轟ごう音おん。無数のガレキが飛び散り、粉ふん塵じんが煙けむりのように辺りを埋うめ尽つくす。


　そしてその粉塵が収おさまる頃ころ、中心に、二人の人影があった。蹲うずくまるように座すわるマイ。そんな彼女を守って立つ大おお柄がらな人物は。


「セバス!?」


「お呼びでしょうか、お嬢じよう様さま？」


　彼女の従じゆう者しやであるセバスが、そこに立っていた。だが、それはヒドイ有様だった。


　黒いスーツはボロボロで、ほとんど服としての役目を果たしていない。満まん身しん創そう痍い、大小様々な傷がむき出しのセバスの上半身を埋め尽くし、ドス黒く変色した血が、全身を染そめ上あげていた。


「セバス！　大ケガじゃない！」


「ご安心を、お嬢様。この傷は大半が、『闇ヤミ』にやられたものです。たかが家の一個こや二個がぶつかった程てい度どで、このセバス、なんともありません」
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　どこまで本気なのかわからないが、セバスは血で汚よごれた顔を、いつもとかわらぬ無表情で包んだまま、淡たん々たんと答えた。


　少し離れていただけなのに、何日も貌かおを合わせなかったような気がして、マイは不覚にも、自分の従者の顔を見て涙なみだぐんでしまった。


「このバカセバス！　遅おそいわよ！　もっと早く来なさいよ！」


「申もうし訳わけございませんお嬢様」


「まったく、主あるじに心配かけるなんて本当にどうしようもない従者だわ、お前は」


「重ね重ね申し訳ございません」


　マイは、血まみれのセバスに近づくと、その腹ふつ筋きんを、思いっきり殴なぐった。固い壁かべを殴ったような手て応ごたえが返ってきて、マイの手首の方がダメージは大きかったが、そこは気合いでごまかす。


「つ、次に同じことしたら、百回は殴ってやるんだからね！」


「気をつけます」


　頭を下げ、セバスはさて、と背はい後ごを見る。ガレキで埋め尽くされた通りの向こうに、不ふ敵てきな笑えみを浮かべるキョウシロウが、面おも白しろそうにセバスを見ていた。


「ふん。とんだ乱らん入にゆう者しやじゃが、ちょうど食い足りんかったとこじゃ。もう二、三匹びき、ザコを片かた付づけるとするかのぉ」


「ナイト！」


　遅おくれてヨルも駆かけつけた。路上に倒たおれるナイト。胸むねが大きく裂かれ、明らかに重じゆう傷しようだ。ヨルが、慌てて傷きずを塞ふさぎはじめる。


「なにやってるのよ！　あれだけムチャはするなって言ってるでしょ！」


「ヨル？」


「変な『偽ニセ』にわたしも襲おそわれて戦って、あなたの方からも変な気配を感じたから駆けつけたのよ」


　先ほどまでセバスと戦っていたヨルは、そう返事をした。ヨルはセバスとの戦いで致ち命めい傷しようを負ったはずなのに、すでにその傷はどこにもない。それどころか、セバスの方が遥はるかに大きなケガをしていた。


　だがナイトはヨルとセバスの事じ情じようなど知らないので、そこには疑ぎ問もんを抱いだかなかった。


「悪い、ヨル……」


「動かないで！　今まとめて傷を塞いでるから」


　ナナが近づいてきて、ナイトの様子を眺ながめる。


「先生ぇ、大だい丈じよう夫ぶですか？」


「あぁ、これくらい……かすり傷さ」


「ウソ言わないでよ。まったく、わたしが見ていないとすぐムチャするんだから」


　口では文もん句くを言いながらも、ヨルは手早く治ち療りようをしてくれる。やっぱり、自分はヨルがいないとまともに戦えないのかも、と情なさけないことを考えてしまう。


「まぁ言いたいことは色々あるけど……今はこの場を何とかしないとね」


「そうだな」


　ナイトたちは、キョウシロウを睨にらんだ。だがキョウシロウは、ナイトへの興きよう味みなど失うせたのか、マイとセバスのほうへと、ゆっくり近づいていく。


「お嬢様」


　キョウシロウから視し線せんを外さないまま、セバスが静かに告げる。


「なによ？」


「お逃にげください」


　マイは、目を見開いた。従者の口から、信じられない言葉が告げられたからだ。


「残念ながら、このセバスの全力を以ってしても、あの男の足止め程度しかできそうにありません。ここはこのセバスに任まかせ、お嬢様はお逃げください。ご安心を。連れん絡らくを回して脱だつ出しゆつの手はずは整えてございます。もはやこうなっては、当初の暗殺など達成は困こん難なん。早さつ急きゆうに本家へ帰き還かんするのが上じよう策さくかと」


「ふざけないで！」


　マイは、怒いかりに震ふるえて叫さけんだ。


「わたくしに、そんな屈くつ辱じよく的な逃とう亡ぼうをしろというの！」


「お嬢様、生きていれば次の機会はございます。どうか、このセバスに任せて……」


「違ちがうわ、このバカ！」


　マイは、怒ど鳴なる。


「わたくしが言いたいのは、わたくしに、従者を見み捨すてて逃げる主あるじになれと、お前は言うのかと尋たずねているのよ！」


　それは……セバスは表情を動かさないまま、色々と考えた。この小さな主が、その小さな胸の中に様々な思いを抱いだいていると言うことを、セバスは心得ていた。そして普ふ段だんはワガママだが、意外と他人への思いやりも持ち合わせていると言うことも、知っていた。


　だからセバスは、自分がなにをすべきかを、よく心得ていた。


「お嬢様、お逃げください。セバスはここで時間を稼かせぎ、お嬢様が安全な場所まで行けば、このセバスもすぐに脱出します。これも従者の務め、どうかお逃げください」


　マイは、聳そびえるセバスの大きな背せ中なかと、ゆっくり近づいてくるキョウシロウを見み比くらべた。


「お前……セバス。お前は、わたくしをバカにしていたんじゃないの？　わたくしみたいなチンチクリンのガキを、心の中であざ笑っていたのではないの？　なのにどうして？」


　セバスは、少しだけ肩かたをすくめた。はて、とセバスはとぼけた声を出す。


「主をけなす従者がどこにいましょう……このセバス、お嬢様と初めてお会いしたときよりお嬢様の従者でございます。この忠ちゆう誠せいには一いつ片ぺんの曇くもりもございません」


　セバスは自分の命が危き険けんな状じよう況きようでも、声一つ変えず、淡たん々たんと告げる。


　マイは、そんな従者の複ふく雑ざつな想おもいをはかろうとして――途と中ちゆうで、止めた。そんなこと、今いま更さら考え直すことでもない。なぜなら、従者の心は、主である自分がよくわかっている。


　マイは一回息を吐つき、周囲に視線を巡めぐらせて素す早ばやく状況を確かく認にんし……マイは、他の選せん択たく肢しはないと、悟さとった。


「セバス、任せるわよ」


　マイは、言う。セバスは、静かに答えた。


「任されました、お嬢様」


　従者は、快かい諾だくした。


「してお嬢様、足止めするだけでよろしいのでしょうか？」


　足止めすることすらできるかどうか、はっきりわからない危険な状況――でも、マイは現在の状況をはっきり自覚しながらも、それ以上のことを、自分の従者に要求した。


「なら一つ付け足すわ……必ず戻もどりなさい」


「かしこまりました、お嬢様」


　それだけの言葉を最後に交かわし、マイは、ガレキを飛び越こえて走り去っていく。


「まだ逃げるか……が、逃がさん！」


　キョウシロウが、両手に一本ずつ刀を構かまえ、逃げるマイを追う。だがそれを阻はばむように、セバスが、立ちふさがる。


「ジャマじゃ！」


　一刀で、斬きり伏ふせる――と思ったが、セバスが、両手に握にぎったサバイバルナイフで、キョウシロウの攻こう撃げきを受け止めた。


「面おも白しろい。ワシにそんなナマクラで挑いどむか！」


　キョウシロウが獰どう猛もうに笑いながら、次々と斬ざん撃げきを放つ。セバスは後こう退たいしながら、巨きよ体たいに似に合あわぬ器用さで、その攻撃を全すべて受け流していく。


「少しはできるのぉ、ヌシ」


　キョウシロウは、セバスに興味を持ったようだ。逃げるマイのことも忘わすれ、目の前のセバスへ、執しつ拗ように攻撃していく。セバスは、下がりながら攻撃を受け止める。


「逃げるばかりではどうにもならんぞ！」


　キョウシロウが、一段と激はげしく、強く、速く、セバスへ打うち込こむ。セバスのナイフが軋きしむような悲鳴を上げ、刃やいばにヒビが走り、次の瞬しゆん間かん、粉々に砕くだけ散ちった。


「もらった！」


　キョウシロウが、大きく刀を振ふりかぶって、トドメを放つ。セバスは、破は壊かいされたナイフの柄つかを投げつけながら、腰こしから新たなナイフを抜いて、構える。が、そんな小さな刃は物もので、キョウシロウの攻撃を受け止められるはずがない。


　ナイフが一いつ瞬しゆんで砕かれる。セバスはとっさに、両手でキョウシロウの刃を受け止めた。白しら刃は取どりだ。が、その程てい度どで受け止められるほど、キョウシロウは甘あまくない。


「阿あ呆ほうがっ！」


　セバスの巨体が、吹ふっ飛ばされた。地面に叩たたきつけられる寸すん前ぜん、右手で地面を叩き、その反動で起き上がる。が、起き上がったその鼻先に、日本刀の切っ先が突つきつけられた。


「やはりこの程度か」


　キョウシロウが、セバスを見てそう呟つぶやく。セバスは静かに、両手を挙げた。


「参った。降こう参さんだ」


「ふん、つまらんのぉ。そんな命いのち乞ごい、ワシが聞くと思ったか？」


「……頼たのむ、命は助けてくれ」


　セバスが一転、情なさけない鼻声を出した。その声は、震ふるえていた。


「命は、まだ惜おしい。お嬢様にはまだ、自分が必要なんだ。なんでもするから、命は……」


「見苦しいわ、従じゆう者しや！」


　キョウシロウが、刀を大きく振りかぶる。


「往おう生じよう際ぎわが悪いわっ！　死ね！」


「だぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　隙すきをうかがっていたナイトは、それ以上見ていられなくなってキョウシロウへ跳とびかかった。キョウシロウは顔をしかめながら、ナイトを片かた手てに持った刀で弾はじく。


「無ぶ粋すいじゃな、小こ僧ぞう。真しん剣けん勝負に横やりとは、礼れい儀ぎを知らんのか！」


「黙だまれ！　ならば、降参した相手を殺すのが貴き様さまの礼儀か！」


　取りあえず乱らん入にゆうしてきた、このセバスという男とマイ、二人のことは、よく知らない。ヨルの話によれば、敵てきらしいが、今のナイトにはどうでもいい。そんなことは関係ない。降参して、無抵てい抗こうの相手を殺す――そんな非ひ道どうを、見み逃のがせるものか！


「阿呆か、ヌシ！」


　呆あきれの混まじった声を、キョウシロウが漏もらす。


「甘あまいことを吐ぬかしおって！　敵は根こそぎ皆殺し。それが基き本ほんじゃ！」


「だからって、降参した相手を殺す道理はない！」


「だからそれが甘いと言うんじゃ！」


　キョウシロウが、ナイトを睨にらんで叫さけぶ。


「あの男が降参などするか！　ただワシと会話を長引かせ、小こ娘むすめの逃のがれる時間を稼かせごうとしただけじゃ！」


「だとしてもっ！」


　叫び、激げき情じように突つき動かされるように、ナイトはキョウシロウへと立ち向かう。


　キョウシロウは、強い。素す直なおにそう思える、ナイトよりも、遥はるかに強い。だが、それだけの力がありながら、自分よりも弱いセバスやマイといった相手を、無情に殺そうとしている。


　違ちがう！　ナイトは思った。キョウシロウは強い、だが、致ち命めい的に間違っている。


　力は、決して自分より弱い相手を虐しいたげるためのものではない――大切なものを護まもるために使うべきものなんだ――ナイトは、自分の信念のままに、キョウシロウと対たい峙じする。


　ナイトは、手に刀を構えていた。先ほどキョウシロウが投げたうちの一つだ。見たところ、この刀はキョウシロウが使っている刀と同じだった。腕うでに差はあるが、武ぶ器きの差は、なんとか埋うめられるはずだった。


「甘いわ、小僧。それでもワシとヌシの間には、果ての見えない断だん崖がいが存そん在ざいする！」


　キョウシロウは、ほとんどナイトの方を見ないまま刀を振るった。高速で動く刀の切っ先から、見えない真空の刃が放たれ、ナイトを襲おそう。ナイトは跳とんで攻撃をかわすが、それはキョウシロウにとって、絶ぜつ好こうのスキだった。


「この一撃で終わらせてくれる！」





　斬！





　キョウシロウが、強きよう烈れつな斬ざん撃げきでナイトを叩き伏ふせた――かに見えた。


　ナイトの胴どう体たいを両りよう断だんするつもりで放った攻撃は、だが、ナイトの胸むねを浅く裂さいたにすぎなかった。ナイトは、未いまだ健けん在ざいだ。


　はらり、キョウシロウの視し界かいに、髪かみがかかる。ざんばら髪の一部が、地面に落ちた。


　ナイトは、キョウシロウの攻撃をかわしたどころか、わずかにキョウシロウを斬きったのだった。もちろん互たがいの力量の差は歴然としているが、先ほどまでキョウシロウに手も足も出なかった人間と同じとは思えない。


「なん、じゃと？」


「失敗だな、キョウシロウ。強力な技わざとはいえ、同じ技は俺おれには効きかない！」


　ナイトは、胸から血を流しながら、ニヤリと笑う。それを見て、キョウシロウも笑った。


「ぐわぁっはっはっはっはっはっは!!　これだから、面おも白しろい。こんな辺へん境きようで、髪とはいえ、ワシに傷きずつける者がまだ残っておったか！」


　キョウシロウは笑いながら、ナイトを睨にらむ。ナイトは、油ゆ断だんなく刀を構え、その背はい後ごには、手出しするタイミングを計っているらしいヨルとナナの姿すがたがある。三人がかりなら、キョウシロウも、多少は手こずるかもしれない。


　そして、背後を見る。ナイトの乱入で時間を得たセバスが、道の向こうに止まっていた黒くろ塗ぬりの車に飛び込こんでいた。その車はたちまち急発進していく。逃とう走そう手しゆ段だんとして車を用意してあったか。人気のなくなった街を、その車は法定速度を無む視ししてかっ飛ばしていく。さすがに今から追っても、追いつくのは少し面めん倒どうだ。


「さて、どうしようかのぉ」


　キョウシロウは手に刀を持ったまま、ゆっくり左右を見る。逃にげる車と、構えるナイトたち。いったい、どちらを先に片かた付づけるべきか、頭の中で、素す早ばやく計算していく。


「ふん、まぁいいじゃろ」


　そう言って、キョウシロウはナイトたちと向き合った。


「確たしかに獲え物ものを逃がすのはつまらん。が、一方はワシから逃げるために戦い、もう一方はワシに正面から立ち向かってくる。どっちが楽しめるかを考えれば、ヌシ等の相手をせねばなるまいて」


　ナイトたち三人を前にして、野や獣じゆうのような笑えみを浮かべるキョウシロウ。三対一という状じよう況きようなのに、全く恐おそれた様子はない。むしろ、楽しそうに笑ってさえいる。


「ヨル……いけるか？」


「そうね」


　ナイトとヨル、互たがいの状況を確かく認にん。互いに言葉はあまりにも短いが、ここ数ヶ月ほどのつきあいで、互いの言いたいことは、なんとなくつかめる。阿あ吽うんの呼こ吸きゆうというやつだ。


　キョウシロウは、強い。とにかく、言葉で表せないくらい、半はん端ぱなく強い。


　これまでナイトは、自分とヨル、二人がかりなら、どんな敵が来ても正面から戦う限かぎりは無む敵てきだ、と思っていた。だがキョウシロウと対たい峙じして、その自信が初めて揺ゆらいだ。もしかしたら、二人がかりでも勝てないかもしれない、キョウシロウは、そんな相手だ。


　そんな相手とどう戦えばいいのか。下手な小細工など、キョウシロウはたやすく食い破やぶってしまうだろう。ならば、単たん純じゆんだ。


　こちらの最強の必ひつ殺さつ技わざを叩き込んで力ずくでねじ伏せる――乱らん暴ぼうなようだが、それが一番確かく実じつなやり方だ。


　具体的には、ナイトの切り札、『滅メツ』の第四咒じゆ法ほう〈破は壊かいと滅めつ亡ぼうの紡つむぎ手〉を撃ち込む。それしかない。相手の防ぼう御ぎよ、反撃を無む効こう化し、命中すれば一撃死。その切きり札ふだには、キョウシロウも対たい抗こうできないはずだ。


　だが、ナイトがそれを撃ち込むことができるか……違うな、ナイトは思う。できるかどうかじゃない、やるしかないのだ。


「行くわよ！」


　ヨルが、前に出てしかけた。ナイトが第四咒法を展てん開かいさせるだけの時間を稼ぐためだ。


　ヨルが手を振り、指先から稲いな妻ずまをキョウシロウに放つ。だが。


「子こ供どもだましじゃな」


　意に介かいした様子もなく、刀の一ひと振ふりで、稲妻を打ち払はらった。それだけだ。かわそうともしない。やはり、下位咒法程てい度どではなんの効こう果かもない。


「まだまだっ！」


　ヨルが、続けざまに魔ま乖かい咒じゆを放つ。だが、キョウシロウはその攻撃を前に、むしろ失望したような顔になった。


「つまらんのぉ、こんな児じ戯ぎで」


　キョウシロウの姿が、かき消すように消えた。ヨルの攻撃は、全すべて空から振ぶり。そして気づいたときには、ヨルの目の前にまでキョウシロウが迫せまっていた。あまりにも移い動どうが速すぎて、ほとんど瞬しゆん間かん移動にしか見えなかった。


「終わりじゃ」


　キョウシロウが、大きく振りかぶった刀を、ヨルめがけて振り下ろす。だが。


「ですっ！」


　キョウシロウのその腕うでを、横手から飛び出したナナが蹴けり飛ばし、攻撃の軌き道どうをそらした。ヨルは、手を浅く裂さかれたが、軽けい傷しようで済すんだ。あわてて逃げる。


「小こ娘むすめが、うっとうしい！」


　キョウシロウが、ハエでも追い払はらうような動きで、ナナの小さな体を弾はじく。ナナの体に正面から、刀がぶつかる。ナナは両手でその刀を受け止めつつ、その勢いきおいに乗る形で、後方へと飛ばされた。


「ほぅ。小娘にしては、少し力の使い方がわかっとるようじゃな」


　キョウシロウが、少し感心する。が、それでスキを作ったりするほど、彼は甘あまくはない。


「ふんっ！」


　キョウシロウが刀を振って、真空刃を、ナイトめがけて飛ばした。ナイトは魔乖咒の展開を中ちゆう断だんしてかわすしかない。


　ヨルは、キョウシロウを睨にらみながら魔乖咒を展開して、牽けん制せいしようとする。だが、攻こう撃げきのキレが悪いことは、自分でも自覚していた。


「マズいわね。『偽ニセ』との戦いで、少し消しよう耗もうしすぎたわ」


　セバスとの戦いで力を使いすぎた。キョウシロウなんていう強きよう敵てきがいるとわかっていれば無む駄だな消耗は避さけたのに、ぼやいてもしかたがないが。


「ヨル姉さま、ナナがいくですよ」


　ヨルの傍かたわらで、ナナが言う。ヨルは、え、と振り返る。


「ナナが突っ込むですから、ヨル姉さまは援えん護ごを。その間に先生ぇが魔乖咒使うですよ」


「待ちなさい、ナナ！　あなたじゃ……」


「ですっ！」


　止める間もなく、ナナが飛び出した。まったく、仕方のない子こ供どもだ。


　ヨルはナナのことを信用などしていないし、戦力としてもアテにしていない……のだが、さすがに一ヶ月の間毎日顔をつきあわせていた相手が、無む惨ざんに散る様を見るのは気が引ける。仕方ないわね、と言いながら、ナナの突とつ撃げきを援護することにした。


「小娘、ヌシではワシの相手をするには、足りん！」


　キョウシロウが片かた手てに四本、刀を指の間に挟はさんで構かまえ、それをナナめがけて投げつけた。


「ですっ！」


　ナナは、それを、かわしながら進む。刀と刀のわずかな隙すき間まを見み抜ぬき、体を柔じゆう軟なんに動かしながら、一いつ瞬しゆんですり抜ける。恐るべき動体視し力りよくと、柔軟性。


「じゃが、スキができたぞ！」


　キョウシロウが、ナナの小さな体めがけて刺し突とつを放つ。が。


「そこ！」


　ヨルが後方から雷らい撃げきを放つ。キョウシロウの刀に、吸すい込まれるように光が伸のびる。


「その程度、ワシに効くかっ！」


　強ごう引いんに雷撃をはねのけ、キョウシロウは、ナナを串くし刺ざしにしようと動く！


「です～」


　だがナナは、上体を、ほとんど腰こしの裏うら側がわに折り曲げてしまうくらい曲げて攻撃を回かい避ひした。とんでもない柔軟性だ。


　ナナはそのまま片脚を振り上げて、キョウシロウの右手首を蹴けり上げた。小さい体なのに、重い蹴りだった。それだけ蹴りの速度が速かったのだ。キョウシロウの、刀を摑つかむ手がわずかにゆるまった。


「しかし、所しよ詮せんは子供よ！」


　反対の手に日本刀を構え、キョウシロウは第二撃をナナに放っていた。ナナは、その攻撃も、きわどいところでかわす。だが、頰ほおを浅く切り裂かれた。


「死ね！」


　キョウシロウはもう一度、右手の刀を振り下ろした。連続の斬撃で、ナナの逃にげ場をなくすように追い詰つめての、トドメの一撃。いかに素す早ばやくても、この角度からの攻撃は、ナナもかわせない。


「ナナ！」


　ヨルが、さらに炎ほのおの魔ま乖かい咒じゆを放つ。だが、キョウシロウはヨルの攻撃を避さけようとせず、ナナにトドメを刺すことを優ゆう先せんした。


「ですぅっ！」


　キョウシロウの刀が、ナナの、胸むねを貫つらぬくかに見えた瞬間。ナナは脚あしを振り上げ、足の裏で、突つきを受け止めた。


　そんなものは盾たてにもならず、ナナの足の甲こうを、刀の切っ先が貫く。続いてナナは、掌てのひらで受け止め、手にも、穴あなが空く。だが、二段だん構がまえで受け止められ、致ち命めい傷しようの、胸への直撃は避けることができた。肩かたを、浅く裂かれるのみに止とどまる。


「よくかわせたのぉ！」


「ナナ！」


　ヨルが慌あわてて、援護を。半はん端ぱな魔乖咒は、キョウシロウの足止めにもならない。周囲にしかけてあった魔ま法ほう陣じんを起動し、闇やみの鎖くさりを生み出す。


　漆しつ黒こくの鎖が、キョウシロウの全身にまとわりついた。相手の動きを止める拘こう束そく魔乖咒だ。ヨルは鎖の端はしをしっかり握にぎりながら、叫さけんだ。


「逃げなさい、ナナ！」


「ですっ」


　脚と手に穴が空いたナナは、痛いたみを感じていないはずはないのだが、片脚とは思えないほどの高速で、キョウシロウから距きよ離りを取った。


「ヌォォォォ、こいつ！」


　全身を鎖で雁がん字じ搦がらめにされたキョウシロウは、歯を食いしばって呻うめく。ヨルは、相手の怪かい力りきに鎖を持っていかれそうになりながら、両足を開いて踏ふん張ばった。


「諦あきらめなさい！　魔ま力りよくで編あんだ鎖よ！　力では破やぶれないわ！」


「ふっざけるなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　顎あごが外れるくらいに大口を開け、キョウシロウが絶ぜつ叫きようした。


「ワシをなんだと思っとるっ!!　ワシが、この程てい度どで止まると思ったかぁぁぁっ!!」


　キョウシロウの、全身の筋きん肉にくに血管が浮うかび上がり、一瞬キョウシロウの体が一回り大きくなった、ように見えた。瞬間――


　バァァァン


　全身を縛しばる黒い鎖が、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちった。


「ウ、ウソでしょ！」


　この拘束魔乖咒は、あの『最強』、アイリス・マリア・ヘルブストでさえしばらく動けなかった。なのにキョウシロウは、ものの十秒ほどで打ち破ってしまった。こいつは、とんでもないバケモノだ！


「舐なめるな、小こ娘むすめどもがぁぁぁぁぁぁ!!」


　両手で一本の刀を構え、大だい上じよう段だんに構えながら、キョウシロウが恐おそろしい勢いきおいでヨルめがけて跳とんでくる。まずい。今から、回避しても、まにあわない！


　ヨルが、半ば覚かく悟ごを決めたその時。


「ヨルッ！」


　ナイトが、横から飛び込こんでキョウシロウを弾はじいた。チィッと、キョウシロウが血走った目でナイトを睨にらむ。ナイトは刀を両手で構え、荒あらく息を吐はいた。


「ナイト、なにしてるのよ！」


　切り札の第四咒法は展てん開かいに時間がかかる上に、術じゆつ者しやもそれに集中せねばならない。今の短時間では、ナイトは第四咒法を紡つむぐことはできなかった。


　だが、ヨルのピンチを見ていられなかった。気づいたら体が飛び出していたのだ。だが。


「なんてことをしでかしたのよ、ナイトッ！」


　ヨルが、叫ぶ。それは、怒ど声せいだ。ヨルは珍めずらしく、怒いかりも露あらわにナイトを睨んでいた。


「あなたの役目は、第四咒法を紡ぐことのはずよ！　なんで途と中ちゆうで飛び出したの！」


「でも、今動かなかったら……」


「あなたの準じゆん備びが整う間くらい、わたしは一人でなんとかするわ！　わたしは、あなたがあいつを倒す必ひつ殺さつ技わざを放ってくれると信じて闘たたかっていたのに、あなたはわたしが、ほんのしばらくの間もあいつの足止めもできないと思ったの！」


　それは、確たしかにそうだ。しかし、ヨルは後こう衛えいタイプの魔ま乖かい術じゆつ師し。キョウシロウに接せつ近きん戦せんを挑いどまれれば、不利は否いなめない。


「パートナーを信しん頼らいできないで、本当に勝てると思ったの！」


　ナイトは、自分が甘かったと悟さとった。一ひと度たびヨルに任まかせたのなら、ナイトは最後までヨルを信じて、ヘタに手出しなどせず、確かく実じつに第四咒法を展開しなくてはならなかったのだ。


「俺おれは……」


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　そこへキョウシロウが、まさに野や獣じゆうのごとき咆ほう哮こうとともに、襲おそいかかってきた。


　マズイ、ナイトは、思う、が、とっさに体が、動かない。


　大口を開け、歯をむき出しにして、ナイトのノドさえも食い破りそうな勢いで、刀を構えたキョウシロウが、迫せまる。その体からは、猛もう烈れつな闘とう気き、そして炎のような殺気が際さい限げんなく溢あふれ、その全すべてが、ナイト一人に向かって牙きばをむいているのだ。


　あまりにも強烈で苛か烈れつな殺意は、ナイトの体を一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくさせた。それはナイトがこれまで味わったことがないレベルの闘気で、ナイトには迫るキョウシロウが、人間の何倍もの体たい軀くを誇ほこる巨きよ大だいな肉食猛もう獣じゆうに見えた。


「ナイトッ！」


　横から体当たりするように飛び出し、ヨルが、ナイトを押し跳とばす。ナイトは、そのショックでなんとか跳び退すさることができた。だが、ヨルは、逃にげ遅おくれた。


「アァッ！」


　悲鳴を漏もらし、ヨルの細い体が、キョウシロウの攻こう撃げきで吹ふっ飛ばされた。


「ヨルッ！」


　ヨルの体が、天高く舞まう――随ずい分ぶん高くまできたな、とヨルは、人ごとのように思った。


　障しよう壁へきが、なんの役にも立たなかった。物理障壁と魔力障壁、戦せん闘とうモードで全開に展開していたのに、キョウシロウにとって、障壁は障しよう子じ紙がみ程度の障しよう害がいでしかなかったのだ。


　しかも、ヨルはキョウシロウの攻撃をなんとかかわそうと動き、キョウシロウの攻撃は、ヨルをかすめた程度だ。かすめただけで人間一人をボールのようにはじき飛ばすこの威い力りよく、まさにキョウシロウは、とんでもないバケモノ――そこまで考えたとき、ヨルの体は地面に叩たたきつけられた。


「ヨル姉さま～、しっかりするです～」


　ナナが慌ててぐったり倒たおれるヨルに駆かけ寄よる。


「ふんっ……まずは、一匹ぴき」


　キョウシロウは、まさしく獣けもののように舌したを長く伸ばして、唇くちびるを舐なめた。だが、ナイトはもう、キョウシロウを見てなどいなかった。


　ヨルが、やられた、自分のせいで、自分をかばったせいで、キョウシロウに、やられた、いや、落ち着け、ヨルは、こんなことで、やられるはずがない、『闇ヤミ』の魔ま乖かい咒じゆがある、すぐ回かい復ふくするさ、やられるものか。


　ナナに助け起こされたヨルは、血まみれで重じゆう傷しようだった。だが手を持ち上げ、自らの傷きずを回復しようとする――が、その手が地に落ちた。


「え？」


「ふん、『闇』は力ちから尽つきたようじゃな」


　ウソだ、ウソだ……ウソだっ！


「ヨルゥゥゥゥッ！」


　――ナイトの叫びを、ヨルは聞いていた。大げさに叫さけんでいるな、と、ヨルは暢のん気きに思った。キョウシロウには腹ふく部ぶを切られたが、こんなもの、たいした傷じゃない。『闇』の力ですぐに……


　だが、ヨルは、魔乖咒を使おうにも、魔力が集中できないと言うことに気づいた。


　――そっか、『偽ニセ』との戦いで、力を使いすぎて……


　久ひさ々びさに本気を出したせいで、反動が今いま更さら体に返ってきたのだ。うまく魔乖咒が使えない。


　いや、それどころか、全身の傷きず口ぐちが開いた。今までは魔力で強ごう引いんに傷を塞ふさいでいたのだが、完治する前にダメージを受けすぎて、傷が開いてきたのだ……全身から、魔力が、血けつ液えきと一いつ緒しよに、流れ出ていく……自らの体温と一緒に。


　――これは、少し、マズイかも……


「ヨル姉さま～、しっかりするです～」


　ナナが、必死に体を揺ゆさぶってくる。止やめて欲ほしい。重じゆう傷しよう者しやをそんなに動かしたら、治るものも治らない……


　そこで、ふとヨルは気づいた。ナナが、ヨルの体をやけに軽そうに持ち上げている。この子は見た目の割わりに力がある方だけど、なんだか、変だ、なんで、自分は……


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　ナイトが、絶ぜつ叫きようする。今のヨルの姿すがたを見て、絶ぜつ望ぼうに体を震ふるわせて、天を仰あおいで絶叫した。


　それでヨルも、ようやく気づいた。


　……下半身の感覚がないと思ったけど……ないのは感覚じゃなくて、下半身だ。


　――あぁ、どうりで体が軽いはずね。


　こんな状じよう態たいなのに痛いたみを感じないというのは、正直マズイ。神しん経けいがほとんど麻ま痺ひしているせいだ。本来は失神するほどの激げき痛つうがあるはずなのに、なにも感じない。まずい、このままだと、本気で、命が……


「ふん、まだ生きておるか。もっとも風前の灯ともし火びじゃな」


「ヨル姉さま～、聞こえるですか!?」


　ナナもさすがにせっぱ詰つまった様子だ。必死に叫さけぶ。


「ナナの魔力を全部あげるですから、それでなんとかして欲ほしいです！　ナナじゃ、こんな大きなケガ、治せないです！」


　体に、温あたたかいものが流れ込こんでくる。ナナの、魔力だ。


　無む茶ちやなことを。元々ナナの魔力総そう量りようは小さいのに、こんなに大量に魔力を使ったら、ほとんど残らないではないか。それでは、ナナも戦えなくなるどころか、キョウシロウからマトモに逃にげることさえできなくなってしまう。でも。


　――ありがとう、ナナ。今はこの魔力、使わせてもらうわ。


　正直これでもまだ足りないが、贅ぜい沢たくは言っていられない――一瞬でも気を抜くと、意い識しきがどこかへ飛んでいってしまいそうだ。必死にナナの魔力を使って魔乖咒を紡つむぎ、傷口を塞ぎ、応おう急きゆう手当を施ほどこしていく……取りあえず、最さい低てい限げんの止血を優ゆう先せんする。時間さえあれば、なんとか傷は治せそうだった。だが、その時間を、相手が与あたえてくれるかどうか……


　一方のナイトは、重傷のヨルを前に、血走った目を限げん界かいまで見開いて固まっていた。その目からは、際さい限げんなく涙なみだがこぼれてくる。


　――俺のせいだ！


　間ま違ちがいない。


　――俺がキョウシロウの前でバカみたいに動きを止めたから、そのせいで。


　前ぜん衛えい役のナイトが本来はヨルを守るはずなのに、それが逆ぎやくにかばわれ、ヨルは瀕ひん死しだ。


「なんじゃ、ふぬけたか、小こ僧ぞう」


　キョウシロウが、動きを止めたナイトに目をとめる。


「たかが小娘一匹程てい度どで動どう揺ようしおって、じゃからヌシは甘あまいと言うんじゃ」


　たかが、だと？


　こいつは、今、なんと言った。ヨルのことを、たかが小娘だって？


　あぁ、そうだ、ヨルは確たしかに一人の少女に過すぎず、ムダにプライドが高い部分もあるけれど、本当は年とし相そう応おうにか弱い女の子に過ぎないのだ。


「まぁいいわい。先にそっちの小娘どもにトドメを刺さそうかの」


　キョウシロウが、ぐったり動かないヨルと、ナナのほうへ脚あしを向ける。ナナが、ヨルを守るように立ち上がった。


「させないですよ。ナナがお相手するです」


「ふん、その気き概がいはよし。じゃが……埋うめようもない実力差、どうする気じゃ？」


　キョウシロウは余よ裕ゆうで、鼻を鳴らす。ヨルも倒たおれたまま、ムリだ、と考えていた。


　ナナは今、魔力の大半をヨルに渡わたしてしまった。これ以上、魔ま乖かい咒じゆは使えない。確かにナナの身体能のう力りよくは優すぐれているが、キョウシロウに、及およぶはずもない。


　――逃にげなさい、ナナ。


　声にならない叫さけびを、ヨルは上げていた。こんな死にかけの自分をかばう必要などない。ナナの逃げ足なら、可か能のう性せいは低いものの、逃げ切ることができるかもしれない。


「それでも、なんとかするですよ」


　ナナは少し困こまったように眉まゆをひそめながらも、いつもと同じ笑えみを浮かべた。


「ヨル姉さまは、先生ぇを護まもったです。ならそのヨル姉さまを、ナナが護るですよ」


　――バカなことを、とヨルは内心思うと同時に、そう思う自分が恥はずかしかった。ヨルはナナに冷たく当たっていたのに、ナナはこんな土ど壇たん場ばで、ヨルのために……


「ナナはおバカさんで役立たずですけど、やらなきゃいけないことはやるですよ」


「よかろう、立りつ派ぱな心がけじゃ。望み通り、ヌシから切り捨すててくれる」


　キョウシロウが、そう言って近づいていくのを、ナイトは見ていた。


　ナナが、ヨルを守っている。違ちがう、それは本来、ナナの役目ではない。ナイトの役目だ。なのになぜ、ナナがそんなことをしている？


　――俺が腑ふ抜ぬけだからだ。


　ナイトは、ヨルを護れなかった。あの時誓ちかったのに、もう二度と後こう悔かいしない、自分のそばにある大切な者を全すべて護るため、誰だれよりも強くなってみせると、あの日、ナイトは『先生マイステリン』と誓ったのに、その誓いは破やぶられた。目の前で、ナイトはヨルを護れなかった。


　――全ては俺の責せき任にんだ。


　わかっている。だが、いつまでもそのことを悔くやんでも仕方がない。だからといって、その役目をナナに押おしつける道理はない。


　――そうだ。悪かったのは俺、謝あやまれば済むならいくらだって謝るけど、今は他にやるべきことがあるだろう。


「待て、キョウシロウ」


「ふん？　小僧、空気が変わったの」


　キョウシロウが、ナイトを振り返って呟つぶやく。ナイトもキョウシロウを、真まっ直すぐ睨にらんだ。体の中では、ヨルを傷きずつけられた憤ふん怒ぬが炎ほのおのように激はげしく燃もえ上がっている。だが、それとは別に、ナイトの頭の中で、冷静になれ、と諫いさめる声も同時に聞こえてきた。


　そうだ、キョウシロウへの怒いかり、憎にくしみは鰻うなぎ登のぼりだ。にもかかわらず、今のナイトは、恐おそろしいほど冷静でいられた。


「キョウシロウ。俺は……お前を赦ゆるさない！」


　ナイトのせいで、ヨルは半死状じよう態たいだ。それは、ナイトが未み熟じゆくだったから、ナイトが弱かったから、ナイトが甘かったから招まねいてしまった事態だ。


　なら、もっと強くなってやる！


　まだ足りなかった、ナイトが弱かったというなら、もっと強く、さらなる高みへ、自ら上ってやる！


　そして、目の前の男を、絶ぜつ対たいに倒す！


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　ナイトの雄お叫たけびと共に、全身から、魔力が噴ふき上がってくる。ナイトの魔力総そう量りようを超えるほどの大量の魔力が、噴き上がり、ナイトの体の周囲にオーラを作る。


「ふん、怒りで力が上がったようじゃな」


　キョウシロウは、そんなナイトを前にしても、動じない。むしろ、面おも白しろそうにつぶやく。


「なるほど……今のヌシなら、少しは楽しめそうじゃ」


　キョウシロウが、刀を構かまえる。


　ナイトはキッと、キョウシロウを睨んだ。


「お前は、強いよ。キョウシロウ」


「なにを今いま更さら」


「お前は、たぶん、俺が今まで闘たたかってきた連中の中で、一番強い。今の俺よりも遥はるかに……だから俺も、お前を倒すためには、次の段だん階かいへ進まなきゃいけないんだ！」


　自然に、ナイトの周囲に、魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がった。それは間ま違ちがいなく、第四咒じゆ法ほうの魔法陣だった。ナイトが描えがくまでもなく、自然に魔法陣が、完成したのだ。


「ウ、ウソ」


「ヨル姉さま？」


　ナナに支ささえられて、ヨルが目を開けた。全身血まみれでまともに身動きもとれない状態ではあるが、ナイトの様子を見て、信じられない、とヨルは呟つぶやいた。


「勝手に魔ま乖かい咒じゆが完成した？　違うわ、ナイトの魔力が魔乖咒を呼び寄よせたのね……」


　ナイトの周囲に魔法陣が浮かんでいた。それらの魔法陣がナイトの周囲に浮かびながら、ナイトに力を供きよう給きゆうしている。あの魔法陣は、『滅メツ』の第四咒法のものだ。


「ナイト、第四咒法を展てん開かい直前で止めているっていうの？」


　爆ばく発はつ的に瞬しゆん間かん的な破は壊かい力を発はつ揮きする第四咒法を、展開寸すん前ぜんで止め、長期的に力を引き出すように使っているのだ。しかしこれは、かなり技ぎ術じゆつを要するワザである。下手をすれば第四咒法が暴ぼう発はつして、自じ爆ばくしかねない。


「それに、魔乖咒を、刀に？」


　ナイトが使っているのは、キョウシロウと、同じ刀だ。先ほどキョウシロウが投げた刀である。その刀にも魔力を流し、刀を強化しているのだ。無機物を強化する魔乖咒も、高度な技術が必要なワザである。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　ナイトが刀を構え、キョウシロウへ飛びかかる。キョウシロウも、下がることなく、打ち込こむ。恐ろしいほどの勢いきおいで、互たがいの刀が、正面からぶつかり、火花が、いや、ほとんど雷らい光こうと言っていい閃せん光こうが、あたりに飛び散った。


「す、すごい」


　ヨルも、思わず目を瞠みはるほど、すさまじい激げき突とつだった。キョウシロウは、予想通り強い。だがナイトも、そのキョウシロウに迫るほどの勢いで、今戦っている。


「うあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


「があぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　二人が絶叫しながら、何度も激しくぶつかり、ぶつかる度に発生する衝しよう撃げき波が、周囲を廃はい墟きよに変えていく。その戦いぶりは、互ご角かくだった。先ほどまでキョウシロウに遠く及およばなかったナイトが、今は互角に戦っている！


　ナイトは、確実に成長していた。それも、今、キョウシロウとぶつかりながら、恐ろしい速度で成長している。


「ナイト……」


　二人の激はげしい激突を見て、ヨルは掠かすれる声でパートナーの名前を呼んだ。


「大だい丈じよう夫ぶですよ、ヨル姉さま」


　ナナが、近くで言う。そう言えばこの子も手と足に穴あなが空いているのに、苦しそうなそぶりを見せず、ヨルを支えてくれている。


「先生ぇは、絶対、負けないですよ。ナナと、約束したですから」


「そうね……きっとそうだわ」


　取りあえずそう信じて、ヨルは自分の治ち療りように専せん念ねんすることにした。なんとか傷きずは塞ふさがった。失血が多かったので、増ぞう血けつの効こう果かがある魔乖咒を展開しつつ、今度は切せつ断だんされた下半身を再さい結けつ合ごうさせることにする……大丈夫だ、ヨルは思った。


　いかに『闇ヤミ』とはいえ、これほどの重じゆう傷しようを再さい生せいするのはたやすくない。まして、自分で自分の傷を治すのだ。医者が部分麻ま酔すいで鏡を見ながら自分の内ない臓ぞうを手しゆ術じゆつするようなものだ。ちょっとした手違いが、即そく死しに繫つながりかねない。


　だが、大丈夫、ヨルは確信していた。


　自分には、いざというとき支えてくれる、助けてくれるパートナーが、ナイトがいる。それにもう一人、少し頼たよりないけど、小さな新しいパートナーもいる――自分は、大丈夫だ、自分に言い聞かせる。


「だからナイト……絶対、勝ってよね」


　その祈いのりは、果たして本人に届とどくのか……


「がぁぁぁぁぁぁぁぁっっはははははははは!!」


　キョウシロウは、笑っていた。いや、それは笑いなどではない。猛もう獣じゆうの咆ほう哮こうだ。相手を威い嚇かくする、相手を圧あつ倒とうする、自分の優ゆう位いを確かく認にんする、雷鳴のごとき咆哮だ。


「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　ナイトも負けずに絶叫して、ぶつかり合う。


　ダメだ、戦いながら、ナイトは思う。


　押されている。さっきは互角に見えたのだが、今はわずかにだが、ナイトの方が押されている。キョウシロウの強きよう烈れつな攻こう撃げきが何度もナイトをかすめ、そのたびにナイトに傷が増ふえていく。反対にナイトの攻撃の、大半が弾はじかれ、防ふせがれてしまっている。


　ナイトの全身は、すでに悲鳴を上げていた。全身の筋きん力りよくを、瞬しゆん発ぱつ力りよく、持じ久きゆう力りよくを、魔ま乖かい咒じゆで限げん界かい以上、常人の数十倍のレベルまで強化しているのだ。


　にもかかわらず、キョウシロウが、遠い。ナイトが速く、ナイトが強くなればなるほど、キョウシロウは、それを上回る速さで強くなっていく。


「その程てい度どでワシに勝とうなど、百年早いわっ！」


　ナイトの刀が弾かれた、瞬間に、ナイトの無む防ぼう備びな胴どう体たいが切きり裂さかれる。


「ぐぅっ！」


　呻うめく。腹はらから、激はげしく出血。内ない臓ぞうまで届いた。だが、ナイトには、傷口に手を当てる余よ裕ゆうすらない。そんなことをすれば、その瞬間にキョウシロウに八つ裂きにされてしまう。


「これをかわせるか、小僧ぉぉ!!」


　キョウシロウが、目にもとまらぬ速さで連続突きを放つ。ナイトの全身がたちまち切り刻きざまれていく。フードプロセッサーにかけられた気分だ。にもかかわらず、逃にげるのに必死で、ナイトはろくに反撃もできない。


　ナイトの全身の骨こつ格かくから、ミシミシと軋きしむような悲鳴が聞こえてきた。限界を超こえて酷こく使しする肉体が、ついに臨りん界かいを迎むかえようとしている。ブチブチと、全身の筋きん肉にくが千切れていく音まで聞こえてきた。


　ダメだ。このままだと、ナイトは一分もしないうちに、動けなくなってしまう。そうなれば、もはやキョウシロウに勝つ手はない。


「ワシを相手に少しはやるな、と誉ほめてやる！　しかし、やはりワシには遠く及ばんわ！」


　キョウシロウが、勝利を確信したように、ナイトを切り刻んでいく。全身の傷が、一秒ごとに倍になっていくようだった。


「ぬあぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトは、賭かけに出た。もう、限界だ。でも、それでも、まだキョウシロウには届かない。ならば、さらなる限界を！　限界を超えた限界を！　その後のことなど知るものか！　できなければ、キョウシロウに殺される！　なら死んだってかまうものか、自分の限界を貫つらぬいて、その先へ、進んでやる!!


　ナイトは、キョウシロウの強烈な斬ざん撃げきをわざと受け止め、その衝撃に全身を砕くだかれそうになりながら、後こう退たいした。後ろにあった建物に背中から激突。コンクリートの壁かべを一枚まいぶち抜ぬいて、ようやく勢いきおいが止まった。


「ぬおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」


　ナイトも、咆哮をあげる。展開させていた、周囲の魔法陣を、全すべて解かい放ほうした。両手を通じて、手に握にぎった刀に、第四咒法の魔力が集まっていく。刀を赤黒い魔力が包み、刀身が魔力の刃やいばで二倍の大きさになった。


「ふん、悪あがきじゃな。じゃが、悪くない。受けてやろうぞ、小僧！」


　キョウシロウも、両手で刀を構かまえ、体を、ねじ曲げるほど大きく反そらす。キョウシロウも次の一撃で決める気だ。
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「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　キョウシロウの全身から、闘とう気きが、白いオーラとなって立ち上った。そのオーラは、天に達するほど高く、立ち上っていく。


「なんて闘気なの……こんな、目に見えるほどのレベルなんて……」


「決まる、ですよ」


　ナナが、呟つぶやく。なにが、とは聞かなかった。聞かなくてもわかる。もちろん、勝者がだ。


「ぬあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　キョウシロウと、ナイト。常じよう人じんの限界を遥かに超えた二人が、正面からぶつかる！


　――――


　音が、消えた。


　二人がぶつかり合った瞬しゆん間かん、一瞬、全ての音が消え、静せい寂じやくが訪おとずれる。


　そして次の瞬間、大地を震ふるわせる衝しよう撃げきと、大気を震しん撼かんさせる轟ごう音おんが、周囲を襲おそった。二人のぶつかった地点を中心に、地面が、大きくクレーターのように潰つぶれる。衝突の余よ波はで、周囲の建けん造ぞう物ぶつが全て崩くずれ落ちていく。


「ぬぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」


「はぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　正面からぶつかり合い、刀を間に挟はさんで、激はげしい鍔つば迫ぜり合い。二人はにらみ合いながら、獣けものの咆哮をぶつけあう。二人のパワーは、まったくの互ご角かく。いや。


「ぬあぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　キョウシロウの腕うでに血管が大きく浮うき上がり、丸太のように膨ふくらんだ腕が、刀を押おし込こんでいく。キョウシロウの方が、わずかに上だった。ナイトは、刃が、次し第だいに、自分の方へと押し戻もどされてくるのを、見た。


「ぬははははははは、これで終わりじゃ、小僧!!」


　必殺の第四咒法すらも、キョウシロウには効きかないのか!?　防ぼう御ぎよ無む効こう、命中すれば一撃死の効こう果かがある『滅』の第四咒法を正面から受け止め、キョウシロウは、ナイトの攻撃を押し返してくる。


　いや、ナイトの第四咒法は確たしかに効果を発はつ揮きしていた。キョウシロウの反撃を、無効化していく。だがキョウシロウの体からは、第四咒法の破は壊かいの速度を上回る勢いで闘気が、白いオーラが立ち上っていた！　どこまでバケモノだ、この男は！　『滅メツ』の魔力を闘気だけで押しのけている！


　終わる、のか、ナイトは、思う。キョウシロウの方が、まだ強い。やはりここまで来ても、この男には勝てない。これで、やはり終わりか？


　いや、違ちがう、終わりではない。


「俺おれは、負けん！」


　ナイトが、吠ほえる。キョウシロウは、それを鼻で笑う。


「負け犬の遠吠えじゃっ！」


「いぃや、俺は、確かにお前より弱いかもしれない。でも俺は一人じゃない！　俺には、一いつ緒しよに闘たたかう掛かけ替がえのない仲間がいるんだ！」


　後ろには、ヨルとナナがいる。二人のためにも、ナイトがここで踏ふん張ばらねば、ここでキョウシロウを倒たおさねば――これから先の魔ま宴えんに勝ち抜ぬくことなど、夢ゆめのまた夢だ！


「その掛け替えのない――大切な人を傷きずつけた貴き様さまは絶ぜつ対たいに赦ゆるせないっっ！」


「だから、それがどうしたっ！」


「ぬあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　あぁ、そうだ。自分には、仲間がいる。さっきヨルは、身を挺ていして、自らの命を懸かけて、ナイトのピンチを救ってくれた。ならば自分は、それにどう応こたえればいい？


　――決まっている。俺も命を懸ける！


　自分の全てを！　なにもかも、一いつ切さい合がつ切さい、全てを懸けてでも、この男を絶対に倒す！　後先のことなど知るもんか！　ここで自分の命を全て燃もやし尽つくしたっていい！　キョウシロウに勝てるなら、この体も、命も、どうなったっていい！


　ただ、目の前の男を倒す。


　それが全てだ。


「うあぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトの全身から、魔力が、『滅』の赤黒い魔力が、わき上がる。その魔力がナイトの手の刀に集まり、刀身から溢あふれていく。そのまま光がさらに強まり、長く、天まで貫つらぬくように、高く、魔力の刃が伸のびていく。


「ぬ、ぬぉぉぉぉぉ！」


　ここで、キョウシロウの声に焦あせりが混まじった。キョウシロウの手の刀がナイトの魔力に押され、ヒビが入ったのだ。


　後は一瞬だった。


　キョウシロウの刀は、一瞬で亀き裂れつが広がり、次の瞬間、粉々になってしまったのだ。


「ぬおわぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　刀の爆ばく発はつに、キョウシロウの体が吹っ飛ばされた。だが、キョウシロウもその程てい度どで終わりはしない。すぐに両足を地面について、踏ん張る。


「まだ、この程度ぉっ!!」


　衝撃で、キョウシロウの額ひたいに大きな傷きずができていた。流れる血をぬぐいもせずに絶ぜつ叫きようし、キョウシロウは両手に新たな刀を構かまえた。二本の刀を振ふり上げ、キョウシロウが、再ふたたびナイトへ牙きばをむく。


「ぬんっ！」


　空を貫かんばかりに長く伸びた刀を、ナイトは、大きく振りかぶった。


「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　二人の刀が、互たがいの肉体へ、叩たたき込まれる――それが、決着だった。


　キョウシロウの両手の刀が、ナイトの両肩かたを貫いていた。肩の後ろへ、その切っ先が抜けている。肩の関節は、砕くだけていた。


　だが、ナイトは、それでも手の刀を支ささえ続けていた。その長く伸びた魔力の刃やいばは、キョウシロウの脇わき腹ばらを裂さき、土ど手てっ腹ぱらを完全に貫いているのだった。


「ぐ、ぐばっ！」


　なにか喋しやべろうとしたキョウシロウが、血を噴ふき、次の瞬しゆん間かん、『滅』の魔力に耐たえきれなくなったか、全身が爆発、血ち煙けむりが舞まい散ちり、それすらも『滅』の力によってかき消すように消え去った。


　プツン


　その瞬間、ナイトは、自分の頭の中で、なにかがとぎれる音を、聞い――


　耐えかねたように、ナイトの全身の魔力が消えた。同時に、手の刀が落ち、崩れるように、ナイトは地面に倒たおれた。


「ナイト！」


　ヨルが叫さけび、体を起こそうとするが、すぐにバランスを崩す。


「大だい丈じよう夫ぶですか、ヨル姉さま」


　ナナに支ささえられてしまった。なんとか切せつ断だんされた腰よう椎ついは再さい生せいできたし、脚あしもしっかりくっついている。ヨルはこの短時間で、自らの傷を何とか再生させたのだった。


　だが、まだ神しん経けいがうまく繫つながってないみたいだ。脚が、自分の脚なのに、全然うまく動いてくれない。でも。


「ナイト、ナイト、しっかりして、起き上がって、ナイト！」


　脚が動かないから、それがどうした。人間にはなぜ手が二本あると思う？


　脚が動かないとき、這はって進むためだ。


　ヨルはプライドを捨て、地面を手で摑つかんで前に進んだ。体が汚よごれ、せっかく塞ふさいだのに手足が傷つき、美しい肌はだや自じ慢まんの金きん髪ぱつまで傷つき、汚れていくのも気にならなかった。


　ただ今は、一いつ刻こくも早く、あの人のそばに行きたかった。


「ヨル姉さま、落ち着くですよ～」


　ナナが、ヨルの肩をつかんで、支えてくれた。ナナも片かた手て片足に穴あなが空いていて、うまく動けない。結果、二人は互たがいに体を支えるようにしながら、不ぶ格かつ好こうに、歩くよりも遅おそい速度で進むしかなかった。しかもヨルは実じつ質しつ的に脚がマトモに動かなかったので、大半はナナが支えながら引きずるように進むという状じよう況きようだった。


　ほんの十数メートルほど進むのに、恐おそろしいほど時間がかかった。地面に仰あお向むけに倒れているナイトは、まさに満まん身しん創そう痍いだった。


「あぁ、ナイト……」


　ヨルはそこで力尽つきたように、ナイトの上に被かぶさるように、倒れた。こっちも限げん界かいだ。


「なんてムチャをしたのよ、ナイト……」


　ナイトの全身は、ズタズタだった。キョウシロウの攻こう撃げきの傷ももちろんだが、なにより、限界を超こえて魔ま乖かい咒じゆを展開したせいで、体が内部から崩れようとしている。


「大丈夫ですか、先生ぇ！」


　ナナも心配そうに近づく。


「先生ぇ、目を開けるですよ、先生ぇ！」


「ナナ、落ち着きなさい」


　ヨルはまだ自分も万ばん全ぜんではないのだが、残った魔力をかき集め、魔乖咒を展てん開かいして、ナイトの傷を塞ふさいでいく――だが、魔力が足りない。ナイトは死人も同然だ。風前の灯ともし火びの命をつなぎ止めるには、大量の魔力が必要だった。だが、もはやヨルに手持ちの魔力は、ほとんどない。


「ヨル姉さま、ナナの魔力を使うですよ～」


「あなたの魔力はさっき全部使ったわ」


　ナナの魔力はもう限かぎりなくゼロに近い。ヨルも大差ない状じよう態たい。ナイトは言わずもがな。絶ぜつ望ぼう的だった。


「どうすれば……」


「まだ残ってるですよ、ヨル姉さま～」


「だから……」


　ヨルは、そこでハッとした。ナナの言葉通り、ナナにまだ魔力の気配があるのだ。


　奇き妙みようだった。先ほどヨルは自分の傷を治すのに、ナナの魔力の大半を消費したはずだった。なのに、今目の前にいるナナには、まだ魔力が残っている。


　――どういうこと？　まさか、こんな短時間で回かい復ふくしたの？


　ありえない。消しよう耗もうした魔力を回復させるには、十分な休息が必要である。ナナが、そんな休息を取る余よ裕ゆうはなかったはずだ。


「待って、どういう……まさか、『最高欠作』っていう存そん在ざいは……」


「ヨル姉さま、早くするですよ～」


「そ、そうね」


　今はそんなことを考えているヒマはない、ヨルは頭かぶりを振ふった。


　ナナから魔力をもらって、回復咒法を展開――だが、それでもギリギリだった。ほとんど死人同然のナイトを復ふつ活かつさせるのは、かなり厳きびしい。


　でも、やらねばならない。ナイトは、命を賭としてキョウシロウと闘い、そして倒したのだ。今度は、ヨルの番だった。ヨルがいるからこそ、ナイトも安心して前に出て戦えるのだ。その期待には、応こたえねばならない。


「うっ……」


　魔乖咒を紡つむぎながら、ヨルは、自分の視し界かいが霞かすむのを感じた。こっちの方も限界だった。ここに来るまで魔力を消費しすぎたし、先ほどの失血も、まだ回復できていない。正直、体を起こしているだけで辛つらかった。


　でも、ここで諦あきらめるわけにはいかない。なんとしてでも、ナイトを……だが、もう、視界が霞んで、これ以上……


「ヨル姉さま、しっかりするですよ～！」


　ナナの、声が、どこか、遠くから聞こえる――





　意い識しきが一いつ瞬しゆんとぎれた。





　どれくらいそうしていたか、ふっと、なにかが自分の頭に触ふれた気配に、ヨルの意識は再ふたたび浮ふ上じようしてきた。


「……無事か、ヨル？」


　掠かすれた声。今まで死にかけてたのだ。実じつ際さい声を出すだけで辛いはずだ。そんな状況なのに、真っ先に自分より他人の心配をするなんて――やっぱりナイトはナイトだな、と思うと、安あん堵どがどっと押し寄よせてきた。


　本当は泣きたいくらい嬉うれしかったけど、さすがにそんな姿すがたを見せるわけにはいかず、努つとめて何気ない声を、ヨルは出した。


「えぇ。生きてるわ。それで、あなたの傷きずはどう？」


「……死にかけの掛かけ売りは掛け値ねなしに押おし掛けだからとっとと冥めい府ふにお出で掛かけくださいって感じだ」


「なによ、それ？」


「ごめん、気の利きいたセリフを言おうとして、うまくいかなかった」


「バカね」


　ヨルは、体が未いまだにうまく動かないので、しかたなくナイトに体を預あずけるように頰ほおを寄よせた。


「そういうときは、余よ計けいなセリフはいらないのよ。気の利いたジョークを言うのがかっこいいと思ってるのは、たいがいが男の傲ごう慢まんよ」


「そうか……」


　ならば、ナイトはもう余計なことは言わないことにした。


「ありがとう」


　一言だけ、必要なことを言った。ヨルも、返事をした。


「………………………………」


　ヨルも、余計なことは言わなかった。態たい度どで示しめした。


「うわぁ～、先生ぇもヨル姉さまも、大人ですねぇ～」


　ナナだけは余計なことを口にした。






　エピローグ　破は滅めつへの序じよ曲きよく







「どうやら、ご自じ慢まんの暗殺者殿どのは失敗したようですな」


　シュトレンベルグが受け取った報ほう告こくを見て、そう呟つぶやく。対するフィッティヴァルホックは、苦虫を嚙かみつぶした顔をしていた。


「やはりこうなったか」


「独どく断だん専せん行こうの結果だ。自じ業ごう自じ得とくであろう」


　他の八や祖その面々も、最初は『偽ニセ』の動向を見守っていたが、失敗したとわかるや手の平を返したように非ひ難なんがましい視し線せんを向けている。


　彼らは元々そういう関係である。顔をつきあわせているが、決して仲間ではない。それどころか、隙すきあらばいつでも相手の寝ね首くびをかこうとしている、そんな連中だ。


　失しつ態たいを演えんじたフィッティヴァルホックは、だが、と反はん論ろんする。


「今回は、五ご聖せい竜りゆうなどという不ふ確かく定てい要よう素そが絡からんだせいだ。次回は必ず……」


　その時、部屋の扉とびらが乱らん暴ぼうに開け放たれた。一同の視線が、入り口に集中する。


「誰だれだ！　何があろうと誰もここへ通すなと言ったろう！」


　無礼を咎とがめる声を上げるが、乱らん入にゆう者はそんなことに全く頓とん着ちやくせず、ズカズカと靴くつ音おとを高く響ひびかせて入ってくる。


　その人物の姿を見て、一同は驚おどろいた顔となった。それはこの場にいる者なら、誰もが知っている人物だったからだ。


　相も変わらずけばけばしいほどに絢けん襴らん豪ごう華かな服ふく装そう。大おお柄がらな体をさらにハイヒールで底上げし、胸むねをはるのを通り越こしてふんぞり返らんばかりに尊そん大だいな態たい度どの豪ごう奢しやな女。一歩動く度に全身の宝ほう飾しよくがぶつかり合って澄すんだ音を響ひびかせ、豊ほう満まんな肉体が官かん能のう的に揺ゆれる。


　誰あろう、『歪ワイ』、クライン家当主、エリザベート・ゾフィー・ジノ・クラインであった。つい先日までは彼らと同様、この部屋の席に着く『歪』の代表でもあった女だ。だが、魔ま宴えんの参加者に強きよう制せい的に選出された彼女は、すでにこの部屋に入る資し格かくを失っている。


「なんの用だ、クライン！　貴き様さまはもうここに入れぬはずだぞ！」


「警けい備びの者をどうやって突とつ破ぱした！」


　警備など、ほとんど意味がないことをこの場にいる者ならば心得ていた。エリザベートは人じん格かく破は綻たん者であるが、魔ま乖かい術じゆつ師しとしての腕うではトップクラスだ。『歪』の八や祖そである彼女なら、空間跳ちよう躍やくであっさり警備をすり抜ぬけることができる。


　エリザベートは騒そう々ぞうしい一同の様子をじっくり観察した後、口元に微び笑しようを浮うかべ、優ゆう雅がに一礼をした。


「えぇ、もちろんだわ、皆みな様さま方。あたくしはすでに魔宴の参加者。監かん督とく官かんとしての責せき務むからはすでに離はなれているわ。もちろん、もちろん、もぉぉぉぉぉぉちろん、心得ているわ、そんなことは」


　ニッコリと、赤い唇くちびるを歪ゆがめて笑えみを浮かべる。花が咲さいた様な笑みだった、もっとも、それは間ま違ちがいなく毒花だが。


「ご心配には及およばないわ。あたくしも今や魔宴に参加する身。この後すぐに日本へ飛び立つ予定なのよ」


「日本、だと？」


「それで、なんの用だ、クライン？　まさか今いま更さら、貴様が我われ々われに別れの挨あい拶さつをしにくる殊しゆ勝しようなタマとも思えんが？」


　と言ったのは、ヘルブストだった。エリザベートはゆっくりと、顔をそちらに向けた。エリザベートに正面から見つめられ、ヘルブストはわずかに身じろぎした。


「あら、どうしたのかしら、ヘルブスト？　変な顔をして、あたしに見られるのが、そんなにイヤ？」


　この女と顔を合わせるどころか、同じ部屋にいることだってガマンできない、それが内心の思いだ。だが、本人を前にすると、その言葉を吐はくことができなかった、ノドが萎い縮しゆくした様に動かなくなってしまうからだ。


「おほほほ、かわいい坊ぼうやね」


「ぼ、坊やだと！」


　実じつ年ねん齢れいにすれば、ヘルブストはエリザベートの倍以上の年だ。それを捕つかまえて坊や呼よばわりとは、なんという暴ぼう言げん！


　だが、エリザベートは無む造ぞう作さにヘルブストに近づくと、キラキラと七色に輝かがやく長い爪つめを、そっと相手の首くび筋すじに寄よせた。それだけのことをされるだけで、ヘルブストの背せ筋すじにはゾッとする様な悪お寒かんが走った。もはや、文句を言う気すらヘルブストには毛頭なかった。


「そんなに怖こわがるんじゃないわよ、坊や、なにもとって食おうってわけじゃないんだから」


　バカにした様に、あるいは嬉うれしそうに、エリザベートは一同を見回した。


「あたしがここに来た理由――決まっているでしょう？　あたくしが挨拶に来るのはおかしいかしら？　この『狂キヨウ濫ランの螺刃ネジ』が挨拶をするのはいけないこと？」


　もちろんいけないわけではない。だが、目の前の女が、そういったものごととは人類史上最も縁えん遠どおい位置にいるというのは、誰もが思うことであった。


「心外ねぇ。あたしはね、確たしかに人より少し奔ほん放ぽうなところがあるわ。でもね、こう見えてとっても、とっても、とぉぉぉぉぉぉぉぉっても礼節は重んじるのよ。物事の節目っていうのは、ねぇ、大切なものでしょう？」


　ニヤァ、エリザベートの深しん紅くの唇の両端はしが持ち上がり、不自然なほど真っ白い歯があらわになった。


「あたしもこの部屋の席にいたころは、皆様にずいぶんと暴言を吐いたものだわ。えぇ、そうね、はっきり言って無礼だったわ。でもねぇ、それもしかたのないことだったわ。何しろあたしは皆様に比くらべて、まだ若わかく、経けい験けん不足の若じやく輩はい者ものだったのだもの。若者が年長者にたてつくのはよくあること、若気げの至いたりと思って欲ほしいわ」


　白々しいセリフを言う、誰もがそう思った。


「そんなあたしもついに魔宴を戦うことになった……さすがのあたしも少し考えたわ。だってそうでしょ？　場合によっては、もう皆様とも二度と会えないのかもしれないのだもの、そう考えたら、ねぇ、お世話になった皆様に、最後のアイサツくらいするのは人として当然の務つとめでしょう？」


　如じよ才さいなく言うエリザベート。誰もが意外そうな面おも持もちで彼女を見ていた。まさか、この女がそんなまともなセリフを吐くとは思えなかったのだ。なにか裏うらがあるのではないか、と誰もが疑うたがわしく思っている。


「あら、イヤね。そんな変な顔をして、そんなにあたしが信じられない？」


「当たり前だ。貴様は自分の悪行を忘わすれたか」


　エリザベートが今まで行った悪行の数は、羅ら列れつするのもイヤになるほどの量になる。彼女が『歪ワイ』の当主でなければ、とっくの昔に処しよ刑けいされてもおかしくない、それだけのことをこの女はやってくれているのだ。


　だがエリザベートは、その場で深々と腰こしを曲げて礼をした。


「ですから、ここであたくしはご挨あい拶さつに伺うかがったのです、皆様方」


　静かに、だがはっきり全員の耳に届とどく澄すんだ声で、エリザベートが囁ささやく。


「あたくしはこれから最後の戦いに向かいます。場合によってはこれが最後のお別れとなりましょう、ですから最後にこの『歪』クライン家当主エリザベート・ゾフィー・ジノ・クラインがご挨拶に伺いました」


　それは魔ま乖かい術じゆつ師しの礼れい儀ぎに則のつとった、完かん璧ぺきな立ち振ふる舞まいであった。彼女は狂人ではあるが、決して愚おろかではない、その証しよう拠こに、必要とあらば、彼女はまともな立ち振る舞いを披ひ露ろうすることもできるのだ。


「ここにいらっしゃる皆様方には、本当にお世話になりました。若輩たるあたくし、ここに心よりお礼を述のべさせていただきます」


　再さい度ど一礼をしながら、彼女の小さな唇が、鈴すずの様な声で言葉を紡つむぎ出す。


「今まで本当に本当にお世話になりました」


　エリザベートはもう一度、同じ言葉を繰くり返す。


「本当に、本当に、本当ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉに、大きなお世話になりました」


　ザシュッ――鮮せん血けつが飛び散った。


　一拍ぱく遅おくれ、エリザベートの一番近くにいたヘルブストの首が、落とされた。真っ赤な血がテーブルを汚よごし、ドウ、と首なしのヘルブストが倒たおれる。


「貴き様さま……なんのつもりだ！」


　さすがに八や祖その代表ともなると、これくらいで取り乱みだしたりはしない。ただ、目の前にいる狂人を誰もが冷ややかな目で見ていた。


「あ、あはっ、あはっ、あはっ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっは」


　ついにこらえきれなくなったか、エリザベートが哄こう笑しようを漏もらす。自らが切り落とした生首を手に持ち、右手の人差し指と中指を、生首の両目に突つき立てた。潰つぶれた眼がん球きゆうが飛び出て、エリザベートは人間の生首を二本の指で支ささえながら一同を見回した。


「言ったでしょ、クズはやっぱりどこまでいってもクズね。あたしが挨拶に来てやったのよ、だってそうでしょう？　あたしたちはもう二度と会えないんだもの――だって、あんたたちは今この場であたしに殺されるんだからね」


　エリザベートは生首を軽々と持ち上げ、そのまま回転させながら放ほうり投げた。落下してくるそれを、人差し指で受け止める。彼女の鋭するどい爪の先で、人間の頭が、ボールのように、コマのように回転していた。


「はい、パス」


　エリザベートの真横にいたフィッティヴァルホックへ、その生首を投げる。フィッティヴァルホックは反はん射しや的にそれを弾はじこうと手を振ふった。


「バカがっ！」


　それはエリザベートのおとりだった。目にもとまらぬ速さでエリザベートは右足を抱かかえ込こみ、真横のフィッティヴァルホックへ蹴けりを放った。その蹴りは、自らが投げた生首に当たり、そのままフィッティヴァルホックの顔面に命中。彼は人間の生首とキスをしながら派は手でに吹っ飛ばされた。


「あはははははは、あんたサッカーが下手ね。そういうときはヘディングすればいいのよ、あたしが手本を見せてやろうか」


　壁かべに崩くずれたフィッティヴァルホックに近づくや、エリザベートは転がっていた生首を両手で抱かかえ上げた。


「ほら、ヘディングってのはこうやるもんだよ！」


　ガン


　両手で生首を、相手の顔面に叩たたきつけた。はっきり言って、人間の頭部は重い、なによりその頭ず蓋がい骨こつは人体の中でも屈くつ指しの頑がん丈じようさを誇ほこる。そんなもので殴なぐられるのは、一ひと抱かかえある石で強打されるのと一いつ緒しよだ。


　ガンガンガンガン


「あはははははははははは、ほら、これがヘディングよ、ヘディング、はい、あんたもしっかりやりなさい、やりなさいよ、このあたし自らがコーチングしてやってんのよ、ほら、やれっつってんだろぉが！」


　ガンガンガンガンガンガンガンガンガンガン


　相手はすでに失神していた。だが、それでもエリザベートは執しつ拗ように、何度も何度も、その凶きよう行こうを続けた。


「止めろ、エリザベート！」


　まだ残っていた者が、その暴ぼう挙きよを止めようと慌あわてて動く。だがエリザベートはそちらを振り返りもせず、手の生首を背はい後ごに投げつけた。狙ねらい違たがわず、それは一人の胴どう体たいに当たり、相手は衝しよう撃げきにわずかに呻うめく。


　エリザベートはゆっくり立ち上がると、足あし下もとのフィッティヴァルホックの顔面を横から思いっきり蹴った。ベコッと、人間から響ひびくにしてはありえないほど鈍にぶい音。がっくり落ちたフィッティヴァルホックの首は、普ふ通つうの人間には不ふ可か能のうな角度に折れ曲がっていた。


「貴様、いったいなにが目的だ！」


「言ったでしょ、あんた等を殺しに来たのよ」


「なんでそんなことをする！」


「なんでって、それも言ったでしょ？　日本のコトワザで、立つ鳥跡あとを濁にごさず、後始末は必要でしょ？」


　クックック、エリザベートは含ふくみ笑わらいを漏もらした。


「知ってる？　ロクでもない人間って、死んだら地じ獄ごくへ堕おちるのが相場ってもんよね？　でも安心しなさい。あんたたちは地獄へは行かないわ」


　なにが楽しいのか、エリザベートは今にも笑い出しそうな顔で続ける。


「だってあんた等の死体は、あたしが便所に捨ててあげるから。あははははは、残念でした、あんたたちが死んで落ちるのは地獄じゃありません、ただの肥こえ溜だめです、あはははははははは！　クソまみれがあんたたちにふさわしい末路よ」


　でも、エリザベートは最後に付け加える。


「でも、あたしはこう見えて、とっても、とっても、とぉぉぉぉぉぉぉっても優やさしいから、最後にあんたたちに選ばせてあげるわ」


「なにを選ばせるというのだ？」


　その質しつ問もんに、エリザベートは心底嬉うれしそうに答えた。


「自分の最さい期ごをよ」


　エリザベートは二本の指を立てた。


「選せん択たくは二択。自分が死んだら――水すい洗せん便所とボットン便所、どっちに捨てて欲ほしい？」








「セバス、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」


「問題ありません、お嬢じよう様さま」


　その日何度目になるかわからないやりとりをまた繰くり返し、セバスは無む表ひよう情じようのまま、姿し勢せいを正した。キッチリ整えた黒いスーツで身を包んでいた。だがそのスーツの下には、ミイラ男のような包帯とギプスが隠かくされていることを、マイは知っている。


　ヨル、そしてキョウシロウとの戦せん闘とうで、セバスは全身に軽くない傷きずを作った。だが、あの二人を相手に、五体満足で逃にげられただけでも儲もうけものと考えねばならない。


　だが、マイの方はそう簡かん単たんには考えられなかったようだ。どういうわけか、今回のセバスのケガは自分のせいだ、と責せき任にんを感じているらしい。


「このセバス、お嬢様さえご無事だったらそれで満足でございます」


「バカ。そんな言いぐさ、わたくしが認みとめると思ってるの？」


　マイは、座ざ席せきに着いたままハァ、と息を吐はいた。結局任にん務むは失敗して、セバスは重じゆう傷しよう。一方の自分はセバスのおかげとは言え無傷。本家に帰って、どう申し開きをしよう？　セバスが連れてきた後方支し援えんのスタッフたちは、確かく認にんしたら殺されていた。刃は物もので惨ざん殺さつされていたので、キョウシロウに殺されたのだろう。無事日本を脱だつ出しゆつできたのは、マイとセバスの二人だけである。


　機体が安定した、という意味のアナウンスが英語で流れ、マイはベルトを外した。


　そう、ここは上空四万フィート、国こく際さい線の飛行機の座ざ席せきである。周囲にはマイたち以外にも、一いつ般ぱんの乗客が大おお勢ぜい乗っている。


　マイとセバスは事前に連れん絡らくしていた外交官の車を利用し、大使館へと逃げ込こむことで、なんとか追つい撃げきから逃のがれることができた。さすがの連中も、異い国こくでの国際問題は起こしたくなかったと見える。


　そこからどのようにして帰国するか、というのが問題だった。チャーター機を用意させて迅じん速そくに本家まで戻もどるという方法もあったが、帰国途と中ちゆうを襲しゆう撃げきされる可か能のう性せいもあった。どれだけ警けい戒かいしても、相手が五ご聖せい竜りゆうではたいした効こう果かはない。


　それならばいっそ、民間の航空会社を利用しようと言うことになった。無関係な一般人が周囲に大勢いれば、向こうもそう手出しはできないからだ。


　東京からワシントンまで飛び、そこからリオデジャネイロへ。問題がなければ明日には帰国できるはずだ。


「セバス、お茶飲む？　欲ほしければ言いなさい」


　マイは妙みように責任感を感じているらしく、先ほどから甲か斐い甲が斐いしく世話をしようとやっきになっている。ほほえましいと言えばほほえましい行動だが、セバスはやはり無表情のまま、鉄てつ面めん皮ぴに変化はない。


「けっこうです、お嬢様。お嬢様こそお気になさらず、以前のようにセバスにご命令ください。この程てい度どのケガ、お嬢様のお世話をこなすにはなんら問題はありません」


「でも……」


「実じつ際さい、この程度のケガで済すんで幸運です――そう言えばお嬢様には説明したことがありませんでしたね。〈斯し界かいの剣けん轟ごう〉について」


　マイは、首をかしげた。


「聞いたことはあるけど……」


「〈八や祖その禍まが家や〉〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉と並ならぶ裏うら社会の一大勢せい力りよく〈斯界の剣轟〉。正せい確かくな人数は確認されていませんが、多くとも数百人程度の小規き模ぼの集しゆう団だんです」


「少ないわね」


　魔ま乖かい術じゆつ師しは、少なく見積もってもその数百倍以上の規模がある。そんな少ない人間が、勢力として拮きつ抗こうしているとは思えなかった。


「ですが〈斯界の剣轟〉は裏社会において事実上、最強の戦せん闘とう力を持っています。彼らは一人一人が一いつ騎き当とう千せんの剣けん豪ごうなのです」


〈斯界の剣轟〉は名前の通り、剣士たちの集まりだ。だが、そこいらの傭よう兵へい集団とは格かくが違ちがう。


　常じよう識しきでは考えられないような厳きびしい修しゆ行ぎようの果てに、剣の道を究きわめつくし、人間の限げん界かいを遥はるかに超こえた能力を身につけた、まさに人じん外がいとしか言えない剣士たちがいる。彼らは強さを求めて日々修行と闘争に明け暮くれ、強くなりすぎたために戦う相手がいなくなり、その行き着く果てとして、互たがいにグループとして集まっていったのである。


　そう言った理由で、〈斯界の剣轟〉はとにかく強い。人生の大半を、己おのれの強さのためだけに捧ささげた連中ばかりだ。


「基き本ほん的に〈斯界の剣轟〉は他の勢力と交まじわりません。仲間同士で殺し合って、ひたすら戦い続けるという戦闘狂くるいどもなのです」


「理り解かいできないわ」


「ですが実力は本物です。湾わん岸がん戦争の時、軽いいざこざで多た国こく籍せき軍ぐんと〈斯界の剣轟〉がぶつかったとか。このとき、最さい新しん鋭えいの戦車五両を含ふくむ多国籍軍の部隊が、十分足らずで壊かい滅めつしたそうです。そのときの〈斯界の剣轟〉側の戦力は、たったの二人だったとか」


　冗じよう談だんのような話だ。魔ま乖かい術じゆつ師しでも、そこまで一方的な戦いは難むずかしい。


「それで、その〈斯界の剣轟〉がどうしたの？」


「はい。〈斯界の剣轟〉のトップに〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉という者がいます。簡かん潔けつに言えば、〈斯界の剣轟〉内において最高の実力を持った十五人の剣豪です」


「それは……強そうね」


「強い、と表ひよう現げんすることすら生やさしい連中です」


　無む表ひよう情じように淡たん々たんと告げるセバス。そのように言うとかえってすごみが増まして聞こえる。


「〈斯界の剣轟〉は元々人間離ばなれした連中ですが、〈七剣八刀〉までいくと完全にバケモノレベルです。あくまで噂うわさですが、たった一本の刀で山脈を砕くだき、海洋を断たち切ると言われています。話半分としても、とんでもない連中です」


　セバスはあまり他人を誉ほめたりはしない。そのセバスがここまで言うのだから、よほどすさまじい連中なのだろう、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉というのは。


「そして最近、ある噂を小耳に挟はさみました。その〈七剣八刀〉の一人が、敗れたと。それを倒たおした相手は〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉であるとも」


「それって……」


「はい。その相手が《斬壕の剣けん竜りゆう王おう》シチガイ・キョウシロウなのです」


　ようやく話が繫つながった。


「そんな相手と戦って、生きているだけでも幸運と考えねばなりません」


　確たしかにキョウシロウは、マイから見ても恐おそろしい敵てきだった。たぶん、マイがどれだけ努力しようと、キョウシロウが瞬まばたき一つする間に殺されてしまう――それくらい、実力差はあった。


「でももういいわ。何とか逃にげられたんだから」


「そうですね、お嬢じよう様さま」


「五聖竜からも、あいつからも、逃げられただけでも幸運だったわけね」


「あいつ？」


　セバスが、首をひねる。マイは、そう言えば言ってなかった、と思い出した。


「もう一人いたわ、とんでもなく強いやつが」


　マイは自分で言って、身み震ぶるいをした。思い出すだけであの時の恐きよう怖ふがこみ上げてくる。


「あの、スガム・ナイトですか？　それとも『闇ヤミ』のことですか？」


　マイは、首を振ふった。


「いいえ、あいつはそれ以上の力があったわ」


「お嬢様がそれほど気になさるほどの相手がいたのですか？」


　セバスが珍めずらしく驚おどろいた声を漏もらした。


　マイは暗殺者として、自分の眼がん力りきには自信がある。暗殺すべき標的の実力を把は握あくし、どのようにすれば勝てるか、それを計算するのは暗殺者にとって最も重要な技ぎ能のうの一つだからだ。マイは、相手の戦いぶりを見れば、その力量をかなり正確に把握することができるのだ。そうでなくては、暗殺者として長生きできない。


　これまで何度も暗殺任にん務むで危き険けんな目に遭そう遇ぐうしてきたが、生き残ることができたのはセバスの助力、そしてマイの眼力のおかげ、と言ってもいいだろう。








　あの時、あの公園で――近づく気配に、マイは茂しげみから出て振ふり返った。


「早いわね、セバス。『闇』のほうはどうなったの？」


　だが、振り向いた場所にいたのは、見み慣なれたマイの従じゆう者しやではなかった。


「…………」


　マイの背はい後ごには、いつのまにかナナが立っていた。ただ静かにたたずみながら、マイのほうを見つめている。


　マイは苦々しげに顔を歪ゆがめ、目の前にいる女を見た。


「お前なの……また、わたくしのジャマをする気？」


「…………」


　ナナは、答えない。無言のまま、こちらを見ている。マイは、チッと舌した打うちした。


「本当に食えない女だわ。人じん畜ちく無む害がいな顔をして、スガム・ナイトがこんな隠かくし球を持っていたなんてね」


　マイは、しばらく前のことを思い出した。


　キョウシロウに絡からまれたマイをナイトが助けに入ったその時、マイがナイトと顔を合わせた瞬しゆ間んかん――全身に電でん撃げきが走ったようなショックを受けた。一目で、彼こそがスガム・ナイトだと直感できたからだ。自分の手を摑つかんでいる男は勘かん違ちがいだったと、マイは迅じん速そくに悟さとった。


　顔は、もちろんスガム・ナイトの写真とそっくりだ。だが、マイには日本人の顔などどれも同じに見える。


　決定的だったのは、魔ま力りよくだ。静かに、巧こう妙みように隠しているが、ナイトの体内にはマイが今まで感じたことのないほど大量の、高こう密みつ度どの魔力が渦うず巻まいていたのだ！　その魔力の量は、ミハイルをも上回っているだろう。


　こいつがお兄様を殺した――キョウシロウに殺されかけたマイをナイトが助けたとき、マイはすでにその正体を悟さとっていたのだ。


　だからマイは、道すがらナイトに何なに気げなく体を寄よせて、ナイトの手首に隠かくし持もった毒どく針ばりを突つき刺さそうとしたのだ！　毒針の頭がわずかにでも血管に触ふれれば、ナイトは即そく死しだ。


　だが、それをこのナナが間に入って、ジャマしてくれた！　後一歩のところで、マイを引きはがしてくるのだ。


　最初は偶ぐう然ぜんかと思った。だが、何度繰くり返しても、ナナは巧こう妙みようなタイミングで、マイとナイトの間に自分の体を割わり込ませ、ジャマをしてくる。偶然では、ありえなかった。


「お前、何者なの？」




[image: ]


「…………」


　ナナは、やはり答えない。変、と言えば変だった。ナナは先ほどまで、能のう天てん気きに笑うおしゃべりな少女だったはずだ。なのに今、目の前にいるナナからは、先ほどは感じられなかったプレッシャーのようなものさえ感じられる。


　人気のない公園の隅すみで、二人の少女は互たがいを見つめあう。


「そもそもお前、なんで生きているのよ？」


　ナイトに近づいたマイは、最初、ナイトの無む防ぼう備びさにあきれ果てた。うまく魔力を消したマイのことを、微み塵じんも疑うたがいもせず、あろうことかなにかと世話を焼こうとしてくる。マイは、ミハイルと正反対の、そういうバカみたいに無む邪じや気きな男が大っきらいだった。


　だからナイトにソフトクリームを買わせ、自分が食べた後、こっそり隠し持っていた毒を振ふりかけ、ナイトに食べさせようとしたのだ。今までマイが食べていたのだ、まさか毒が入っているとは思うまい。


　作戦は完かん璧ぺきだったはずが、横から入ったナナがそれを食べてしまったおかげで失敗した。いや、ナナが死ねば、残ったナイトもスキを突つけば殺せると最初は思った。だが、インド象も殺せる猛もう毒どくを飲んだはずのナナは、いつまでたってもピンピンしてた。どんな手を使ったのか、正直見当もつかない。


「わたくしの手口をことごとく防ふせいだ、ということは、わたくしのやり口を知っているということね――お前はこれから、わたくしをどうするつもり？」


「…………」


　ナナは無言で、肩かたをすくめた。その態たい度どが、マイのカンに障さわる。


「ふざけるな！」


　マイは叫さけび、同時に地面を駆かけだしていた。ともあれ、ここまで話をして、ナナを生かしておけるはずがない。長く会話をしたのも、相手の隙すきを窺うかがうためだ。


　ナナは無防備に、それこそ隙だらけでマイの正面に立っている。マイは毒針を手に、ナナへ突っ込む。この針がかすめるだけで、ナナには致ち命めい傷しようなはずだ。ソフトクリームの毒とは別の、神しん経けい毒だ。相手が生物であるなら、毒に抵てい抗こうがあっても確かく実じつに殺す猛毒である。


　軽けい快かいなフットワークでナナの正面に突っ込むと見せかけ、真横へ回り込みながら攻こう撃げきする。相手は自分の姿すがたが消えたようにさえ見える高速移い動どうである。


　が、突きだした右手を、ナナは難なんなくわしづかみにした。マイの手首を、ナナの手が、恐おそろしい力で締しめ上げてくる。ミシミシ、手の骨ほねが悲鳴を上げ、マイの指から針が落ちた。


　ナナはそのままマイの片かた手てを、ねじり上げるように持ち上げた。マイは、声にならない悲鳴を上げた。全身を痺しびれるような痛いたみが包み込み、体がまったく動かない。ただ、ナナに片手を摑つかまれただけなのに、マイの自由は奪うばわれてしまったのだ！


「……君は、運がいい」


　それが誰だれの声か、マイは最初わからなかった。今までの声とは、あまりにもイメージが違ちがったからだ。低く押し殺した声は静かだが、ゾッとするほど相手を威い圧あつする色が隠かくされていた。


　ナナの、目の色が変わっていた。赤く輝かがやく瞳ひとみが、至し近きん距きよ離りでマイをのぞき込こむ。それだけで、マイは完全に、抵抗する気力を奪われてしまった。


「以前の私なら、ここに来るまでに君を十回は殺していた。でも、今は違ちがう。私もナイト君に感化されたか、だいぶ温おん厚こうになってな、できるだけナイト君のそばでは人を殺さないようにしているんだ。たとえ相手が、君のような薄うす汚ぎたない暗殺者であろうとな」


　マイは、カチカチという音を聞いた。それが自分の歯の鳴らす音だと、しばらくたって気づいた。恐きよう怖ふしているのだ。自分とそう年も変わらないはずのこの少女を前に、暗殺者であるマイは、おびえていた。なぜなら、この少女は格かくが違うからだ。本ほん能のうが教えてくれる。この相手には、自分があらゆる汚い手しゆ段だんを使って戦ったところで、瞬まばたき一つする間に返り討うちにされてしまうということを。


「だからな、よく聞いて欲ほしい。君が愚おろかではないと信じて言う。このまま君が帰るなら、私はなにもしない。わかるだろう？　君がこのままここでどれだけ努力しようと、君は誰も殺すことなどできない。だから、今すぐ回れ右をしておうちに帰るのが身のためというものだ。この後君がする返事も決まっている『はいわかりました』だ。わかったかな？　返事は？」


「はいわかりました」


　マイはそう答えた。それ以外の、選せん択たく肢しはなかった。


「ならばいい」


　ナナがようやく手を離はなしてくれた。金かな縛しばりがとけたように、マイが地面に投げ出される。


「そうそう。言い忘わすれた」


　ナナは何気ない仕草で、大人の拳こぶしほどある石を拾ひろい上げると、それを自分の手の平にのせた。


「わかってると思うが、もしまた君の顔が私の視し界かいに入ったら……」


　バン!!


　石が、粉々に砕くだけ散ちった。ナナは、微び動どうだにしない。ただ、自分の手に石をのせていただけだ。にもかかわらず、石は微み塵じんとなって消えてしまった。


「……君の未来は、こうなるだろう」


　ダダダ


　マイは一言も言葉を発することなく、脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。あっというまに見えなくなったマイの背せ中なかを視線で追い、残ったナナは、ため息を吐ついた。


「私も甘あまいな。あのままあの小こ娘むすめの首をへし折るのが一番簡かん単たんだったのだがな」


　自分の言葉に、肩をすくめてみる。


「まぁいいさ。あの小娘も、技ぎ術じゆつはともかく、精せい神しん面めんが未み熟じゆくだ。暗殺者にしては感かん情じようの起き伏ふくが激はげしい。あまりあの仕事には向いてないな――だからこそ私の脅おどしであっさり引いたのだろうが、あの程てい度どの小娘の正体も見抜けないとは、ナイト君もまだまだ甘あまい」


　クック、とナナはのどの奥おくで小さな笑いを漏もらした。


「まぁいいさ、全すべては予定の内だ」


　ナナは静かに、左右を見回した。


「この街にあれが――〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉が隠されていることはわかっていた。だからこそ『闇ヤミ』も私も真っ先にこの地へ来たのだ。だが、巧こう妙みように隠された祭壇を見つけることは、ついぞ叶かなわなかった。あれを見つけられる者がいるとすれば、『千せん里り眼がん』を持つ『偽ニセ』のみ。その『偽』が死んだとあってはどうしようもないかと思ったが……やはりそうか。『偽』のミハイルは、やはりこの街で発見していたか」


　ナナは、口元を歪ゆがめて微び笑しようを作った。それは普ふ段だんのナナは決して浮うかべない、大人びた笑い方だった。


「あの小娘の反はん応のうを見る限かぎり、私の推すい論ろんは正しかったわけだ。なるほどな……魔ま宴えんは全て順調に進行中というわけだ」


　と、そんなことを呟つぶやくナナに、背はい後ごから聞き覚えのある声がかけられた。


「おい、ナナ、そんなところにいたのか？」


　ナイトだ。どうやらナナたちを探さがしていたらしい。周囲を確かく認にんしながら、ナイトはナナに尋たずねた。


「ナナ、マイちゃんとは一いつ緒しよじゃなかったのか？」


　ナナは、首を少しかしげたあと、いつもの笑えみを浮かべて答えた。


「です～、あの子なら帰ったですよ？」


「帰っただって？」


「ですです～。なんだか、知り合いの人が見つかったらしいですよ、セバスって人です」


　ウソも方便。


「つまり、その人と一緒に帰ったってことか？」


「そうです～。なんだか、慌てた様子で帰っていったですよ」


　ナイトは少し悩なやむようなそぶりを見せた後、呟いた。


「少し、心しん配ぱいだな」


　相変わらずナイトは心配性しようなようだ。


　ナナは、ナイトを安心させるべくこう言ってやった。


「大だい丈じよう夫ぶですよ、先生ぇ」


　ニコニコ、笑いながら、能のう天てん気きに、ナナは言う。


「あの子だったら、ナナちゃんとお別れの挨あい拶さつしたですから、大丈夫ですよ～」








　マイの見立てによれば、キョウシロウは今回出会った中で間ま違ちがいなくトップクラスに強い。ナイトも、確かに強い。たぶんナイトは、ミハイルより上だ。だが、そのナイトもキョウシロウにはまだまだ及およばないように見えた。『闇』も同様だ。


　だが、たぶんあいつは……彼女は、キョウシロウと同どう格かく、あるいは、それ以上に強かった。はっきりした実力を見たわけではないが、間近にいたマイには、確かにそのように感じられたのだ。


「いったい、あいつは……」


「お嬢じよう様さま？」


「ん？　あぁ、なんでもないわ……もう過すぎたことよ」


　そうだ、今いま更さら気にしたって仕方がないではないか。ナナも、あの様子では、こちらが大人しく帰るなら追ってはこないはずだった。このまま本家に戻もどって、ミハイルの情じよう報ほうを伝えた後、少しの間くらいは休きゆう暇かをとってもいいかも、とマイは思っていた。


　少なくともセバスのケガが治るまでの間くらいは……


「セバス、ちょっと聞くけど」


「なんでしょう？」


「お前、なにかやりたいことってある？」


　セバスは、瞬まばたきをした。マイがそんなことを聞くのは、実に珍めずらしいことだったからだ。


　セバスはしばしの間、どう答えたものか悩み……そして、答えた。


「このセバス、この身の果てるまでお嬢様のおそばにいる、それが望む全てでございます」


「そう……つまらない返事ね」


「申もうし訳わけございません」


　たいして面おも白しろくもない従じゆう者しやだが、やはりマイのそばには彼がいなくては、どうもいつもの調子が出ないのだ。そう言った意味で、これからもこの従者には、しっかり仕えてもらわねばならない。


「まぁいいわ。セバス。これだけは言っておくわ」


　マイは少し顔を赤らめ、神しん妙みような面おも持もちの（実じつ際さいはただ無表情なだけ）セバスに言った。


「わたくしはお前の主あるじよ。それはこれから先も、未み来らい永えい劫ごう、変わることのない事実だわ」


「はい、その通りでございます、お嬢様」


「だからセバス。いいこと、これから先もお前はこのわたくしに、誠せい心しん誠意変わらぬ忠ちゆう誠せいを誓ちかいにゃちゃい」


　――嚙かんじゃった。








　赤あか霧ぎり市、ナイトとキョウシロウが死し闘とうを繰くり広げた場所は、ほぼ廃はい墟きよと化していた。周囲の建物は根こそぎ倒とう壊かい。激げき突とつした地点を中心に、半径百メートルほどは地面がひっくり返って、土がむき出しになってさえいた。それを見るだけで、激突の激はげしさはわかる。


　現げん在ざいこの場所に人ひと影かげはない。ヨルの人ひと払ばらいの結界の効こう果かが残っているからだ。結界がとかれても、これだけ破壊されていれば、しばらくは立ち入り禁きん止しになるだろう。おそらくはまた、魔ま乖かい術じゆつ師しによる情じよう報ほう操そう作さによって、ただの自然災さい害がい、事じ故ことして、この惨さん状じようも処しよ理りされるはずだ。


　そして誰もいないその地で、今一人の男が立ち上がろうとしていた。


　むき出しの地面に穴あなが空き、その奥おくから、太い成人男だん性せいの腕うでが伸のびる。腕はそのまましっかり大地を摑つかみ、穴の奥から己おのれの全身を引きずり出した。


　決して大おお柄がらというわけではない。だが骨ほね太ぶとな体格に全身を鎧よろいのように包む筋きん肉にくのおかげで常人より一回り大きく見える。


　キョウシロウである。


　相変わらずのボロボロの和わ装そうは、土にまみれてさらに汚よごれていた。だがそのがっちりとした肉体には、傷きずらしい傷はどこにもなかった。


　キョウシロウは自分の体を確かく認にんし、特に問題がないとわかるとざんばら髪がみを両手でかきあげ、ふん、と鼻を鳴らした。


「よぉ、キョウシロウ。だいぶやられたみたいじゃねぇか」


　キョウシロウの背せ中なかに声がかけられた。キョウシロウは、振り返ろうともしない。確認しなくても、誰だれかはわかっている。キョウシロウのすぐ後ろのガレキに腰こしをかけ、ニヤニヤ笑ってこちらを見ているのは、フェンであった。


「しっかし、さっきのはさすがのお前でも死んだと思ったぜ？」


　なにしろナイトの、『滅メツ』の第四咒じゆ法ほうの直ちよく撃げきだ。防ぼう御ぎよ無む効こう、即そく死しの必殺技わざから逃のがれられたものは、今までいない。


「キョウシロウ、どんなＴＥＪＩＮＡ使ったんだよ？」


「ふん、たいしたことはしとらん」


　キョウシロウはつまらなそうに言う。


「確かにあの小こ僧ぞうの技は強力じゃった。さすがのワシも、一回殺されたわい」


「うん？」


「じゃが、あの小僧にとっての計算違いは、ワシが一回や二回殺された程度で死んでやれるほど甘くはない、ということじゃ」


　それよりも、キョウシロウはフェンに鋭するどい視し線せんを向けた。


「のぞき見とは趣しゆ味みが悪いのぉ、フェン」


「そんなこと言っていいのか、キョウシロウ？　わざわざ見み逃のがしてやったんだぜ？」


　フェンが、やはり笑ったまま言う。キョウシロウは、もう一ひと度たび鼻を鳴らした。


「ふん。《神シン》あたりに、ワシを止めろ、と言われたんじゃろ、ヌシ？」


「あぁ」


　フェンは、頷うなずいた。確たしかにそういう命令を受けていた。だがフェンはキョウシロウとナイトの激突を止めず、最後まで静観していただけだった。


「ヌシは結局止めんかったな」


「リーダーは、そういうところがお堅かたくいらっしゃってな、ぶっちゃけかなりのＩＳＨＩＡＴＡＭＡってやつだ」


　フェンは気楽な笑いを漏もらす。


「《神》は指し揮き官かんだ。奥に引ひっ込こんで、俺おれたち手て駒ごまに指し示じを出すだけ。そういう人間に、俺たちみたいな戦士の気持ちなんざ、わかろうとしたってわからねぇさ」


　そうだろうな、キョウシロウもその意見には賛さん成せいだ。


「百回話し合うよりも、一回ガチでぶつかり合った方が多くのことがわかるってもんだ。でも、我われらが盟めい主しゆ殿どのはそういうことがわかってらっしゃらねぇのさ」


「ふん」


　短く、キョウシロウは息を漏らす。


「で、どうだったよ、キョウシロウ。ぼーやとぶつかりあった感想は？」


「まだまだ青あお臭くさい上に、甘あまい。あれでは剣士として大成できん」


　キョウシロウは素そっ気なく、厳きびしい意見を漏もらした。だが、と付け加える。


「ヌシや《神》が目をつけるくらいの価か値ちはあるようじゃな。確かに今後、鍛きたえ方かた次し第だいではまだ伸びるじゃろ」


「おぉ、キョウシロウのお墨すみ付つききたぁ、ぼーやもやるじゃねぇか」


　茶ちや化かすように、キョウシロウが口笛を吹ふいた。


「ま、お前もわかっただろ、キョウシロウ？　ぼーやと闘たたかうなって言ったって、たぶん納なつ得とくできねぇだろうから、あえて見逃してやったんだぜ？」


「…………」


　キョウシロウは、喋しやべらない。どうやら頭が冷えたようだ。キョウシロウは一度スイッチが入るとひたすら戦い続ける修しゆ羅らとなるが、普ふ段だんはどちらかというと寡か黙もくで冷静な性せい質しつなのだ。もっとも、温おん厚こうな性せい格かくとはほど遠いが。


「しっかし、まさかお前がやられるとはな」


「……言っておくが、フェン」


　キョウシロウは、念のため、言っておくことにした。


「ワシは手加減してやったんじゃ」


「知ってるさ」


　フェンは、ため息を吐ついた。これが負まけ惜おしみなどでなく、事実なのだから始末が悪い。


「お前が本気出しゃ、こんな小さな街なんか跡あと形かたもなくなってるからな。へたすりゃ、海岸線がねじ曲がる」


「ふん」


　つまらなそうに、キョウシロウは鼻を鳴らした。


「じゃが、最強の魔ま乖かい咒じゆと言われる『滅』だけのことはある。純じゆん粋すいな力押しでは、ワシが本気を出しても多少手こずるじゃろうな」


　それに、キョウシロウは付け足した。


「そもそもワシの能力は、今回使うまでもなかったしの。奥おう義ぎも出す必要すらなかった。実じつ質しつ、今回はワシの実力の一割わりも出しとらん」


　まぁ、そうだろうな。五ご聖せい竜りゆう最強の名は、だてではない。しかし、寡黙なキョウシロウがわざわざこんなことを言うとは、本気ではなかったとは言え、負けたのはかなり悔くやしいと見える。


「……なにを笑っとる？」


「へっへ。ま、気にするな、キョウシロウ。ぼーやの力はこんなもんじゃねぇ。まだまだ伸のびるぜ」


「……確かに、興きよう味み深くはある。それに――」


　キョウシロウが、思し慮りよ深ぶかげに呟つぶやいた。


「あの小こ僧ぞうの太た刀ち筋すじには見覚えがある……あれは間違いなく、『絶たち端ばな』の剣筋じゃ」


「なんだ、それ？」


　キョウシロウは、腕うでを組んで答えた。


「ヌシも知らんか。絶端流剣術――剣士の間で語り継つがれておる、幻まぼろしの秘ひ剣けんとも言われる流りゆう派はじゃ。『絶端』の連中は、歴代の〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉に名を連ねるほどの実力者じゃ」


「あん？　ぼーやと〈七剣八刀〉が関係あるってのか？」


「それはわからん。あの小僧の剣筋は未み熟じゆくすぎて、正直まともに見られたもんではないわい。じゃが、確かにあの筋には『絶端』の色が出ておった」


　しばらくキョウシロウはなにか考えこむ。フェンは、それを見て慌あわてて言った。


「おいおい、キョウシロウ。最初にも言ったが、ぼーやは俺のＥＭＯＮＯだぜ？　こいつばっかりは、お前でも譲ゆずれねぇな」


「……是ぜ非ひもない」


　ふん、キョウシロウは、鼻を鳴らした。


「まぁいいじゃろ。あの程てい度どの小僧は固こ執しゆうするまでもない。ヌシがそのうち殺せばいい」


　キョウシロウは組んでいた腕をほどき、歩き出した。


「どこへ行く、キョウシロウ？」


「……風の吹ふくままじゃ」


　言って、キョウシロウはフワリと宙ちゆうに浮うかぶと、そのまま空の彼方かなたへ、あっというまに見えなくなってしまった。


　それを見送って、フェンはガレキに座すわったまま葉は巻まきをくわえ、火をつけて大きく息を吐いた。


「ははっ、おぉ、怖こえぇ、怖こわいね、キョウシロウ」


　冗じよう談だんめかして、フェンは肩かたをすくめた。


「ぼーやにゃ興きよう味みないとか言って、目がＭＡＪＩだったぜ？　ありゃ、口では何でもないＦＵＲＩして、相当頭キてるぜ」


　まったくこれからどうなるかねぇ、とフェンはうそぶいた。


「まぁいいさ。俺は、ただ、強いやつと戦えるなら、それでＭＡＮＺＯＫＵだからな」


　ははは、廃はい墟きよと化した街にフェンの乾かわいた笑いが響ひびき渡った。








　八や祖その中央審しん議ぎ会かい。その会場であった部屋は、血まみれであった。


　先ほどまで生きていた四人の骸むくろが無む造ぞう作さに転がっている。そのどれもが、無む惨ざんな殺されかたをしていた。


　最後に残ったシュトレンベルグは、目の前の殺さつ戮りく者をゆっくりと見つめた。返り血で汚よごれているものの、エリザベートの体には未いまだ傷きず一つなかった。


「あはははははは……まったく、どいつもこいつもてんで弱くて話にならないわね。虫けらなんて、踏ふみつぶされるしか価か値ちがないのに、なんだってあたしに歯向かうのかしら？」


　シュトレンベルグは、フゥ、とため息を吐いた。もう手だてはない。最初にやられた二人はともかく、残った三人はエリザベートと戦った。


　だが彼らも傷一つつけられないまま、無惨に殺されてしまった。残るのは自分一人、自分もすぐ同じ運命となるだろう。


「八祖直ちよつ系けいの魔ま乖かい術じゆつ師しが相手でも、子こ供ども扱あつかいか……お前ほどの才覚があれば、魔乖術師の新たな時代を築きずき上げることもできただろうに」


「戯たわ言ごとね。新たな時代？　そんなものは、とっくに来てるのよ」


　エリザベートが、嬉うれしそうに言う。


「このあたしがこの世に誕たん生じようした瞬しゆん間かん、時代はあたしを中心に始まったのさ、当然だろ」


　傲ごう慢まんなセリフを平然と言ってのける。この女は、本気で言っている。そしてあながち間ま違ちがいでもないというのが腹はら立だたしい。


「それで、貴き様さまはなにが目的だ？　わざわざ我われ々われを殺すためだけに来るほどヒマじゃないだろう？」


「あら、あんたは少しだけ、他の連中より頭がキレるわね。いいわ、ならあんたに聞くことにするわ。あたしはね、ちょっと忘わすれ物があったから、ここに戻もどってきたのよ」


　エリザベートは尋たずねた。


「〈星せい辰しんの金貨〉、いまどこにある？」


「なん、だと？」


　シュトレンベルグは、内心驚きよう嘆たんした。なぜこの女が、その名を知っている？


「あんたも知ってるだろ？　あたしら魔乖術師が、魔ま術じゆつ師しと奪うばい合ったあの宝たからだよ。古代の王が、世界のあらゆる金銀財ざい宝ほうを対たい価かにしてでも欲ほしがったっていう、あのお宝よ」


「……知らん」


「そんなはずないわ。あたしはこれでもね、調べたのよ。ここしか、資し料りようが残っている可か能のう性せいのある場所はないのよ。どこにあるのか、言え」


　完全に命令形だ。


「大人しく隠かくし場所を言えよ。どーせ死ぬなら、死ぬ前にあたしの役に立って見せろよ」


　シュトレンベルグは、嘆たん息そくした。隠したところでムダだ。この女なら、自力でもきっと見つけてしまう。この女は狂きよう人じんだが、バカではないのだ。


　シュトレンベルグはエリザベートを案内し、屋や敷しきの奥おくへと導みちびいた。そこは、書庫である。広い部屋だが、所ところ狭せましと本ほん棚だなが並ならべられているために圧あつ迫ぱく感がある。


「……その議ぎ事じ録ろくを見てみろ」


　本棚の一角にある、過か去この魔ま宴えんに関する議事録を指さした。そこには歴代の魔宴の記録が残っている。そして、エリザベートが欲ほつする情じよう報ほうも、その中にある。


　エリザベートは適てき当とうに本を抜ぬき出すと、パラパラとページをめくり、すぐにその本を床ゆかに投げ捨すてた。そのまま何なん冊さつかの本を同じように読んでいき、目当てのものが見つからないのか、すぐに捨ててしまう。


　その様子を、シュトレンベルグは黙だまって見つめていた。議事録は極ごく秘ひ性せいが高く、古代の魔ま乖かい文字で書かれている。専せん門もん家かでも、一冊を解かい読どくするのに一週間はかかるほどだ。そう簡かん単たんに目当てのものなど見つかるものか。


　そうだ、魔宴は一種の儀ぎ式しき。八人の参加者の内七人の魂たましいを生け贄にえに捧ささげることで、優ゆう勝しよう者を魔乖咒じゆの根こん源げんである『魔王』にするための儀式なのだ。


　それぞれの八祖には、魔宴の概がい略りやくが伝えられている。だが長く議事録を管理していたシュトレンベルグは、現げん在ざいは魔宴の儀式がかなり簡かん略りやく化かされていることを知った。


　――ただ魔宴を勝ち抜ぬくだけでは『魔王』は誕生しない。正しい場所で、正しい道具をそろえ、正しく生け贄を捧げねば、儀式は完成ではない。


　だからこそヨルには、真っ先に日本を抑おさえるように指し示じしたのだ。


「ふん……こんなものか」


　エリザベートは棚に並ならんでいた数十冊の分ぶ厚あつい本を全すべて投げ捨てると、指を鳴らした。途と端たん、本の山が炎ほのおに包まれた。


「バカな……貴様、貴き重ちような記録を、なぜ燃もやす！」


「はん、中身は全部覚えた」


　あっさりと、エリザベートが言う。


「他の連中に手がかりを残す気はないからね、燃やしたのよ」


「バカな、古代魔乖文字だぞ。読めるのか、貴様？」


「読めたら悪い？」


　ニヤニヤ、エリザベートが笑う。この女の頭の中身など誰だれにも理り解かいできない。本当に読むことができるのかもしれないが、気まぐれに本を燃やしただけかもしれない。どっちの可か能のう性せいも十分にありえる話だ。


「あはははは、これでそろったわ」


　燃え上がる本の山をチラリと見つめ、エリザベートは嬉うれしそうに笑った。


「これであたしの手て駒ごまは全てそろったわ。これで完成する、あたしの勝利へ繫つながる栄光の道がね」


　嬉しそうに笑いながら、エリザベートはシュトレンベルグを見つめた。


「ねぇ、あんたならわかるんじゃない？　いよいよ、ついに、とうとうこのあたしが『魔王』になる全ての条じよう件けんがそろったのよ」


「気が早いな。まだお前が魔宴に勝ち残れると決まったわけではない」


「そうね、確たしかにそうだわ。あんたなら知ってるでしょ？　魔宴に勝ち残ったところで、本当の意味で『魔王』となるわけじゃない」


　シュトレンベルグは押おし黙だまった。それは、八や祖その直ちよつ系けい、それも当主クラスにのみ伝えられている事実だからである。


「知っている」


　シュトレンベルグは頷うなずいた。


「かつて魔ま乖かい咒が生み出されたとき、魔乖咒の源みなもととも言うべき存そん在ざいが『魔王』だった。自らの肉体を異い世せ界かいへのゲートに変へん換かんすることで、古いにしえの『魔王』はまさに万ばん能のうと呼よぶにふさわしい力を持っていたとされている」


「そーだよ。『魔王』なんて魔宴に勝ったただの称しよう号ごうじゃないのさ。全ぜん知ち全ぜん能のうに近い『魔王』を再ふたたび生み出すために、あたしたちは戦うのさ。でも失敗した」


　その通りだ。今まで何度も魔宴は繰くり返されてきた。だが勝ち残った『魔王』は、少し力が強い魔乖術じゆつ師しに過ぎない。真なる『魔王』にはほど遠い。


「なんで失敗したのか……どいつもこいつも悩なやんでいたわね、全く、こんな簡かん単たんなこともわからないなんて、歴代の八祖はとんだボンクラぞろいだわ」


　エリザベートが、言う。その言いぐさだと、自分は正しい答えを知っていると言わんばかりだ。


「ならばお前は知っているというのか？」


「単たん純じゆんな話よ」


　片かた手てをヒラヒラ振りながら言うエリザベート。


「八祖の血を引く者どもを魔宴で戦わせ、敗者の魂を生け贄に勝ち残った者に『魔王』の力を降こう臨りんさせる――原理は間違ってない。でも、致ち命めい的に間違っている」


　得意そうに、エリザベートは語った。


「魔乖術師の始し祖そとされる皇こう帝ていは、八祖の源げん流りゆうとも言うべき八人を生け贄に捧げて、八人を八祖の魔王へと覚かく醒せいさせた。魔宴はその儀式をなぞっているだけさ。つまり、『魔王』を生み出すには、八祖に連なる者、八人の生け贄が必要なのさ」


　単純な話だ。


「だから魔宴の敗者七人を生け贄にしても真の『魔王』は誕生しない。なぜならば、生け贄が足りないからさ。『■』の八祖が消えて以い降こう、そもそも魔宴の参加者自体がそろわなくなった。そんなことで『魔王』が生まれるはずがないだろ？　そんなこともわからねぇのかよ」


　はははは、バカにしたようにエリザベートは笑う。シュトレンベルグは、冷や汗あせをかいていた。言われてみれば、そうだ。その点を見落としていた。


　でも、妙みような話だ。


　確かに、エリザベートの話は納なつ得とくできる。だが、今までそのことを疑ぎ問もんにも思わなかった。なぜだ？　そこまで突とつ飛ぴな発想というわけでもないのに、だれも気づかなかった。いや、違う、今のは、思考にフィルターが……


「クッ、そういうことか。我われ々われの思考パターンにまで検けん閲えつをかけて……」


　思考が、うまくまとまらない。シュトレンベルグは、魔宴のカラクリにようやく思い至いたった。だが、今この段だんとなってはあらゆる意味で遅おそすぎる。所しよ詮せんはシュトレンベルグも、奴やつらの手の内ということか……


「フフン、気づいたようね？」


　できの悪い子こ供どもをバカにするような目でエリザベートが見み下くだしてくる。


「でも、あたしの手て駒ごまは全てそろった」


　エリザベートが、ほくそ笑えむ。シュトレンベルグは、ハッと気づいた。そうか、この女の考えが、ようやくわかった。この女は……


「貴き様さま、生いけ贄にえをそろえるために……」


「そうだよ、普ふ通つうに魔宴に参加しても真なる『魔ま王おう』にはなれない。でも、魔宴に参加できる人数は八や祖そにつき一人、こればっかりはあたしもどーしようもなかった。だからあの子を使ったのさ、今いま頃ごろわかったの、あははははははははははは」


　そうだ、『歪ワイ』に当初登録された無名の魔乖術師。彼女の参加も全すべて、この女は計算していたのか、自分も登録される、その後の流れまで。


「そうさ、『歪』が誇ほこる『最高欠作サイコウケツサク』と呼よばれるナナ、そして『狂キヨウ濫ランの螺刃ネジ』たるあたし。この二人が魔宴に参加した時点で、あたしの目的は達成されたも同然さ」


　嬉うれしそうに、エリザベートは笑い続ける。


「これで『歪』の生け贄は達成される。『歪』の参加者を生け贄に捧ささげながら、あたしは魔宴に残り、真なる『魔王』への道を進むことができる。お膳ぜん立だては完かん璧ぺきってわけさ」


「それで、どうする気だ？」


　シュトレンベルグは、目の前の狂人に尋たずねた。


「お前の狙ねらいはわかった。それで、お前は『魔王』になって、なにをする気だ？　お前の望みは？」


「あは、あは、あははははははははははははははははははは」


　突とつ然ぜんエリザベートが、狂笑をもらす。そんなこともわからないのか、と目の前の男を哀あわれむ様に眺ながめる。


「なにが望み？　そんなことを今いま更さら聞く？　あたしの望みなんてものは、昔から決まっているわ」


　エリザベートは、己おのれの願望を告げる。


「窮きゆう極きよくの『魔王』を生み出すことよ」


「窮極？」


　どういうことだ？


「八祖直系、八人を生け贄に捧ささげて『魔王』を生み出す、それが魔宴の仕組みよ。なら、こう考えてみたことない？　八人の生け贄で『魔王』が生まれるなら……七十億人近い全人類を生け贄にしたら、いったいなにが生まれるのかしら？」


　シュトレンベルグは、顔色を変えた。


「バカな！」


「魔ま力りよくの欠片かけらもない愚ぐ民みんでも、それだけ数がそろえばなにかのタシになるでしょ？　あぁ、楽しみだと思わない？　それだけの犠ぎ牲せいの果てに生まれるものは、なんなのかしら？　それだけの犠牲を払はらってなにも起こらなかったらお笑いぐさよね。全人類を代だい償しようにして、なにも手に入りません、なんて、人類は無価か値ちです、なんて言われるも同然よね、むしろそうなる可か能のう性せいが一番高いかもね、あははははははははは!!」


　こいつは……どうしようもない、とんでもない女だ。エリザベートは、今の言葉を本気で言っている。こいつは、ただの気まぐれで全人類を滅めつ亡ぼうさせる気だ、いや、なお悪いかもしれない。





　何しろこの女は、軽いお遊びで、人類虐ぎやく殺さつをやろうとしているのだ。





「貴様、正気か？」


「狂気さ」


　エリザベートが答え、シュトレンベルグを蹴けった。


「さぁて、少しばかり長話しすぎたわね。あたしは帰るわ。もう用はないからね」


　エリザベートが来たときと同様、唐とう突とつに告げ、きびすを返す。床ゆかに倒たおれていたシュトレンベルグが、え？　と身を起こす。


「なに？」


　シュトレンベルグの方が驚おどろいてしまった。この女なら、自分のこともこのまま殺すと思ったのに。


「なんであんたを殺さないか不思議？」


　人の内心を読む様に、エリザベートが笑う。


「別にあたしだって好きで殺してるわけじゃないわよ、というか、むしろ殺すのはキライね。だって、殺すと汚きたない汁しるで服が汚よごれるから」


　血まみれの自分の姿すがたを見て笑うエリザベート。


「この部屋もだいぶ汚れたし、一人くらいは掃そう除じする奴やつが必要だろ？　だからこの優やさしい、優しい、優しぃぃぃぃぃぃぃい、あたしが、掃除係を一匹ぴき残してやったのさ」


　つまり、ただの気まぐれだ。気まぐれでシュトレンベルグは生き残ったのだ。


「それじゃぁ、失礼するわ。掃除がんばれよ」


　好き放題言って、エリザベートは本当にそのまま、屋や敷しきから出て行った――つくづく、常じよう識しきでははかれない相手だ。


「あぁ、そうそう」


　と思ったら戻もどってきた。油ゆ断だんしていたためにシュトレンベルグは度ど肝ぎもを抜ぬかれた。


「今度はなんだ！」


「あたし忘わすれ物をしたからここに来たのに、それをまた忘れるところだったわ。ダメねぇ、あたし。どうも物忘れがひどくてね」


「これ以上なにをする気だ？」


「ちょっとね、もう一つ忘れてたことがあるのよ」


　ダンッ、と、首の下で音がした。シュトレンベルグは、下を見て、自分の胸むねに空くう洞どうができていることに気づいた。


　急速に意い識しきが薄うすれ、体から力が抜け、倒たおれる。最後にエリザベートがケラケラ笑う声が聞こえた。


「忘れてたわよ、あんた等ゴミ虫を皆みな殺ごろしに来たんだってことを」


　シュトレンベルグの意識が、急速に薄れていく。これで、終わるのか……こんな狂人なんかを相手に、なすすべもなく……すまん、ヨルミルミ。


　それが『闇ヤミ』シュトレンベルグ家当主にして、ヨルの祖そ父ふにあたるアルブレヒト・シュトレンベルグの最さい期ごである。


　そしてエリザベートはその死体を一度も振ふり返ることなく、部屋から出た。


　部屋の外も惨さん憺たんたる有様だった。ここに来るまでに、エリザベートは途と中ちゆうで会った人間を全員殺してきたからだ。もっとも、そのおかげで帰り道に迷まよう心配はない。死体のある場所をたどればいいのだから。


「カスの死体でも、ちったぁ役に立つな」


　エリザベートが、呟つぶやく。人間の命を、道しるべ程てい度どのものと考えているのだ。


　と、人の気配を感じた。見ると、この惨さん状じように硬こう直ちよくした執しつ事じらしい少年が立っている。この屋や敷しきの使用人か。


　エリザベートは何気なく、本当に何気なく、アイサツするような気安さで少年を縊くびり殺そうとして――手を止めた。


「あぁ、ちょうどよかった。人手が欲ほしかったんだ」


「え？　あ、ひ！　エ、エリザベート!?」


　どうやらこっちのことを知っているらしい。なら好都合だ。


「あたしが誰だれか、知ってるなら、余よ計けいなことはするなよ？」


　少年は、ガクガク頷うなずいた。エリザベートの悪名は八や祖その垣かき根ねを跳とび越えて広まっている。この女を相手に、まともな道理は通らない。


「物わかりのいいガキは、キライじゃないわよ」


　言って、エリザベートは少年の頭を摑つかみ、思いっきり床に叩たたきつけた。衝しよう撃げきに鼻柱が折れたか、鼻血が水道水のような勢いきおいで噴ふき出した。


「ガッ!?　ゲホッ、ゲホッ！」


「様さま」


「な、なんのこと……」


　もう一度、床に叩きつけた。


「あたしはこれでも『歪ワイ』の八祖、当主なんだよ。別系けい統とうであっても、あたしはあんたより格かく上だ。あたしのことを呼よぶときはエリザベート『様』だろ？」


　さらに、壁かべに顔面を叩きつける。衝しよう撃げきに少年の意識は半分もうろうとしてきた。


「ほら、礼れい儀ぎを知らねぇガキにあたしが親切に教えてやったんだ。あたしの名を呼よんでみな！」


「エ、エリザベートさ、ガフッ！」


　名前を言いかけた瞬しゆん間かん、顔面をまた床に叩きつけられた。


「ほら、『様』が抜ぬけてるぞ、もう一度！」


「エリザベッ、ブッ！」


　顔面で窓まどガラスを叩き割わられた。ガラスの破は片へんが無数に顔に刺ささる。


「おら、いつまでたっても礼儀のわからねぇガキだな、いい加か減げんにしねぇとブチ殺すぞ？」


　と言って、エリザベートは摑んでいた少年の頭を、壁めがけて、恐おそろしい怪かい力りきで、連続で叩きつけた。


「ガッッ、アブッ、エリッガッ、エリザベドッ、エリザベート様、エリザベート様、エリザベート様ぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　最後は泣きながら絶ぜつ叫きようするようにしてようやく名前を言うことができた。エリザベートは、そこでようやく手を離はなす。


「ったく『闇ヤミ』も使用人のシツケができてないわね、おさとがしれるってもんだわ」


　ようやく解かい放ほうされた少年は、ダクダク額ひたいと鼻からこぼれ落ちる血を、服の袖そでで抑おさえて止めようとする。


「まぁいいわ。おい、お前。お前に仕事をくれてやる」


「し、仕事？」


「その部屋を見ろ」


　少年に、拒きよ否ひ権けんなどあるはずもない。中を覗のぞいて……ウッ、と、少年は吐はき気を覚えた。必死に口に手を当てて、こらえる。


　部屋の中では、彼の主人たる『闇』の当主、他の八や祖その賓ひん客きやくたちが無む惨ざんに殺されていた。その死体の有様はヒドイ、完全に嬲なぶり殺されている。正気の人間なら正せい視しに耐たえない光景だ。


「その部屋、汚よごれてるだろ？　掃そう除じしろ」


「え？　そ、掃除ですか？」


「あぁ、あんたの脳のうみそにもわかるように説明してやると、死体を片かた付づけろ」


　なんでそんな命令をされるのかわからないが、この女を相手に理由を求めてもムダだ。命が惜おしいなら、命令に従したがうしかない。


　悲運な少年は吐き気をこらえながら、部屋に転がるかつて人間だったもののなれの果て、肉にく片へんや骨こつ片ぺんといったものを、手で拾ひろい、顔をしかめながら、一カ所に集める。そんな少年の様子を、ニヤニヤしながらエリザベートが見つめている。


「掃除って、ど、どうすればいいんですか？」


「あぁん？　そんなこともわからねぇのか？　ロクな使用人使ってねぇな」


　エリザベートはいかにも軽けい蔑べつした、というように鼻を鳴らす。


「死体の処しよ理りなんて決まってんだろ……全部便所に捨すてて流せ」


「は？」


「便所に捨てろって言ってんだよ」


　……正気か、この女？　いや、この女にそんなものを求めるだけムダだ。


　ともかく、逆さからえば殺される。その事実を、少年は身にしみて感じ取っていた。自分の主の遺い体たいに申もうし訳わけないが、少年も自分の命が惜おしい。


　少年は手に肉片を抱かかえ、吐き気をこらえながら、できるだけ手の中のものを見ないようにしながらトイレへ行こうとして……エリザベートに足あし払ばらいされて、ひっくり返った。


「バカか、てめぇは」


　腹はらを踏ふまれた。その衝撃に耐えきれず、少年はその場で嘔おう吐とする。仰あお向むけだったのでのどが詰つまりそうになり、咳せき込こみながら激はげしく嘔おう吐とを繰くり返す。


　そんな少年を見て、エリザベートがわめく。


「てめぇ、それは自分のご主人様だぞ？　他の連中も八祖の直ちよつ系けい、あんたなんかより格かく上うえなのよ？　それを何、ゴミでも持つような態たい度ど、全くもって失礼千せん万ばんだとは思わない？」


　……確たしかにエリザベートの言葉にも一理あるかもしれないが、この女は何をさせたいんだ？


「ご主人様にもっと敬けい意いをはらえって言ってるのさ。そうさね……手で抱えて運ぶなんて、行ぎよう儀ぎが悪いわね。あんたはご主人様に敬意を払って、四つん這ばいになって犬のように死体を口でくわえて便所まで運べ」


「…………」


　今度こそ、絶ぜつ句くするしかなかった。そんな、想そう像ぞうするだに恐おそろしいことを、自分はやらされるのか？


「い、いやだ！」


　もう、限げん界かいだ。とてもそんなことをすることはできない！　そんなことをするくらいなら、ここで殺された方がマシだ！


「そう、イヤ、なの？」


　恐ろしいほど平へい坦たんな声でつぶやき、エリザベートが、少年の頭に手を乗せる。殺される、少年は覚かく悟ごを決めた――が、おそれていた衝撃は、こなかった。


「え？」


　疑ぎ問もんに思うまもなく、少年は起き上がった。そのまま四つん這いになる。


「え？　そんな？　なんで？」


　少年は、そんなことをするつもりはなかった。なのに、体が勝手に四つん這いになって動くのだ！


「クズは大人しくあたしの命令を聞いてればいいのよ」


　エリザベートはそう言うと、唇くちびるをつり上げてニタリと笑う。この女の仕し業わざか？


　少年の体は、彼の意い思しとは無関係に動く。固まりかけた血溜だまりに浮うかぶ肉片に四つん這いで近づくと、血の臭いと死臭の入り交じった吐き気のする固まりへと顔を近づけ……


「い、いや、いや、いやだっ！　そ、そんなもの口になんて、ブッ、ベッ、ゴボッ、ァァァァァァァァァァァァ!!」


「そうそう、やればできるじゃない。全部キレイに便所に捨すてるのよ。捨て終わったらトイレで首吊つって死んでいいから、とっととくたばれよ」


　泣きながら床ゆかを這う少年は、自分の意思とは無関係に、力強く頷うなずいた――それが少年が死ぬ直前に味わった生き地じ獄ごくであった。








　道中多少のトラブルはあったが、マイとセバスの二人は、なんとか人目から隠かくれるような山奥おくに建たてられた『偽ニセ』フィッティヴァルホックの本家にまで帰り着くことができた。


「なんとかたどり着けたわね」


「はい、お嬢じよう様さま」


　これから、任にん務むの失敗を自分で報ほう告こくしなくてはならないかと思うと、気が重い。だが、悪い情じよう報ほうばかりではないのだ。


「とにかく今は、早くお兄様の残したメッセージを伝えなくてはならないわ」


　任務失敗の罪つみは重いが、こっちの報告をうまく使えば、帳消しにできるはずだ。なにしろ、八や祖そが長年探さがし求めていた〈星せい辰しん〉の位置がわかったのだから。


　だが、広大な本家の敷しき地ちを抜ぬけ、本宅たくの扉とびらの前まで来たとき、本家がなにやら慌あわただしいことに、二人は気づいた。


「どうしたのかしら？」


「聞いてみましょう」


　セバスが静かに、近くにいた使用人の一人を捕つかまえた。文字通り、小間使いの少年の首根っこを、左手一本で捕まえてマイの前まで連れてくる。


「どうぞ、お嬢様」


「……まぁ、いいわ。それで、お前。これはいったいなんの騒さわぎ？」


　マイの方に覚えはないが、少年の方はマイを知っていたらしい。慌てて答える。


「あ、お、お嬢様。お聞きください、当主様が、身み罷まかられました」


「なんですって？」


　現げん在ざいの当主は、マイにとって叔お父じに当たる人物である。叔父は年もまだ若わかく、死に至いたるような病やまいとは無む縁えんのはずだ。


「なぜ？」


「それが……未確かく認にんではございますが、殺された可か能のう性せいが高いと」


　少年が、低い声で告げる。


「八祖の協議会に出かけた『闇ヤミ』の本家で、何者かによって暗殺されたと」


　暗殺者の元もと締じめが暗殺されるとは、因いん果が応おう報ほうよね、とマイは思った。


　現在の当主のことが、マイはキライだった。マイの父親の死後、権けん力りよく闘とう争そうを勝ち抜ぬいた叔父は、好き放題やって一族中から嫌きらわれている。ミハイルがいる間はまだ大人しかったのだが、そのミハイルの死後、その横おう暴ぼうぶりにはますます拍はく車しやがかかってきたのだ。それが、殺されたとなると……


「チャンスね」


　マイは、呟つぶやいた。


「これは天が与あたえたチャンスかもしれないわよ、セバス。この混こん乱らんを制せいすれば、わたくしにも当主の座ざが……」


　マイは、傍かたわらのセバスが無言でいることに気づいた。


「なによ、セバス？　返事くらいしなさい？」


「残念ながらお嬢様、今後の計画をたてるのは、もう少し後にした方がよろしいかと」


　セバスの変な物言いにマイは振ふり返って――その場で硬こう直ちよくした。


　なぜならマイたちの背はい後ごに、いつのまにか見覚えのある人物が立っていたからだ。


　十メートルほど離はなれた位置に腕うで組ぐみをして傲ごう然ぜんと聳そびえ立たつ、ざんばら髪がみの男。


「ワシには嫌いなものがいくつかある」


　と、キョウシロウが言った。


「その中でも特に嫌いなのは、戦いの途と中ちゆうで獲え物ものに逃にげられることじゃ」


　ジャリン、重い金きん属ぞく音を響ひびかせ、キョウシロウは両手にだんびらを構かまえた。


「さぁ、死合おうか」


　マイと、セバスは息を呑のみ、そして――








　――その日、八祖の本家が襲しゆう撃げきを受けるという前ぜん代だい未み聞もんの大事じ件けんが裏うら社会を震しん撼かんさせた。


　襲しゆう撃げきを受けたのは『闇』のシュトレンベルグと『偽』のフィッティヴァルホックの二家。確かく認にんされる限かぎりにおいて、両家に今のところ生せい存ぞん者しやはほぼ皆かい無む。襲撃者の情報は、ほとんどなし――








　――そしてその情報は、現げん段だん階かいではまだ、日本にまでは伝わっていなかった。


　その日本――赤あか霧ぎり市のナイト邸ていにて、ナイトはヨルの手による治ち療りようを受けていた。


　キョウシロウとの激げき戦せんは、ナイトに限げん界かいを超こえた限界まで肉体を酷使させ、結果、体のほとんどの組そ織しきが使い物にならなくなる、という段階まで一時はなりかけた。ヨルによると、自分がそばにいなかったならナイトは百回は死んでいた、というほどの重じゆう傷しようだったらしい。


　とはいえ、ヨル自身もナイトほどではないものの、一時は命に関かかわるほどの重傷だったのだ。ナナも二人ほどではないが、軽くないケガを負っていた。戦せん闘とう後しばらくは三人とも転がって身動き一つまともにできなかったほどだ。


　それでも時間の経けい過かとともになんとか魔ま力りよくが回かい復ふくすると、ヨルはまず、一番軽傷だったナナの傷を治した。その後元気になったナナの力を借りて、三人は何とか家まで戻もどることができたのである。小こ柄がらながら見かけ以上の力を持つナナは、ほとんど動けない二人を引きずるようにして家まで運んでくれた。そのせいで二人の傷は多少悪化したが、そこは気にしてはいけない。


　家に帰ってヨルはナナに栄養ドリンクを用意させ、気持ちが悪くなるほどの量を強ごう引いんにノドに流し込こみ、そのまま丸一日眠ねむった。ナイトは、余よ計けいなことをするまでもなく眠っていた。失神かもしれないが、同じことだ。


　そうやって休息を取ったヨルの魔力がある程てい度どのレベルにまで回復し、それでようやく回復咒じゆ法ほうを使って、ヨルもナイトも身動きできるレベルにまで回復することができたのであった。


　そして現在、ヨルの回復咒法で、ボロボロだったナイトの体の修しゆう復ふくを続けている、という状じよう況きようである。


　実じつ際さいあれだけのケガをしながら二日ほどでナイトが復ふつ活かつできたのは、ひとえにヨルの魔ま乖かい咒じゆのおかげだろう。そのことはナイト自身もよくわかっており、ヨルには深く感かん謝しやしていた。


　しかし……その後続くヨルのお説教にまで感謝するほど、ナイトに被ひ虐ぎやく癖へきはなかった。


「……いい、ナイト？　人の体っていうのはね、本人のものだけじゃないのよ。周りにいる人にとっても、それは大切なものなの。それをむやみに傷つけるってことは、周囲の期待を裏切るってことなのよ、わかってるの？」


「いや、でも、あの時はああでもしないと俺おれたちは負けて……」


「それとこれとは話が別！」


　ヨルに一いつ喝かつされ、ナイトは萎い縮しゆくした。ヨルが相手だと、どうしても強く出られない。


　そもそもヨルだって重傷だったのだから、自分にもその言葉は当てはまるではないか、と言った、心の中で。


　実際のところヨルの負ふ傷しようの原げん因いんはナイトにあるので、そんなことを口にすればヤブヘビになるのは目に見えているので、心で思っても口にすることはできなかった。


「とにかく、なんでもかんでも一人でやろうとしないで、たまにはわたしたちのことも頼たよりなさいよ」


「あぁ、わかって……ん？」


　今、少し違い和わ感かんを覚えた。


「なによ？」


「いや……なんでもない」


　よく見ると、まだ不機き嫌げんそうなヨルではあるが、どちらかというとその怒いかりはナイトがムチャをした、ということより、戦せん闘とうで自分があまり助けにならなかった、ということを怒おこっているようであった。たぶん、プライドの高いヨルにとって、それが一番の問題なのだろう。


　まぁそれは別にいいのだけど、その怒りをナイトに向けてくるのはカンベンして欲ほしい……でも、まぁいいか、とナイトは思う。それくらいのことでヨルの怒りが収おさまるというなら、甘あまんじてその責せめを受けようではないか……別にマゾじゃないけど。


「聞いてるの、ナイト？」


「わかってるさ」


　それに、ナイトはもう一つ気づいていた。


　今ほとんど無意い識しきだろうけど、ヨルは自分たちを頼れと言っていた。そう言えば家に戻もどってから、ヨルとナナの間にあった壁かべが、若じやつ干かん緩かん和わされているようにも見受けられる。なにがあったかは知らないが、ヨルもナナのことを、多少は認みとめた、ということなのか。


　なにはともあれ、万事順調、ということでいいのかな？


「……と、いうことなのよ。わかった、ナイト？」


「あぁ、わかっよ」


　長かったヨルの説教も、ようやく終わったようだ。


「体はもう大だい丈じよう夫ぶ？」


「あぁ、君のおかげで、問題なく動くようになったよ」


　それは本当に、心から感謝している。


「そう……じゃぁ、こっちに来て」


　ヨルに導みちびかれ、自力で歩いていくと、リビングに到とう着ちやくした。


「そこに座すわって」


　なぜかリビングの板いた張ばりの床ゆかを指さされた。え？　ナイトは、なんだかおかしいな、と思ってヨルを見た。ヨルは、無言だ。だが、気のせいか、コメカミが震ふるえている。ヨルが怒っているというシグナルだった。どういうことだ？


「座って、ナイト」


　ナイトが大人しくあぐらをかいたら、


「正せい座ざ」


「え？　俺病やみ上がり……」


「正座」


　そう言うヨルの眼まな差ざしが怖こわくて、ナイトは大人しく板の上に正座するしかなかった。


「じゃぁ、聞かせてもらおうかしら、なんであなたはわたしが入浴中の洗せん面めん所じよに来たのかしら？」


　……忘わすれかけていたけれど、やっぱりヨルは覚えていた。


　そのまま一時間、ナイトは正座して必死に身を小さくしながらヨルの小言を聞いていた。ヨルも最初こそ正座していたけど、やはりきつかったらしく、一分ほどで立ち上がった。どさくさでナイトも足を崩くずそうとしたら、モモを踏ふまれたのでそのまま正座だ。


「ねぇ、わかっているの、ナイト？　女じよ性せいにとって、自らの裸ら体たいというものは、大切な、壊こわれやすい秘ひ宝ほうなのよ。それは奥おくに秘めて余よ人じんに見せてはならないものなのよ。それを見ると言うことは、つまりあなたは秘宝を盗ぬすもうとした、つまりは盗人ぬすつとということね」


　ネチネチこの調子でイヤミを延えん々えんと聞かされている方はたまったものではないが、言い返せないのでどうしようもない。いっそ怒ど鳴なってくれた方がどれだけ楽か。


　板張りの床に正座というのはけっこうキツイが、ナイトも子こ供どもの頃ころは祖そ父ふの元で長時間正座させられたので、そこまで辛つらくはない。


　いや、しかし、ナイトは説教よりも、気になることがあった。


　ナイトは正座しており、ヨルはナイトの目の前においたイスに座って、長い足を組んでこちらを見下ろしている。なんというか、屈くつ辱じよく的な位置関係だ。


　だが問題はそこではない。


　ヨルはどういうワケか、普ふ段だんは見たこともないタンクトップにホットパンツなどというラフな格かつ好こうをしていたのだ。真っ白でシミ一つなく、細くて円まろやかなラインの脚あしが目の前にあると、なんだかマズイものを見ている気がしてくる。別にやましいところはないのだが、普段あまり見られないものがすぐ目の前にあるというのは、こう、なんというか……


　それだけではない。興こう奮ふんしているせいか、ヨルはしょっちゅう脚を組み替かえてくる。まぁスカートではないのだからいいのかもしれないが、すぐ目の前でそんなことをされると、こっちとしては……あれである、察して欲ほしい。


　普段は見たこともないヘソ回りもむき出しだし、胸むな元もとも、普段よりも膨ふくらみが強調されている気がして、視し線せんを向けることができない。


　なんというか、今のヨルは、全裸でいるときよりも、マズイ気がした、色んな意味で。


「……聞いてたの、ナイト？」


　視線をそらしていたら耳を引っ張ぱられた。いくら体を鍛きたえても、末まつ端たんは痛いたい。ナイトは慌あわてて答えた。


「聞いてた、聞いてました、バッチリ聞いてます」


「じゃぁ、反省の言葉は？」


「わたしはほんの一いつ瞬しゆんの気の迷まよいと勘かん違ちがいによってヨル嬢じようのいる洗面所へ乱らん入にゆうしてしまいました。諸しよ悪あくの根こん源げんは全すべてわたしの不ふ徳とくのいたすところであり、わたしはここに猛もう省せいし、同じことを繰くり返さぬよう心がける所しよ存ぞんです」


「……まぁ、いいわ」


　ようやく満足したか、ヨルが頷うなずいた。ヤレヤレだ。ちなみにこの言葉は、すでに十回は言わされた。いい加か減げん暗記してしまった文もん句くだ。


「……で、どうだった？」


「なにが？」


　目の前に座ったヨルが、胸むねの下で腕うでを組んだ。そうやるとなんというか、膨らみが強調されて……いや、自分はなにも見ていない、慌てて視線をそらした。


「だから、その……わたしは、どうだった？」


「だから、なにが？」


　ナイトがそう聞き返すと、察しが悪い、とヨルはいらだたしげに言う。


「い、い、言っておくけど、わたしはね、自分のあんな姿すがたを他人に、しかも男に見せたことなんて、今までないのよ」


「誰だれにも？」


「誰にもよ！」


　ヨルが、声を大きくする。


「それをあなたは見てしまったのよ！　わかってるの？」


「……ごめんなさい」


　これ以上怒いかりを燃もえ上がらせる前に頭を下げたが、そういうことを言いたいわけではないらしかった。


「そうじゃなくて……つまり、わたしは、これでも、自分の体には自信があるというか、自うぬ惚ぼれるワケじゃないけど、少なくとも同年代の女の子と比くらべてかなり高こう水すい準じゆんではないかと思ってるワケよ」


「はぁ」


　思わず相づち。そりゃ、ヨルがとんでもない美少女だってことは知っているけれど。


「そ、それで、わたしの……を見てしまった初めての男だん性せいであるあなたに、今後の参考として、どんな感じだったか、その、感想を、言ってもらいたいなぁ、と」


　……え、これどんな羞しゆう恥ちプレイ!?


　ヨルの言葉の意味がわかって、ナイトはガタンと後あと退ずさった。


「逃にげないで！　あなたにはその……を見てしまった、責せき任にんってものが……武ぶ士しは据すえ膳ぜん食わねど高島田っていうコトワザも日本にはあるわけだし」


　ない。


「とにかく……を見て、あなたがどう思ったかを正直に四百字以内にまとめなさい」


　……待ってくれ、カンベンしてくれ、これはいったいどういうイジメだ？　いっそ殴なぐられた方が、どれだけ楽か……マゾじゃないけど。


「いや。その、なんて言いますか」


　きっぱり言ってやればいいのかもしれないが、ナイトもどう答えていいのかわからず、しどろもどろだ。


「その、わたくしごときには過すぎたものをと言うか、結けつ構こうなお点て前まえでして……」


　ダメだ、こっちも言葉にならない。


　だが、ナイトのその慌あわてる様を見てヨルは。


「……この様子だと、脈ありかしら？」


　なんて呟つぶやいた。


「え？」


「な。なんでもないわ。と、とにかく今言ったことを明日までに原げん稿こう用紙にまとめなさい、わかったわね！」


　ヨルは顔を赤くして立ち上がると、逃にげるように自室へ戻もどっていった。


　残されたナイトは、はぁ、と息を吐はく。まったく、ヨルは、どうしたんだ？　あんなことを言う性せい格かくじゃないのに……


「先生ぇ？　大だい丈じよう夫ぶですか？」


　ナナが顔を出した。ナイトは力なく頷うなずいた。


「かなり疲つかれた、主に、精せい神しん面めんで」


「ヨル姉さま顔が三角になってたですからね～」


　三角になるのは眼めだ。


「で、ナナも先生ぇに言っておくことがあるですよ？」


「なんだ？」


　トコトコと座り込んだナイトに近ちか寄よると、テイッ、と空手チョップがナイトの額ひたいに炸さく裂れつした。ちょっとだけ痛い。


「ナナは怒おこってるですよ、プンプンです～」


　腰こしに手を当てるナナ。迫はく力りよくは皆かい無む、というかむしろカワイイ。でも、ナイトは大人しく、ナナの話を聞いた。


「ナナは相手が先生ぇでも、悪いことしたら怒おこるですよ。人のお風ふ呂ろを覗のぞいたらダメですよ、メッ、です」


　……ナナにまで怒られてしまった。


「ゴメン、ナナ。悪かった、二度としないよ」


「……はんせ～したですか？」


「したした、海より深く」


　かなり適てき当とうな返事であったが、ナナは満足したか、もっともらしく頷いた。


「ナナは別に見られてもいいですけど、ヨル姉さまとかのを見たらダメですよ？　それは犯はん罪ざいです」


「わかったわかった」


「先生ぇ、今度から見たくなったら、ナナに言うですよ？　ナナのならいつでも見せてあげるですから、他の人のを見たらダメですよ？」


「わかったわかっ……え？」


　振り返って、ナイトは、なんてこった、と思わず天を仰あおぎたくなった。ナナはなにを勘かん違ちがいしたのか、その場でいきなり服を脱ぬいでベビードール姿になっていた。さらにその下着さえも外そうと手をかけて。


「バカ！　なにをやっている！　早く服を着ろ！」


　ナイトが慌あわててナナの手を押おさえると、ナナは変な声を出した。


「あぅ～。先生ぇ、見るのはいいですけど、おさわりはやめて欲ほしいです～」


「どこでそんな言葉覚えた！」


「あう～、先生ぇ、くすぐったいですよ～」


「そうそう、ナイト。言い忘わすれたけど……」


　ヨルが顔を出して、ナイトとナナの様子を見て、硬こう直ちよくした。


「ヨル！　いや、これはだな……誤ご解かいだ！」


　ピカッ、窓まどの外で、雷かみなりが光った。ゴロゴロ、空気を響ひびかせる雷らい鳴めい。ポツポツと、窓の外で雨が降ふり出し、雨あま脚あしはたちまち強くなっていく。


「…………」


　ヨルは無言のまま立っている。前まえ髪がみが眼を隠かくして、ヨルの顔がよく見えない。


「ヨ、ヨル？」


「……ナイト。こっちに来て？」


　指で、チョイチョイと手て招まねき。ナイトにそれを断ことわることなどできなかった。


　ヨルは縁えん側がわに来ると、戸を開けた。土ど砂しや降ぶりとなった外は薄うす暗ぐらく、庭にはすでに水たまりもできていた。


「座って」


　ヨルが、庭を指さした。


「え？　いや、でも、雨だぞ？」


　ヨルは縁側に立って、土砂降りの庭の土を指さす。


「座れ」


「はい」


　そう言われて、ナイトに逆さからえるはずがなかった。ナイトは土砂降りの庭に裸足はだしで出た。


「正座」


　砂すな粒つぶと小石が脛すねに刺ささる。全身を雨に打たれながら、ナイトは庭に正座した。





　――三時間かかった





　そんな二人の様子を窓から眺ながめていたナナは、ふと、土砂降りの暗あん雲うんを見上げた。


「あぅ～……ヨル姉さまもプンプンですけど、これはエリザベート様もだいぶ不ふ機き嫌げんですねぇ～」


　何気ない口調で、そう呟つぶやく。


「エリザベート様が不機嫌だと雨になるですよね～。ご機嫌だとお天気で、怒ると竜たつ巻まきです～」


　南の島の大王みたいな話だ。だが、ナナは至いたってまじめだった。


「……エリザベート様、カンカンですね～」








　ナイトたちのいる赤霧市を望む山の頂いただきに、人ひと影かげがあった。激はげしい土砂降りが周囲を呑のみ込む中、その人物は雨具を使わず、濡ぬれるがままに任まかせ、眼がん下かを眺ながめていた。


　雷らい光こうが一いつ瞬しゆん輝かがやく度に、彼女の、女じよ性せいにしては長身の人影を浮かび上がらせた。


「あぁ、来たわ、来てしまった、またしても、こんなクソ忌いま々いましい、最底辺のドイナカに来てしまったわ」


　人影は、そう呟く。


「でももうダメだわ、限げん界かい、これ以上はガマンできない」


　濡ぬれそぼった白い腕うでを持ち上げ、彼女は誰だれもいない虚こ空くうへ向かって呟く。


「……あれから何人も、何十人も、何百人も殺した、具体的には二百三十七人ブチ殺した。罪もない女子こ供どもを無む惨ざんに捻ひねり殺した。屈くつ強きような戦士を素す手でで殴なぐり殺した。八や祖そ直ちよつ系けいの魔ま乖かい術じゆつ師しを嬲なぶり殺した。考えられるあらゆる殺し方を試ためした……でもダメ、足りない、全然足りないのよ。いくらカスどもを虐ぎやく殺さつしようと、あたしはなにも変わらない」


　雨の中、彼女は、傍かたわらを見た。そこに本来存そん在ざいするはずの少女のことを、思い出す。


「ねぇ、ナナ、そうでしょう？　あんたをこの手でぶち殺した後、あたしには何も残らなかった。あんたを殺すのが楽しみで楽しみで楽しみぃぃぃぃぃぃぃにしてたのにね、実じつ際さい殺すと後には何も残らなかった。前は楽しかったことも、今はただ空くう虚きよさを増ますだけの代しろ物ものに過すぎない。あぁ、どうしてこんなことになってしまったのかしら」


　顔が濡れるのも構かまわず、彼女は両手で天を仰あおいだ。


「あたしはただ、あんたのことを大切にしたかっただけなのに。他の誰にも傷きずつけられないように、あたしのすぐ手元に置いておいて、誰かに傷つけられる前にあたしが傷つけてやったのに、なのになんだって、あんたはあたしから離はなれていくの!?」


　そこで彼女は、笑い声を漏もらす。


「あぁ、そうね、そうだわ、間ま違ちがっていたのね、そうね、やり方が間違っていたのね」


　あははははは、笑いながら続ける。


「えぇ、ならばあたしは今度こそ間違えない。今度こそ、あたしは正しい選せん択たくをする……あたしとあんた、二人を傷つける者なんて皆殺しにしてやる――あたしたち二人以外の全人類なんて滅めつ亡ぼうさせてやる。そして最後、最後の最後に残った大切なあんたを、あたしの手でぶち殺す、その時にこそ、あたしの空虚は完成されるのよ、あはははははははは!!」


　彼女は――『狂キヨウ濫ランの螺刃ネジ』と呼よばれる彼女は、嵐あらしの中、狂笑を響ひびかせる。


「さぁ、お遊びの時間はおしまいよ。子こ供どもはもう寝ねる時間、後は殺し合い、跡あとには何も残らない、ひたすら不毛で、ひたすら無惨な、何も得るもののない無む為いな闘とう争そうを始めましょう、手始めにクソ気に入らない清すが夢む騎ない人とあたりから始末してやろう」


　クックック、彼女は、笑えみと共に呪じゆ詛そを吐はき出だす。


「さぁ、始めるわよ、一方的な殺さつ戮りくを、あんたにターンは回さず、ずっとあたしが攻こう撃げき、ジワジワ殺すわ、あぁ、とても楽しみ、あのクソガキはどんな断だん末まつ魔まを漏もらしてくれるかしら、それを見たナナはどんな顔をするかしら、あぁ、とても、とても、とぉぉぉぉぉっても楽しみ」


　稲いな光びかりに背はい後ごを照らされながら、彼女は眼下を睨にらむ。


「さぁ、清夢騎人、準じゆん備びはいいかしら？　歯を磨みがいて風ふ呂ろに入って神に祈いのってマスかいて遺ゆい言ごん書いて野の垂たれ死ぬ準備はできた？　地じ獄ごくへ行く旅たび支じ度たくは終わった？　終わったなら戦いましょう、終わってないなら、死ねカス」


　そう言って、彼女はゆっくりと歩き出した、彼女にとっての、決戦の地へ。




[image: ]








　ナイトたち三人の生活に崩ほう壊かいの兆きざしが刻こく一いつ刻こくと迫せまっているのに、彼らはまだ気づいていなかった。







（完）







　あとがき







　ありがとうございます。八やち街またでございます。ボルヨルも四巻の運びとなりました。これも偏ひとえにみなさまのおかげです。読者の皆さま、この本に関わった全ての方々、地球全てに心よりの感謝を表したいと思います（←大げさ）。


　さて、実は八街はとりとめもなく後書きを書くのが大好きな人間です。（←無駄なことが好き）前巻までも下らないことを長々と後書きに書いていました。そして今回も八街の計算では後書きが多くなりそうだったので、たっぷりネタを用意しておいたのですが


担当さん「八街さん、本編ボリュームありすぎますから削ってください」


　というわけで、後書きは真っ先に削られました。用意したネタも忘却処分にしました。読者の皆さま大爆笑間違いなしのネタだったのに（←うさんくさい）残念です。


　話は変わりますが、今回この本の帯にシナリオライターの鬼き畜ちく人じんタムーさんからコメントをいただきました。そしてそれに併あわせてタムーさんとの対談も行いました。タムーさんは『君が望む永遠』等の製作に関わった方で、個人的に昔からのファンだったのですが、それがまさか直接お話する機会があろうとは、世の中わかりません。色々と貴重なお話を聞かせていただいたものの、当日八街は緊張して（←ガラにもなく）ほとんどまともなことはしゃべれませんでした。


　そんな赤せき面めんものの対談が、この本と同時発売のドラゴンマガジン１月号に載っています。しかも同時に、ボルヨルの短編まで掲載されているというお得な話。興味のあるかたは是ぜ非ひともお読みください（←宣伝）。


　対談で上京した機会にあわせ、イラストの深み崎さき暮くれ人ひとさんにもお会いできました。出で不ぶ精しような八街は実は深崎さんと直接お会いするのは初めてでした。デザインを全く考こう慮りよせず八街が考えたキャラクターに毎回美び麗れいなイラストをつけてくださる深崎さんには頭が上がりません、本当にいつもお世話になっております。


　少し本編にも触ふれようと思います。この四巻ですが、実はタイトルには「中巻」がつきます。なにを隠そう、ボルヨルの三巻と四巻はそれぞれ「エリザベート編上巻、中巻」という副題があったのです。と、いうわけで次回、五巻でついにエリザベート編が完結する予定です。


　それでは次回、タイトルだけは決まっているボルヨル第五巻「ルナティック・ルーラー～狂きよう濫らんを征せいする者（仮←って、決まってないじゃん）」でお会いしましょう。




ぼくと彼かの女じよに降ふる夜よる


ザ・パーティー～生贄をふるうモノ





八やち街また　歩あゆむ
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